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タフロックは「世の為、人の為」との想いを込めて生まれたブランドです。

時代と共に変わりゆく建築現場で、防火措置の重要性は一層高まっています。

ネグロスは1982年タフロックニジカンの発売以来、

現場のニーズ、お客様目線の商品開発に邁進してきました。

明日へ繋げる企業として、これからも皆様に安心・安全をお届けいたします。
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防火措置材を選ぶ条件は様々。使う場所や貫通させる物、または認定番号など。色々な条件から探
せるツールを用意しました。

使う場所から検索できます

貫通物から検索できます

認定番号、評定番号から検索できます

前付　5,6ページ
躯体（床貫通部）から探す

躯体（壁貫通部）から探す 前付　7,8ページ

貫通物から探す　　前付9〜11ページ

番号順に並べてあります。
BCJ評定番号からも検索できます。

認定番号・評定番号索引 後付25,26ページ
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BCJ評定・拡大認定読替表

BCJ評定番号 旧国土交通大臣認定番号 国土交通大臣認定番号 商品名 掲載P

BCJ-防災-77
PS060FL-9045 ─

タフロックニジカン ─
PS060WL-9455 ─

BCJ-防災-97
PS060FL-9091 → PS060FL-0464

タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-9092 → PS060WL-0466

BCJ-防災-135 PS060FL-9072 ─ タフロックニジカンウエカラ工法 ─

BCJ-防災-139
PS060FL-9093 → PS060FL-0464

タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-9094 → PS060WL-0466

BCJ-防災-289 PS060FL-9069 ─ 床サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-290 PS060WL-9070 ─ 壁サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-291 PS060FL-9084 ─ 床オクダケ工法 ─
BCJ-防災-292 PS060FL-9074 ─ タフロックニジカンウエカラ工法 ─
BCJ-防災-293 PS060FL-9071 ─ 床ウエカラ工法 ─
BCJ-防災-294 PS060WL-9458 ─ 壁サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-295 PS060FL-9459 ─ 床流し込み工法 ─
BCJ-防災-296 PS060FL-9460 ─ タフロックシリコーンシールSE ─

BCJ-防災-399
PS060FL-9085 ─

ヒートメル-PC ─
PS060WL-9086 ─

BCJ-防災-400（変1）
PS060FL-9095 ─

タフロックニジカン-AP ─
PS060WL-9096 ─

BCJ-防災-897 (変2） → ─ タフロックニジカン-APF 138
BCJ-防災-921（変1） PS060FL-9056 ─ タフロックニジカンユカウエ ─
BCJ-防災-949（変1) PS060WL-9059 ─ タフロックニジカン-OA ─
BCJ-防災-1091（変2） PS060WL-9067 → ─ タフロックニジカン-APW 144
BCJ-防災-1092 → PS060WL-9068 タフロックニジカン壁丸 34
BCJ-防災-1264 PS060FL-9060 ─ タフロックニジカン床丸 ─
BCJ-防災-1432（変1） PS060FL-9055 ─ タフロックニジカンウエカラライト ─
BCJ-防災-1557 PS060WL-9454 ─ タッチイン ─
BCJ-防災-1618 PS060WL-9052 ─ タフロックニジカンカベライト ─

BCJ-防災-1852
PS060FL-9036 ─

ヒートメル-200 ─

PS060WL-9037 ─

BCJ-防災-1853
PS060FL-9040 ─
PS060WL-9041 ─

BCJ-防災-1854
PS060FL-9063 ─
PS060WL-9064 ─

BCJ評定、国土交通大臣認定の番号を読み替えした対比表です。
左から右へとBCJ評定から国土交通大臣認定への移り変わりを表わしています。
BCJ評定読替表

旧国土交通大臣認定番号 国土交通大臣認定番号 商品名 掲載P
PS060WL-0017 → PS060WL-0141 →

PS060WL-0231 → PS060WL-0756
タフロック60 82

PS060WL-0018 →
PS060WL-0061 →
PS060FL-0048 →

PS060FL-0232 → PS060FL-0497 → PS060FL-0772
PS060FL-0049 →
PS060WL-0051 → PS060WL-0293 タフロック60マルブロック 3
PS060WL-0247 → PS060WL-0435

プチロク 24
PS060WL-0248 → PS060WL-0436
PS060FL-0604 → PS060FL-0682

タフロックイチジカンパイプ 41

PS060WL-0605 → PS060WL-0683
PS060WL-0606 → PS060WL-0684
PS060WL-0607 → PS060WL-0685
PS060WL-0867 → PS060WL-0867-1 → PS060WL-0867-2
PS060WL-0866 → PS060WL-0866-1
PS060FL-0911 → PS060FL-0911-1
PS060FL-0912 → PS060FL-0912-1
PS060FL-0927 → PS060FL-0927-1

PS060WL-0676 → PS060WL-0676-1
タフロックイチジカンパットキット 6
タフロックイチジカンパット 9

PS060WL-0624 → PS060WL-0812 → PS060WL-0995 → PS060WL-1063
タフロックイチジカン耐火パック

133
PS060FL-0630 → PS060FL-0860 → PS060FL-1010 132
PS060WL-0674 → PS060WL-0862 133
PS060FL-0837 → PS060FL-0926 → PS060FL-1002

タフロックスマート 14
PS060WL-0839 → PS060WL-0972 → PS060WL-1080
PS060WL-0841 → PS060WL-1127 → PS060WL-1127-1 → PS060WL-1127-2 タフロック片壁用イチジカン耐火パック 126
PS060WL-0852 → PS060WL-0971 タフロックスマート 14
PS060WL-0859 → PS060WL-0859-1 タフロックイチジカンBOXシート 50

拡大認定読替表

BCJ評定・拡大認定読替表

貫通部位：床

国土交通大臣認定 （一財）日本消防設備安全センター評定

認定番号 商品名 掲載P
PS060FL-0050 タフロック60マルブロック 2
PS060FL-0080 タフロックカタガワ 106
PS060FL-0221 タフロック60バスダクト用耐火ブロック工法 95
PS060FL-0223 タフロックイチジカンMG 98
PS060FL-0298 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0342 タフロック60バスダクト床専用キット 96
PS060FL-0464 タフロックニジカンパイプ 44

PS060FL-0510 プチロクワイド 26、28
プチロク消防ワイド 30

PS060FL-0554 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0625 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0682 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060FL-0703 タフロックイチジカン床丸 37
PS060FL-0707 タフロックイチジカン床丸 37
PS060FL-0734 タフロックイチジカン耐火パック 131

PS060FL-0772 タフロック60 77
タフロック60マトメル 157

PS060FL-0787 タフロックスマート 13
PS060FL-0838 タフロックスマート 13
PS060FL-0912-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060FL-1002 タフロックスマート 13
PS060FL-1010 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060FL-1018 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060FL-1076 タフロック床埋設管用耐火シート 54
PS060FL-1103 タフロックイチジカン耐火パック 131

評定番号 商品名 掲載P
KK2022-003号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-004号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-005号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-006号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-007号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-008号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-009号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-011号 タフロックスマート 13
KK2022-012号 タフロックスマート 13
KK2022-013号 タフロックスマート 13
KK2022-014号 タフロックスマート 13
KK2022-015号 タフロックスマート 13
KK2022-016号 タフロックスマート 13
KK2022-017号 タフロックスマート 13
KK2022-018号 タフロックスマート 13
KK2022-019号 タフロックスマート 13
KK2022-020号 タフロックラクパッド 20
KK2022-021号 プチロク 24
KK2022-022号 プチロク 24
KK2022-023号 プチロク消防ワイド 30
KK2022-024号 プチロク消防ワイド 30
KK2022-025号 プチロク消防ワイド 30

KK2022-026号 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

KK2022-027号 タフロックキョージュー 102
KK2022-028号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-029号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-030号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-031号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-032号 タフロックインターフォン耐火パテ 55

認定番号・評定番号索引

後付25

貫通部位：壁
認定番号 商品名 掲載P

PS045WL-1019 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-0090 タフロックカタガワ 106
PS060WL-0153 タフロック60金属ダクト壁用耐火ブロック工法 94
PS060WL-0231 タフロック60　片壁用耐火ブロック工法 94
PS060WL-0233 タフロック60　バスダクト用耐火ブロック工法 95
PS060WL-0274 タフロックイチジカンMG 98
PS060WL-0293 タフロック60マルブロック 2
PS060WL-0305 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060WL-0367 プチロクワイド 26
PS060WL-0368 プチロクワイド 26
PS060WL-0435 プチロク 24
PS060WL-0436 プチロク 24
PS060WL-0466 タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-0535 タフロックキョージュー 102
PS060WL-0544 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060WL-0545 プチロク消防ワイド 30
PS060WL-0675 タフロックイチジカンホ─ルド 164

PS060WL-0676-1 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0678 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0683 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0684 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0685 タフロックイチジカンパイプ 40

PS060WL-0694 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0695 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0743 片壁用ダンパープレート 48

PS060WL-0756 タフロック60 77、78
タフロック60マトメル 157

PS060WL-0762 中空壁用ダンパープレート 46
PS060WL-0836 タフロックスマート 13
PS060WL-0859-1 タフロックイチジカンBOXシート 50
PS060WL-0862 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-0864 タフロックスマート 13
PS060WL-0866-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0867-2 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0899 タフロックイチジカンBOXシート 50
PS060WL-0904 タフロックスマート 13
PS060WL-0911-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0927-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0971 タフロックスマート 13
PS060WL-1063 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-1080 タフロックスマート 13
PS060WL-1127-2 タフロック片壁用イチジカン耐火パック 125
PS060WL-1130 タフロックラクパッド 20
PS060WL-1131 タフロックラクパッド 20
PS060WL-1148 タフロックラクパッド 20
PS060WL-9068 タフロックニジカン壁丸 34

商品の探し方

前付3



前付4

商品名から検索できます 品番から検索できます

品番索引 後付21〜23ページ

アルファベット順の品番から検索できます。

目次 前付 2ページ

商品名を一覧できます。

目次

前付2

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

プチロクワイド プチロクワイド プチロク消防ワイド タフロックニジカン壁丸

タフロックイチジカン床丸 タフロックイチジカンパイプ タフロックニジカンパイプ 中空壁用ダンパープレート

タフロック
イチジカン
耐火パック

タフロック片壁用
イチジカン
耐火パック

タフロック
ニジカン-APW

タフロックロクマックス
マット（床用）

タフロックイチジカンホールド

ダンシールP ケイカライトMGダンシールPサンカク

ロックファインファイバー

ダンシールKP

タフロックサブウェイ

タフロック
ニジカン-APF

片壁用ダンパープレート タフロックイチジカンBOXシート タフロック床埋設管用耐火シート タフロックインターフォン耐火パテ

おめかしマルスリーブ

おめかしシート

鋼製スリーブ

タフロック60カバータフロックフレーム

タフロックラクスリーブ

カジランシート

止水用鋼製床丸スリーブ

タフロックスマート

タフロックスマート

タフロックロクマックス
　　　　　　　　（床用）

タフロックロクマックス
　　　　　　　　（壁用）

タフロックキョージュータフロックイチジカンMGタフロック60（バスダクト床専用） タフロックカタガワ

タフロック60 タフロック60（壁専用）

タフロック60マトメル

タフロック60マルブロック タフロックイチジカンパットキット タフロックスマートタフロックイチジカンパット

プチロクタフロックBOXシート
ラクパッド用

タフロックラクパッドタフロック
スマートワイド床

ダンシールLT販売販売
終了終了

販売販売
終了終了

販売販売
終了終了

56〜57ページ

78ページ

96〜97ページ 98〜101ページ 102〜104ページ 106〜108ページ

111ページ110ページ 112〜113ページ 114〜117ページ

150〜154ページ

170ページ

118〜119ページ

170ページ

120ページ

170ページ

121ページ

170ページ

122ページ

171ページ

13〜16ページ

144〜148ページ125〜130ページ
13〜16ページ 138〜142ページ

2〜3ページ 5〜7ページ

26〜27ページ

37〜38ページ

8〜10ページ

34〜35ページ

46〜47ページ

24〜25ページ

44〜45ページ

22〜23ページ

30〜32ページ

20〜21ページ
18〜19ページ

28〜29ページ

40〜42ページ

48〜49ページ 55ページ

171ページ

13〜16ページ

50〜51ページ 54ページ

164〜168ページ

157〜162ページ

60〜75ページ 61ページ
77〜95ページ

131〜137ページ

ご注文品番 ご注文品番 ご注文品番販売単位 販売単位 販売単位掲　載
ページ

掲　載
ページ

掲　載
ページ

OMS75 1組 112
OMS100 1組 112
OMS125 1組 112
OMS150 1組 112

TAF4
TAF44B 1個 52
TAF44BHC1 1個 52
TAF44BHC2 1個 52

TAFA
TAFAPF75 販売終了品 138
TAFAPF100 販売終了品 138
TAFAPF125 販売終了品 138
TAFAPF150 販売終了品 138
TAFAPW50055 販売終了品 144
TAFAPW75080 販売終了品 144
TAFAPW100110 販売終了品 144
TAFAPW125135 販売終了品 144
TAFAPW150160 販売終了品 144
TAFAS3020 1組 114
TAFAS4020 1組 114
TAFAS5020 1組 114
TAFAS6020 1組 114
TAFAS7020 1組 114
TAFAS8020 1組 114
TAFAS9020 1組 114
TAFAS10020 1組 114
TAFAS11020 1組 114
TAFAS12020 1組 114
TAFAS13020 1組 114
TAFASC3020 1組 117
TAFASC4020 1組 117
TAFASC4030 1組 117
TAFASC4050 1組 117
TAFASC5020 1組 117
TAFASC6020 1組 117
TAFASC6030 1組 117
TAFASC6050 1組 117
TAFASC7020 1組 117
TAFASC8020 1組 117
TAFASC9020 1組 117
TAFASC10020 1組 117
TAFASC11020 1組 117
TAFASC12020 1組 117
TAFASC13020 1組 117

TAFASH3020 1組 116
TAFASH4020 1組 116
TAFASH5020 1組 116
TAFASH6020 1組 116
TAFASH7020 1組 116
TAFASH8020 1組 116
TAFASH9020 1組 116
TAFASH10020 1組 116
TAFASH11020 1組 116
TAFASH12020 1組 116
TAFASH13020 1組 116
TAFASW30 1組 116
TAFASW40 1組 116
TAFASW50 1組 116

TAFB
TAFBXCK2 1箱（10組入） 50
TAFBXCK3 1箱（10組入） 50
TAFBXCK4 1箱（10組入） 50

TAFC
TAFCDP 1袋（10個入） 46
TAFCT-003 1組 96
TAFCT-010 1組 96
TAFCT-020 1組 96
TAFCTS 1袋（10個入） 96

TAFD
TAFDLT5 販売終了品 171
TAFDP3 1箱 170
TAFDP5 1箱 170
TAFDP5S 1箱 170
TAFDP10 1箱 170

TAFH
TAFHD-L 1袋（10個入） 164
TAFHD-S 1袋（10個入） 164

TAFI 
TAFIB30 1巻 8
TAFIK50 1組 5
TAFIK75 1組 5
TAFIK100 1組 5
TAFIK125 1組 5
TAFIK150 1組 5
TAFIMY50 1組 37

TAFIMY75 1組 37
TAFIMY100 1組 37
TAFIMY125 1組 37
TAFIMY150 1組 37
TAFIMY175 1組 37
TAFIMY200 1組 37
TAFIP39L 1巻 40・81
TAFIP75L 1巻 40・81
TAFIP104L 1巻 40・81
TAFIPQ50 1組 131
TAFIPQ75 1組 131
TAFIPQ100 1組 131
TAFIPQ125 1組 131
TAFIPQ150 1組 131
TAFIS100 1袋（10枚入） 8
TAFIS130 1袋（10枚入） 8
TAFIS180 1袋（10枚入） 8
TAFITP 1袋（10個入） 55

TAFK
TAFKB2050 1組 121
TAFKB6090 1組 121
TAFKB100120 1組 121
TAFKCS 1袋（10枚入） 80
TAFKDP 1袋（10組入） 48
TAFKMG 1枚 170
TAFKP 1袋 8・46・170
TAFKP36 1箱（36袋入） 8・170
TAFKYS50 1個 110
TAFKYS75 1個 110
TAFKYS100 1個 110
TAFKYS125 1個 110
TAFKYS150 1個 110
TAFKYS175 1個 110
TAFKYS200 1個 110

TAFM
TAFMB-50 1組 2
TAFMB-75 1組 2
TAFMB-100 1組 2
TAFMB-125 1組 2
TAFMB-150 1組 2
TAFMG3020 1組 98
TAFMG4020 1組 98
TAFMG5020 1組 98
TAFMG6020 1組 98

品番索引

ご注文品番 ご注文品番 ご注文品番販売単位 販売単位 販売単位掲　載
ページ

掲　載
ページ

掲　載
ページ

後付21



前付5

躯体（床貫通部）から探す

○ 丸穴 φ50…最大開口サイズ　ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 …貫通物

RC ALC 掲載P

防

火

区

画

タフロックニジカンパイプ

タフロックイチジカンパイプ

タフロックスマート

タフロックスマートワイド床

プチロクワイド

プチロクワイド

プチロク消防ワイド

タフロック60マルブロック

タフロック床埋設管用耐火シート

タフロックニジカン-APF

タフロックイチジカン耐火パック

タフロックイチジカン床丸

タフロックイチジカンホールド

共
住
区
画

タフロックサブウェイ

プチロク消防ワイド

タフロックニジカン-APF

タフロックイチジカンホールド

φ160 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管

PF管
CD管

呼び
28

φ159 ケーブル PF管
CD管

φ300 給•排
水管

PF管
CD管 164ページ

138ページ

30ページ

56ページ

φ159 ケーブル PF管
CD管 28ページ

φ159 ケーブル PF管
CD管 30ページ

φ160 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 138ページ

φ310 給•排
水管

PF管
CD管 164ページ

φ159 ケーブル PF管
CD管 26ページ

φ160 ケーブル
2ページ

φ160 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管ケーブル

131ページ

φ210 ケーブル PF管
CD管 37ページ

φ160 PF管
CD管 54ページ

φ160 ケーブル PF管
CD管 18ページ

φ110 ケーブル 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 13ページ

呼び
104 ケーブル PF管

CD管 40ページ

呼び
104 ケーブル

44ページ

販売販売
終了終了

販売販売
終了終了

鋼 製
電線管



前付6

0.6m2…最大開口面積　ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 …貫通物□ 角穴

RC ALC 掲載P

防

火

区

画

タフロックイチジカンホールド

タフロック60（バスダクト床専用）

タフロックイチジカンMG

タフロックカタガワ

タフロックロクマックス床用キット

タフロック60

タフロックロクマックスマット床用キット

タフロック60マトメル

共
住
区
画

タフロックイチジカンホールド

0.75m2 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管

0.6m2 バスダクト

ケーブル0.6m2 鋼 製
電線管

0.75m2 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管

0.07m2 給•排
水管

PF管
CD管

0.75m2 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管

0.75m2 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管

0.07m2 給•排
水管PF管

ケーブル0.6m2

164ページ

77ページ

96ページ

98ページ

106ページ

164ページ

157ページ

150ページ

60ページ



躯体（壁貫通部）から探す

前付7

○ 丸穴 φ50…最大開口サイズ　ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 …貫通物

RC ALC 中空壁 片壁 掲載P

防

火

区

画

タフロックラクパッド

タフロックBOXシートラクパッド用

　
プチロク

中空壁用ダンパープレート

タフロックイチジカンBOXシート

タフロックスマート

プチロクワイド

プチロク消防ワイド

タフロックニジカンパイプ

タフロックイチジカンパイプ

タフロック60マルブロック

タフロックイチジカンパットキット

タフロックイチジカンパット

タフロックニジカン-APW

タフロックイチジカン耐火パック

タフロック片壁用イチジカン耐火パック

タフロックニジカン壁丸

タフロックイチジカンホールド

共

住

区

画

タフロックサブウェイ

タフロックラクパッド

プチロク

タフロックスマート

プチロク消防ワイド

タフロックイチジカンパットキット

タフロックイチジカンパット

タフロックニジカン-APW

タフロックイチジカンホールド

ケーブル PF管
CD管φ110

ケーブルφ160

ケーブルφ110 PF管

ケーブル PF管
CD管φ160 冷媒管 給•排

水管

φ160 ケーブル PF管
CD管 冷媒管 給•排

水管

ケーブルφ160

ケーブル PF管
CD管φ160

PF管
CD管φ310 給•排

水管

ケーブル PF管
CD管φ160

呼び
104 ケーブル

φ50 ケーブル PF管

φ50 ケーブル PF管
CD管

ケーブルφ110 PF管

PF管
CD管

呼び
28

ケーブルφ110 PF管
CD管 冷媒管 給•排

水管

ケーブルφ110 PF管
CD管

ケーブル PF管
CD管φ110

PF管
CD管φ160 冷媒管 給•排

水管

ケーブル PF管
CD管φ160

ロクマルシート
別売＊

ケーブルφ110 PF管

ケーブル PF管
CD管φ160

呼び
104 ケーブル PF管

CD管

φ160 PF管
CD管 冷媒管 給•排

水管

φ50 ケーブル PF管
CD管

φ50 ケーブル PF管
CD管

φ50 ケーブル PF管
CD管

φ300 給•排
水管PF管

8ページ

131ページ

125ページ

5ページ

40ページ

164ページ

56ページ

22ページ

24ページ

50ページ

44ページ

30ページ

26ページ

34ページ

144ページ

164ページ

5ページ

144ページ

30ページ

20ページ

24ページ

2ページ

8ページ

13ページ

13ページ

46ページ

20ページ

販売販売
終了終了

販売販売
終了終了



前付8

□ 角穴 0.6m2…最大開口サイズ・面積　ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

PF管
CD管 …貫通物

RC ALC 中空壁 片壁 掲載P

防

火

区

画

中空壁用ダンパープレート

片壁用ダンパープレート

タフロックイチジカンBOXシート

タフロックBOXシートラクパッド用

タフロックイチジカンホールド

タフロックカタガワ

タフロックイチジカンMG

タフロックロクマックス壁用キット

タフロックキョージュー

タフロック60（壁専用）

タフロック60

タフロック60マトメル

共
住
区
画

タフロックインターフォン耐火パテ

タフロックイチジカンホールド

タフロックキョージュー

ケーブル PF管
CD管110×110

ケーブル PF管
CD管290×100

給•排
水管0.07m2 PF管

CD管

ケーブル0.6m2

ケーブル0.6m2

ケーブル0.6m2

0.07m2 給•排
水管

ケーブル

ケーブル

冷媒管

冷媒管

給•排
水管

給•排
水管

鋼 製
電線管

鋼 製
電線管

0.75m2

0.75m2

PF管
CD管

PF管
CD管

ケーブル700×100

PF管
CD管 冷媒管 給•排

水管
鋼 製

電線管0.75m2 ケーブル

PF管
CD管

PF管
CD管

冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管0.75m2

320×122
以下

ケーブル

PF管

ケーブル PF管
CD管190×100

ケーブル PF管
CD管290×100

106ページ

98ページ

102ページ

102ページ

77ページ

78ページ

157ページ

164ページ

46ページ

48ページ

164ページ

50ページ

55ページ

22ページ

61ページ



前付9

ケーブルケーブル PF管PF管 CD管CD管 冷媒管冷媒管 鋼製電線管鋼製電線管 給・排水管給・排水管
掲載ページ

タフロックロクマックス

タフロック60（壁専用）

タフロック60

タフロックロクマックスマット床用キット

タフロック60マトメル

＊施工するには別売の材料と組み合わせる必要があります。

電気、空調、衛生、どれでも通せる便利キット

60ページ

78ページ

床・壁

壁

0.75m2

0.75m2

157ページ
床・壁 0.75m2

床・壁…適合躯体　 0.75m2…最大開口面積

貫通物から探す

150ページ
床・壁 0.75m2

77ページ
床・壁 0.75m2

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊



前付10

貫通物から探す

ケーブルケーブル PF管PF管 CD管CD管
掲載ページ

タフロックサブウェイ

タフロックラクパッド

タフロックBOXシートラクパッド用

プチロク

タフロックスマート

中空壁用ダンパープレート

プチロクワイド

プチロクワイド

プチロク消防ワイド

タフロックニジカン壁丸

タフロック60マルブロック

タフロックスマートワイド床

タフロックイチジカンパットキット

タフロックイチジカンパット

タフロックイチジカン床丸

タフロック片壁用イチジカン耐火パック

タフロックイチジカン耐火パック

片壁用ダンパープレート

タフロックイチジカンBOXシート

タフロックキョージュー

タフロックイチジカンMG

タフロックカタガワ

ケーブルケーブル PF管PF管 CD管CD管
掲載ページ

タフロックニジカンパイプ

タフロックイチジカンパイプ

鋼製電線管で通す

00ページ44ページ

00ページ40ページ

呼び
104

呼び
104

床・壁

床・壁

床・壁…適合躯体　 呼び
104 …鋼製電線管サイズ

ケーブル、電線管を通す

22ページ
φ50壁

20ページ
φ50壁

床・壁…適合躯体　 φ160 0.6m2…最大開口面積

56ページ
呼び
28床・壁

24ページ
φ50壁

18ページ
φ160床

30ページ
φ159床・壁

8ページ
φ160壁

26ページ
φ159床・壁

34ページ
φ160壁

28ページ
φ159床

00ページ2ページ
φ160床・壁

106ページ
床・壁 0.6m2

98ページ
床・壁 0.6m2

00ページ102ページ
壁 0.6m2

48ページ
片壁 190×100

131ページ

125ページ
片壁

50ページ
壁 290×100

37ページ
φ210床

5ページ
φ160壁

φ160

φ160床・壁

46ページ
φ110中空壁

13ページ
φ110床・壁
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空調、衛生管を通す
貫通部

配管種類

床・壁兼用 床専用 壁専用

丸穴用 丸・角穴
兼用 角穴用 丸穴用

樹
脂
管

さや管

ABS樹脂管

ポリエチレン管

架橋管

ドレンホース

金属強化管

エラストマー樹脂被覆付

外傷防止被覆材付

ポリブテン管

ウレタン層付

エラストマー樹脂被覆付

エラストマー・ウレタン樹脂被覆付

外傷防止被覆材付

ポリプロピレン管
GRP管

塩化ビニル管
断熱ドレンホース

結露防止層付可とう管

ポリエチレンフォーム被覆付可とう管

硬質ポリ塩化ビニル管

VP管

HIVP管
HT管

VU管

結露防止層付

RF-VP管

硬質塩化ビニル電線管
VE管

HIVE管

合成樹脂製可とう電線管
PF管

CD管

波付硬質合成樹脂管 FEP管

エチレンプロピレンゴムホース ビニロン繊維補強層付

フッ素ホース 発泡ポリエチレン被覆付

塩化ビニル系ホース ポリエステル系繊維補強層付

金
属
管

鋼管

銅管
ポリエチレン層付き

電線管
鋼製電線管

金属製可とう電線管

アルミニウム管

ステンレス鋼管
フレキシブル管

掲載ページ

タフロック
スマート

タフロック
イチジカン耐火パック

タフロック
イチジカンホールド

タフロック
60マトメル

タフロック
ニジカン-APF

タフロック
ニジカン-APW

144ページ138ページ157ページ164ページ131ページ13ページ

貫通物から探す
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耐火ブロック工法
　　　　　　     が
さらにバージョンアップ
して登場！

壁・床にキット品をラインナップ
従来よりも選定がラクラク。

鉄筋コンクリート床は厚さ70mm以上に対応
鋼製スリーブ有の場合。

さまざまな構造に対応
対象構造にかかわらず同じ認定範囲。（RC・ALC壁・床、中空壁、ECP壁）

耐火ブロックを軽量化
ブロックの重さはタフロック60の約半分！ 現場での運搬、高所への移動もラクラク。

ケーブル・配管貫通部防火措置材

耐火ブロック工法
　　　　　　     が
さらにバージョンアップ
して登場！

あの！

壁・床にキット品をラインナップ
従来よりも選定がラクラク。

鉄筋コンクリート床は厚さ70mm以上に対応
鋼製スリーブ有の場合。

さまざまな構造に対応
対象構造にかかわらず同じ認定範囲。（RC・ALC壁・床、中空壁、ECP壁）

耐火ブロックを軽量化
ブロックの重さはタフロック60の約半分！ 現場での運搬、高所への移動もラクラク。

RC・ALC壁 RC・ALC床 中空床中空間仕切壁 片壁

ケーブル・配管貫通部防火措置材

新商品紹介

前付13



床用（ケーブル貫通）

壁用（ケーブル貫通）

床用（空調・設備配管）

床用キット（ケーブル貫通）

壁用キット（ケーブル貫通）

マット床用キット（空調・設備配管）

前付14



貫通物を挟み、
差し込むだけの
　　　　　　　　 が
ワイドになって登場！

125・150サイズ登場
簡単施工はそのままに。ブランチケーブルに最適！

様々な貫通物に対応
電線ケーブルだけではなく、色々な電気配管に適用可能！

ケーブル・配管貫通部防火措置材

CD管 VE・HIVE管電線・ケーブル FEP管鋼製電線管
（E管・C管・G管）

PF管

前付15
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前付16

パテレス施工の
                         
がボックス工法にも
対応可能に！

パテレス施工

あと施工対応

パテを使わず、シートを使うだけ。
施工管理が容易。

丸・角穴どちらも対応

標準施工で遮音性能を確認

スイッチ・コンセントボックス貫通部防火措置工法

ラクパッドBOX中空壁

ボックス側の開口

ケーブル・PF管側の開口

PF管1本の例 PF管2本の例

スイッチ・コンセントボックスなどが
壁面に取り付けられた後に施工可能。

ケーブル・PF管側の開口は丸穴φ50以下、角穴200×50以下に対応。

追加部材なしで、無開口とほぼ同等の遮音性能を確認。（D-55相当）

貫通物を挟み、
差し込むだけの
　　　　　　　　 が
ワイドになって登場！

125・150サイズ登場
簡単施工はそのままに。ブランチケーブルに最適！

様々な貫通物に対応
電線ケーブルだけではなく、色々な電気配管に適用可能！

ケーブル・配管貫通部防火措置材

CD管 VE・HIVE管電線・ケーブル FEP管鋼製電線管
（E管・C管・G管）

PF管

前付16



　　　　　　Webカタログは当社ホームページ上で閲覧できます。Webカタログは当社ホームページ上で閲覧できます。
取扱店

https://www.negurosu.co.jp/

ホームページにてWebカタログ公開中！

貫通部防火措置材

燃えさかる炎と煙を
シャットアウト！

燃焼前

燃焼後

2023/24A

防火商品カタログ

軽量設計軽量設計

簡単施工簡単施工

貫通部防火措置材

貫通部防火措置材

商品情報サイトで
最新情報を公開中！
掲載商品情報はWebでも

ご覧いただけます。
詳しくは前付17P参照

スマホで検索

2023

09_表紙2021.indd   1

09_表紙2021.indd   1

2023/01/12   14:49

2023/01/12   14:49

公開されている情報は、予告なしに変更する場合があります。

ダウンロード方法

商品情報サイトで
目的の商品を検索

商品情報サイト
詳しくは で検索商品　ネグロス

検索結果より検索結果より
目的の商品を選択

品名をクリック

表示された商品詳細ページから表示された商品詳細ページから
各種資料がダウンロード
できます。

1

2

3

 製品図面から認定書まで様々な資料を
ホームページからダウンロードできます！

CADデータ 製品図面 認定書 評定書 占積率計算シート

CADデータ

製品図面

認定書

評定書

占積率計算シート

丸丸穴穴開開口口工工法法用用　　占占積積率率計計算算シシーートト（（目目安安）） foam-131107

開開口口寸寸法法おおよよびび通通線線種種類類のの本本数数ををごご入入力力頂頂くくとと、、占占積積率率がが自自動動計計算算さされれまますす。。ななおおイイチチジジカカンンパパッットト工工法法のの最最大大占占積積率率はは5544..88％％でですす。。

開開口口φφ ㎜㎜ 占占積積率率 占積率（※）≦使用される認定工法の占積率

導体断面積 600V CV（本） 600V CV3C（本） 600V CVT（条） サイズ 600V ＣＶＶ（本） 600V ＣＶＶS（本） サイズ 600V VVF（本）

5.5㎜
2

1.25㎜
2
×2Ｃ 1.6㎜×2C

8㎜
2

3Ｃ 2㎜×2C

14㎜
2

4Ｃ 2.6㎜×2C

22㎜
2

5Ｃ 1.6㎜×3C

38㎜
2

6Ｃ 2㎜×3C

60㎜
2

7Ｃ 2.6㎜×3C

100㎜
2

8Ｃ 1.6㎜×4C

150㎜
2

10Ｃ 2㎜×4C

200㎜
2

12Ｃ

250㎜
2

15Ｃ

325㎜
2

20Ｃ

2㎜
2
×2Ｃ

3Ｃ

4Ｃ
呼び径 PF管（本） CD管（本） 5Ｃ 開開口口面面積積ににおおけけるる貫貫通通物物のの面面積積のの占占めめるる割割合合でですす。。

14 6Ｃ ※※ここのの計計算算シシーートトははああくくままでで目目安安ととななりりまますす。。

16 7Ｃ 開開口口いいっっぱぱいいにに貫貫通通ささせせたた場場合合にに占占積積率率以以内内ででああっってて

22 8Ｃ もも、、貫貫通通物物のの敷敷設設状状況況にによよりり周周囲囲のの充充填填材材（（ババッックク

28 10Ｃ アアッッププ材材等等））がが認認定定工工法法通通りりにに施施工工ががででききなないい

36 12Ｃ 場場合合ががあありりまますすののででごご注注意意くくだだささいい。。

42 － 15Ｃ

20Ｃ

前付17
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施工動画をYouTubeにて配信しています！
動画サイト（YouTube）

を受けて修了証を手に入れよう！講習会

20年間で2,000回20年間で2,000回（30,000人）（30,000人）
を超える開催実績！を超える開催実績！
講習会を通して安心・安全・信頼ある施工講習会を通して安心・安全・信頼ある施工
を推進しています。を推進しています。

火災によるリスクと法規説明・新製品説明を
 約一時間に集約した講習会になっております。

申し込みについては、お取引代理店か最寄りの弊社営業所までお申し付けください。

工法表示ラベルサンプル工法表示ラベルサンプル

講習会修了番号を講習会修了番号を
工法表示ラベルにご記入ください。工法表示ラベルにご記入ください。

ケーブル防災設備協議会発行ケーブル防災設備協議会発行認定取得会社認定取得会社
（株）古河テクノマテリアル発行（株）古河テクノマテリアル発行

講習会修了証サンプル講習会修了証サンプル
工法表示ラベルには、「講習会修了番号」「講習会修了番号」を書き込む欄が
設けてあります。
法律では、施工に関する講習の義務付け、資格の取得
を規定しておりませんが、国土交通大臣認定工法は、認
定通りの材料を使って、認定通りに施工した時、初め
て効力を発揮するものです。そのため工法内容の理解
が大変重要となっております。
従いまして、ケーブル防災設備協議会主催の『施工者講
習会』または認定取得会社（株）古河テクノマテリアルの
正式代行会社 ネグロス電工（株）が主催する《タフロック
講習会》への参加をお勧めいたします。

火災によるリスクから法規、部材選定まで、防火措置に必要な知識を解
説し、工法表示ラベルに書き込める「講習会修了番号」を記載した講習会
修了証を発行します。

YouTube
ネグロス電工 公式チャンネル

施工動画を配信しています！
https://www.youtube.com/user/negurosudenko
詳しくは で検索YouTube　ネグロス

前付18
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小
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大
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連
小
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口
用

延
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小開口用壁貫通部防火措置材

ケーブル・PF管どちらでも。
RCから片壁まで使える場所も幅広い。

便　　　　利
• ケーブル貫通でも PF 管貫通でも使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に使えます。
• 中空壁施工では、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

寸法図

C

B D E

A

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。詳細については、認定書にて確認してください。

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0435 PS060WL-0436
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 片壁 中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ70mm以上 厚さ42mm以上 厚さ80mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件
開口径 φ50mm以下
占積率 53.5%以下

開口補強枠 不要
貫通物条件

（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 導体断面積38mm2以下 ─
合成樹脂製可とう電線管 ─ PF・CD管呼び28以下

認定条件

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-021号（KK22-024号） KK2022-022号（KK22-025号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁
厚さ100mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類
及び貫通本数）

ケース1 ・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：光ケーブルφ13.5以下×1本以下
・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：通信ケーブルφ5以下×6本以下

ケース2 ・PF管呼び28以下×1本以下　管内貫通物：600V　CE14mm2以下×4本以下

ケース3 ・600V　CE38mm2以下×3本以下	 ・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　EEF2.0×3C以下×1本以下

ケース4 ・600V　CV38mm2以下×3本以下	・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　VVF2.0×3C以下×1本以下

同梱！同梱！

樹脂スリーブ ダンシールP

40

F

t = 5

仕様 ご注文品番 適合 有効措置径 A B C D E F 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径
TAFNPR20 20 φ13×15 15 13 46 5 30 10 0.3 10 ─ ─ 1箱（10組入） 10,600円 セ

TAFNPR30 30 φ22.5 22.5 22.5 55 5.5 32.5 25 0.5 10 ─ ─ 1箱（10組入） 12,300円 セ

TAFNPR40 40 φ29 29 29 65 6 35 40 0.7 10 ─ ─ 1箱（10組入） 15,300円 セ

TAFNPR50 50 φ39 39 39 90 6.5 37 66 0.9 10 ─ ─ 1箱（10組入） 19,900円 セ

両面テープ
ダンシールD
（熱膨張材） 工法表示ラベル

ダンシールP

樹脂スリーブ

施工手順

TAFNPR20，30，40の場合
貼り付ける

TAFNPR50の場合
貼り付ける ダンシールP

支持部貫通物

壁

①開口部の清掃
貫通物が開口部の中心にくるように
セットし、開口内部および開口部、
縁の突起物を取り除きます。

②両面テープの取り付け
樹脂スリーブの納まりが悪い場合があるため、同梱の
両面テープを貼り付けてください。

※	4枚1組 の シ ー
トになっていま
す。シートから
剥がしてご使用
ください。

※	テープは樹脂ス
リーブをはめ合
わせた後に窪み
部分に貼り付け
てください。

③樹脂スリーブの取り付け
貫通物を挟んで樹脂スリーブをはめ合わせます。
この時、ダンシールP支持部は、貫通物の量に合
わせてペンチやカッターなどでカットしてくださ
い。
（※TAFNPR50のみ）

樹脂スリーブ

貫通物

※	中空間仕切壁、合成樹脂製可とう電線管（PF管・CD管）
の施工については、両側措置となります。1開口につき
2組ご用意ください。

【中空間仕切壁】 【合成樹脂製可とう電
  線管（PF管・CD管）】

⑥片側措置工完了
ダンシールPの充てん状況を確認し、表面に凹凸がある場合は、ならして仕上げてください。
最後に工法表示ラベルを見える位置に貼り付けてください。

突出部分まで充てんすれば、充てん厚さが
5mm確保されます。

熱膨張材

5mm以上

ダンシールP

⑤ダンシールPの充てん
貫通物と樹脂スリーブの隙間にダンシールP
を厚さ5mm以上充てんします。 ①ダンシールPをよく揉んで

8mm程度の棒状にして盛
り上がるように巻きます。

②開口中心に向かって平坦
に押し伸ばして隙間無く
充てんして施工完了です。

ダンシールPの充てんについて④開口部への設置
はめ合わせた樹脂スリーブを開口部
へ挿入します。

●共住区画壁貫通部に施工した場合、（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートを貼り付ける必要があります。
●ケーブルと合成樹脂製可とう電線管の混在貫通はできません。
●両面テープは、接着面の油分、水分および埃を十分に取り除いてから貼り付けてください。
●開口径φ75以上の開口には「プチロクワイド」を使用してください。
●TAFNPR50本体のツバは折らずに使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

※	両側防火措置の場合は、壁裏側も施工手順に従い同様に施工してください。

PF管・CD管最大本数 ※（　）内はCD管

品　番 PF管・CD管
呼び14 呼び16 呼び22 呼び28

TAFNPR20 ─ ─ ─ ─

TAFNPR30 1（1） ─（1） ─ ─

TAFNPR40 1（1） 1（1） ─（1） ─

TAFNPR50 1（2） 1（1） 1（1） 1（1）

品　番
1.6
×
2C

2.0
×
2C

2.6
×
2C

1.6
×
3C

2.0
×
3C

2.6
×
3C

1.6
×
4C

2.0
×
4C

TAFNPR20 2 2 1 1 1 ─ ─ ─

TAFNPR30 5 4 3 4 3 2 3 2

TAFNPR40 8 6 5 6 6 4 5 4

TAFNPR50 16 13 9 10 9 7 9 7

VVFケーブルの品番別貫通可能本数（目安）※国土交通大臣の認定に限る。

鉄筋コンクリート・ALC壁 片壁
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カタログの見方

適合表示について

商品が適合する躯体、貫通物を簡単な記号で表示し、
下記のような分類となっています。

●	適合する躯体の貫通穴形状を表示しています。

角穴丸穴

●	適合する躯体の構造を表示しています。

ALCRC

中空 片
壁

床 RC ALC

1

前付19

商品を構成する部品と名称を表示しています。

商品表示について 材質・表面処理表示について
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ケーブル・PF管どちらでも。
RCから片壁まで使える場所も幅広い。

便　　　　利
• ケーブル貫通でも PF 管貫通でも使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に使えます。
• 中空壁施工では、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

寸法図

46
（
65
）〈
90
〉

13（29）〈39〉
46（65）〈90〉

2（3）

32（38）〈39〉

19
（
39
）〈
49
〉

15
（
29
）〈
39
〉

3
※（　）寸法はTAFNPR40
	〈　〉寸法はTAFNPR50

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0435 PS060WL-0436
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 片壁 中空壁 鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ70mm以上 厚さ42mm以上 厚さ80mm以上

施工図

両側施工 両側施工 両側施工

施工条件
開口径 φ50mm以下
占積率 53.5%以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 導体断面積38mm2以下 ─
合成樹脂製可とう電線管 ─ PF・CD管呼び28以下

認定条件

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK22-024号 KK22-025号

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁
厚さ100mm以上

施工図

両側施工 両側施工

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類
及び貫通本数）

ケース1 ・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：光ケーブルφ13.5以下×1本以下
・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：通信ケーブルφ5以下×1本以下

ケース2 ・PF管呼び28以下×1本以下　管内貫通物：600V　CE14mm2以下×4本以下

ケース3 ・600V　CE38mm2以下×3本以下	 ・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　EEF2.0×3C以下×1本以下

ケース4 ・600V　CV38mm2以下×3本以下	・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　VVF2.0×3C以下×1本以下

同梱！

40

樹脂スリーブ

10
（
40
）〈
66
〉

ダンシールP

t ＝ 5

仕様 ご注文品番 適合 有効措置径 PF管（CD管）最大本数 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径 呼び14 呼び16 呼び22 呼び28
TAFNPR20 20 φ15×13 ─ ─ ─ ─ 0.3 10 ─ ─ 1箱（10組入） 9,000円 セ

TAFNPR40 40 φ29 1（1） 1（1） ─（1） ─ 0.7 10 ─ ─ 1箱（10組入） 13,000円 セ

TAFNPR50 50 φ39 2（2） 1（1） 1（1） 1（1） 0.9 10 ─ ─ 1箱（10組入） 17,000円 セ

両面テープ
ダンシールD
（熱膨張材） 工法表示ラベル

ダンシールP

樹脂スリーブ

2 3

1
2

6

5

4

●	適合する貫通物の種類を表示しています。

ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

●	工法表示ラベル同梱の有無を表示しています。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

同梱！同梱！

同梱！同梱！

不適合の場合は・・・

アミ伏せして表示しています。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

CD管 冷媒管 給•排
水管 同梱！同梱！

3

本カタログでは、商品の材質・表面処理を下記の通り、
アルファベットで記号表記しています。

Y ＝ 溶融亜鉛めっき鋼板
P ＝ 塗装
S ＝ ステンレス鋼
E ＝ 電気亜鉛めっき

仕様 ご注文品番 H W

Y Y-ABZU-W3 50 100
P P-ABZUH3 ─ ─
S S-ABZU-W3 50 100



前付20

カタログを十分にご活用いただくために是非、ご一読ください。

仕様表について4

施工手順について
施工手順を表示しています。

6施工条件について
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ケーブル・PF管どちらでも。
RCから片壁まで使える場所も幅広い。

便　　　　利
• ケーブル貫通でも PF 管貫通でも使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に使えます。
• 中空壁施工では、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

寸法図

C

B D E

A

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。詳細については、認定書にて確認してください。

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0435 PS060WL-0436
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 片壁 中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ70mm以上 厚さ42mm以上 厚さ80mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件
開口径 φ50mm以下
占積率 53.5%以下

開口補強枠 不要
貫通物条件

（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 導体断面積38mm2以下 ─
合成樹脂製可とう電線管 ─ PF・CD管呼び28以下

認定条件

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-021号（KK22-024号） KK2022-022号（KK22-025号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁
厚さ100mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類
及び貫通本数）

ケース1 ・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：光ケーブルφ13.5以下×1本以下
・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：通信ケーブルφ5以下×6本以下

ケース2 ・PF管呼び28以下×1本以下　管内貫通物：600V　CE14mm2以下×4本以下

ケース3 ・600V　CE38mm2以下×3本以下	 ・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　EEF2.0×3C以下×1本以下

ケース4 ・600V　CV38mm2以下×3本以下	・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　VVF2.0×3C以下×1本以下

同梱！同梱！

樹脂スリーブ ダンシールP

40

F

t = 5

仕様 ご注文品番 適合 有効措置径 A B C D E F 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径
TAFNPR20 20 φ13×15 15 13 46 5 30 10 0.3 10 ─ ─ 1箱（10組入） 10,600円 セ

TAFNPR30 30 φ22.5 22.5 22.5 55 5.5 32.5 25 0.5 10 ─ ─ 1箱（10組入） 12,300円 セ

TAFNPR40 40 φ29 29 29 65 6 35 40 0.7 10 ─ ─ 1箱（10組入） 15,300円 セ

TAFNPR50 50 φ39 39 39 90 6.5 37 66 0.9 10 ─ ─ 1箱（10組入） 19,900円 セ

両面テープ
ダンシールD
（熱膨張材） 工法表示ラベル

ダンシールP

樹脂スリーブ

国土交通大臣認定は 認定条件 で表示しています。

5
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ケーブル・PF管どちらでも。
RCから片壁まで使える場所も幅広い。

便　　　　利
• ケーブル貫通でも PF 管貫通でも使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に使えます。
• 中空壁施工では、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

寸法図

C

B D E

A

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。詳細については、認定書にて確認してください。

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0435 PS060WL-0436
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 片壁 中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ70mm以上 厚さ42mm以上 厚さ80mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件
開口径 φ50mm以下
占積率 53.5%以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 導体断面積38mm2以下 ─
合成樹脂製可とう電線管 ─ PF・CD管呼び28以下

認定条件

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-021号（KK22-024号） KK2022-022号（KK22-025号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁
厚さ100mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類
及び貫通本数）

ケース1 ・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：光ケーブルφ13.5以下×1本以下
・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：通信ケーブルφ5以下×6本以下

ケース2 ・PF管呼び28以下×1本以下　管内貫通物：600V　CE14mm2以下×4本以下

ケース3 ・600V　CE38mm2以下×3本以下	 ・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　EEF2.0×3C以下×1本以下

ケース4 ・600V　CV38mm2以下×3本以下	・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　VVF2.0×3C以下×1本以下

同梱！同梱！

樹脂スリーブ ダンシールP

40

F

t = 5

仕様 ご注文品番 適合 有効措置径 A B C D E F 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径
TAFNPR20 20 φ13×15 15 13 46 5 30 10 0.3 10 ─ ─ 1箱（10組入） 10,600円 セ

TAFNPR30 30 φ22.5 22.5 22.5 55 5.5 32.5 25 0.5 10 ─ ─ 1箱（10組入） 12,300円 セ

TAFNPR40 40 φ29 29 29 65 6 35 40 0.7 10 ─ ─ 1箱（10組入） 15,300円 セ

TAFNPR50 50 φ39 39 39 90 6.5 37 66 0.9 10 ─ ─ 1箱（10組入） 19,900円 セ

両面テープ
ダンシールD
（熱膨張材） 工法表示ラベル

ダンシールP

樹脂スリーブ

（一財）日本消防設備安全センター評定は 評定条件 で表示しています。

2 3 4 5 61 7 9

10 仕様表内において追加掲載となった新商品の区別のために	
“新”記号を表示しています。

10新

8

※�例題の仕様表は、説明用です。本文中の実際とは異なります。〔例〕

仕様 種別 ご注文品番 H W 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分フランジ厚 吊りボルト

E 35型 ABZU-W3 50 100
3〜12 W3/8

0.3 20 200 ─  1個 50円
Z 35型 Z-ABZU-W3 50 100 0.8 20 200 ─ 20個 100円
E ABZUH3 ─ ─ ─ ─ 0.2 20 ─ ─ 1箱（20個入） 2,000円 セ

納期区分
下記の４区分があります。

ご注文により生産手配いたしま
す。納期については、最寄りの営
業所へお問い合わせください。

地域により多少の差異がありま
す。納期については、最寄りの営
業所へお問い合わせください。

商品センターに在庫しているもの
です。地域により多少の差異があ
ります。納期については、最寄り
の営業所へお問い合わせください。

（無印） 納セ 受

当社営業所に在庫しているもので
す。地域により多少の差異があり
ます。

※�商品によっては、都合により納期区分を変更することがありますので予めご了承ください。
※�納期確認品、受注製作品については、ご注文後のキャンセル、返品はお受け致しかねますので、予めご了承ください。

通常在庫品 納期確認品商品センター
在庫品

受注製作品

1箱（20個入）

20個

  1個

販売単位でのご注文をお願いしている「単位販売品」
の数量を表示しております。

1個よりご注文頂けます。

梱包単位での販売となる「パック販売品」の梱包され
ている入数を（　）内に表示しております。

本カタログに掲載の標準価格には消費税は含まれておりません。
消費税は別途申し受けます。

※�原材料などの相場の変動により、予告なしに価格を変更することがありますので予めご了
承ください。また、価格の表示がない商品は、その都度、最寄りの営業所にご照会ください。

▶1個あたりの価格となります。（50円）

▶1個あたりの価格となります。
　ご購入は販売単位でお願いします。
販売単位20個×100円＝（2,000円）

▶（　）内に表示されている数量の1箱あたり
　の価格となります
20個入＝2,000円

　標準価格について
　標準価格です。価格は2023年4月からの価格です。

2

3

4

5

6

1

7

9

8 仕様

商品の仕様情報をアルファベットで記号表示しています。

 種別

商品の補足情報です。

 ご注文品番

ご注文いただく際の品番です。

 寸法

寸法図、適合図などの指定箇所数値です。

 適合

商品の適合情報を表しています。

 単品質量

商品の重さです。単位はKgになります。

 梱包・結束

梱包数または結束数です。

 販売単位・標準価格
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工事方法のアドバイス

ネグロス電工では、現場の状況にあった工法を揃えております。

　開口部のまわりは、多くの他設備との取り合
いがあり、物理的に認定工法ができなくなるケ
ースもあります。工事の工数が大幅に増えてし
まうこともありますので、事前に打ち合わせを
して、施工図での確認が重要です。

ブロック工法施工要領（床・壁共通事項）

2 ブロックの形を変えて対応。
耐火ブロックは、曲げたり圧縮した
りすることができますのでケーブル
の配線状況や形状、隙間の大きさに
合わせ、変形させて使用することが
可能です。

ブロックは空間に合わせて選ぶ。
耐火ブロックはSS、S、M、L、LLの5種
類があります。ケーブルの谷間など
の小さい空間には、小さいサイズ、
大きい空間には大きいサイズを使用
すると、比較的簡単に詰めることが
できます。

1

耐火ブロックは、開口部に隙間なく
詰めることを基本に施工は丁寧に行
ってください。仕上げの際に小さな
隙間がある場合には、補助充填材を
使用してください。（耐火ブロック
及び補助充填材は、熱によって膨ら
むことにより隙間を閉塞する機能が
あります。）

ブロックは隙間なく詰める。3 4 ブロックは使いきる。
耐火ブロックは開口面積に対し、規
定の量を標準に設定しキット化され
ています。開口部に貫通するケーブ
ルの量によって開口部への充填密度
が変わりますが、全数のブロックを
充填することを基本に施工してくだ
さい。

ケーブルが防火区画の床や壁を貫通する場合は、建築基準法によって、規定の防火性能があ
ると認められた工法で確実に措置しなければなりません。又、各種の材料は全て国土交通大臣
認定を受けた工法通りに正しく使用してください。異なった材料を使用した場合には認定工法
となりませんのでご注意ください。

パテ工法施工要領（床・壁共通事項）

2パテの形を変えて対応。
パテは、曲げたりちぎったりすること
ができますので状況や形状、隙間の
大きさに合わせてお使いください。

1
パテは、隙間ができないようにしっ
かりと充填してください。

パテは隙間なく詰める。

3 パテは規定値以上に充填する。
パテは開口面積に対し、十分な量
をキット化しています。万一不足
が生じる場合は別途パテをご購入
のうえ、ご使用ください。

※開口面積に対し、タフロックロクマックス	
	 は1.125倍、タフロック60は1.25倍の量	
	 をキット化しています。

50 50
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リフラクトリーセラミックファイバーを含む製品（※1）に関して
弊社はリフラクトリーセラミックファイバーが「特定化学物質

の管理第２類物質」とされた（※2）ことを受け、既存製品の適切な取
り扱いに努めてまいります。なお、「特定化学物質（※3）の管理第2類
物質（※4）」はアスベスト（※5）のような「使用禁止物質」ではありませ
ん。

また、弊社のリフラクトリーセラミックファイバーを含む製
品は、不織布でくるむことで「粉じんの発散を防止する処理が講
じられた物」となりますので、貫通部に詰める作業など（ブロック
を切断したりせずに、そのままの状態で取り扱う場合に限る）は、
一般に建築現場でご使用になる保護具（マスク等）の着用で作業が
行えること（※6）、および、廃棄物については「普通の産業廃棄物」
として扱われることを付記いたします。

【容器・包装（※7）への表示（ラベル）】
リフラクトリーセラミックファイバーを重量の1％以上含有する

製剤その他の物を容器・包装に入れて譲渡、提供する場合は、容器・
包装に規定の表示がなされます。

※1	 タフロック60、タフロック60マルブロック、タフロック60
マトメル等の（耐火ブロック工法）

※2	 特定化学物質障害予防規則の一部改正（平成27年11月1日施
行）による

※3	 特定化学物質障害予防規則における第一類物質、第二類物
質および第三類物質

※4	 第二類物質のうちで特定第二類物質や特定有機溶剤等およ
びオーラミン等以外の物

※5	 労働安全衛生法施行令第16条に記載の「製造等の禁止される
有害物等」の一つ

※6	 特定化学物質障害予防規則の適用除外：バインダーにより
固形化された物その他のリフラクトリーセラミックファイ
バー等の粉じんの発散を防止する処理が講じられた物を取
り扱う業務（当該物の切断、穿孔、研磨等のリフラクトリー
セラミックファイバー等の粉じんが発散するおそれのある
業務を除く）

※7	 不織布でリフラクトリーセラミックファイバーをくるんだ
製品をそのまま使用するものであり、「容器・包装」は梱包箱
や梱包袋になります

ケイ酸カルシウム板およびキット製品に関して
改正労働安全衛生法（平成28年6月1日施行）により、全ての安全デ

ータシート（SDS）発行義務対象物質に関する「表示」が義務付けられ
ます。

法令に対応し、化学品の分類および表示に関する世界調和システ
ム（GHS）に基づいた規定の表示を下記の該当製品の容器・包装に行
います。

・ケイカライトMG
・タフロックカタガワ
・タフロックイチジカンMG
・タフロックキョージュー
施工にあたっては、適切な保護具の着用をお願いいたします。

表示の例

（平成27年8月12日付けで「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令」の公布）

現在、貫通部防火措置材「タフロック」には、石綿（アスベスト）を含有しているものはありません。

アスベストについて

労働安全衛生法施行令の改正について

構成材料名 ケイカライトMG・ダンシールP支持棒

含有成分 「ケイカライトMG・ダンシールP支持棒」に
結晶質シリカを含む

危険性有害性
情報

危険

・ 切断加工等で生じる粉じんの吸入による発ガン
の恐れ
・ 切断加工等で生じる粉じんの吸入による呼吸器
系の障害
・ 切断加工等で生じる粉じんの長期または反復吸
入による呼吸器系・腎臓の障害

貯蔵または
取扱上の注意

・ 必要に応じて換気装置を使用し、ばく露は避けること
・ 必要に応じて保護メガネ、呼吸器用保護具、保護衣、
保護手袋を使用すること
・ 粉じんを吸入しないこと
・ 取扱作業所で飲食又は喫煙をしないこと
・ 取扱後はよく手を洗うこと
・ 水にぬらさないこと
・ 許可を受けた廃棄物処理業者に業務委託すること

応急処置

・ 気分が悪い時は、医師の手当て診断を受けること
・ 吸入した場合：被災者を新鮮な空気のある場所
に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させること
・ 眼に入った場合：眼をこすらず、異物感が無く
なるまで清水で洗浄すること。眼の刺激が持続
する場合は、医師の手当て診断を受けること

安定性及び
反応性 安定

株式会社古河テクノマテリアル
〒254-0016　神奈川県平塚市東八幡5-1-8
TEL：0463-24-9341　FAX：0463-24-9346
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警告・注意・使用上のご注意

●取扱説明書、認定書、評定書をご確認の上、正しく施工してください。
●直接水のかかるところや高温多湿の環境下での使用はしないでください。
●適合場所は紫外線のあたらない屋内です。
●防水性能はありません。必要な場合は、別途防水処理をしてください。
●ケーブル、配管の支持機能はありません。別途支持してください。
●内線規程を守って施工してください。
●残材は、法令および地方自治体の条例に従って処分してください。

使用上のご注意

●床開口部の防火措置部には乗らないでください。防火措置材が破損し、火災時に火炎貫通の恐れがあり
ます。

●ケーブルの増設、一部撤去の際は、耐火ブロックどうしの隙間をあけないでください。火災時に火炎貫
通の恐れがあります。

●不適切な材料の使用や補修は行わないでください。火災時に火炎貫通の恐れがあります。

警告

●製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してください。怪我の恐れがあ
ります。

注意



開口用防火措置材
電 気関連
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小

色々なタ
イプを

色々なタ
イプを

選べるぞ
！

選べるぞ
！

2ページ 
タフロック60マルブロックタフロック60マルブロック

プチロクワイドプチロクワイド
26ページ

56ページ
タフロックサブウェイタフロックサブウェイ

50ページ
タフロックイチジカンBOXシートタフロックイチジカンBOXシート

プチロクワイドプチロクワイド

28ページ 40ページ
タフロックイチジカンパイプタフロックイチジカンパイプ

44ページ
タフロックニジカンパイプタフロックニジカンパイプ

34ページ
タフロックニジカン壁丸タフロックニジカン壁丸

30ページ
プチロクプチロクプチロク消防ワイドプチロク消防ワイド

8ページ 
タフロックイチジカンパットタフロックイチジカンパット

24ページ
プチロクプチロク

13ページ 
タフロックスマートタフロックスマート

20ページ 
タフロックラクパッドタフロックラクパッド

37ページ
タフロックイチジカン床丸タフロックイチジカン床丸

5ページ 
タフロックイチジカンパットキットタフロックイチジカンパットキット

54ページ
タフロック床埋設管用耐火シートタフロック床埋設管用耐火シート

55ページ
タフロックインターフォン耐火パテタフロックインターフォン耐火パテ

48ページ
片壁用ダンパープレート片壁用ダンパープレート

46ページ
中空壁用ダンパープレート中空壁用ダンパープレート

18ページ 
タフロックスマートワイド床タフロックスマートワイド床

22ページ 
タフロックBOXシートラクパッド用タフロックBOXシートラクパッド用



耐火ブロック

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

ALC
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴 同梱！同梱！

便　　　　利
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
•ALC や中空壁など様々な構造にお使い頂けます。

壁でも床でも簡単施工。
詰めるだけの耐火ブロック工法です。

簡単・確実
• 耐火ブロックを詰めるだけなので、施工が簡単です。
• 片側施工なので省力化できます。

安心・安全
• 工具を必要としないので、安全に施工できます。
• ハロゲンフリーなので、有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで、再施工できます。

（SS）100×50×25

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

支え金具

工法表示ラベル

貫通
部位 開口径

	 600V　CVTケーブル　　　　（系統数）

8
mm2

14
mm2

22
mm2

38
mm2

60
mm2

100
mm2

150
mm2

200
mm2

250
mm2

325
mm2

床

50 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
75 2 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─
100 6 5 3 2 1 1 1 ─ ─ ─
125 13 11 7 6 3 2 1 1 1 ─
150 23 19 14 10 7 4 3 2 1 ─

壁

50 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
75 2 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─
100 6 5 3 2 1 1 1 ─ ─ ─
125 13 11 7 6 3 2 1 1 1 1
150 25 21 15 10 7 4 4 2 1 1

貫通
部位 開口径

	 600V　VVFケーブル 　　　（本数）
2C 3C 4C

1.6 2.0 2.6 1.6 2.0 2.6 1.6 2.0

床

50 2 2 2 2 2 1 1 1
75 10 7 6 6 6 4 6 4
100 23 16 12 15 13 9 12 10
125 47 40 29 34 30 20 28 24
150 68 58 42 50 43 31 40 35

壁

50 2 2 2 2 2 1 1 1
75 10 7 6 6 6 4 6 4
100 23 16 12 15 13 9 12 10
125 52 42 32 37 32 20 29 26
150 87 71 57 67 56 40 53 45

適合表（目安）

2

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

ケーブル貫通部防火措置材

仕様 ご注文品番
適合 耐火ブロック数量

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径 SS S M L

TAFMB-50 50  50〜 55 2 ─ ─ ─ 0.1 10 ─ ─ 1組 2,000円

TAFMB-75 75  75〜 80 3 1 ─ ─ 0.2 10 ─ ─ 1組 3,120円

TAFMB-100 100 100〜110 2 ─ 2 ─ 0.3 10 ─ ─ 1組 3,560円

TAFMB-125 125 125〜135 2 ─ 1 1 0.6 5 ─ ─ 1組 4,460円

TAFMB-150 150 150〜160 1 2 2 1 0.6 5 ─ ─ 1組 4,900円

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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ケーブル貫通部防火措置材

詳細については、認定書にて確認してください。 ※�開口径50〜100の場合　タフロックラクスリーブ（111ページ参照）	
開口径75〜150の場合　おめかしマルスリーブ（112ページ参照）

使用上のご注意
●耐火ブロックは、曲げたり圧縮したりすることができますので、ケーブルの配線状況や形状、隙間の大きさ等に合わせて変形させ、隙間の無いように詰めてください。
●耐火ブロックを詰めるときはブロックの方向に注意し、充填厚が100mmとなるよう右図のように
詰めてください。
●耐火ブロックは、熱によって膨らむことにより隙間を閉塞する機能がありますが、「開口部に隙間
なく詰める」ことを基本とし、施工は丁寧に行ってください。
●耐火ブロックは、分解・切断等せずにそのままご使用ください。また破損した耐火ブロックは使用
しないでください。
●仕上がり外観を重視するような場所では、本キット品の施工後、必要に応じておめかしシート等
　（120ページ参照）を使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、
後付10ページを参照してください。

100

ケーブル

耐火
ブロック

耐火ブロック

25又は50

100

100

壁（床）

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0050 PS060WL-0293

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床 鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

中空壁
（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）

厚さ100mm以上 厚さ70mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下

占積率 23.3％以下 31.1％以下

鋼製スリーブ 無し ─

開口補強枠 ─ 不要 壁厚が100mmを超える中空壁の場合必要
鋼製開口補強枠（板厚0.25mm以上）

貫通物条件
（最大サイズ） ケーブル（1本当り） 600Ｖ導体断面積250mm2以下 6,600Ｖ導体断面積325mm2以下

施工手順（床・壁共通）

①	支え金具をケーブルの周り
にセットし、開口部に落と
し込みます。

④	最後に残った空間に小さな
耐火ブロック（SS）を詰め
込むと簡単に詰め終わるこ
とができます。

⑤	全体に隙間のないことを確認
して完了です。施工箇所の容
易に分かる位置に工法表示ラ
ベルを貼り付けてください。

※TAFMB-125、150の場合
は支え金具が十字になるよ
うに2個落とし込みます。

②	ケーブル周りに、ケーブルの配線
状況や形状に合わせて、梱包され
ている耐火ブロックのうち大き
いものから詰めていくと比較的
簡単に詰めることができます。

③	詰め込んだ耐火ブロックを横に押し込んで、さらに密になる
ようにします。耐火ブロックが詰めにくい場合は、耐火ブロ
ックを2個同時に詰め込むと、比較的簡単に詰めることがで
きます。

壁貫通部　施工断面図

70mm以上

耐火ブロック

支え金具

ケーブル

床貫通部　施工断面図

ケーブル

支え金具

耐火ブロック

10
0m
m
以
上

（�壁厚が70mm以上100mm�
以下の場合）

（壁厚が 100mmを超える場合）

おめかしマルスリーブ

タフロックラクスリーブタフロックラクスリーブ

認定条件
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壁の丸穴で探しているのはきっとコレ

配管毎の措置は必要ありません。配管毎の措置は必要ありません。

消防評定も取得。
共住区画にも使えます。

壁の構造を選びません。
RC、ALC、中空壁、片壁、どの壁にも施工できます。

とにかく軽い、軽量パテ仕様。
パテ詰めに便利な支持金具付き。

貫通物をまとめて

貫通物をまとめて

巻くだけ！
巻くだけ！

PFPF管
と管とC
DCD管
の管の

　混在
OK！

　混在
OK！PF管

とCD
管の

　混在
OK！ 配管毎の措置は必要ありません。配管毎の措置は必要ありません。

国土交通大臣認定番号
適用躯体 施工条件 貫通物サイズ

構　　造 厚さ 開口サイズ 占積率 ケーブル PF管 CD管

PS060WL-0694
60mm
以上

φ160mm
以下

26.6％
以下

325mm2
以下

呼び
28以下

呼び
28以下

PS060WL-0695

54.8％
以下

呼び
42以下

呼び
42以下PS060WL-0676-1 42mm

以上

PS060WL-0678 100mm
以上

（一財）日本消防設備
安全センター評定番号

適用躯体 施工条件 貫通物サイズ
構　　造 厚さ 開口サイズ ケーブル PF管 CD管

KK2022-026号
（KK25-007号）

100mm
以上 φ160mm以下 325mm2

以下
呼び
42以下

呼び
42以下

ALC壁

ALC壁

ALC壁

RC壁

RC壁

RC壁

中空壁

中空壁

片壁
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小開口用壁貫通部防火措置材

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴 同梱！同梱！

便　　　　利
• パテ詰めに便利な支持金具が同梱しております。
• 樹脂スリーブ等がないので、どんな大きさの丸穴（φ 160mm
以下）にも使えます。

• 消防評定を取得しておりますので、共住区画にも使えます。
• 片壁や押出成形セメント板等、様々な壁に使えます。
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

パテ支持金具入りのキット品で、もっと便利に。
共住区画にもお使い頂けます。

簡単・確実
• パテを詰めて、貫通物の根元にシートを巻くだけの簡単施
工です。

• パテが軟らかいので、寒い場所でも簡単に施工できます。

※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。

2023 年 4月生産終了

仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径

TAFIK50 50 50〜 55 0.24 10 ─ ─ 1組 1,760円

TAFIK75 75 75〜 80 0.41 10 ─ ─ 1組 2,480円

TAFIK100 100 100〜110 0.76 10 ─ ─ 1組 3,880円

TAFIK125 125 125〜135 1.24 5 ─ ─ 1組 5,860円 セ

TAFIK150 150 150〜160 1.54 5 ─ ─ 1組 7,600円 セ

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

ダンシールKP
（軽量耐火パテ）

ロクマルシート

結束バンド

パテ支持金具 固定ねじ
（タッピンなべ4×25）

工法表示ラベル
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小開口用壁貫通部防火措置材

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にてご確認ください。
＊1 対象品番：TAFIS100〜180（8ページ参照）が別途必要となります。
＊2 本数については内線規程を守って施工してください。

（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-026号（KK25-007号）

適用躯体（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口径 φ160mm以下

開口補強枠 不要

貫通物条件（1開口当りの種類及び貫通本数）

・6,600V CET/F 325mm2以下×1条以下
・6,600V CE/F 38mm2×1C以下×3本以下
・光ケーブル（外径12mm以下）×2本以下
・600V CEE/F 2mm2×20C以下×7本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び42以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C以下、通信ケーブル（外径33.5mm）以下） ＊2
・�合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び42以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C以下、通信ケーブル（外径33.5mm）以下） ＊2

評定条件

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0694 PS060WL-0695 PS060WL-0676-1 PS060WL-0678

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁
中空壁 中空壁 片壁

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁

厚さ60mm以上 厚さ60mm以上 厚さ42mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下

占積率 26.6%以下 54.8%以下

開口補強枠 不要
必要

鋼製開口補強枠
（板厚0.25mm以上）

不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル
（1本当り） 6,600V導体断面積325mm2以下

合成樹脂製可とう
電線管（PF・CD管） 呼び28以下 呼び42以下

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
（＊1）対象品番：TAFIS100〜180(8ページ参照)が別途必要となります。

認定条件

ロクマルシート
別売＊1

ロクマルシート
別売＊1

ロクマルシート
別売＊1
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小開口用壁貫通部防火措置材

施工手順

③軽量耐火パテ（ダンシールKP）の充填
附属のダンシールKPで貫通物の谷間を埋めてから開口と貫通物の隙間に規定の充填処置長以上しっかりと充填してください。

①施工前の確認
開口部の開口寸法、壁の構造などが認定条件に適していることを確認してください。
適用開口寸法はφ160mm以下です。
※中空壁で片側から施工する場合、必ず鋼製開口枠（板厚0.25mm以上）を設置してください。 φ 160mm

以下

鋼製開口枠②パテ支持金具の取り付け※必要に応じて取り付けてください。
1：	受け部を開口内のスペースに応じて折り曲げます。
2：	固定部を折り曲げます。
	 ダンシールKP充填厚40mm・42mmの場合①を折り曲げます。
	 ダンシールKP充填厚25mmの場合②を折り曲げます。
3：	中空壁等の施工の場合、固定部横にある仮止め爪をペンチ等で折り曲げ、中空壁等に
差し込むことで仮止めを行うことができます。

4：	固定部穴に附属の固定ねじで固定を行ってください。コンクリート壁の場合、下穴を
あけてから固定を行ってください。

PS060WL-0695、PS060WL-0694につきましては、
これで完了となります。
PS060WL-0678（鉄筋コンクリート・ALC壁）及び
PS060WL-0676-1（片壁）は施工手順の⑤を行ってください。

（※）	パテの充填量は上表を参考にしてください。開口部下側から
ブロック状にパテを充填していくと施工が簡単にできます。

（※）	開口内にダンシールKP以外のパテを絶対に充填しないでく
ださい。十分な耐火性能を得ることができなくなります。

ダンシールKP充填量

適用躯体 RC･ALC
壁

中空壁
片壁

片側 両側

充填処置長 片側
40mm

片側
40mm

両側充填
（片側25mmずつ）42mm

両側充填片側充填

ダンシールKP

貫通物

パテ充填
処置長以上

④貫通物へのシート巻き付け
パテ充填面（※1）に附属のロクマルシートの片側を合わせ、貫通物に1周以上、隙間が
生じないようにしっかりと巻き付けた後、附属の結束バンド（※2）で固定してください。
（※1）中空壁両側充填および片壁はどちらか一方の面になります。
（※2）不足した場合、別途、市販の針金（φ0.4mm以上）をご準備ください。

ロクマル
シート

30mm
以上

貫通物

シートの黒い面を内側に
して巻いてください。 ロクマル

シート

⑤開口部壁面へのシート取り付け
別売のロクマルシートTAFIS□を開口周
囲10mm以上重ね合わせて、コンクリー
トねじ等で固定してください。

パテ支持金具必要枚数目安表
開口径 必要枚数（片側）
φ 50 2
φ 75 3
φ100 3
φ125 4
φ150 4

※	両側充填の場合、反対側
分も必要となります。

※	金具の位置は、貫通物の
納まりに応じて調整して
ください。※	折り曲げ部に充填厚の刻印がある

ので施工完了後にパテの充填厚が
わかります。

①
②

固定部

受け部

パテ支持金具

注意
●樹脂製の結束バンドは使用しないでください。火災時にロクマルシートが外れる恐れがあります。

●開口部どうしの離隔距離は100mm以上確保してください。
●結束バンドが不足した場合、別途、市販の針金（φ0.4mm以上）を準備してください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。
●ダンシールKP以外のパテを使用しないでください。ダンシールKP以外は認定工法になりません。
●鉄筋コンクリート壁面に壁用シートを取り付ける場合、必ずドリルで下穴をあけ、コンクリートねじ（M4以上推奨）で固定してください。
●共住区画壁貫通部に施工した場合、（一財）日本消防設備安全センターの規定により消防評定プレートを貼り付ける必要があります。

使用上のご注意

施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。

開口径50〜100の場合
中空壁用丸形鋼製スリーブ
TAFRS□S（111ページ参照）

開口径75〜150の場合
中空壁用丸形鋼製スリーブ
OMS□（112ページ参照）



軽量耐火パテ ダンシールKP（開口部充填用パテ）

ロクマルシート（開口部壁面防火措置用シート）

ロクマルシート（貫通物防火措置用シート）

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

8

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

小開口用壁貫通部防火措置材

便　　　　利
• 樹脂スリーブ等がないのでどんな大きさの丸穴（φ 160mm 以下）

にもお使い頂けます。
•消防評定を取得しておりますので、共住区画にもお使い頂けます。
• 片壁や押出成形セメント板等、様々な壁にお使い頂けます。
• ケーブルと PF 管が混在していてもお使い頂けます。

大きな穴から小さな穴まで。
バラ材ならもっとお手頃に。

簡単・確実
•パテを詰めて、貫通物の根元にシートを巻くだけの簡単施工です。
• パテが軟らかいので、寒い場所でも楽に施工できます。

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番 寸法 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分

TAFIB30 30×2,000 0.45 20 ─ ─ 1巻 6,240円 セ

仕様 ご注文品番 寸法 容量 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分

TAFKP
90×105×30

0.28kg 0.30 10 ─ ─ 1袋 980円
TAFKP36 10.08kg 10.82 ─ ─ ─ 1箱（36袋入） 35,280円 セ

仕様 ご注文品番 寸法 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分開口径

TAFIS100 100×100 　80以下 0.79 12 ─ ─ 1袋（10枚入） 6,560円 納
TAFIS130 130×130 110以下 1.09 6 ─ ─ 1袋（10枚入） 10,400円 納
TAFIS180 180×180 160以下 1.42 6 ─ ─ 1袋（10枚入） 20,200円 納

ロクマルシート（貫通物防火措置用シート）

結束バンド

工法表示ラベル
（33枚）

軽量耐火パテ ダンシールKP（開口部充填用パテ）

ロクマルシート（開口部壁面防火措置用シート）

スリット加工（切れ目）入り

※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。



（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-026号（KK25-007号）

適用躯体（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口径 φ160mm以下

開口補強枠 不要

貫通物条件（1開口当りの種類及び貫通本数）

・6,600V CET/F 325mm2以下×1条以下
・6,600V CE/F 38mm2×1C以下×3本以下
・光ケーブル（外径12mm以下）×2本以下
・600V CEE/F 2mm2×20C以下×7本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び42以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C以下、通信ケーブル（外径33.5mm）以下） ＊
・�合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び42以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C以下、通信ケーブル（外径33.5mm）以下） ＊

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。
＊ 本数については内線規程を守って施工してください。

評定条件

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0694 PS060WL-0695 PS060WL-0676-1 PS060WL-0678

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁
中空壁 中空壁 片壁

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁

厚さ60mm以上 厚さ60mm以上 厚さ42mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下

占積率 26.6%以下 54.8%以下

開口補強枠 不要
必要

鋼製開口補強枠
（板厚0.25mm以上）

不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル
（1本当り） 6,600V導体断面積325mm2以下

合成樹脂製可とう
電線管（PF・CD管） 呼び28以下 呼び42以下

認定条件
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施工手順

④開口部壁面へのシート取り付け
片壁工法と占積率（54.8%以下のRC・ALC壁）の一部の工法に必要となります。
（認定条件参照）

シートの取り付け方法
貫通物シート巻き付け側の開口部壁面に、開口サイズに合わせて
カット済みのTAFIS□を、貫通物の敷設形状に合わせてカット後、
図のように開口の端から10mm以上重ね合わせて貼り付け、コン
クリートねじ（M4以上推奨）またはタッカー等で固定してくださ
い。

③貫通物へのシート巻き付け
パテ充填面（※1）にTAFIB30の片側を合わせ、貫通物に1周以上、隙間が生じないようにしっかりと巻き付けた後、附属の結束バンド（※2）で固定してく
ださい。シートの巻き付け量は右表を参考にしてください。
（※1）	中空壁両側充填および片壁はどちらか一方の面になります。
（※2）	不足した場合、別途、市販の針金（φ0.4mm以上）をご用意ください。

①施工前の確認
開口部の開口寸法、壁の構造などが認定条件に適していることを確認してください。
適合開口寸法はφ160mm以下です。
※中空壁で片側から施工する場合、必ず鋼製開口枠（板厚0.25mm以上）を設置してください。

φ 160mm
以下

鋼製開口枠

ダンシールKP充填量（1箇所あたりの目安）

※占積率15%前後での目安量です。

適用躯体
充填量（※）（g）

中空壁 RC･ALC
壁 片壁両側 片側

充填処置長 両側充填
（片側25mmずつ）

片側
40mm

片側
40mm 42mm

開
口
径

φ 50 110 70 80
φ 75 280 200 210
φ100 570 410 440
φ125 790 660 700
φ150 1,260 890 940

②ダンシールKP（軽量耐火パテ）の充填
別売のダンシールKPをご購入頂き、
貫通物の谷間を埋めてから開口と貫
通物の隙間に規定の充填処置長以上
しっかりと充填してください。

（※）	パテの充填量は右表を参考にしてください。
	 開口部下側からブロック状にパテを充填していくと施工が簡単にできます。
（※）	開口内にダンシールKP以外のパテを絶対に充填しないでください。十分な耐火性能を得ることができなくなります。

両側充填片側充填

ダンシールKP

貫通物

パテ充填
処置長以上

TAFIB30巻き付け長さ（1箇所あたりの目安）

開口径 TAFIB30巻き付け長さ※
φ 50 71
φ 75 102
φ100 132
φ125 162
φ150 192

※占積率15%前後での目安です。

シートの黒い面を内側にして
巻いてください。

TAFIB30

TAFIB30

30mm
以上

貫通物

TAFIS□

重ね合わせ代10mm以上

貫通物

シート固定
（コンクリートねじ等）

TAFIS□

施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。
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小開口用壁貫通部防火措置材

●樹脂製の結束バンドは使用しないでください。火災時にTAFIB30が外れる恐れがあります。

●TAFIS□の裏面は粘着テープがついております。加工の際には、養生等を行って、
汚れが付着しないように注意してください。

●開口部どうしの離隔距離は100mm以上確保してください。
●結束バンドが不足した場合、別途、市販の針金（φ0.4mm以上）を準備してください。
●余ったTAFIB30、TAFIS□は、必ず梱包袋に入れて保管してください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。
●ダンシールKP以外のパテを使用しないでください。ダンシールKP以外は認定工法になりません。
●片壁、鉄筋コンクリート壁面に壁用シートを取り付ける場合、必ずドリルで下穴をあけ、コンクリートねじ（M4以上推奨）で固定してください。
●共住区画壁貫通部に施工した場合、（一財）日本消防設備安全センターの規定により消防評定プレートを貼り付ける必要があります。

使用上のご注意

使用上のご注意

注意
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小開口のイチオシ。

幅広い配管に対応。
ケーブル・PF管・給水管・排水管などの貫通物に対応。

パテ不要。
誰が施工しても同じ品質。
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国土交通大臣認定番号
適用躯体 施工条件

構造 厚さ 開口サイズ 占積率
PS060FL-0787 RC床 ALC床

100mm以上
φ80mm以下 56.3%以下

PS060FL-0838 RC床 ALC床
PS060FL-1002 RC床 ALC床 φ110mm以下 59.7%以下
PS060WL-0836 RC壁 ALC壁 中空壁

100mm以上

φ110mm以下 59.7%以下
PS060WL-0864 RC壁 ALC壁 中空壁

φ80mm以下
52.4%以下

PS060WL-0904 RC壁 ALC壁 中空壁 42.7%以下
PS060WL-0971 RC壁 ALC壁 中空壁 φ110mm以下 59.7%以下
PS060WL-1080 RC壁 ALC壁 中空壁 φ80mm以下 56.3%以下

（一財）日本消防設備
安全センター評定番号

適用躯体 施工条件
構造 厚さ 開口サイズ

KK2022-011号 中空壁

100mm以上

φ110mm以下
KK2022-012号 中空壁

φ80mm以下

KK2022-013号 中空壁
KK2022-014号 RC壁 ALC壁
KK2022-015号 中空壁
KK2022-016号 中空壁
KK2022-017号 RC壁 ALC壁
KK2022-018号 RC壁 ALC壁
KK2022-019号 中空壁

差し込むだけ差し込むだけ
ツー!ツー!

ワン !ワン !
挟んで挟んで超超超簡単施工簡単施工

貫通物を挟み貫通物を挟み

差し込むだけ差し込むだけ

TAFRS50S

中空壁中空壁
でも!でも!



13

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

ケーブル・配管貫通部防火措置材

貫通物を挟み、差し込むだけ

便　　　　利
• ケーブルをはじめ、PF 管や冷媒管など幅広い貫通物に対応
しています。

簡単・確実
• 貫通物を挟み開口部に差し込むだけの簡単施工です。
• 施工には工具など不要です。
• 隙間を充填するパテが不要です。
• 開口から脱落しにくいよう本体にツメがついてます。
• 占積率はスポンジ部分を目安に施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

工法表示ラベル

寸法図

A

B

C
50

仕様 ご注文品番 A B C 推奨 適合 有効措置径 単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径 最小貫通物合計

TAFSMT50 60 37 49 50 50～ 55 φ15 36.5 0.08 ─ ─ ─ 1組 1,680円 セ

TAFSMT75 90 60 74 75 75～ 80 φ20 60.0 0.16 ─ ─ ─ 1組 2,560円 セ

TAFSMT100 126 86 99 100 100～110 φ25 85.0 0.23 ─ ─ ─ 1組 2,980円 セ

ウレタンフォーム
本体
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認定条件
国土交通大臣認定番号 PS060FL-1002 PS060FL-0787 PS060FL-0838

適合品番
TAFSMT50
TAFSMT75
TAFSMT100

TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75

─

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート（RC）床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ110mm以下 φ80mm以下
占積率 59.7%以下 56.3%以下

貫
通
物
条
件

電
気

ケーブル 1本あたり：200mm2以下
総合計：628mm2以下/開口

1本あたり：60mm2以下
総合計：180mm2以下/開口

1本あたり：3.14mm2以下
総合計：9.42mm2以下/開口

合成樹脂製可とう電線管（PF・CD） 呼び54以下 PF呼び42以下、CD呼び54以下 ─
波付硬質合成樹脂管（FEP） 呼び65以下 ─ ─

硬質塩化ビニル電線管（VE・HIVE） 呼び70以下 ─ ─

衛
生

さや管 呼び36以下 呼び30以下（＊1）（被覆厚10mm以下） 呼び36以下（＊3）
ポリブテン管 ─ ─ 呼び20以下（被覆厚10mm以下）
ポリエチレン管 ─ 呼び20以下（＊2）（被覆厚10mm以下） ─

ポリエチレン層付銅管 ─ ─ 呼び13以下（被覆厚20mm以下）
硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT） 呼び50以下（被覆厚10mm以下） 呼び25以下（被覆厚10mm以下） 呼び50以下

ウレタン層付ポリブテン管 外径38mm以下（被覆厚2.0mm以下） ─ 外径38mm以下（被覆厚2.0mm以下）
金属強化ポリエチレン管 呼び20以下（被覆厚20mm以下） ─ ─
金属強化架橋ポリエチレン管 外径75㎜以下 ─ ─

ビニロン繊維補強層付EPDM 系ホース ─ 呼び13以下 ─
ポリエステル系繊維補強層付塩化ビニル系ホース ─ 呼び13以下 ─

フッ素ホース 外径14.8mm以下（被覆厚20mm以下） ─ ─
被覆付ポリブテン管（被覆：エラストマー樹脂） 呼び20以下（被覆厚2.0mm以下） ─ ─
被覆付ポリブテン管（被覆：エラストマー・ウレタン樹脂） 呼び20以下（被覆厚1.25mm以下） ─ ─
被覆付架橋ポリエチレン管（被覆：エラストマー樹脂） 呼び20以下（被覆厚2.0mm以下） ─ ─

ステンレス鋼フレキシブル管 呼び25以下（被覆厚0.75mm以下） 呼び25以下（被覆厚0.75mm以下） ─

空
調

銅管 外径15.9mm以下（被覆厚10mm以下） 外径9.52mm以下（被覆厚10mm以下） ─
結露防止層付硬質塩化ビニル管 呼び50以下 ─ ─
可とうポリエチレン管 呼び16以下 呼び16以下 ─

被覆付可とう塩化ビニル管（断熱層：ポリエチレンフォーム） 呼び25以下 呼び25以下 ─

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0971 PS060WL-0836 PS060WL-1080 PS060WL-0864 PS060WL-0904

適合品番
TAFSMT50
TAFSMT75
TAFSMT100

TAFSMT50
TAFSMT75
TAFSMT100

TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75

─

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート（RC）壁 ─
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 ─

中空壁 中空壁（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口径 φ110mm以下 φ80mm以下
占積率 59.7%以下 56.3%以下 52.4%以下 42.7%以下

開口補強枠 中空壁の場合必要：鋼製開口補強枠（板厚0.27mm以上、長さ100mm以上）

貫
通
物
条
件

電
気

ケーブル 1本あたり：200mm2以下
総合計：628mm2以下/開口

1本あたり：200mm2以下
総合計：600mm2以下/開口

1本あたり： 14mm2以下
総合計： 42mm2以下／開口

1本あたり：3.14mm2以下
総合計：9.42mm2以下/開口

合成樹脂製可とう電線管（PF・CD） 呼び54以下 ─ ─ ─
波付硬質合成樹脂管（FEP） 呼び65以下 ─ ─ ─

硬質塩化ビニル電線管（VE・HIVE） 呼び70以下 ─ ─ ─ ─

衛
生

さや管 呼び36以下（＊1） ─ 呼び28以下 ─ ─
ポリブテン管 ─ ─ 呼び20以下（被覆厚10mm以下） ─ 呼び25以下（被覆厚10mm以下）
ポリエチレン管 呼び10以下（＊2）（被覆厚10mm以下） ─ 呼び25以下（被覆厚10mm以下）呼び13以下（被覆厚20mm以下） ─

ポリエチレン層付銅管 ─ ─ 呼び10以下（被覆厚20mm以下） ─ ─
硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT） ─ ─ 呼び50以下 ─ ─

ウレタン層付ポリブテン管 外径38mm以下（被覆厚2.0mm以下） ─ ─ ─ ─
金属強化ポリエチレン管 ─ ─ ─ ─ ─

金属強化架橋ポリエチレン管 外径75mm以下 ─ ─ ─ ─
ビニロン繊維補強層付EPDM 系ホース 呼び13以下 ─ ─ ─ ─
ポリエステル系繊維補強層付塩化ビニル系ホース 呼び13以下 ─ ─ ─ ─

フッ素ホース ─ ─ 外径14.8mm以下（被覆厚20mm以下） ─ ─
被覆付ポリブテン管（被覆：エラストマー樹脂） 呼び20以下(被覆厚2.0mm以下） ─ ─ ─
被覆付ポリブテン管（被覆：エラストマー・ウレタン樹脂） 呼び20以下(被覆厚1.25mm以下） ─ ─ ─
被覆付ポリエチレン管（被覆：エラストマー樹脂） 呼び20以下（被覆厚2.0mm以下） 呼び20以下（被覆厚2.0mm以下） ─ ─ ─

ステンレス鋼フレキシブル管 呼び25以下(被覆厚0.75mm以下）呼び25以下（被覆厚0.75mm以下） ─ ─ ─

空
調

銅管 外径15.9mm以下（被覆厚10mm以下） ─ ─ ─ ─
結露防止層付硬質塩化ビニル管 呼び50以下 ─ ─ ─ ─
可とうポリエチレン管 呼び16以下 ─ ─ ─ ─

被覆付可とう塩化ビニル管（断熱層：ポリエチレンフォーム） 呼び25以下 ─ ─ ─ ─

ケーブル・配管貫通部防火措置材

詳細は認定書にて確認してください。
＊1 だ円形状は、36×23.5mm以下です。＊2 アルミテープを用いてダブル管にできるのは、呼び10以下です。＊3 10mm以下の被覆材を用いる場合は、呼び28以下です。

10
0㎜
以
上

ALC・RC床

ケーブル・配管

本体 本体

ケーブル・配管

ALC・RC壁
中空壁
普通せっこうボード

鋼製開口補強枠
本体

ケーブル・配管

本体

ケーブル・配管

鋼製開口補強枠

中空壁
強化せっこうボード

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上100mm以上

100mm以上 100mm以上

10
0㎜
以
上

ALC・RC床

ケーブル・配管

本体 本体

ケーブル・配管

ALC・RC壁
中空壁
普通せっこうボード

鋼製開口補強枠
本体

ケーブル・配管

本体

ケーブル・配管

鋼製開口補強枠

中空壁
強化せっこうボード

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上100mm以上

100mm以上 100mm以上



評定条件

（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-012号
（KK28-006号）

KK2022-011号＊5
（KK28-005号）

KK2022-013号
（KK28-011号）

KK2022-015号
（KK29-024号）

KK2022-016号
（KK30-005号）

KK2022-019号
（KK2019-024号）

適合品番
TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75
TAFSMT100

TAFSMT50
TAFSMT75

─

適用躯体
（共住区画の床・壁）

中空壁
厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ80mm以下 φ110mm以下 φ80mm以下
開口補強枠 必要：鋼製開口補強枠（板厚0.27mm以上、長さ100mm以上）

貫通物
条　件

＊4

ケース1

被覆付耐孔食銅合金・耐熱ポリエチレン
二層管(呼び13)(被覆厚20mm以下) 合成樹脂製可とう電線管（CD54） 

被覆付架橋ポリエチレン管
(呼び13)(被覆厚20mm以下)

被覆付ポリブテン管
(呼び25)(被覆厚10mm以下)

被覆付フッ素ホース
(呼び10)(被覆厚20mm以下)

被覆付PPS管(外径13mm）
(被覆厚20mm以下)

─ ６００V　ＣＥＴ２２mm2 ─ ─ ─ ─

６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

─ 光ファイバーケーブル（AWL・04・
03×4/WB4TSZE（QS）） ─ ─ ─ ─

ケース2

被覆付架橋ポリエチレン管
(呼び20)(被覆厚10mm以下)

合成樹脂製可とう電線管（PF54） 被覆付ポリブテン管
（呼び20）(被覆厚10mm以下) 

ウレタン層付ポリブデン管
（呼び25）(ウレタン厚2.0mm以下)

被覆付架橋ポリエチレン管
（呼び25）(被覆厚10mm以下)

被覆付合成樹脂製可とう管
（呼び25以下）(被覆厚10mm以下)
内管：PPS管（外径13mm以下）６００V　ＣＥＴ２２mm2

６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

─ 光ファイバーケーブル（AWL・04・
03×4/WB4TSZE（QS）） ─ ─ ─ ─

ケース3 ─ ─ ─ ─
さや管(呼び36)

内管：ポリブテン管(呼び25以下） ─
６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上

詳細は評定書にて確認してください。
＊4 各評定条件での貫通可能本数は、1 開口あたり1 本となります。
＊5 KK2022-011号 合成樹脂製可とう電線管（CD54 以下又はPF54 以下）に、それぞれ記載のケーブルを通線した施工が評定条件となります。

（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-014号
（KK29-004号）

KK2022-017号
（KK30-009号）

KK2022-018号
（KK2019-023号）

適合品番
TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75

─

TAFSMT50
TAFSMT75

─

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート（RC）壁・
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ80mm以下
開口補強枠 ─

貫通物
条　件

＊4

ケース1

被覆付架橋ポリエチレン管
（呼び13）(被覆厚20mm以下）

被覆付フッ素ホース
(呼び10)(被覆厚20mm以下）

被覆付PPS管
(外径13mm）(被覆厚20mm以下）

６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

─ ─ ─

ケース2

ウレタン層付ポリブテン管
（呼び25）(ウレタン厚2.0mm以下） 

被覆付耐孔食銅合金・
耐熱ポリエチレン二層管

（外径16mm）(被覆厚20mm以下）

被覆付合成樹脂製可とう管
（呼び25以下）(被覆厚10mm以下）
内管：PPS管（外径13mm以下）

６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ ６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

─ ─ ─

ケース3 ─
被覆付架橋ポリエチレン管
(呼び25)(被覆厚10mm以下） ─
６００Ｖ　ＶＶＦ２.０×３Ｃ

厚さ0.27mm以上
長さ100mm以上
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ケーブル・配管貫通部防火措置材
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中空壁に防火措置を行う場合

中空壁と貫通部を仕切る鋼製開口補強枠が必要となります。

中空壁用丸形鋼製スリーブ
TAFRS□S（111ページ参照）

※壁厚は、100mm以上必要です。

100mm以上

鋼製スリーブ
板厚：0.27mm以上
長さ：100mm以上

施工手順

①施工前の確認
開口部の開口寸法、壁の構造などが認定条件に適していることを確認してください。
※中空壁に施工する場合、必ず鋼製開口枠（板厚0.27mm以上、長さ100mm以上）を設置して
ください。

鋼製開口枠

③施工完了

本体と開口部、貫通物とウレタンフォームの間に隙間が無いか確認して施工完了です。施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

②開口部への挿入

本体で貫通物を挟み込み、開口部へ押し込んでください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材

注意
●�商品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してくだ
さい。怪我の恐れがあります。

●�本商品は一般屋内用です。屋外それに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�特殊な環境下で使用される場合は事前にご相談ください。
●�貫通部の周囲に可燃物を置かないでください。
●�施工完了後に貫通物を動かす場合は、本体の損傷等に注意しながら作業を行っ
てください。
●�収まりが悪い時は、アルミテープ、又は針金（推奨径φ0.5mm）にて矯正してく
ださい。

使用上のご注意

警告
●�床開口部の防火措置部には乗らないでください。防火措置材が破損し、火災時
に火炎貫通の恐れがあります。
●�不適切な材料の使用や補修を行わないでください。火災時に火炎貫通の恐れが
あります。
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ケーブル・配管貫通部防火措置材

貫通物を挟み、差し込むだけ

簡単・確実
�• 貫通物を挟み開口部に差し込むだけの簡単施工です。
�• 施工には工具など不要です。
�• 隙間を充填するパテが不要です。

�　※鋼製電線管貫通にはパテを使用します。

寸法図

仕様 ご注文品番 A B C 適合 単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径

TAFSMT125WY 214 70 80 125 125〜135 0.55 10 ─ ─ 1組 5,560円 セ

TAFSMT150WY 251 81 80 150 150〜160 0.82 8 ─ ─ 1組 7,240円 セ

国土交通大臣認定番号 PS060FL-1180

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床）

鉄筋コンクリート(RC、SRC)床 軽量気泡コンクリート(ALC)床

厚さ75mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下

占積率 50.8%以下

鋼製スリーブ ─

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 6,600V　導体断面積325mm2以下

鋼製電線管 呼び70以下

合成樹脂製可とう電線管（PF･CD管） 呼び54以下

硬質塩化ビニル電線管（VE管） 呼び100以下

波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び80以下

15
0㎜
以
上

40
㎜
以
上

75（
10
0）
㎜
以
上
※

※（　）内寸法は、軽量気泡コンクリート床の寸法です。

貫通物

ブッシング

貫通物

鋼製電線管

φ160mm以下

TAFKP
（別売品）

認定条件

新

新

工法表示ラベル

C

B

A

綺麗な仕上がり
• 床面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。
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ケーブル・配管貫通部防火措置材

注意
●�商品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してく
ださい。怪我の恐れがあります。

●�本商品は一般屋内用です。屋外それに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�特殊な環境下で使用される場合は事前にご相談ください。
●�床貫通部の周囲に可燃物を置かないでください。

使用上のご注意

警告
●�本商品は床用です。壁貫通部に使用した場合、火災時に火炎貫通の恐れがあ
ります。
●�床開口部の防火措置部には乗らないでください。防火措置材が破損し、火災
時に火炎貫通の恐れがあります。
●�不適切な材料の使用や補修を行わないでください。火災時に火炎貫通の恐れ
があります。

施工手順

①施工前の確認
開口部の開口寸法、貫通物などが認定条件に適していることを確認してください。

③施工完了
開口部から飛び出したスポンジを平らになるように整え、本体と開口部、貫通物と
スポンジの間に隙間が無いか確認して施工完了です。

※�鋼製電線管の端部が露出する場合は、別売品のTAFKP（170ページ参照）で塞いで
ください。
　詳細は、認定条件を参照ください。

②開口部への挿入
本体のスポンジ部分が内側になるように半円状に曲げ、貫通物を挟み込み、開口部へ押
し込んでください。

スポンジ
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小開口用壁貫通部防火措置材

 占積率100％
隙間無く、開口部を最大限活用。

便　　　　利
• ケーブル、PF・CD 管貫通で使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に対応しています。
• スリーブが不要なので、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 配線追加の壁貫通防火措置に最適なので、工期短縮、工程簡
略化が図れます。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴 同梱！同梱！

＊ケーブルとPF・CD管を混在して通すことはできません。また、PF管・CD管は1開口につき1本のみ貫通できます。
各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。詳細については、認定書にて確認してください。

認定条件

留付材

留付材

60mm以上

42mm以上 42mm以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド

結束バンド

貫通物

貫通物

壁面用シート

壁面用シート

貫通物用
シート

貫通物用
シート

留付材 留付材

60mm以上

12.5mm以上
99.5mm以上

100mm以上

30mm
以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド 結束バンド

貫通物 貫通物
壁面用シート 壁面用シート

貫通物用
シート 貫通物用

シート

留付材
結束バンド

貫通物
壁面用シート

貫通物用
シート

留付材

留付材

60mm以上

42mm以上 42mm以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド

結束バンド

貫通物

貫通物

壁面用シート

壁面用シート

貫通物用
シート

貫通物用
シート

留付材 留付材

60mm以上

12.5mm以上
99.5mm以上

100mm以上

30mm
以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド 結束バンド

貫通物 貫通物
壁面用シート 壁面用シート

貫通物用
シート 貫通物用

シート

留付材
結束バンド

貫通物
壁面用シート

貫通物用
シート

留付材

留付材

60mm以上

42mm以上 42mm以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド

結束バンド

貫通物

貫通物

壁面用シート

壁面用シート

貫通物用
シート

貫通物用
シート

留付材 留付材

60mm以上

12.5mm以上
99.5mm以上

100mm以上

30mm
以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド 結束バンド

貫通物 貫通物
壁面用シート 壁面用シート

貫通物用
シート 貫通物用

シート

留付材
結束バンド

貫通物
壁面用シート

貫通物用
シート

留付材

留付材

60mm以上

42mm以上 42mm以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド

結束バンド

貫通物

貫通物

壁面用シート

壁面用シート

貫通物用
シート

貫通物用
シート

留付材 留付材

60mm以上

12.5mm以上
99.5mm以上

100mm以上

30mm
以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド 結束バンド

貫通物 貫通物
壁面用シート 壁面用シート

貫通物用
シート 貫通物用

シート

留付材
結束バンド

貫通物
壁面用シート

貫通物用
シート

国土交通大臣認定番号 PS060WL-1130 PS060WL-1131 PS060WL-1148
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート(RC、SRC)壁
軽量気泡コンクリート(ALC)壁 中空壁 片壁 化粧板付片壁

（FP060NP-0071)
厚さ60mm以上 厚さ42mm以上 厚さ99.5mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ50mm以下

占積率 100%以下

開口補強枠 不要

貫通物条件
（最大サイズ）＊

ケーブル 38mm2/本以下、114mm2/開口以下

合成樹脂製可とう電線管 PF・CD管呼び36以下

寸法図

壁面用シート 貫通物用シート

38

C

アルミガラスクロス

2.5

熱膨張性
耐火材

熱膨張性
耐火材

B

A 2.5

アルミガラスクロス

仕様 ご注文品番 A B C 適合 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径 PF・CD管
TAFRPA10 43 43 63 φ10 ― 0.67 12 ─ ─ 1箱（20組入） 10,900円 セ

TAFRPA30 63 63 133 φ30.5 呼び22以下 0.69 12 ─ ─ 1箱（10組入） 11,000円 セ

TAFRPA50 83 83 203 φ50 呼び36以下 1.1 12 ─ ─ 1箱（10組入） 15,800円 セ

新

壁面用シート

新

新

※商品の梱包単位は、両側分で1セットになっています。
※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

貫通物用シート 結束バンド

工法表示ラベル



貫通物目安本数表

＊1 より合わせ外径での選定となります。
＊2 消防評定の場合、CVT-22以下の1条となります。
＊3 消防評定の場合、いずれの場合でもPF管内貫通物として2.0mm×3C×2本以下となります。

品　番
PF管・CD管（本数） 600V CVTケーブル（系統数）＊1

600V VVFケーブル（本数）＊3

2C 3C 4C
呼び 14 呼び 16 呼び 22 呼び 28 呼び 36 8mm2 14mm2 22mm2 38mm2 1.6 2.0 2.6 1.6 2.0 2.6 1.6 2.0

TAFRPA10 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

TAFRPA30 1 1 1 ─ ─ 1＊2 1＊2 1＊2 1＊2 7 6 4 6 4 3 3 3

TAFRPA50 1 1 1 1 1 5＊2 4＊2 3＊2 1＊2 21 18 10 15 12 7 11 9

●�施工後、開口部の周囲に貫通物以外の可燃物を置かないでください。
●�本商品は屋内用です。屋外もしくはそれに準じた環境下でのご使用はおやめ
ください。
●�余った本商品は、必ず梱包箱に入れて保管してください。

使用上のご注意
●�商品を取り扱う際には適切な保護具を着用してください。
注意

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にて確認してください。

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-020号（KK2021-007号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

中空壁（両面強化せっこうボード　12.5mm厚2枚張り構造）
厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種
類及び貫通本数）

ケース１
（管内貫通物）

PF管呼び36以下×1本以下
・600V VVF2.0mm×3C以下×2本以下	 ・消防用耐熱電線HP 1.2mm-5P以下×3本以下
・消防用警報用電線AE 1.2mm-5P以下×3本以下	 ・消防用電線EMFP 1.2mm-3（平型）×1本以下

ケース２
（管内貫通物）

PF管呼び36以下×1本以下
・同軸ケーブルS-7C-FB×1本以下	 ・通信用ケーブルFCPEV 0.9mm×1P以下×3本以下
・通信用ケーブルOKTP-E5-0.5×4P以下×2本以下	 ・光ファイバーケーブル外径9.0mm以下×1本以下
・電話ケーブルICT0.5mm×2P以下×1本以下 	 ・キャブタイヤケーブルVCTF0.75×3C以下×3本以下

ケース３
（管内貫通物）

CD管呼び36以下×1本以下
・同軸ケーブルS-7C-FB×1本以下	 ・通信用ケーブルFCPEV 0.9mm×1P以下×3本以下
・通信用ケーブルOKTP-E5-0.5×4P以下×2本以下	 ・光ファイバーケーブル外径9.0mm以下×1本以下
・電話ケーブルICT0.5mm×2P以下×1本以下	 ・キャブタイヤケーブルVCTF0.75×3C以下×3本以下

ケース4 ・600V CVT22mm2以下×1条以下	 ・600V IV8mm2以下×1本以下

留付材

留付材

60mm以上

42mm以上 42mm以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド

結束バンド

貫通物

貫通物

壁面用シート

壁面用シート

貫通物用
シート

貫通物用
シート

留付材 留付材

60mm以上

12.5mm以上
99.5mm以上

100mm以上

30mm
以上

30mm
以上

30mm
以上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

10
mm
以
上

結束バンド 結束バンド

貫通物 貫通物
壁面用シート 壁面用シート

貫通物用
シート 貫通物用

シート

留付材
結束バンド

貫通物
壁面用シート

貫通物用
シート

① 施工前確認 
開口部の寸法、壁の構造などが条件に
適していることを確認してください。 

② 壁面用シートの貼り付け  
壁面用シート裏面の剥離紙を剥がし、中心から端ま
での切込み部分を貫通物の下側にして切込み部分を
貫通物に沿わせて壁面へ貼り付けます。

※壁面用シートの貼り合わ
せ部分に隙間が生じない
ようにしてください。 

③ 貫通物用シートの巻き付け
貫通物用シート裏面の剥離紙を剥がし、図のように貫通物に沿わせた切込み部分を覆うように1周以
上巻き付けてください。巻き付けた貫通物用シートを結束バンドでしっかりと固定してください。 
結束バンドは貫通物用シート幅の中心よりも壁面側の位置に巻き付けてください。 

※結束バンドを紛失した場合は、市販の針金
（φ0.8mm以上推奨）を使用してください。  

④ 施工完了
反対側も前記手順②～③と同様に施工し、工法表
示ラベルを貼り付けてください。 

※壁面用シート、
および貫通物
用シートに隙
間がある場合
は、アルミテ
ープで補修し
てください。 

開口の端から10mm以上重ね合わせて貼り付け、コ
ンクリートねじ（M4以上推奨）またはタッカー等で
固定してください。 

施工手順

開口部

重ね代10mm以上
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応用例

※�国土交通大臣認定の対
象外ですが、公的試験
機関で性能評価を実施
しております。

中空壁
（同一面敷設）

シートを貼るだけのボックス工法。

同梱！同梱！

便　　　　利
• タフロックラクパッド TAFRPA □と組み合わせて、中空壁
のボックス部分の貫通防火措置に使用します。

• さまざまな配線器具に対応しています。

簡単・確実
• 軟らかいシートをボックスに張るだけの簡単施工です。

内面用シート
（7mm厚）

工法表示ラベル

新

仕様 ご注文品番 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボックス

TAFBXR2 2個用 0.88 10 ― ― 1箱（10枚入） 8,700円 セ

TAFBXR3 3個用 1.59 10 ― ― 1箱（10枚入） 15,200円 セ

新

※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。

※ボックスの下側に接続する場合も同様の条件で認定工法となります。
※開口Bに施工するタフロックラクパッドは別売です。

認定条件
国土交通大臣認定番号 PS060WL-1190

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

中空壁

厚さ109mm以上

認定条件図

施工条件

開口寸法 開口A：矩形290×100mm以下
開口B：矩形200×50mm以下またはφ50mm以下

占積率 44.8％以下
鋼製ボックス貫通孔の面積に対するケーブル断面積の総合計の割合

鋼製ボックス 320×117×54mm以下（6個用以下）

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 600V 22mm2以下　総合計 117.1mm2以下

合成樹脂製可とう電線管 PF・CD管呼び28以下
各配管の施工条件等は認定書にてご確認ください。詳細については、認定書にてご確認ください。



内面用シートの剥離紙をはがし、ボックスの内面に貼
ってください。

塗代カバーは各種対応しています。
・13ミリカバー　・5ミリカバー　・平カバー
・1～ 6個用までの各サイズ
（上記いずれも樹脂製は使用できません。）

※�ボックスを壁面に取り付けた後でも施工
することができます。

長手方向

長手方向

内面用シート
シートの長手方向に
対し、左図のように
塗代カバーを取り付
けてください。

塗代カバー

長手方向

①壁面用シートの施工

円形の場合

タフロックラクパッドの壁面用シートをそのまま施工してください。

矩形の場合

タフロックラクパッドの壁面用シートを2枚あるいは3枚で突き当て、
重ね合わせて施工してください。

②�貫通物用シートの施工
タフロックラクパッドの貫通物用シートを貫通物に沿わせた切り
込み部分を覆うように1周以上巻き付けてください。
※�1枚で不足する場合、2枚あるいは3枚を使用して、まとめて巻
き付けてください。

使用上のご注意
●�認定条件を満たす為には、本商品の他にタフロックラクパッドが必要になります。
●�施工後、開口部の周囲に貫通物以外の可燃物を置かないでください。
●�本商品は屋内用です。屋外もしくはそれに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�余った本商品は、必ず梱包箱に入れて保管してください。

注意
●�商品を取り扱う際には適切な保護具を着用してください。

警告
●�不適切な材料の使用や補修は行わないでください。火災時に火炎貫通の恐れがあります。

施工手順　

開口A施工（ボックス側）

開口B施工（電線管、ケーブル出口側）※必ず、別売品の「TAFRPA□（タフロックラクパッド）」をご使用ください。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。
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ケーブル・PF管どちらでも。
RCから片壁まで使える場所も幅広い。

便　　　　利
• ケーブル貫通でも PF 管貫通でも使えます。
• ALC や片壁等、様々な壁に使えます。
• 中空壁施工では、開口補強を必要としません。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

寸法図

C

B D E
A

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。詳細については、認定書にて確認してください。

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0435 PS060WL-0436
適用躯体

（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 片壁 中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ70mm以上 厚さ42mm以上 厚さ80mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件
開口径 φ50mm以下
占積率 53.5%以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 導体断面積38mm2以下 ─
合成樹脂製可とう電線管 ─ PF・CD管呼び28以下

認定条件

評定条件
（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-021号（KK22-024号） KK2022-022号（KK22-025号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁
厚さ100mm以上

施工図

両側施工両側施工 両側施工両側施工

施工条件 開口径 φ50mm以下
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類
及び貫通本数）

ケース1 ・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：光ケーブルφ13.5以下×1本以下
・PF管呼び14以下×1本以下　管内貫通物：通信ケーブルφ5以下×6本以下

ケース2 ・PF管呼び28以下×1本以下　管内貫通物：600V　CE14mm2以下×4本以下

ケース3 ・600V　CE38mm2以下×3本以下	 ・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　EEF2.0×3C以下×1本以下

ケース4 ・600V　CV38mm2以下×3本以下	・通信ケーブルφ5以下×13本以下
・光ケーブルφ13.5以下×2本以下	 ・600V　VVF2.0×3C以下×1本以下

同梱！同梱！

樹脂スリーブ ダンシールP

40

F

t = 5

仕様 ご注文品番 適合 有効措置径 A B C D E F 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分開口径
TAFNPR20 20 φ13×15 15 13 46 5 30 10 0.3 10 ─ ─ 1箱（10組入） 10,600円 セ

TAFNPR30 30 φ22.5 22.5 22.5 55 5.5 32.5 25 0.5 10 ─ ─ 1箱（10組入） 12,300円 セ

TAFNPR40 40 φ29 29 29 65 6 35 40 0.7 10 ─ ─ 1箱（10組入） 15,300円 セ

TAFNPR50 50 φ39 39 39 90 6.5 37 66 0.9 10 ─ ─ 1箱（10組入） 19,900円 セ

両面テープ
ダンシールD
（熱膨張材） 工法表示ラベル

ダンシールP

樹脂スリーブ



施工手順

TAFNPR20，30，40の場合
貼り付ける

TAFNPR50の場合
貼り付ける ダンシールP

支持部貫通物

壁

①開口部の清掃
貫通物が開口部の中心にくるように
セットし、開口内部および開口部、
縁の突起物を取り除きます。

②両面テープの取り付け
樹脂スリーブの納まりが悪い場合があるため、同梱の
両面テープを貼り付けてください。

※	4枚1組 の シ ー
トになっていま
す。シートから
剥がしてご使用
ください。

※	テープは樹脂ス
リーブをはめ合
わせた後に窪み
部分に貼り付け
てください。

③樹脂スリーブの取り付け
貫通物を挟んで樹脂スリーブをはめ合わせます。
この時、ダンシールP支持部は、貫通物の量に合
わせてペンチやカッターなどでカットしてくださ
い。
（※TAFNPR50のみ）

樹脂スリーブ

貫通物

※	中空間仕切壁、合成樹脂製可とう電線管（PF管・CD管）
の施工については、両側措置となります。1開口につき
2組ご用意ください。

【中空間仕切壁】 【合成樹脂製可とう電
  線管（PF管・CD管）】

⑥片側措置工完了
ダンシールPの充てん状況を確認し、表面に凹凸がある場合は、ならして仕上げてください。
最後に工法表示ラベルを見える位置に貼り付けてください。

突出部分まで充てんすれば、充てん厚さが
5mm確保されます。

熱膨張材

5mm以上

ダンシールP

⑤ダンシールPの充てん
貫通物と樹脂スリーブの隙間にダンシールP
を厚さ5mm以上充てんします。 ①ダンシールPをよく揉んで

8mm程度の棒状にして盛
り上がるように巻きます。

②開口中心に向かって平坦
に押し伸ばして隙間無く
充てんして施工完了です。

ダンシールPの充てんについて④開口部への設置
はめ合わせた樹脂スリーブを開口部
へ挿入します。

●共住区画壁貫通部に施工した場合、（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートを貼り付ける必要があります。
●ケーブルと合成樹脂製可とう電線管の混在貫通はできません。
●両面テープは、接着面の油分、水分および埃を十分に取り除いてから貼り付けてください。
●開口径φ75以上の開口には「プチロクワイド」を使用してください。
●TAFNPR50本体のツバは折らずに使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

※�両側防火措置の場合は、壁裏側も施工手順に従い同様に施工してください。

PF管・CD管最大本数 ※（　）内はCD管

品　番 PF管・CD管
呼び14 呼び16 呼び22 呼び28

TAFNPR20 ─ ─ ─ ─

TAFNPR30 1（1） ─（1） ─ ─

TAFNPR40 1（1） 1（1） ─（1） ─

TAFNPR50 1（2） 1（1） 1（1） 1（1）

品　番
1.6
×
2C

2.0
×
2C

2.6
×
2C

1.6
×
3C

2.0
×
3C

2.6
×
3C

1.6
×
4C

2.0
×
4C

TAFNPR20 2 2 1 1 1 ─ ─ ─

TAFNPR30 5 4 3 4 3 2 3 2

TAFNPR40 8 6 5 6 6 4 5 4

TAFNPR50 16 13 9 10 9 7 9 7

VVFケーブルの品番別貫通可能本数（目安）※国土交通大臣の認定に限る。

鉄筋コンクリート・ALC壁 片壁
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小開口用貫通部防火措置材

樹脂スリーブで仕上りもきれい。
壁でも床でも簡単施工。

便　　　　利
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 壁面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

ブッシングはケーブル保護のため、必ず取り付ける必要
があります。別途ご購入ください。

ブッシング

鋼製電線管

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0510 PS060WL-0367 PS060WL-0368

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート

（ALC）床

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁
中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁
中空壁

厚さ100mm以上 厚さ80mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ159mm以下 φ110mm以下 鋼製電線管呼び104・75：長さ300mm以上
占積率 35.4%以下 44%以下 45.2%以下

鋼製スリーブ 無し ─ ─

開口補強枠 ─ 不要

必要
鋼製開口補強枠

（板厚0.25mm以上）
無い場合には両側で施工
が必要となります。

不要

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル
（1本当り） 導体断面積250mm2以下 導体断面積150mm2以下 導体断面積325mm2以下

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管）

PF管呼び36以下、
CD管呼び28以下 PF管呼び28以下

※	PF管・CD管サイズと通線する電線・ケーブルとの組み合わせは内線規程に従ってください。

寸法図

48（76）

13
1（
16
3）

131（163）

74
（
10
6）

64
（
96
）

68
（
10
0）

449
※（　）寸法は
TAFPW100

鋼製開口枠

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

認定条件

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番
適合

有効
措置径

PF管（CD管）最大本数
単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期	
区分ボイド管

呼び 開口径 鋼製電線管
呼び 呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36

TAFPW75 75 75～ 80 75、E75 48 2（ 4） 2（3） 1（1） 1（1） ─（─） 0.38 20 ─ ─ 1組 4,680円 セ

TAFPW100 100 100～110 104 76 7（11） 7（9） 4（5） 2（3） 1（─） 0.5 10 ─ ─ 1組 5,860円 セ

ダンシールD
（熱膨張材）

鋼製化粧蓋

樹脂スリーブ
ダンシールP支持部

固定ねじ
（タッピンなべ4×38）

鋼製化粧蓋付
樹脂スリーブ

ダンシールP（耐熱シール材）
工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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施工手順　（丸穴開口・壁片側施工）※〈　〉内はTAFPW100の条件です。 施工手順　（鋼製電線管貫通・壁両側施工）

鋼製開口枠

①施工前の確認
開口が認定条件に記載の適用開口寸法通りであることを確認してくださ
い。特に中空間仕切壁を施工する場合には、必ず図のように鋼製開口枠
（板厚0.25mm以上）を設置してください。	 	
※標準開口寸法はφ75〈100〉mmです。

②鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの設置
鋼製化粧蓋付樹脂スリーブを、貫通物を挟んではめ合わせ、開口へ挿入
してください。この時、貫通物量に応じて、樹脂スリーブ内側のダンシ
ールP支持部をペンチなどで取り除いてください。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

①施工前の確認
ブッシングはケーブル保護のため、必ず
取り付ける必要があります。別途ご購入
ください。
鋼製電線管の全長は300mm以上必要と
なります。

②樹脂スリーブの設置
樹脂スリーブから鋼製化粧蓋を取り外した後、貫通物を挟んではめ合わ
せ、樹脂スリーブのフランジがブッシングに当たるまで挿入してくださ
い。樹脂スリーブとブッシングとの間にガタ付きがある場合は、アルミ
テープ等で固定してください。

③ダンシールPの充填
開口と貫通物の隙間にダンシールPを、5mm以上充填してください。

④施工完了
裏面も、前記手順①〜③と同様に施工して完了です。	
ダンシールP表面に凹凸がある場合、ならして仕上げてください。

※	丸穴開口と同様にダンシールP支持部は、貫通物の量に応じてペンチ、
またはカッターナイフなどでカットしてください。

使用上のご注意
●鋼製電線管へのケーブル貫通は内線規程に基づいて行ってください。
●単相電力ケーブルを1条で使用することはできません。

※両側施工となりますので、1開口につ
き2組ご用意ください。

ダンシールP 5

5φ77.5〈105〉mm以上の開口
に設置する場合、必ずダンシ
ールPを右図に示す位置に充填
してください。

⑤施工完了
これで、壁片側および床上からの防火措置は完了です。最後にダンシールP
の充填状況を確認し、表面に凹凸がある場合、ならして仕上げてください。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

鉄筋コンクリート・ALC床 鉄筋コンクリート・ALC壁 中空間仕切壁

床上防火措置 壁片側防火措置

ダンシールP
支持部

ダンシールP

5mm以上
ダンシールP

③鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの固定
鋼製化粧蓋のねじ穴2箇所に、φ3.4mmのド
リルで深さ約48mmまで下穴を開けた後、附
属の固定ねじでスリーブを電動ドライバーな
どで固定してください。

固定ねじ

標準
φ75〈100〉mm

④ダンシールPの充填
樹脂スリーブと貫通物の間に
ダンシールPを厚さ5mm以上
隙間無く充填してください。

5m
m
以
上

ダンシール P

●ダンシールPの所要量は、貫通物が最小の場合を想定し、不足の生じないように設定しております。不足した場合は、別売品のダンシールP（170ページ参照）を
使用してください。
●開口部どうしの離隔距離は150mm以上確保してください。コアドリルを用いる際、仕上がり穴径が類似するサイズφ75（φ100）を選定してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

両側施工について
中空間仕切壁に鋼製開口枠が設置され
ていない（設置しない）場合は、両側措
置となり、本製品は2組必要となります。

必要製品数：2組

鋼製化粧蓋の取り外し方法
矢印の方向に鋼製化粧蓋を
回して取り外します。

鋼製化粧蓋

樹脂スリーブ

ダンシールP
支持部

ブッシング

樹脂スリーブフランジ

ブッシング

樹脂スリーブ

中空壁用丸形鋼製スリーブ
TAFRS□S
（111ページ参照）
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※PF管・CD管サイズと通線する電線・ケーブルとの組み合わせは内線規程に従ってください。

寸法図

18
4（
21
2）

184（212）
12
7（
15
5）

11
7（
14
5）

449

※（　）寸法は
TAFPW150

92（112）

34

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管角穴

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0510

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床

軽量気泡コンクリート（ALC）床
厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ159mm以下
占積率 35.4%以下

鋼製スリーブ 無し
開口補強枠 ─

貫通物条件（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 導体断面積250mm2以下

合成樹脂製可とう電線管（PF・CD管） PF管呼び36以下、CD管呼び28以下

認定条件

樹脂スリーブで仕上りもきれい。

同梱！同梱！

便　　　　利
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

簡単・確実
• 樹脂スリーブを入れてパテを盛るだけの簡単施工です。

簡単再施工
• 必要なパテが少量なので、簡単に再施工ができます。

綺麗な仕上がり
• 床面からの飛び出しがほとんどないので仕上がりが綺麗です。

熱膨張性耐火材
（ダンシールD）

鋼製化粧蓋

樹脂スリーブ

ダンシールP支持部

固定ねじ
（タッピンなべ4×38）

仕様 ご注文品番
適合 有効

措置径
PF管（CD管）最大本数 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期	

区分ボイド管呼び 開口径 呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36

TAFPW125 125 125～131 92 13（16） 10（13） 6（ 8） 4（5） 2（─） 0.74 ─ ─ ─ 1組 7,600円 納

TAFPW150 150 150～159 112 19（24） 16（20） 9（11） 6（7） 4（─） 1.05 ─ ─ ─ 1組 9,340円 納

鋼製化粧蓋付樹脂スリーブ

ダンシールP（耐熱シール材） 工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。



施工手順　※〈　〉内はTAFPW150の条件です。

①施工前の確認
開口が認定条件に記載の適用開口寸法通りであることを確認してください。

③鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの固定
鋼製化粧蓋のねじ穴2箇所に、φ3.4mmのドリルで深さ約48mmまで下穴
を開けた後、附属の固定ねじでスリーブを電動ドライバーなどで固定して
ください。

固定ねじ

標準φ125〈φ150〉mm

※標準開口寸法は125〈150〉mmです。

⑤施工完了
これで、防火措置は完了です。最後にダンシールPの充填状況を確認し、
表面に凹凸がある場合、ならして仕上げてください。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

ダンシールP

5

5
φ128〈154〉mm以上の開口
に設置する場合、必ず図の
ようにダンシールPを取り付
けてください。

ダンシールP
支持部

②鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの設置
鋼製化粧蓋付樹脂スリーブを、貫通物を挟んではめ合わせ、開口へ挿入し
てください。この時、貫通物量に応じて、樹脂スリーブ内側のダンシール
P支持部をペンチなどで取り除いてください。

④ダンシールPの充填
樹脂スリーブと貫通物の間にダンシールPを厚さ5mm以上隙間無く充填し
てください。

5m
m
以
上

ダンシールP

34

●ダンシールPの所要量は、貫通物が最小の場合を想定し、不足の生じないように設定しております。不足した場合は、別売品のダンシールP（170ページ参照）を
使用してください。
●開口部どうしの離隔距離は150mm以上確保してください。コアドリルを用いる際、仕上がり穴径が類似するサイズφ125（φ150）を選定してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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小開口用共住区画貫通部防火措置材

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管角穴

認定条件

便　　　　利
• 消防評定を取得しておりますので、共住区画にも使えます。
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

共住区画貫通部に安心をお届け。
樹脂スリーブで綺麗な仕上がり。

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径

TAFPWS75 75 75〜  80 0.7 ─ ─ ─ 1組 7,480円 納

TAFPWS100 100 100〜110 1.2 ─ ─ ─ 1組 10,800円 セ

TAFPWS125 125 125〜131 1.5 ─ ─ ─ 1組 14,000円 納

TAFPWS150 150 150〜159 1.8 ─ ─ ─ 1組 17,400円 納

鋼製化粧蓋

熱膨張性耐火材
（ダンシールD）

樹脂スリーブ

ダンシールP支持部
固定ねじ
（タッピンなべ4×38）

鋼製化粧蓋付樹脂スリーブ

ダンシールP（耐熱シール材）

アルミガラスクロステープ

工法表示ラベル

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0510 PS060WL-0545

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

中空壁
（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）

厚さ100mm以上 厚さ80mm以上

施工図

※TAFPWS125,150は認定外です。※TAFPWS125,150は認定外です。※TAFPWS125,150は認定外です。※TAFPWS125,150は認定外です。

施工条件

開口径 φ159mm以下 φ110mm以下

占積率 35.4%以下 44%以下

開口補強枠 ─ 不要
必要

鋼製開口補強枠
（板厚0.25mm以上）

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 導体断面積250mm2以下 導体断面積150mm2以下

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管）

PF管呼び36以下、
CD管呼び28以下 PF管呼び28以下

各配管の施工条件等は認定書にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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小開口用共住区画貫通部防火措置材

評定条件
（一財）日本消防設備
安全センター評定番号 KK2022-023号（KK23-003号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ159mm以下
開口補強枠 ─

貫通物条件
（1開口当りの種類	
及び貫通本数）

ケース1・2いずれかによる ケース1 ケース2

TAFPWS75

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・600V CET/F 100mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×3本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び14以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び22以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び16以下×2本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

TAFPWS100

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・6,600V CET/F 150mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×2本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び22以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び16以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び28以下×3本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

TAFPWS125

・600V IE/F 60mm2以下×1本以下
・6,600V CET/F 250mm2以下×1条以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び22以下×2本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び14 以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 60mm2以下×1本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び28以下×4本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び16以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

TAFPWS150

・600V IE/F 60mm2以下×1本以下
・600V CE/F 22mm2×3C×1本以下
・6,600V CET/F 250mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×13本以下
・合成樹脂製可とう電線管（PF管）呼び36以下×1本以下（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×3本以下）
・合成樹脂製可とう電線管（CD管）呼び28以下×1本以下（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

（一財）日本消防設備
安全センター評定番号 KK2022-025号（KK24-001号） KK2022-024号（KK23-008号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ100mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口径 φ110mm以下

開口補強枠 不要 必要
鋼製開口補強枠（板厚0.25mm以上）

貫通物条件
（1開口当りの種類	
及び貫通本数）

ケース1・2いずれかによる ケース1 ケース2 ケース1 ケース2

TAFPWS75

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・600V CET/F 100mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×3本以下
・��合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び14 以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び22以下×1本以下
 （管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
呼び16 以下×2本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・600V CET/F 100mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×3本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
呼び14以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

・600V IE/F 38mm2以下×1本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び22以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び16以下×2本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×1本以下）

TAFPWS100

・600V CE/F 14mm2×3C×1本以下
・6,600V CET/F 150mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×3本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び28以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び28 以下×4本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

・600V CE/F 14mm2×3C×1本以下
・6,600V CET/F 150mm2以下×1条以下
・光ケーブル（外径13.5mm以下）×3本以下
・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び28以下×1本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

・�合成樹脂製可とう電線管（PF管）
 呼び28以下×4本以下	
（管内貫通物：600V CE/F 22mm2×1C×2本以下）

TAFPWS125
評定外のため施工できません。

TAFPWS150

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。
実際の施工につきましては、各品番の樹脂スリーブ有効措置径内に収まるようにしてください。
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小開口用共住区画貫通部防火措置材

寸法図

施工手順（床貫通部）

品　番 A B C D

TAFPWS75 48 131 74 64

TAFPWS100 76 163 106 96

TAFPWS125 92 184 127 117

TAFPWS150 112 212 155 145

①施工前の確認
開口が上記に記載の適合開口寸法通りであ
ることを確認してください。

※認定条件、評定条件の施工条件をご参照
ください。

標準開口寸法

④ダンシールPの充填
貫通物周囲に附属のダン
シールP（幅50mm）を巻
き付け、樹脂スリーブ端
部から高さ50mm以上充
填します。

※アルミガラスクロステープは使用しません。

ダンシールP5mm
以上

③鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの固定
鋼製化粧蓋のねじ穴2箇所に、φ3.4mmのド
リルで深さ約48mmまで下穴を開けた後、附
属の固定ねじでスリーブを電動ドライバーな
どで固定してください。

固定ねじ

⑤施工完了
これで防火措置は完了です。最後にダンシー
ルPの充填状況を確認し、表面に凹凸がある
場合、ならして仕上げてください。

鋼製化粧蓋付樹脂スリーブを、貫通物を挟んではめ合わせ、開口へ挿入
してください。この時、貫通物量に応じて、樹脂スリーブ内側のダンシ
ールPの支持部をペンチなどで取り除いてください。

②鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの設置
鋼製化粧蓋の裏面に附属のダンシールPを貼り付け、不要な部分はカッター
などで切断します。

ダンシールP
支持部

ダンシールP5

施工手順（壁貫通部）※TAFPWS125、150は認定外のため施工できません。

※A寸法が有効措置径になります。

③鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの固定
鋼製化粧蓋のねじ穴2箇所に、φ3.4mmのド
リルで深さ約48mmまで下穴を開けた後、附
属の固定ねじでスリーブを電動ドライバーな
どで固定してください。

固定ねじ

④ダンシールPの充填
貫通物周囲に附属のダンシー
ルP（幅50mm）を1巻きし、
樹脂スリーブ端部から高さ
50mm以上充填します。充填
後は、落下防止として附属の
アルミガラスクロステープを
1周巻き付けます。

ダンシールP

5mm以上
50mm以上

ガラスクロステープ

⑤施工完了
これで防火措置は完了です。最後にダンシー
ルPの充填状況を確認し、表面に凹凸がある
場合、ならして仕上げてください。

鋼製化粧蓋付樹脂スリーブを、貫通物を挟んではめ合わせ、開口へ挿入
してください。この時、貫通物量に応じて、樹脂スリーブ内側のダンシ
ールPの支持部をペンチなどで取り除いてください。

②鋼製化粧蓋付樹脂スリーブの設置
鋼製化粧蓋の裏面に附属のダンシールPを貼り付け、不要な部分はカッター
などで切断します。

ダンシールP
支持部

5

ダンシールP

①施工前の確認
中空壁に必ず鋼製枠（板厚0.25mm以上の
鋼板製）を設置してください。

※認定条件、評定条件の施工条件をご参照
ください。

標準開口
寸法

鋼製枠

A

B

B

C D

44
9

50mm
以上

●施工後は、（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートを貼り付ける必要があります。
●開口部どうしの離隔距離は150mm以上確保してください。
●ダンシールPの所要量は、貫通物が最小の場合を想定し、不足の生じないように設定しております。不足した場合は、別売品のダンシールP（170ページ参照）を
使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベ
ルを貼り付けてください。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベ
ルを貼り付けてください。
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小開口用壁貫通部防火措置材

便　　　　利
• けい酸カルシウム板も鋼製電線管も必要ありません。
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。

押さえ金具で綺麗な仕上がり。

簡単・確実
• パテを巻いて金具を取り付けるだけの簡単施工です。

綺麗な仕上がり
• 押さえ金具を使用するので仕上がりが綺麗です。

施工完成図

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

ALC

中空 片

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

角穴 同梱！同梱！

※本製品は壁貫通部専用工法です。床貫通部には「タフロックイチジカン床丸」をご使用ください。
※断熱被覆銅管またはPF管・CD管、合成樹脂管の貫通については、「タフロックニジカン-APW」をご使用ください。

※	上表以外の組み合わせの場合はダンシールPが不足する場合がありますのでご注意ください。万一ダンシールPが不足した場合は別売品（3kg・5kg・
10kg）をお買い求めください。

適合表（目安）

品　番 開口径
600V　CVTケーブル（系統数）

600V　VVFケーブル（本数）
2C 3C 4C

8	
mm2

14	
mm2

22	
mm2

38	
mm2

60	
mm2

100	
mm2

150	
mm2

200	
mm2

250	
mm2 1.6 2.0 2.6 1.6 2.0 2.6 1.6 2.0

TAFMK50 55 2 2 1 1 ― ― ― ― ― 7 6 4 5 4 3 4 3
TAFMK75 80 5 4 3 2 1 1 ― ― ― 16 13 9 11 10 7 9 8
TAFMK100 110 10 8 6 4 3 2 1 1 ― 30 25 18 21 19 13 17 15
TAFMK125 135 11 9 7 5 3 2 1 1 1 34 28 21 24 21 15 20 17
TAFMK150 160 16 13 9 7 4 3 2 1 1 48 40 29 34 30 21 27 22

寸法図

仕様 ご注文品番 A B 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径

Y TAFMK50 94 56 50 55以下 0.9 ─ ─ ─ 1組 5,040円 納
Y TAFMK75 115 78 75 80以下 1.4 ─ ─ ─ 1組 7,940円 納
Y TAFMK100 143 106 100 110以下 2.2 5 ─ ─ 1組 10,900円 セ
Y TAFMK125 169 132 125 135以下 3 ─ ─ ─ 1組 13,800円 納
Y TAFMK150 193 156 150 160以下 3.8 ─ ─ ─ 1組 16,800円 納

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

35 A

B

固定ねじ
（タッピンなべ4×25） パテ支持板

※�TAFMK50には
含まれません。

ダンシールP

押さえ金具

工法表示ラベル

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

2023 年 2月生産終了
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小開口用壁貫通部防火措置材

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-9068

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下

占積率 20.7%以下

開口補強枠 不要

貫通物条件（最大サイズ） ケーブル（1本当り） 導体断面積250mm2以下

認定条件

使用上のご注意
●押さえ金具は壁面に堅固に固定してください。万一ねじがゆるい場合は下穴をあけ直して再度固定してください。
●せっこうボード壁（認定書6.留意事項で補足されている中空壁構造を除く）及びALC壁の施工については認定範囲外となっております。使用に関しては、事前に所
轄の行政機関にお問い合わせください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

施工手順

①開口部の設置
作業スペース上、開口部は下図の離隔
距離をとってください。コアドリルを
用いる際は仕上がり穴径が近似するサ
イズを選定してください。

②固定ねじ下穴の設置
開口部を中心にして壁面に押さ
え金具（片側）をあて、φ3.4mm
のドリルで下穴をあけます。
（深さ約35mm）

40

40 50

⑤押さえ金具の取り付け
押さえ金具を壁面に押しあてながらパテを覆うように取り付けます。
②の下穴と金具のねじ穴が合うように両金具を合わせてください。

※	ケーブルが太く、パテ支持板があたる
場合は支持板を取り除いてください。

⑦仕上げ
パテ表面を軽くならして隙間が無
いようにしてください。壁の反対
側も同様に施工して完了です。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示
ラベルを貼り付けてください。

⑥ねじの締め付け
附属の固定ねじで金具を壁面に堅固に固定し
てください。

④パテ支持板の取り付け
押さえ金具の角穴にパテ支持板をはめ
込みます。
（TAFMK50は不要）

③ダンシールPの巻き付け
③-1
ダンシールPを適当な長
さに切り、ケーブルの谷
間を埋めます。

③-2
離型紙を剥がしてから
壁面に合わせながらダ
ンシールPを円周状に巻
き付けていきます。

③-3
開口部の縁から5mm程度
重なるまで巻き付けてく
ださい。※開口部内（壁内
部）に充填する必要はあり
ません。



床の丸穴はコイツで決まり!

薄い床（75mm）に対応!薄い床（75mm）に対応!薄い床（75mm）に対応!薄い床（75mm）に対応!
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国土交通大臣
認定番号

適用躯体 施工条件 貫通物サイズ

構造 厚さ 開口サイズ 占積率 ケーブル PF管 CD管

PS060FL-0703 100mm
以上

φ210mm
以下

56.9％
以下 325mm2

以下

呼び
42以下 呼び

42以下
PS060FL-0707 75mm

以上
φ160mm
以下

58.1％
以下

呼び
36以下

パテ充填量はたったの10mm。

床上スリーブにも

床上スリーブにも

対応！対応！

PFPF管
と管とC
DCD管
の管の

　混在
OK！

　混在
OK！PF管

とCD
管の

　混在
OK！

ALC床RC床

RC床
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小開口用床貫通部防火措置材

止水スリーブにも対応可能。
大きな穴でも難なく使えます。

便　　　　利
• 大きな穴（φ 210mm 以下）でも使えます。
• 薄い床（75mm 以上）に対応しています。
• 止水スリーブにも使えます。
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

簡単・確実
• バックアップ材により、パテ詰めが少なく済みます。
• 片側施工なので省力化できます。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0703 PS060FL-0707

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床 鉄筋コンクリート床

厚さ100mm以上 厚さ75mm以上

施工図

施工条件

開口径 鋼製スリーブ無の場合φ210mm以下、
鋼製スリーブ有の場合φ300mm以下 φ160mm以下

占積率 56.9%以下 58.1%以下

鋼製スリーブ
有りまたは無し　有りの場合内径210mm以下、
板厚0.5mm以上床上面より突出し100mm以下の
鋼製スリーブを設けること

無し

貫通物条件（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 6,600V導体断面積325mm2以下

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管） PF・CD管呼び42以下 PF管呼び36以下、CD管呼び42以下

認定条件

同梱！同梱！ ダンシールKP（軽量耐火パテ）

バックアップ材

支え金具 工法表示ラベル

仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボイド管呼び 開口径

TAFIMY50 50 50～ 55 0.08 10 ─ ─ 1組 1,660円 セ

TAFIMY75 75 75～ 80 0.12 10 ─ ─ 1組 2,000円

TAFIMY100 100 100～110 0.17 10 ─ ─ 1組 2,340円

TAFIMY125 125 125～135 0.28 10 ─ ─ 1組 3,520円 セ

TAFIMY150 150 150～160 0.38 10 ─ ─ 1組 4,460円 セ

TAFIMY175 175 175～185 0.6 ─ ─ ─ 1組 6,540円 納

TAFIMY200 200 200～210 0.88 ─ ─ ─ 1組 7,940円 納

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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小開口用床貫通部防火措置材

施工手順

②支え金具、バックアップ材の設置
支え金具をケーブル周りにセットし、開口部に落とし込みます。
（TAFIMY125,150,175,200の場合は、支え金具
が十字になるように2個落とし込みます。）
	バックアップ材を床面より10mm残すように隙間
なく充填します。
※注意：	支え金具、バックアップ材はキットに附

属しているものを必ず使用してください。

①施工前の確認
開口部の開口寸法、床の構造
などが認定条件に適している
ことを確認してください。

適用開口寸法一覧表
品　番 適用開口寸法

TAFIMY50 φ 50～ 55
TAFIMY75 φ 75～ 80
TAFIMY100 φ100～ 110
TAFIMY125 φ125～ 135
TAFIMY150 φ150～ 160
TAFIMY175 φ170～ 185
TAFIMY200 φ200～ 210

④施工完了
施工後にパテの充填
状況を確認し、隙間
の生じないように整
えて施工完了です。

開口寸法
PF管（CD管）

呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36 呼び42※
φ 50 1（ 1） 1（ 1） 1（ 1）─（─）─（─） ─（─）
φ 75 2（ 3） 2（ 3） 1（ 1）   1（ 1） 1（ 1） 1（1）
φ100 7（ 8） 7（ 7） 4（ 4）   2（ 3） 1（ 1） 1（1）
φ125 11（13） 9（11） 7（ 8）   4（ 5） 3（ 3） 2（2）
φ150 16（20）14（16） 9（11）   7（ 8） 5（ 5） 4（4）
φ175 22（27）21（23）13（16） 9（11） 7（ 8） 5（7）
φ200 30（37）27（31）19（21）13（14） 8（10） 7（8）

合成樹脂製可とう電線管貫通目安本数表（PF管・CD管）

※	PS060FL-0707・0703は同じ本数になりますが、PS060FL-0707
では、PF42は認定外となります。

鋼製スリーブ有の場合（床厚100mm以上）
開口をφ300mm以下であけ、鋼製
スリーブをφ210mm以下、突き出
しは100mm以下で設置します。

③軽量耐火パテ（ダンシールKP）の充填
開口内にダンシールKPを隙間なく10mm以上充填してください。尚、合
成樹脂製可とう電線管の場合、1本ずつさらに厚さ5mm以上、高さ25mm
以上となるように必ず巻き付けてください。
開口内には、ダンシールKP以外のパテを絶対に充填しないでください。
十分な耐火性能を得ることができなくなります。

ケーブル合成樹脂製可とう電線管

支え金具

支え金具 25
10
m
m
以
上バックアップ材

ケーブル合成樹脂製可とう電線管

※TAFIMY125,150,175,200の場合

10
0m
m
以
上

10
0m
m

以
下

φ210mm以下

開口φ300mm以下

鋼製スリーブ
（板厚0.5mm以上）

モルタルによる
埋め戻し

鋼製スリーブ有の場合
スリーブ上部に設置してくだ
さい。支え金具の突出しが気
になる場合、鋼製スリーブ外
側に折り曲げてください。

合成樹脂製可とう電線
管には 1本ずつ下記寸
法の通りダンシール KP
を追加で巻き付けてく
ださい。

支え金具
25

5mm以上

10
m
m
以
上

25mm以上

バックアップ材

ダンシールKP

ケーブル

合成樹脂製可とう電線管

●コアドリルを用いる際、適用開口径内のサイズを選定してください。
●ダンシールKPの所要量は、不足が生じないように設定しております。不足した場合は、別売品のダンシールKP（170ページ参照）を使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。
●ダンシールKP以外のパテを使用しないでください。ダンシールKP以外は認定工法になりません。
●鋼製スリーブに鋼製電線管を使用し、ブッシング等を取り付けた場合、認定工法になりません。

使用上のご注意

施工箇所の容易に分
かる位置に工法表示
ラベルを貼り付けて
ください。
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M E M O
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ケーブル貫通部防火措置材

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴 冷媒管 給•排
水管

冷媒管 給•排
水管角穴

便　　　　利
• 鋼製電線管を長く突き出す必要がありません。
• 1 巻で複数箇所を施工できます。
• 片壁や押出成形セメント板等、様々な構造に使えます。
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• ケーブルと PF 管が混在していても使えます。

1巻で複数箇所に簡単施工。
シートを巻くだけの新工法。

簡単・確実
• シートを巻いて結束バンドで縛るだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安心・安全
• 工具を必要としないので、安全に施工できます。
簡単再施工

• シートが軟らかいので、簡単に再施工できます。

同梱！同梱！

ロクマルシート

結束バンド

工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

仕様 ご注文品番 ロクマルシート長 工法表示
ラベル

適合 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分鋼製電線管呼び

TAFIP39L 2.5m 28枚 16〜 39 1.0 10 ─ ─ 1巻 7,340円 セ

TAFIP75L 2.4m 12枚 42〜 75 1.4 8 ─ ─ 1巻 11,900円 セ

TAFIP104L 2.3m 7枚 82〜104 1.6 6 ─ ─ 1巻 13,700円 セ

※上記寸法はメーカー推奨寸法です。

ロクマルシートの必要長さ及び取数

品　　番 ロクマルシートの
長さ

鋼製電線管
呼び 必要長さ 取数

TAFIP39L 2.5ｍ

16 100 25
19 88 28
22 113 22
25 119 21
28 138 18
31 135 18
36 177 14
39 164 15

TAFIP75L 2.4ｍ

42 192 12
51 209 11
54 230 10
63 256 9
70 288 8
75 288 8

TAFIP104L 2.3ｍ
82 328 7
92 383 6
104 460 5

※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。
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認定条件（鋼製電線管貫通部防火措置工法）

国土交通大臣
認定番号 PS060FL-0682 PS060WL-0685 PS060WL-0866-1 PS060WL-0683

PS060WL-0866-1
PS060WL-0684
PS060WL-0867-2

適用躯体
（国土交通大臣が認定した

床・壁）

鉄筋コンクリート
床

軽量気泡コンク	
リート（ALC）床

鉄筋コンクリート
壁

軽量気泡コンク	
リート（ALC）壁

鉄筋コンクリート
壁

軽量気泡コンク	
リート（ALC）壁 中空壁 片壁

厚さ75mm以上 厚さ100mm以上 厚さ70mm以上 厚さ75mm以上 厚さ60mm以上 厚さ60mm以上 厚さ60mm以上 厚さ42mm以上

施工図

施工
条件

開口径 φ175mm以下
鋼製電線管呼び104以下

φ144mm以下
鋼製電線管呼び104以下

占積率 70.6%以下 77.2%以下
0866：77.2%以下 0867：77.2%以下

0683：70.6%以下 0684：70.6%以下

鋼製電線管
埋戻し材
（処置長）

モルタル
（床厚以上充填）

モルタル
（壁厚以上充填）

ダンシールKP
（片側22mm以上、両側充填＊）

0866：�ダンシールKP（片側
22mm以上、両側充填＊）

0683：せっこうボード用目地処理材	
（JIS A 6914）	
（片側25mm以上、両側充填）

0867：�ダンシールKP	
（42mm以上充填＊）

0684：�せっこうボード用目地処理材
（JIS A 6914）	
（42mm以上充填）

貫通物
条件

ケーブル
（1本あたり） 6,600V 導体断面積325mm2以下

合成樹脂製
可とう電線管 PF管呼び28以下、CD管呼び22以下

各配管の施工条件等は認定書にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
＊鋼製電線管の周囲には、2〜15.3mmあけてダンシールKPを充填してください。

ロクマルシート

15
0m
m
以
上

75
m
m
以
上
75
m
m
以
上

ケーブル及び
合成樹脂製
可とう電線管

鋼製電線管

ブッシング

モルタルに
よる埋戻し

被覆付き針金

ロクマルシート

150mm以上

75mm以上 75mm以上

ケーブル及び
合成樹脂製
可とう電線管

鋼製電線管

ブッシング

モルタルに
よる埋戻し

被覆
付き
針金

ロクマルシート

150mm以上

75mm以上 75mm以上

22mm
以上

22mm
以上

ケーブル及び
合成樹脂製
可とう電線管

鋼製電線管

ブッシング

ダンシール
KPによる
埋戻し

被覆
付き
針金

ロクマルシート

150mm以上

75mm以上 75mm以上

ケーブル及び
合成樹脂製
可とう電線管

鋼製電線管

ブッシング

ダンシールKP
もしくはせっ
こうボード用
目地処理によ
る埋戻し

被覆
付き
針金

ロクマルシート

150mm以上

75mm以上 75mm以上

ケーブル及び
合成樹脂製
可とう電線管

鋼製電線管

ブッシング

ダンシールKP
もしくはせっ
こうボード用
目地処理によ
る埋戻し

被覆
付き
針金

ケーブル貫通部防火措置材

認定条件（鋼製電線管-PF管継手防火措置工法）

壁
ロクマル
シート

（両側施工） 

被覆付
針金100mm

以上
100mm
以上
200mm以上

鋼製電線管

PF管

アダ
プター

モルタルに
よる埋戻し

100mm
以上

200mm以上

22mm
以上

22mm
以上

壁

被覆付
針金

ダンシールKPに
よる埋戻し

鋼製
電線管

PF管

アダ
プター

ロクマル
シート

100mm
以上

100mm
以上

100mm
以上

200mm以上

22mm
以上

22mm
以上

PF管

壁 鋼製電線管
ダンシールKPに
よる埋戻し

アダ
プター

被覆付
針金

ロクマル
シート

10
0m
m

以
上

10
0m
m

以
上

20
0m
m
以
上

モルタルに
よる埋戻し

ロクマル
シート

被覆付
針金

鋼製電線管 アダ
プター

PF管

床

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0912-1 PS060WL-0927-1 PS060WL-0911-1

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート・ALC床 鉄筋コンクリート・ALC壁 鉄筋コンクリート・ALC壁 中空壁

厚さ100㎜以上 厚さ75㎜以上 厚さ60㎜以上

施工図

施工
条件

開口径 φ100mm以下
鋼製電線管 呼び54以下

占積率

開口面積に対する
鋼製電線管の断面積 35.5% 87.8%

鋼製電線管の
開口面積に対する
貫通物の断面積

49.8%

合成樹脂製可とう電線管 PF管 呼び54以下

アダプター

金属部 鋼製

樹脂部
① PVC+PC
② ABS＋PVC
③ PC＋PP

① PVC+PC
② ABS＋PVC

鋼製電線管と開口の隙間 ─
鋼製電線管が呼び36（外径41.9mm）を超えて

呼び54（外径59.6mm）の場合：2～20.2
鋼製電線管が呼び36（外径41.9mm）以下の場合：2～29.05

施工方法 鋼製電線管上側 鋼製電線管両側 鋼製電線管片側

鋼製電線管埋戻し材 モルタル
（床厚以上充填）

モルタル
（壁厚以上充填）

ダンシールKP
（片側22mm以上、両側充填）

貫通物
条件 ケーブル（1本あたり） 導体断面積150mm2以下

各配管の施工条件等は認定書にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。



施工手順（鋼製電線管貫通部防火措置工法）

鋼製電線管
（全長150mm以上）

ブッシング

貫通物

シートの黒い面を内側にして
巻き付けてください。 ロクマルシート

ロクマルシート被り代寸法図
ロクマルシート

貫通物

貫通物側
20mm以上

配管側
30mm以上

鋼製電線管
（全長150mm以上）

ブッシング

①ロクマルシートの巻き付け
貫通部が施工条件に適合していることを確認し、ロクマルシートを巻き付
けます。ロクマルシートを必要な長さ以上にカットし、配管側及び貫通物
側に巻き付けてください。※貫通物は隙間が生じないように絞り込んでく
ださい。

結束バンド必要長さ目安
鋼製電線管
呼び 必要長さ

16、19 250
22、25 300
28、31 340
36、39 400
42、51 460
54、63 550
70、75 650
82 730
92 830
104 900

結束バンド

②ロクマルシートの固定
附属の結束バンドを下表を参考に必要な長さに切断し、配管側及び貫通
物側の2箇所にしっかりと固定してください。

③施工完了
施工後にシートの巻き付けと固定状況を確認し、隙間の生じないように
整えて施工完了です。

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

●開口部どうしの離隔距離は100mm以上確保してください。また、鋼製電線管は開口部の中心に設置を行うようにしてください。
●結束バンドが不足した場合、別途、市販の針金（φ0.4mm以上）を準備してください。
●余ったロクマルシートは、必ず梱包袋に入れて保管してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
●樹脂製の結束バンドは使用しないでください。火災時にロクマルシートが外れる恐れがあります。
注意

ケーブル貫通部防火措置材

施工手順（鋼製電線管-PF管継手防火措置工法）

●単相電力ケーブルを1条で使用すること
はできません。
●アダプターの樹脂部と金属部のねじ切
り形状を確認の上、下記の被り代寸法
図に従って巻き付けてください。

使用上のご注意

施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

③施工完了
施工後にシートの巻き付けと固定状況を確認
し、隙間の生じないように整えて施工完了です。

①ロクマルシートの巻き付け
貫通部が施工条件に適合していることを確認し、ロクマルシートを巻き付
けます。ロクマルシートを必要な長さ以上にカットし、配管側及び貫通物
側に巻き付けてください。※貫通物は隙間が生じないように絞り込んでく
ださい。

アダプター

PF管

鋼製電線管
（全長200mm以上）

シートの黒い面を内側にして
巻き付けてください。

ロクマルシート

適用アダプターについて（2022年10月調べ）

未来工業株式会社製

①PVC+PC+鋼製

MFSCP-42G,54G
MFSGN-42G,54G

②PVC+ABS樹脂+鋼製
パナソニック株式会社製

DMP14E[N] 〜 28E[N]
DMP36EN

③PP+PC+鋼製
古河電工株式会社製

PFS-16 〜 36JR/JR-I
PFS-2219JR
PFS-16 〜 28GR/GR-I
PFS-16 〜 36GNR/GNR-I

※使用アダプターは、必ず樹脂部と金属部（鋼製）が一体となったものを使用してください。
※樹脂部と金属部の重なり部分は金属部扱いになります。
※メーカーの仕様は変更となる可能性があります。

ロクマルシート被り代寸法図

ロクマルシート

貫通物側
30mm以上

配管側
20mm以上

アダプター金属部

アダプター
樹脂部

ロクマルシート

貫通物側
30mm以上

配管側
20mm以上

アダプター金属部

アダプター
樹脂部

樹脂部の下に金属部が取り付いている場合 樹脂部の上に金属部が取り付いている場合

PF管
呼び 必要長さ

14、16、22 160
28、36 205
42、54 265

ロクマルシート必要長さ目安

PF管
呼び 必要長さ

14、16、22 230
28、36 280
42、54 340

結束バンド必要長さ目安

必要長さは 1本分の目安です。

②ロクマルシートの固定
附属の結束バンドを下表を参考に必要な長さに2本切断し、アダプター樹
脂部側及び金属部側の2箇所にしっかりと固定してください。

結束バンド
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ケーブル貫通部防火措置材

便　　　　利
• 鋼製電線管を長く突き出す必要がありません。
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• ALC や中空壁など様々な構造に使えます。

押さえ金具で綺麗な仕上がり。

簡単・確実
• パテを巻いて金具を取り付けるだけの簡単施工です。

綺麗な仕上がり
• 押さえ金具を使用するので仕上がりが綺麗です。

中空壁

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0464 PS060WL-0466

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床

軽量気泡コンクリート（ALC）床
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁
中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
厚さ100mm以上 厚さ80mm以上

施工図

床上立上り施工

施工条件
開口径

φ132mm以下
鋼製電線管呼び104以下
（全長200mm以上）

φ132mm以下
鋼製電線管呼び104以下
（全長250mm以上）

占積率 63.3％以下
貫通物条件 ケーブル（1本当り） 6,600Ｖ 導体断面積325mm2以下

※製品の梱包単位は、両端分で1セットになっています。

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

認定条件

同梱！同梱！

A

B

C

D

E

F

寸法図

仕様 ご注文品番 A B C D E F
適合 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期	

区分鋼製電線管呼び

Y TAFNP19 65 20 97 23 20 20 19、E19 0.7 10 ─ ─ 1組 3,860円 セ

Y TAFNP2531 73 20 100 26 24 33 22、25、E25、28、31、E31 1 10 ─ ─ 1組 4,340円 セ

Y TAFNP3951 94 20 112 42 35 51 36、39、E39、42、51、E51 1.5 10 ─ ─ 1組 6,980円 セ

Y TAFNP6375 120 20 113 63 48 77 54、63、E63、70、75、E75 2.3 6 ─ ─ 1組 10,100円 セ

Y TAFNP82 144 25 130 89 54 95  82 3.2 ─ ─ ─ 1組 11,800円 納

Y TAFNP92 159 25 130 102 62 110  92 4 ─ ─ ─ 1組 14,000円 納

Y TAFNP104 168 25 130 114 69 114 104 4.3 ─ ─ ─ 1組 14,900円 納

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

組立ねじ六角M6×20
〈六角M6×25〉

ダンシールP
（耐熱シール材）

押さえ金具

工法表示ラベル（2枚）

※〈　〉内はTAFNP6375、82、92、104



鋼製電線管長さについて

金具の取り付け方向について

施工例　TAFNP3951を鋼製電線管51に施工する場合
①	金具の適合刻印を確認します。

5139

②	適合する刻印を鋼製電線管側（パイプ側）にして取り付けます。

51 51

鋼製電線管 51
品　番 適合刻印 薄鋼 厚鋼 ねじなし

適合鋼製電線管サイズ

	TAFNP2531	 25	 25	 22	 E25
	 	 31	 31	 28	 E31
	TAFNP3951	 39	 39	 36	 E39
	 	 51	 51	 42	 E51
	TAFNP6375	 63	 63	 54	 E63
	 	 75	 75	 70	 E75
※TAFNP19、82、92、104につきましては、「パイプ側」の刻印がある側
を鋼製電線管の方向にしてください。

鋼製電線管設置の条件
押さえ金具のねじ締めの作業性を考慮すると、電線管サイズに応じて下表の間隔が必要
となります。設計に際しては、ご注意ください。

鋼製電線管設置位置寸法表
C C C

B
A

	 19
	 E19
	 22
	 25，E25
	 28
	 31，E31
	 36
	 39，E39
	 42
	 51，E51
	 54
	 63，E63
	 70
	 75，E75
	 82
	 92
	 104

電線管サイズ
呼び

壁（床）厚
L3

最低金具
取付代L2

電線管長さ
L1

壁厚 80mm以上
床厚100mm以上

30

壁250mm以上
床200mm以上

30

30

30

30

40

40

70
70
70

鋼製電線管長さ設定表

1．金具取付代として、L2を目安として確保してください。
2．ダンシールPの充填長さは50mm以上とする。

A
B
C

電線管
指定寸法

19 22
25

28
31

36
39

42
51

54
63

70
75 82 92 104

	 75	 80	 80	 90	 90	 105	 105	 115	 120	 125
	 90	 105	 105	 120	 120	 140	 140	 165	 170	 175
	 70	 85	 85	 105	 105	 130	 130	 150	 165	 175

L2

L1

L3

L1

L3

L2

配管の保護は内線規程に基づいて行ってください。

●電力ケーブル単心の場合には使えません。
●コネクタを使用した場合、認定工法になりません。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

施工手順
①	約100mmほどケーブルをまっすぐに直して、
ビニルテープで束ねます。

②	ダンシールPをブッシングの外径と同じにな
るまでブッシングに接触させながらケーブル
に巻き付けます。

　 （始めにケーブル相互の隙間に埋め込んでく
ださい。）

③	ブッシングの端部に揃えてダンシールPを1周
巻き付けます。

④	金具の適合刻印を確認して施工する鋼製電線
管のサイズに合わせて、金具の取り付けを行
ってください。

	 ※詳しくは上記を参照ください。

⑤	ブッシング端部が接触するように押さえ金具
で包み込み、ボルトで締め付けます。はみ出
したダンシールPを指で整形してください。
壁施工の場合は、反対側も同様に施工して完
了です。

施工箇所の容易に分かる
位置に工法表示ラベルを
貼り付けてください。
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中空壁用 スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

中空壁用ダンパープレート

ダンシールKP（軽量耐火パテ）

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

ALCRC

片

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

本認定は、樹脂製ボックスは使用できません。
各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0762

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
中空壁（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）

厚さ100mm以上

認定条件図

施工条件
開口寸法 開口A：150×100mm以下、開口B：矩形110×110mm以下またはφ110mm以下
占積率 50.3％以下　（鋼製ボックスの貫通孔の面積に対するケーブル断面積の割合）

鋼製ボックス 182×117×44mm以下（3個用以下）

貫通物条件（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 導体断面積22mm2以下

合成樹脂製可とう電線管 PF・CD管呼び22以下

ケーブルのみ樹脂配管

※ボックスの下側に接続する場合も同様の条件で認定工法となります。

開口B

化粧
カバー

ダンパープレートC
（あり又はなし）

ケーブル保護
ブッシング
（あり又はなし）

100mm以上

80
0m
m

塗代
カバー

鋼製
ボックス

ケーブル

ダンシールKP

開口A

化粧
カバー

鋼製
ボックス

ダンシールKP

ダンパープレートC
（あり又はなし）

PF管
CD管

100mm以上

塗代
カバー

ケーブル

80
0m
m

開口A

開口B

認定条件

便　　　　利
• ボックス部分への施工が必要ありません。
• ケーブル直貫通・PF 管貫通どちらでも使えます。
• 角穴でも丸穴でも使えます。
• 前施工、後施工どちらも可能です。

パテを詰めるだけの簡単施工。
鋼製ボックス部分への施工が要りません。

簡単・確実
• パテを詰めるだけの簡単施工です。
• 必要に応じてボックス部分にダンパープレートを施工できます。
• ダンパープレートはワンタッチで取り付けできます。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

仕様 ご注文品番 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分

TAFCDP 0.25 10 ─ ─ 1袋（10個入） 9,940円 セ

仕様 ご注文品番 容量 単品
質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	

区分

TAFKP 0.28kg 0.30 10 ─ ─ 1袋 980円

ダンシールKP
（軽量耐火パテ）

ダンパープレートC 施工済ラベル

寸法：90×105×30



施工手順　※中空壁専用工法です。

貫通物 角　穴 丸　穴
種　類
サイズ 本数 開口寸法 充填量

（g） 開口寸法 充填量
（g）

PF管
（CD管）
呼び22

1本 50× 50 60 φ 50 50

2本 50× 75 90
φ 75 100

3本

75× 75 130

50×100 120 φ100 190

100×100 240 ─ ─

ダンシールKP充填量（目安）

●当該建築物の検査を行う確認検査機関もしくは所轄行政の判断によっては、ボックス側の防火措置が必要な場合もあります。必ず当該建築物の確認検査機関や所
轄行政に確認してください。
●樹脂製ボックスには使用できません。
●TAFKPに工法表示ラベルは同梱されておりません。別途弊社ホームページより工法表示ラベルを請求してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページ
を参照してください。

使用上のご注意

鋼製ボックス開口部（開口A）ダンパープレートCの施工方法

① �鋼製ボックスの開口穴にダンパープレートCが入るかどうか確認します。� 	
ダンパープレートCは1個用で47.5×100mmの開口穴を標準としております。
最小45mm×80mmまで施工可能です。その場合下記の通りに加工してください。

�② �鋼製ボックスの配線位置に合わせてダンパー� 	
プレートCの通線穴部を抜き取ります。� 	
通線箇所に近い部分の通線穴を使用してください。

四隅は全て折り
取ってください。

1． 2．
取付金具の四隅をペンチ
等で折り取り溝に沿って
折り取ります。

100mm

47.5mm
開口穴

取付金具

ダンパープレートC加工方法

通線穴

③ �通線穴にケーブルを通します。� 	
ケーブル通線穴はパテ等で埋める
必要はありません。

※�取り付きが弱いと感じた場合には、
取付爪をペンチ等で少し曲げると
解消できます。

④ �塗代カバーのねじ穴部とダンパープレートCの取付爪を
片側から引っ掛けるようにしてはめ合わせます。

※�2 ～ 3個用鋼製ボックスの場合、
ダンパープレートCを並べて取り
付けてください。

パチン

ねじ
穴部

取付爪

裏面

ケーブル／PF・CD管貫通部（開口B）※必ず、別売品の「TAFKP ダンシールKP（軽量耐火パテ）」をご使用ください。

① �ダンシールKP（軽量耐火パテ）を開口内に厚さ25mm以上、
充てんします。使用量は下記表を参考にしてください。

② �パテの表面をならします。角穴・丸穴どちらにも対応しています。
開口部付近に施工済ラベル※を貼り付けて施工完了です。

φ110mm以下110×110mm以下

ダンシールKP

施工済ラベル
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中空壁用 スイッチ・コンセントボックス用防火措置材
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片壁用 スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

ALCRC

中空

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管丸穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

ワンタッチで取り付け、パテも不要。
前施工でも後施工でも使えます。

便　　　　利
• ケーブル直貫通・PF 管貫通どちらでも使えます。
• 前施工、後施工どちらも可能です。

簡単・確実
• ワンタッチで取り付けできる簡単施工です。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

認定条件

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0743

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
片壁

厚さ42mm以上

認定条件図

施工条件
開口寸法 190×100mm以下
占積率 43.8％以下　（鋼製ボックスの貫通孔の面積に対するケーブル断面積の割合）

鋼製ボックス 230×119×54mm以下（4個用以下）

貫通物条件（最大サイズ）
ケーブル（1本当り） 導体断面積22mm2以下

合成樹脂製可とう電線管 PF・CD管呼び22以下

仕様 ご注文品番 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分

TAFKDP 0.6 10 ─ ─ 1袋（10組入） 10,600円 セ

熱膨張材

裏面

取付金具

ダンパープレート

ダンシールKP 施工済ラベル

ダンパープレート

コネクタ

鋼製ボックス

ケーブル

42mm以上

PF管・CD管
（有りまたは無し）

片壁
＊2

＊1

42mm以上

応用例

ダンパープレート

コネクタ

鋼製ボックス

ケーブル

42mm以上

PF管・CD管
（有りまたは無し）

片壁
＊2

＊1

42mm以上

＊�2　別売品のタフロックイチジカ
ンパット（PS060WL-0676-1）や
プチロク（PS060WL-0435）をご
使用ください。

鋼製ボックスへの接続は
上側、下側どちらでも可能です。

＊�1　樹脂製ボックスにはご使用できません。
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スイッチ・コンセントボックス用防火措置材片壁用

施工手順　※片壁専用工法です。

①
鋼製ボックス背面の貫通穴は予め附属のダンシール
KPで目詰めを行ってください。
（内・外どちらでも可）

ケーブル直接の場合
ケーブル保護ブッシング等を
使用してください。

ダンシールKPで目詰め

③ ④
鋼製ボックスの配線位置に合わせてダンパープ
レートの通線穴部の熱膨張材を抜き取ります。
通線箇所に近い部分の通線穴を使用してくだ
さい。

通線穴にケーブルを通します。中央の通線穴
にはスリットが入っております。器具取付後で
も通せるようになっております。上下の穴も必
要に応じてスリットを入れることも可能です。
ケーブル通線穴は、パテ等で埋める必要はあ
りません。

通線穴

⑤
ボックスカバーのねじ穴部と取付金具の爪を片側から引っ掛けるようにしてはめ合わせます。
ボックス背面部に施工済ラベルを貼り付けて施工完了です。

※	2〜4個用鋼製ボ
ックスの場合、	
ダンパープレー
トを並べて取り
付けてください。

※	取り付きが弱いと感
じた場合には、取付
爪をペンチ等で少し
曲げることで解消で
きます。

取付爪
ねじ穴部

②
鋼製ボックスの開口穴にダンパープレートが入るかどうか確認します。ダンパープレートは１個用で47.5×100mmの開口穴を標準としております。
最小45×80mmまで施工可能です。その場合下記の通りに加工してください。

100

47.5開口穴
1.	ダンパープレート裏面の取付
金具と熱膨張材を外してくだ
さい。

2.	取付金具の四隅をペンチ等で
折り取り溝に沿って折り取り
ます。

3.	熱膨張材を取付金具につけて、四隅か
らはみ出た部分を切断してください。

ダンパープレート加工方法

取付金具

熱膨張材

42mm
以上

※	シールは見やすい位置に貼って
ください。

●本製品は片壁に鋼製ボックスが取り付けられた場合の専用工法です。
●樹脂製ボックスにはご使用できません。
●国土交通大臣認定を取得した構造でない壁は、認定範囲外となります。

使用上のご注意



ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

ALCRC 鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管

認定条件

シートを貼るだけだから
器具に干渉しません。

便　　　　利
• ボックス開口部には何も取り付けないので器具に干渉しません。

簡単・確実
• 軟らかいシートをボックスに張るだけの簡単施工。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0859-1 PS060WL-0899

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
片壁 中空壁

厚さ42mm以上 厚さ109mm以上

認定条件図

施工条件

開口寸法 開口部Ａ：190×100mm以下 開口部A：290×100mm以下、
開口部B：矩形110×110以下またはφ110以下

占積率
43.8％以下

鋼製ボックスの貫通孔の面積に対する
ケーブル断面積の割合

44.8％以下
鋼製ボックスの貫通孔の面積に対する

ケーブル断面積の割合

鋼製ボックス 228×117×54mm以下（4個用以下） 320×117×54mm以下（6個用以下）

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 導体断面積22mm2以下 導体断面積22mm2以下
合成樹脂製可とう電線管 PF・CD管呼び22以下 PF・CD管呼び28以下

ケーブル

PF管・CD管
（あり又はなし）

カバー用シート
（2mm厚）

内面用シート
（7mm厚）

コネクタ

鋼製ボックス

42mm以上

鋼製ボックスへの接続は
上側、下側どちらでも可能です。

※ボックスの下側に接続する場合も同様の条件で認定工法となります。※�電線管・ケーブルの出口が片壁を貫通す
る場合には、別途認定工法で施工してく
ださい。

電線管を使用する場合 ケーブルのみ通線する場合

109mm以上 109mm以上

80
0

80
0

ダンシールKP ダンシールKP

PF管・CD管

鋼製ボックス 鋼製ボックス
塗代カバー 塗代カバー

ケーブル

化粧カバー 化粧カバー

ケーブル ケーブル

コネクタ
カバー用シート（2mm厚）
（有り又は無し）

カバー用シート（2mm厚）
（有り又は無し）

ケーブル保護ブッシング
（有り又は無し）

内面用シート（7mm厚）
（有り又は無し）

内面用シート（7mm厚）
（有り又は無し）

開口B 開口B

開口A 開口A

※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。
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スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分ボックス

TAFBXCK2 2個用 1.8 ─ ─ ─ 1箱（10組入） 14,500円 納
TAFBXCK3 3個用 2.5 ─ ─ ─ 1箱（10組入） 21,800円 納
TAFBXCK4 4個用 3.0 ─ ─ ─ 1箱（10組入） 29,000円 納

内面用シート
（7mm厚）

カバー用シート
（2mm厚）

工法表示ラベル



●当該建築物の検査を行う確認検査機関もしくは所轄行政の判断によっては、ボックス側の防火措置が必要な場合もあります。（中空壁施工時）必ず当該建築物の確認
検査機関や所轄行政に確認してください。
●TAFKPに工法表示ラベルは同梱されておりません。別途弊社ホームページより工法表示ラベルを請求してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページ
を参照してください。

●鋼製ボックスを取り付ける前に施工してください。

使用上のご注意

施工手順　（片壁施工）

施工手順　（中空壁施工）

充填材（別売品）
品名 品番 容量 販売単位

ダンシールKP
TAFKP 0.28kg 1袋
TAFKP36 10.08kg 1箱（36袋入）

充填材使用量（目安）
貫通物 角穴 丸穴

種　類
サイズ 本数 開口寸法 充填量

（g） 開口寸法 充填量
（g）

PF管

（CD管）

呼び 22

1本 50× 50 60 φ 50 50
2本 50× 75 90

φ 75 100

3本
75× 75 130
50×100 120 φ100 190
100×100 240 ─ ─
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スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

2個用ボックスの施工例

①
内面用シートの剥離紙をはがし、ボックスの内
面に貼ってください。
内面用シートは柔らかくて曲がるので、塗代カ
バーを取り付けた後でも貼ることができます。
（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

①
充填材（ダンシールKP）を開
口内に22mm以上、充填し
てください。使用量は、右
下の表を目安にしてくださ
い。

②
最後にパテの表面をならし、
施工完了です。電線管の端
口には、必要に応じてパテ
材等で閉塞できます。
（�大臣認定による規定はあり
ません。）

②
カバー用シートの剥離紙をはがし、塗代カバーの左右一方に貼り付けてください。
剥離紙を少しはがし、塗代カバーの端に合わせてから貼るようにするときれいに貼れます。
（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

③
カバー用シートをもう一枚用意し、塗代カバーの左右反対側にも同様に貼り付けてください。ボックス
を壁面に取り付け、ボックス付近に工法表示ラベルを貼り付けて施工完了です。

※電線管・ケーブルの出口が片壁を貫通する場合には別途、認定工法で施工してください。

※中空壁の場合は、ボックス側は必要に応じて、タフロックイチジカンBOXシートを施工してください。

塗代カバーは各種対応しています。
・13ミリカバー　・5ミリカバー　・平カバー
・1〜4個用までの各サイズ
（上記いずれも樹脂製は使用できません。）

長手方向

長手方向

長手方向

内面用シート

カバー用シート

断面から見た図

断面から見た図

塗代カバー
シートの長手方向に
対し、左記のように
塗代カバーを取り付
けてください。

ポイント：塗代カバーのねじ穴にシートが被ら
ないように、始めに位置合わせをしてください。

シートが重なる部分
は必要に応じて切り
落としてください。 耐火上、すき間ができな

いようにシート同士を被
らせて貼ってください。

その他の施工例
2個用平カバーを使用した場合の施工完了図

カバー用シートと内面用シート
の境目に隙間ができない程度に
切って頂いて構いません。

ダンシールKP

角穴 丸穴

※ダンシールKPは170ページ参照。



●目詰め不要なので、タフロックイチジカンBOXシート（50ペ
ージ参照）等の施工に最適です。

JIS C 8340
製造元：外山電気株式会社

平カバー
1個用 2個用

施工例寸法図

穴無し鋼製ボックス

※	周囲の配管用取り付
け穴は、すべて呼び
22用です。

10
2

102 44

2023 年 2月生産終了
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鋼製ボックス 穴無し鋼製ボックス

仕様詳細情報

黒色カチオン電着塗装

P＝塗装

平カバー

仕様 ご注文品番 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分配線器具

P TAF44BHC1 1個用 0.09 10 100 ─ 1個 200円 セ
P TAF44BHC2 2個用 0.04 10 100 ─ 1個 270円 セ

仕様 ご注文品番 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分

P TAF44B 0.31 10 ─ ─ 1個 315円 セ



M E M O
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合成樹脂製可とう電線管床貫通部防火措置材

仕様 ご注文品番 適合 寸法 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分PF・CD管

TAFMM 呼び42以下 220×30×2.3t 0.31 10 ─ ─ 1箱（10枚入） 8,900円 セ

認定条件

●合成樹脂製可とう電線管またはさや管は、1開口につき1本のみ貫通できます。
●ケーブル単独の貫通には使用できません。合成樹脂製可とう電線管の貫通部のみに使用できます。
●施工後、開口部の周囲に貫通物以外の可燃物を置かないでください。
●本商品は屋内用です。屋外もしくはそれに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●余った本商品は、必ず梱包箱に入れて保管してください。

使用上のご注意
●商品を取り扱う際には適切な保護具を着用してください。
注意

床 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管角穴

埋設

床 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管RC ALC PF管 CD管

ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管PF管 CD管壁
中空中空 片片

RC ALC

シートを貼るだけの簡単施工。

便　　　　利
•�床貫通部でＰＦ・ＣＤ管を誤って埋め戻ししてしまった場
合や、工程上埋め戻しをしなければならない場合のための防
火措置材です。

簡単・確実
• あらかじめ施工しておくことで工期短縮・工程簡略化が図
れます。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

国土交通大臣認定番号 PS060FL-1076

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート(RC、SRC)床 軽量気泡コンクリート（ALC）床

厚さ75mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口寸法 φ160以下

占積率
（開口に対しての配管占積率） 14.1%以下＊

止水用鋼製スリーブ 無し

開口補強枠 -

貫通物条件
（最大サイズ）

合成樹脂製可とう
電線管の呼び PF・CD呼び42以下

さや管 呼び54以下

ケーブル
（管内貫通物） 150mm2/本、462mm2/開口

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
＊鉄筋コンクリート直接埋設の場合には、占積率は無し。

モルタル埋め戻し

耐火シート

合成樹脂製可とう電線管
またはさや管

φ160以下
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通線物
（ケーブル・電線）



（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-032号(KK2019-025号)

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート（RC、SRC）床

厚さ100mm以上

鉄筋コンクリート（RC、SRC）壁

厚さ120mm以上

施工図

施工条件 樹脂製ボックス（壁）-合成樹脂製可とう電線管、シングルコロ、
 エンドカバー、樹脂製ボックス（床）貫通

貫通物条件
（貫通物の適用種類および
通線本数：1開口当り）

樹脂製ボックス 320×122×54mm以下（6個用以下）

合成樹脂製可とう
電線管の呼び PF･CD管呼び28以下

ケース1
（管内貫通物）

・600V CV22mm2以下×6本以下	 ・600V IV5.5mm2以下×6本以下
・600V　VVF2mm×3C以下×4本以下	 ・600V CVV1.25mm2×7C以下×2本以下
・光ケーブル(外径4.3mm以下）×2本以下	 ・同軸ケーブルS-7C-FB×2本以下
・通信用ケーブルCPEV 0.9mm×5P以下×2本以下	 ・消防用耐熱電線HP 3P-0.9mm以下×2本以下
・消防用耐熱電線FT-8-C 4C-1.6mm以下×2本以下	 ・消防警報用電線AE 3P-0.9mm以下×2本以下
・LANケーブルOKTP-E5-0.5×4P-LAP以下×2本以下

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にてご確認ください。

●ケーブル単独の貫通には使用できません。合成樹脂製可とう電線管の貫通部のみに使用できます。
●施工後、開口部の周囲に貫通物以外の可燃物を置かないでください。
●本商品は屋内用です。屋外もしくはそれに準じた環境下でのご使用はおやめください。

使用上のご注意

注意
●商品を取り扱う際には適切な保護具を着用してください。

エンドカバーシングルコロ 樹脂製ボックス
合成樹脂製可とう電線管

インターフォン耐火パテ

20
0m
m
以
上 200mm以上

10
0m
m

以
上

樹脂製ボックス

120mm
以上

通線物
（ケーブル・電線）

1個で壁・床一箇所分。
両側にパテを詰めるだけの簡単施工。

便　　　　利
• マンション・玄関にあるインターフォン部の樹脂製ボックス 
用防火措置材です。

• １箇所分ずつ梱包されているので、部材管理が容易です。

簡単・確実
• パテを詰めるだけの簡単施工です。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

施工済ラベル

評定条件

仕様 ご注文品番 寸法
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分PF・CD管

TAFITP 45×40×30 呼び28以下 0.51 ─ ─ ─ 1袋（10個入） 3,340円 セ

通線物の隙間に、半分ず
つちぎったパテを充てん
します。

施工方法
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インターフォン用埋設配管貫通部防火措置材



壁 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

床 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管角穴

埋設

床 ケーブル
鋼 製

電線管 冷媒管 給•排
水管

鋼 製
電線管 冷媒管 給•排

水管
ALCRC

中空 片

RC ALC

中空 片

ALC

PF管 CD管

PF管 CD管

評定条件
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RC床用配管埋設貫通部防火措置材

便　　　　利
• 消防評定を取得しておりますので、共住区画に使えます。
• 直接埋設貫通、カップエンド埋設貫通どちらでも使えます。
• ケーブル直にも使えます。

スラブ埋設貫通に安心をお届け。
シートを巻くだけの簡単施工。

簡単・確実
• サブウェイシートを巻き付けるだけの簡単施工です。

安心・安全
• 工具を必要としないので安全に施工できます。

仕様 ご注文品番 寸法 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期	
区分

TAFSUB 30×220×2.5t 0.5 ─ ─ ─ 1箱（20枚入） 6,940円 納

（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-028号
（KK27-021号）

KK2022-029号
（KK27-022号）

KK2022-031号
（KK28-010号）

KK2022-030号
（KK28-009号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート（RC・SRC）床

厚さ100mm以上

鉄筋コンクリート（RC・SRC）壁および軽量気泡コンクリート（ALC）壁

厚さ75mm以上

施工図

PF･CD管突出し PF･CD管突出し ケーブル突出し ケーブル突出し

施工条件 合成樹脂製可とう電線管
埋設貫通 カップエンド埋設貫通 エンドカバー埋設貫通 合成樹脂製可とう電線管

埋設貫通

貫通物条件
（貫通物の適用種類および
通線本数：1開口当り）

合成樹脂製可とう
電線管の呼び PF･CD管呼び28以下 CD管呼び28以下

ケース1
（管内貫通物）

・600V CE/F 38mm2以下×1本以下
・600V EEF/F 2mm×3C以下×1本以下
・光ケーブル（外径10.2mm以下）×1本以下
・同軸ケーブル EM-S-7C-FB×1本以下
・LANケーブル OKTP-E5-0.5×4×1本以下

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管）

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管）

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管）

合成樹脂製可とう電線管（CD管）

200mm
以上

200mm
以上

75mm以上

200mm
以上

200mm
以上

200mm
以上

200mm
以上

200mm
以上

200mm
以上

75mm以上 75mm以上 75mm以上

カップエンド エンドカバー

サブウェイ
シート

サブウェイ
シート

サブウェイ
シート

ケーブル
サブウェイ
シート

10
0m
m
以
上

10
0m
m
以
上

10
0m
m
以
上

10
0m
m
以
上

10
0m
m
以
上

裏面

剥離紙

サブウェイシート 施工済ラベル



施工手順

樹脂管埋設貫通工法 樹脂管、エンドカバー
埋設貫通工法

①	サブウェイシート裏面の剥離紙（白色）を剥がします。

②	サブウェイシートを下記要領で巻き付けます。

どちらか片側のカップエンド（エンドカバー）コネクタ部に一周巻き付け、	
サブウェイシートの余長どうしを重ね合わせます。

どちらか片側の貫通部に、半分に折ったサブウェイシートを天井面に隙間な
く沿わせ、樹脂管（ケーブル）を挟んで巻き付けます。

※シートは切らずにそのまま使用してください。

●ロクマルシートでは代用できません。
●一度シートどうしを貼り付けると剥がせません。施工時は注意してください。
●防火区画貫通部に使用する場合には、行政へ事前に確認してください。
●共住区画貫通部にご使用の場合には、（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートの貼付が必要となります。
●附属の「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。
●施工済ラベルは、国土交通大臣認定を表示するラベルではありません。共住区画以外で施工した場合にご使用ください。

使用上のご注意

ツマミをつくって
半分に折る

サブウェイシート余長どうし
を重ね合わせる

樹脂管、カップエンド
埋設貫通工法

サブウェイシート余長どうし
を重ね合わせる

天井面との隙間が無いように
設置する

樹脂管埋設
ケーブル貫通工法

ツマミをつくって
半分に折る

天井面との隙間が無いように
設置する
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RC床用配管埋設貫通部防火措置材



M E M O
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開口用防火措置材
電 気関連
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大

色々なタイプを

選べるぞ！

タフロックロクマックス床用キットタフロックロクマックス床用キット
60ページ 

タフロックロクマックス壁用キットタフロックロクマックス壁用キット

61ページ 

タフロックイチジカンMGタフロックイチジカンMG
98ページ 

タフロックキョージュータフロックキョージュー

102ページ 

タフロックカタガワタフロックカタガワ
106ページ 

96ページ 

タフロック60（バスダクト床専用）タフロック60（バスダクト床専用）
タフロック60タフロック60

77ページ 

タフロック60（壁専用）タフロック60（壁専用）

78ページ 
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ケーブル・配管貫通部防火措置材
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仕様 ご注文品番

適合 耐火ブロック数量
単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期 
区分開口面積

（m2）
標準開口
サイズ

ケーブルラック

スリーブなし スリーブあり 幅 SS S M L LL

TAFRXBY-006 ～0.06 300×200

SR
QR
LR
15R
DR
AR
VR
12R
B15R
B15RN
タイプ

SR
QR
LR
DR
AR

（15Rを除く）
VR
12R
タイプ

200 4 5 4 3 ─ 1.7 ─ ─ ─ 1組 17,700円 セ

TAFRXBY-008 0.06～0.08 400×200 300 4 6 7 2 1 2.1 ─ ─ ─ 1組 21,900円 セ

TAFRXBY-010 0.08～0.10 500×200 400 6 6 6 3 2 2.8 ─ ─ ─ 1組 26,600円 セ

TAFRXBY-012 0.10～0.12 600×200 500 6 7 6 5 2 3.3 ─ ─ ─ 1組 30,000円 セ

TAFRXBY-014 0.12～0.14 700×200 600 6 8 7 5 3 3.7 ─ ─ ─ 1組 33,800円 セ

TAFRXBY-016 0.14～0.16 800×200 700 8 8 8 5 4 4.0 ─ ─ ─ 1組 37,900円 セ

TAFRXBY-018 0.16～0.18 900×200 800 8 11 8 5 5 4.3 ─ ─ ─ 1組 42,600円 セ

TAFRXBY-020 0.18～0.20 1,000×200 900 10 11 10 6 5 4.6 ─ ─ ─ 1組 46,900円 セ

TAFRXBY-022 0.20～0.22 1,100×200 1,000 10 12 11 6 6 5.0 ─ ─ ─ 1組 50,200円 セ

TAFRXBY-024 0.22～0.24 1,200×200 1,100 10 13 11 8 6 5.5 ─ ─ ─ 1組 54,300円 セ

使用上のご注意
●�本商品は一般屋内用です。屋外それに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�防水性能はありません。必要な場合は別途、防水処理をしてください。
●�ケーブル、配管の支持機能はありません。別途、支持してください。
●�防火措置材は、隙間のできないようていねいに施工してください。
●�床または壁貫通部の周囲に可燃物を置かないでください。
●特殊な環境下で使用される場合は事前にご相談ください。
●�「工法表示ラベル」を紛失した場合には、弊社ホームページにてご請求ください。注意

●�商品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注
意してください。怪我の恐れがあります。

警告
●�床開口部の防火措置部には乗らないでください。防火措置材が破損
し、火災時に火炎貫通の恐れがあります。
●�タフロック60の耐火ブロック、マットと混在しないでください。
認定工法外となります。

同梱！同梱！

あらゆるところで 大活躍。
常識を変えた万能キット。

（ロクマックスマット併用で冷媒管にも対応）

便　　　　利
• 幅広い対象構造と貫通物に対応。
•�従来のブロックに比べ重量が半分になり、持ち運びが便利にな

ります。
•�床の開口サイズに合わせたキット品で選定が楽になります。
•�コンクリート床 70mm 厚以上に対応（鋼製スリーブ有の場合）

簡 単・確 実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• ハロゲンフリーなので有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

※キット品のラインナップは開口面積0.24m2までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせてご使用ください。
※TAFRXBY-020、TAFRXBY-022、TAFRXBY-024は支持板が2枚になります。

耐火ブロック
（ロクマックスブロック）

（SS）50×100×25

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50

支持板
（ロクマックスボード）

補助充填材

工法表示ラベル

Z金具

C金具

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

床用キット
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ケーブル・配管貫通部防火措置材壁用キット

使用上のご注意
●本商品は一般屋内用です。屋外それに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�防水性能はありません。必要な場合は別途、防水処理をしてください。
●�ケーブル、配管の支持機能はありません。別途、支持してください。
●防火措置材は、隙間のできないようていねいに施工してください。
●�床または壁貫通部の周囲に可燃物を置かないでください。
●�特殊な環境下で使用される場合は事前にご相談ください
●「工法表示ラベル」を紛失した場合には、弊社ホームページにてご請求ください。

注意
●�商品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注
意してください。怪我の恐れがあります。

警告
●�タフロック60の耐火ブロック、マットと混在しないでください。
認定工法外となります。

仕様 ご注文品番

適合 耐火ブロック数量
単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期 
区分開口面積

（m2）
標準開口
サイズ

ケーブルラック

壁貫通 幅 SS S M L LL

TAFRXB-006 ～0.06 300×200

SR
QR
LR
15R
DR
AR
WMR
タイプ

200 4 5 4 3 ─ 1.3 ─ ─ ─ 1組 14,900円 セ

TAFRXB-008 0.06～0.08   400×200 300 4 6 7 2 1 1.6 ─ ─ ─ 1組 18,600円 セ

TAFRXB-010 0.08～0.10 500×200 400 6 6 6 3 2 1.9 ─ ─ ─ 1組 22,500円 セ

TAFRXB-012 0.10～0.12 600×200 500 6 7 6 5 2 2.3 ─ ─ ─ 1組 26,200円 セ

TAFRXB-014 0.12～0.14 700×200 600 6 8 7 5 3 2.7 ─ ─ ─ 1組 29,800円 セ

TAFRXB-016 0.14～0.16 800×200 700 8 8 8 5 4 3.0 ─ ─ ─ 1組 33,700円 セ

TAFRXB-018 0.16～0.18 900×200 800 8 11 8 5 5 3.4 ─ ─ ─ 1組 37,200円 セ

TAFRXB-020 0.18～0.20 1,000×200 900 10 11 10 6 5 3.7 ─ ─ ─ 1組 41,200円 セ

TAFRXB-022 0.20～0.22 1,100×200 1,000 10 12 11 6 6 4.0 ─ ─ ─ 1組 44,600円 セ

TAFRXB-024 0.22～0.24 1,200×200 1,100 10 13 11 8 6 4.3 ─ ─ ─ 1組 48,500円 セ

同梱！同梱！

あらゆるところで 大活躍。
常識を変えた万能キット。

（ロクマックスマット併用で冷媒管にも対応）

便　　　　利
• 幅広い対象構造と貫通物に対応。
• 従来のブロックに比べ重量が半分になり、持ち運びが便利にな

ります。
•�壁の開口サイズに合わせたキット品で選定が楽になります。

簡 単・確 実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• ハロゲンフリーなので有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

※キット品のラインナップは開口面積0.24m2までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせてご使用ください。

耐火ブロック
（ロクマックスブロック）

工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

補助充填材

（SS）50×100×25

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50
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タフロックロクマックスブロック

外装：ロクマックス用不織布
耐熱繊維：生体溶解性ファイバー（AES）

●タフロックロクマックス（TAFRXB-□等）の耐火ブロックが
不足する場合に使用してください。 サイズSS

100×50×25
サイズS
100×100×25

サイズM
100×100×50

サイズL
200×100×50

サイズLL
300×100×50

タフロックロクマックスボード
●�床貫通部で耐火ブロックを詰める際の支持板です。
●�キット同梱の支持板が不足する場合にご使用ください。カッ

ターナイフ等で容易に切断できます。

補助充填材
●�タフロックロクマックス（TAFRXB-□等）の補助充填材が不

足する場合に使用してください。
●�ケーブル周辺や変形させたブロック周辺、ケーブルラックの

親桁周辺などの小さな隙間に必要なサイズにカットして差し
込んでください。

仕
様 ご注文品番 サイズ 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

TAFRXBJ 70×300 0.05 ─ 1袋
（2個入） 3,520円 納

仕
様 ご注文品番 サイズ 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFRXIT 900×900×12ｔ 3.4 ─ 1枚 12,900円 納

仕
様 種別 ご注文品番 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分
サイズSS TAFRXB-SS 0.6 ─ 1箱（20個入）10,800円 セ
サイズS TAFRXB-S 0.6 ─ 1箱（10個入） 8,240円 セ
サイズM TAFRXB-M 0.9 ─ 1箱（10個入）11,100円 セ
サイズL TAFRXB-L 1.0 ─ 1箱（5個入） 9,440円 セ
サイズLL TAFRXB-LL 1.8 ─ 1箱（5個入） 12,200円 セ

品　番 開口面積（m2/箱）
TAFRXB-SS 0.022
TAFRXB-S 0.022
TAFRXB-M 0.044
TAFRXB-L 0.044
TAFRXB-LL 0.067

施工可能な開口面積（目安）



●�タフロックロクマックス（TAFRXB-□等）の補助材としてC金
具と合わせて使用してください。

●�床貫通部で標準開口でない場合に使用してください。

●タフロックロクマックス（TAFRXB-□等）の補助材としてZ金
具と合わせて使用してください。

●�床貫通部で標準開口でない場合に使用してください。

Z金具

C金具

新
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仕
様 ご注文品番 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

Y TAFRXZ 1.5 10 1箱（30本入）16,600円 セ

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

仕
様 ご注文品番 長さ 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

Y TAFRXC 1.0m 2.9 ─ 1袋（10本入） 9,860 セ 新



貫通物 呼び 耐火ブロック充填部
分巻き付け量

管端部
巻き付け量 貫通物 呼び 耐火ブロック充填部

分巻き付け量
管端部

巻き付け量 貫通物 呼び 耐火ブロック充填部
分巻き付け量

管端部
巻き付け量

ケーブル
CV-250 140＊2

─

鋼製
電線管

16

─

110＊1

金属製
可とう
電線管

10 100 120＊1
CV-325 150＊2 19 12 110 130＊1
CV-400 160＊2 22

140＊1
15 120 140＊1

CD 管

28 160

─

25 17 130 150＊1
36 190 28

160＊1
24 150 170＊1

42 200 31 30 170 190＊1
54 240 36

180＊1
38 190 220＊1

PF 管

28 170

─

39 50 230 260＊1
36 200 42

230＊1
63 280 300＊1

42 220 51 76 320 350＊1
54 260 54

300＊1
83 340 380＊1

波付硬質合
成樹脂管

（FEP 管）

30 180

─

63 101 400 430＊1
40 220 70

350＊1
重ね代30mmを含みます。（推奨値）
＊1� 壁の場合、両端部分への施工が必要となります。（両

端部分が露出している場合）
＊2�単芯ケーブル1本に巻いた寸法です。

50 260 75
65 630 82 380＊1
80 730 92 440＊1
100 910 104 470＊1

貫通物毎の必要長さ（概算）
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●硬質塩化ビニル電線管や空調設備配管の処理に使用します。

●ロクマックスマットのマットスティックが不足する時に使用
してください。

●�ロクマックスマット内の配管の隙間近くのポケットに差し込
んでください。

タフロックロクマックスマット

マットスティック

タフロックロクマックスシート
●�ケーブル、合成樹脂製可とう電線管、波付硬質合成樹脂管、

金属製可とう電線管に巻き付けて使用します。
●�鋼製電線管及び金属製可とう電線管の場合には端部処理に使

用します。

仕
様 ご注文品番

寸法 単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分ロクマックス
シート

結束バンド
（本数）

TAFRXST-130 130×2,300 10 1.3 10 1巻 12,500円 セ

仕
様 ご注文品番 サイズ 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

TAFRXMTJ 160×10×7 0.4 ─ 1箱（20本入） 7,340円 納

仕
様 ご注文品番 サイズ 配管束の

外径の目安
単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分
TAFRXMT-M M

450×300 105以下
1.0 ─ 1組 16,400円 セ

TAFRXMT-10M 8.0 ─ 1箱（10組入）151,700円 納
TAFRXMT-L L

600×300 150以下
1.4 ─ 1組 19,600円 セ

TAFRXMT-10L 11.0 ─ 1箱（10組入）181,600円 納 ※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

マットスティック
結束バンド

ロクマックスマット

ロクマックスシート

結束バンド

ケーブル・配管貫通部防火措置材



65

ケーブル・配管貫通部防火措置材

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

認定条件
国土交通大臣認定番号 PS060FL-1200 PS060WL-1182

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート
(ALC)床

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

スリーブ無：100mm以上
スリーブ有：70mm以上 スリーブ無：100mm以上 60mm以上

施工図

施工条件

開口面積＊1 矩形：0.75m2以下＊1
円形：0.29m2以下（φ600mm以下）

矩形：0.75m2以下(開口高さ600mm以下)＊1
円形：0.29m2以下（φ600mm以下）

占積率 35%以下
35%以下

床置き工法(OAフロア)の場合
35%以下かつ貫通物の積上げ高さ134mm以下

鋼製スリーブ 有りまたは無し 無し ─

開口補強枠 ─ 不要 壁厚が100mmを超える
中空壁の場合必要＊2

ケーブルラック 鋼製・ステンレス製・アルミ製ケーブルラック、鋼製・ステンレス製メッシュラック

貫通物条件
（最大サイズ）

電
気

ケーブル（1本当り） 6,600V　導体断面積1,600㎟以下
合成樹脂製可とう電線管（PF・CD管） 呼び54以下
波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び100以下
鋼製電線管 呼び104以下
金属製可とう電線管（ビニル被覆有り又は無し） 呼び101以下
硬質塩化ビニル管（VE管） 呼び100以下

空

調

銅管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ44.5以下（被覆20以下）
銅管（被覆材：発泡合成ゴム） φ54以下（被覆38以下）
鋼管（被覆材：無し） φ101.6以下
鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）
鋼管（被覆材：発泡合成ゴム） φ48.6以下（被覆38以下）
ステンレス鋼管（被覆材：無し） φ101.6以下
ステンレス鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）
ステンレス鋼管（被覆材：発泡合成ゴム） φ50.8以下（被覆38以下）
アルミニウム管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38.1以下(被覆20以下）
結露防止層付硬質塩化ビニル管（ドレンパイプ） 呼び50以下
被覆付可とう塩化ビニル管（断熱ドレンホース） 呼び25以下
可とうポリエチレン管（ドレンホース） 呼び16以下

給
・
排
水

硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT）（被覆材：無） 呼び100以下
硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT）（被覆材：発泡ポリエチレン他） 呼び65以下（被覆20以下）
リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP） 呼び100以下

＊1 開口部形状が歪な場合（矩形の角が丸い、円形開口が連続した形状等）は、外接する矩形を想定して開口面積・占積率を算出すること。（壁床共通）
＊2 タフロックフレーム中空壁専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。



配管の処理方法

処理方法 キット品のみ
（ブロック、補助充填材）

キット品
（ブロック、補助充填材）

＋
ロクマックスシート1周巻

キット品
（ブロック、補助充填材）

＋
ロクマックスシート2周巻

キット品
（ブロック、補助充填材）

＋
ロクマックスマット（複数配管巻付）＊5

キット品
（ブロック、補助充填材）

＋
ロクマックスマット（単管巻付）＊6

貫
通
物
条
件(

最
大
サ
イ
ズ)

電
気

ケーブル(1本当り） 6,600V 200mm2以下 6,600V 1,600mm2以下＊1 － 6,600V 325mm2以下

合成樹脂製可とう電線管
（PF・CD管） 呼び22以下 呼び54以下＊2 － 呼び54以下

波付硬質合成樹脂管
（FEP管） － 呼び50以下＊3 呼び100以下＊3 呼び50以下(※シート1巻き必須）

鋼製電線管 － 呼び104以下＊4 － －

金属製可とう電線管
（ビニル被覆有り又は無し） － 呼び101以下＊3 － －

硬質塩化ビニル管
（VE管） － － 呼び22以下 呼び100以下

空
調

銅管
（被覆材：発泡ポリエチレン他） － － φ44.5以下（被覆20以下）

銅管
（被覆材：発泡合成ゴム） － － φ54以下（被覆38以下）

鋼管
（被覆材：無） φ101.6以下 － －

鋼管
（被覆材：発泡ポリエチレン他） － － φ42.7以下（被覆20以下）

鋼管
（被覆材：発泡合成ゴム） － － φ48.6以下（被覆38以下）

ステンレス鋼管
（被覆材：無し） φ101.6以下 － －

ステンレス鋼管
（被覆材：発泡ポリエチレン他） － － φ42.7以下（被覆20以下）

ステンレス鋼管
（被覆材：発泡合成ゴム） － － φ50.8以下（被覆38以下）

アルミニウム管
（被覆材：発泡ポリエチレン他） － － φ38.1以下（被覆20以下）

結露防止層付硬質塩化ビニル管
（ドレンパイプ） － － 呼び25以下 呼び50以下

被覆付可とう塩化ビニル管
（断熱ドレンホース） － － 呼び25以下

可とうポリエチレン管
（ドレンホース） － － 呼び16以下

給
・
排
水

硬質ポリ塩化ビニル管
(VP・HIVP・HT)

（被覆材：無し）
－ － 呼び25以下 呼び100以下

硬質ポリ塩化ビニル管
(VP・HIVP・HT）

（被覆材：発泡ポリエチレン他）
－ － 呼び25以下（被覆6以下） 呼び65以下（被覆20以下）

リサイクル硬質ポリ塩
化ビニル発泡三層管

（RF-VP）
－ － － 呼び100以下

＊1　�耐火ブロック充填部分にロクマックスシートを規定数巻くこと。ただし、ケーブルが隣接する場合は、当該ケーブルの露出部分のみに貼り付けでも良い。　
また、まとめて巻き付けても良い。	

＊2　耐火ブロック充填部分にロクマックスシートを規定数巻くこと。	
＊3　�耐火ブロック充填部分にロクマックスシートを規定数巻き、壁であれば両側、床であれば上部の管端部分に１周巻き付け結束バンドで固定すること。	
＊4　壁であれば両側、床であれば上部の管端部分に１周巻き付け結束バンドで固定すること。	
＊5　複数の配管をロクマックスマットでまとめて巻きつける場合。	
＊6　当該配管のみをロクマックスマットで巻き付ける場合。
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⑥全体に隙間の無いことを確認し
て施工完了です。

⑦最後に耐火ブロックが脱落した
り隙間を生じたりすることが無
いよう、十分密に充填されてい
ることを再度確認し、耐火ブロ
ックが入らないような小さな隙
間には補助充填材を差し込んで
ください。

	 （特にケーブル周辺、変形させた
ブロック周辺、ケーブルラック親
桁周辺などにご注意ください。）

	 施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。

ロクマックスマット

耐火ブロックの
充填位置

壁

壁貫通部の施工手順（ケーブルラック配線）

※認定条件（適用範囲）は65ページを参照ください。

ケーブル ケーブルラック耐火ブロック①	ケーブルラック下の空間に耐火ブ
ロックを詰めます。

②	ケーブルラック片側の空間から耐
火ブロックを詰めます。

充填方向

ブロックの充填方向の確認

ブロックには充填方向があります。全てのサイズで同じ奥行き（100mm）
になるよう注意します。
S、Mブロックは縦方向と横方向の長さが同じですが、矢印の方向に詰
めてください。矢印が施工面から見えない状態が正しい施工です。

※誤った向きに詰めると、耐火性能が発揮されません。
※タフロック60の耐火ブロック、マットとの併用はできません。

横方向に押してさらに密に
詰める

④ケーブル上側と開口部との隙間に耐火ブロックを詰めます。このとき、
左右いずれかの側から一定範囲毎に耐火ブロックを詰めて開口部を埋
めていくようにし、一定範囲が埋まったら、先に詰めた耐火ブロック
を横に押しながら、隙間のないように詰めていくと比較的簡単に詰め
ることができます。

⑤残った空間を同様に耐火ブロック
で埋めていき、最後にケーブルラ
ック片側の空間に耐火ブロックを
詰めます。最後の耐火ブロックを
詰める際には、隣の耐火ブロック
をずれないように軽く引っ張りな
がら詰めると比較的簡単に空間を
埋めることができます。

補助充填材が不足する場合は別
売のロクマックス 補助充填材

（TAFRXBJ）をご使用ください。

折りたたむと隙間に差
込みやすくなります

補助充填材は、以下のようなブロックが入
らない小さな隙間に差し込んでください。

（1）並んだケーブルやPF管などの谷間
（2）ケーブルラックの親桁周辺
（3）ブロック同士の間など

隙間に合わせて切断

補助充填材の充填

ケーブル・配管貫通部防火措置材

③�ケーブル周りに、ケーブルの配線状
況や形状に合わせて、耐火ブロック
を変形させなじませながら詰めます。

　このとき隙間ができないように、特
　に丁寧に詰めてください。
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ロクマックスマットの表面の印刷面を目安にし
てロクマックスマットを耐火ブロックの充填位
置に合わせます。

その他の配管・配線について

※ロクマックスマット巻き終わりの重なり代が30mm以上となるようにします。
※ロクマックスマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、65ページを参照して施工してください。

200㎟を超えるケーブル、波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電
線管が貫通している場合
予め開口内に収まるようにロクマックスシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合
ロクマックスマットを巻き付けます。

※詳細は66ページを参照してください。
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上
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壁貫通部の施工手順（OAフロアでの床上配線）

※認定条件（適用範囲）は65ページを参照ください。

①	ケーブル配線部片側の空間から耐
火ブロックを詰めます。

②	ケーブル周りに、ケーブルの配線
状況や形状に合わせて、耐火ブロ
ックを変形させなじませながら詰
めます。

 　このとき隙間ができないように、
特に丁寧に詰めてください。

横方向に押してさら
に密に詰める

③	ケーブル上側と開口部との隙間に
耐火ブロックを詰めます。このと
き、左右いずれかの側から一定範
囲毎に耐火ブロックを詰めて開口
部を埋めていくようにし、一定範
囲が埋まったら、先に詰めた耐火
ブロックを横に押しながら、隙間
のないように詰めていくと比較的
簡単に詰めることができます。

充填方向

ブロックの充填方向の確認

ブロックには充填方向があります。全てのサイズで同じ奥行き（100mm）
になるよう注意します。
S、Mブロックは縦方向と横方向の長さが同じですが、矢印の方向に詰
めてください。矢印が施工面から見えない状態が正しい施工です。

※誤った向きに詰めると、耐火性能が発揮されません。
※タフロック60の耐火ブロック、マットとの併用はできません。

④残った空間を同様に耐火ブロックで埋めていき、最後に開口部片側の
空間に耐火ブロックを詰めます。最後の耐火ブロックを詰める際には、
隣の耐火ブロックをずれないように軽く引っ張りながら詰めると比較
的簡単に空間を埋めることができます。

⑤全体に隙間の無いことを確認して
施工完了です。

	 施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。

⑥最後に耐火ブロックが脱落したり
隙間を生じたりすることが無いよ
う、十分密に充填されていること
を再度確認し、耐火ブロックが入
らないような小さな隙間には補助
充填材を差し込んでください。

※	補助充填材の使用方法は67ページを参照ください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材
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ロクマックスマット

耐火ブロックの
充填位置

壁

ロクマックスマットの表面の印刷面を目安にし
てロクマックスマットを耐火ブロックの充填位
置に合わせます。

その他の配管・配線について

※ロクマックスマット巻き終わりの重なり代が30mm以上となるようにします。
※ロクマックスマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、65ページを参照して施工してください。

200㎟を超えるケーブル、波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電
線管が貫通している場合
予め開口内に収まるようにロクマックスシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合
ロクマックスマットを巻き付けます。

※詳細は66ページを参照してください。
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⑥残った空間も同様に耐火ブロックで埋めて
いきます。全体に隙間の無いことを確認し
て施工完了です。

床貫通部の施工手順（鋼製スリーブがある配線）

※認定条件（適用範囲）は65ページを参照ください。

②	貫通部のケーブル配線状況及びケーブルラ
ックの形状に合わせて、ロクマックスボー
ドをカッターナイフ等でカットします。

③	カットしたロクマックスボードを、開口
部内に落とし込み、支持金具にかかるよ
うにします。

ブロックの充填方向の確認

ブロックには充填方向があります。全てのサイズで同じ奥行き（100mm）
になるよう注意します。
S、Mブロックは縦方向と横方向の長さが同じですが、矢印の方向に詰
めてください。矢印が施工面から見えない状態が正しい施工です。

※誤った向きに詰めると、耐火性能が発揮されません。
※タフロック60の耐火ブロック、マットとの併用はできません。

④開口部外周に耐火ブロックを詰めます。

⑤	ケーブル周りに、ケーブルの配線
状況や形状に合わせて、耐火ブロ
ックを変形させなじませながら詰
めます。このとき隙間ができない
ように、特に丁寧に詰めてくださ
い。左右いずれかの側から一定範
囲を埋めるように耐火ブロックを
詰めていくと、比較的簡単に詰め
ることができます。

ロクマックスマットの表面の印刷面を目安にし
てロクマックスマットを耐火ブロックの充填位
置に合わせます。

その他の配管・配線について

※ロクマックスマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、65ページを参照して施工してください。

200㎟を超えるケーブル、波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電
線管が貫通している場合
予め開口内に収まるようにロクマックスシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合

※詳細は66ページを参照してください。

Z金具

①開口部の状況に応じて、支持金具を設置します。

C金具
組立状態

Z金具2本とC金具1本を組み合わせます。

※鋼製スリーブ下面にロクマックスボー
ドを施工する場合はZ金具は不要とな
ります。

⑦最後に耐火ブロックが脱落した
り隙間を生じたりすることが無
いよう、十分密に充填されてい
ることを再度確認し、耐火ブロ
ックが入らないような小さな隙
間には補助充填材を差し込んで
ください。（特にケーブル周辺、
変形させたブロック周辺、ケー
ブルラック親桁周辺などにご注
意ください。）

	 施工箇所の容易に分かる位置に工法表示ラベルを貼り付けてください。

※	補助充填材の使用方法は67ページを参照ください。

ロクマックスマットを巻き付けます。内
側（ポケット側）を配管に当てるように
して、ポケットの口を上側に向けて配
管を巻き付けます。ロクマックスマッ
ト巻き終わりの重なり代が30mm以上と
なるようにします。ロクマックスマッ
トの下側を結束バンドでしばります。

結束バンド

30mm以
上

所定の位置までスライドさせ、ロクマ
ックスマット内側の配管どうしの隙間
には、マットスティックをポケットに
入れながら奥まで差し込みます。ロク
マックスマットの上側を結束バンドで
しばります。

ロクマックス
マット

ロクマックス
ボード

耐火ブロック
の充填位置

充填方向

ケーブル・配管貫通部防火措置材



ブロックの充填方向の確認

ブロックには充填方向があります。全てのサイズで同じ奥行き（100mm）
になるよう注意します。
S、Mブロックは縦方向と横方向の長さが同じですが、矢印の方向に詰
めてください。矢印が施工面から見えない状態が正しい施工です。

※誤った向きに詰めると、耐火性能が発揮されません。
※タフロック60の耐火ブロック、マットとの併用はできません。

充填方向
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⑥残った空間も同様に耐火ブロックで埋めてい
きます。全体に隙間の無いことを確認して施
工完了です。

床貫通部の施工手順（鋼製スリーブが無い配線）

※認定条件（適用範囲）は65ページを参照ください。

②	貫通部のケーブル配線状況及びケーブルラ
ックの形状に合わせて、ロクマックスボー
ドをカッターナイフ等でカットします。

③	カットしたロクマックスボードを、開口
部内に落とし込み支持金具にかかるよう
にします。

④開口部外周に耐火ブロックを詰めます。

⑤	ケーブル周りに、ケーブルの配線状況や
形状に合わせて、耐火ブロックを変形さ
せなじませながら詰めます。このとき隙
間ができないように、特に丁寧に詰めて
ください。左右いずれかの側から一定範
囲を埋めるように耐火ブロックを詰めて
いくと、比較的簡単に詰めることができ
ます。

ロクマックスマットの表面の印刷面を目安にし
てロクマックスマットを耐火ブロックの充填位
置に合わせます。

※ロクマックスマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、65ページを参照して施工してください。

⑦最後に耐火ブロックが脱落したり
隙間を生じたりすることが無いよ
う、十分密に充填されていること
を再度確認し、耐火ブロックが入
らないような小さな隙間には補助
充填材を差し込んでください。

	 （特にケーブル周辺、変形させたブ
ロック周辺、ケーブルラック親桁
周辺などにご注意ください。）

　施工箇所の容易に分かる位置に工法
表示ラベルを貼り付けてください。

※	補助充填材の使用方法は67ページを参照ください。

その他の配管・配線について

200㎟を超えるケーブル、波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電
線管が貫通している場合
予め開口内に収まるようにロクマックスシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合

※詳細は66ページを参照してください。

ロクマックスマットを巻き付けます。内
側（ポケット側）を配管に当てるように
して、ポケットの口を上側に向けて配
管を巻き付けます。ロクマックスマッ
ト巻き終わりの重なり代が30mm以上と
なるようにします。ロクマックスマッ
トの下側を結束バンドでしばります。

結束バンド

30mm以
上

所定の位置までスライドさせ、ロクマ
ックスマット内側の配管どうしの隙間
には、マットスティックをポケットに
入れながら奥まで差し込みます。ロク
マックスマットの上側を結束バンドで
しばります。

ロクマックス
マット

ロクマックス
ボード

耐火ブロック
の充填位置

①開口部内に右図のような支持金具を落とし込み
ます。

支持金具は、
開口幅400mm以下のとき
　　　　　　　　　　　  両端2個
400を超え800mm以下のとき
　　　　　　　両端2個、中央1個
800を超え1200mm以下のとき
                     両端2個、中央2個
を目安として設置してください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材
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鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC） 壁 開口部 キット品組み合わせ
使用部材

耐火ブロック

高さ 200 開口部

幅

高さ 300 開口部

幅

高さ 400 開口部

幅

高さ 500 開口部

幅

開口サイズ 耐火ブロック
300×200 TAFRXB-006
400×200 TAFRXB-008
500×200 TAFRXB-010
600×200 TAFRXB-012
700×200 TAFRXB-014
800×200 TAFRXB-016
900×200 TAFRXB-018
1000×200 TAFRXB-020
1100×200 TAFRXB-022
1200×200 TAFRXB-024
1300×200 TAFRXB-020＋TAFRXB-006
1400×200 TAFRXB-020＋TAFRXB-008
1500×200 TAFRXB-024＋TAFRXB-006

開口サイズ 耐火ブロック
300×300 TAFRXB-010
400×300 TAFRXB-012
500×300 TAFRXB-016
600×300 TAFRXB-018
700×300 TAFRXB-022
800×300 TAFRXB-024
900×300 TAFRXB-020＋TAFRXB-008
1000×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-006
1100×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-010
1200×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-012
1300×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-016
1400×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-018
1500×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-022

開口サイズ 耐火ブロック
300×400 TAFRXB-012
400×400 TAFRXB-016
500×400 TAFRXB-020
600×400 TAFRXB-024
700×400 TAFRXB-020＋TAFRXB-008
800×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-008
900×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-012
1000×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-016
1100×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-020
1200×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024
1300×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-020＋TAFRXB-008
1400×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-008
1500×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-012

開口サイズ 耐火ブロック
300×500 TAFRXB-016
400×500 TAFRXB-020
500×500 TAFRXB-020＋TAFRXB-006
600×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-006
700×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-012
800×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-016
900×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-022
1000×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-020＋TAFRXB-006
1100×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-008
1200×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-012
1300×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-018
1400×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-022
1500×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-022＋TAFRXB-006

※�詳細については認定書にて確認してください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材
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中空壁 開口部 キット品組み合わせ
使用部材

耐火ブロック 補強枠

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

高さ 200 開口部

幅

高さ 300 開口部

幅

高さ 400 開口部

幅

高さ 500 開口部

幅

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×200 TAFRXB-006 TAFMHW3020
400×200 TAFRXB-008 TAFMHW4020
500×200 TAFRXB-010 TAFMHW5020
600×200 TAFRXB-012 TAFMHW6020
700×200 TAFRXB-014 TAFMHW7020
800×200 TAFRXB-016 TAFMHW8020
900×200 TAFRXB-018 TAFMHW9020
1000×200 TAFRXB-020 TAFMHW10020
1100×200 TAFRXB-022 TAFMHW11020
1200×200 TAFRXB-024 TAFMHW12020
1300×200 TAFRXB-020＋TAFRXB-006 指定サイズ品
1400×200 TAFRXB-020＋TAFRXB-008 指定サイズ品
1500×200 TAFRXB-024＋TAFRXB-006 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×300 TAFRXB-010 指定サイズ品
400×300 TAFRXB-012 指定サイズ品
500×300 TAFRXB-016 指定サイズ品
600×300 TAFRXB-018 指定サイズ品
700×300 TAFRXB-022 指定サイズ品
800×300 TAFRXB-024 指定サイズ品
900×300 TAFRXB-020＋TAFRXB-008 指定サイズ品
1000×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-006 指定サイズ品
1100×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-010 指定サイズ品
1200×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-012 指定サイズ品
1300×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-016 指定サイズ品
1400×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-018 指定サイズ品
1500×300 TAFRXB-024＋TAFRXB-022 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×400 TAFRXB-012 指定サイズ品
400×400 TAFRXB-016 指定サイズ品
500×400 TAFRXB-020 指定サイズ品
600×400 TAFRXB-024 指定サイズ品
700×400 TAFRXB-020＋TAFRXB-008 指定サイズ品
800×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-008 指定サイズ品
900×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-012 指定サイズ品
1000×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-016 指定サイズ品
1100×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-020 指定サイズ品
1200×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024 指定サイズ品
1300×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-020＋TAFRXB-008 指定サイズ品
1400×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-008 指定サイズ品
1500×400 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-012 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×500 TAFRXB-016 指定サイズ品
400×500 TAFRXB-020 指定サイズ品
500×500 TAFRXB-020＋TAFRXB-006 指定サイズ品
600×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-006 指定サイズ品
700×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-012 指定サイズ品
800×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-016 指定サイズ品
900×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-022 指定サイズ品
1000×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-020＋TAFRXB-006 指定サイズ品
1100×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-008 指定サイズ品
1200×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-012 指定サイズ品
1300×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-018 指定サイズ品
1400×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-022 指定サイズ品
1500×500 TAFRXB-024＋TAFRXB-024＋TAFRXB-022＋TAFRXB-006 指定サイズ品

※�詳細については認定書にて確認してください。

※�壁厚100mm超の場合必要
となります。

（118ページ参照）
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床 開口部 キット品組み合わせ（鋼製スリーブ有り）
使用部材
耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。
同梱：同梱品の支持板をご使用ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

縦 200 開口部

横

縦 300 開口部

横

縦 400 開口部

横

縦 500 開口部

横

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具 鋼製スリーブ
300×200 TAFRXBY-006 同梱 同梱 TAFAS3020
400×200 TAFRXBY-008 同梱 同梱 TAFAS4020
500×200 TAFRXBY-010 同梱 同梱 TAFAS5020
600×200 TAFRXBY-012 同梱 同梱 TAFAS6020
700×200 TAFRXBY-014 同梱 同梱 TAFAS7020
800×200 TAFRXBY-016 同梱 同梱 TAFAS8020
900×200 TAFRXBY-018 同梱 同梱 TAFAS9020
1000×200 TAFRXBY-020 同梱 同梱 TAFAS10020
1100×200 TAFRXBY-022 同梱 同梱 TAFAS11020
1200×200 TAFRXBY-024 同梱 同梱 TAFAS12020
1300×200 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 同梱 同梱 TAFAS13020
1400×200 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 同梱 同梱 指定サイズ品
1500×200 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 同梱 同梱 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具 鋼製スリーブ
300×300 TAFRXBY-010 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS3020＋TAFASW30
400×300 TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS4020＋TAFASW30
500×300 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS5020＋TAFASW30
600×300 TAFRXBY-018 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS6020＋TAFASW30
700×300 TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS7020＋TAFASW30
800×300 TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS8020＋TAFASW30
900×300 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS9020＋TAFASW30
1000×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS10020＋TAFASW30
1100×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-010 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS11020＋TAFASW30
1200×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS12020＋TAFASW30
1300×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS13020＋TAFASW30
1400×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-018 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品
1500×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具 鋼製スリーブ
300×400 TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS3020＋TAFASW40
400×400 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS4020＋TAFASW40
500×400 TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS5020＋TAFASW40
600×400 TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS6020＋TAFASW40
700×400 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS7020＋TAFASW40
800×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS8020＋TAFASW40
900×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS9020＋TAFASW40
1000×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS10020＋TAFASW40
1100×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS11020＋TAFASW40
1200×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS12020＋TAFASW40
1300×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS13020＋TAFASW40
1400×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品
1500×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具 鋼製スリーブ
300×500 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS3020＋TAFASW50
400×500 TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS4020＋TAFASW50
500×500 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS5020＋TAFASW50
600×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS6020＋TAFASW50
700×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS7020＋TAFASW50
800×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS8020＋TAFASW50
900×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS9020＋TAFASW50
1000×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS10020＋TAFASW50
1100×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS11020＋TAFASW50
1200×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS12020＋TAFASW50
1300×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-018 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC TAFAS13020＋TAFASW50
1400×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品
1500×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022＋TAFRXBY-006 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC 指定サイズ品

※�詳細については認定書
にて確認してください。

（114ページ参照）

支持板は開口サイズに合わせて加工を行ってください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材
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床 開口部 キット品組み合わせ（鋼製スリーブなし）
使用部材

耐火ブロック 支持板 支持金具
Z金具

C金具

同梱：同梱品の部材をご使用ください。

支持金具のC金具は、支持板の補強が必要な場合には適宜増やしてください。

縦 200 開口部

横

縦 300 開口部

横

縦 400 開口部

横

縦 500 開口部

横

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×200 TAFRXBY-006 同梱 同梱
400×200 TAFRXBY-008 同梱 同梱
500×200 TAFRXBY-010 同梱 同梱
600×200 TAFRXBY-012 同梱 同梱
700×200 TAFRXBY-014 同梱 同梱
800×200 TAFRXBY-016 同梱 同梱
900×200 TAFRXBY-018 同梱 同梱
1000×200 TAFRXBY-020 同梱 同梱
1100×200 TAFRXBY-022 同梱 同梱
1200×200 TAFRXBY-024 同梱 同梱
1300×200 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 同梱 同梱
1400×200 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 同梱 同梱
1500×200 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 同梱 同梱

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×300 TAFRXBY-010 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
400×300 TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
500×300 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
600×300 TAFRXBY-018 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
700×300 TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
800×300 TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
900×300 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1000×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1100×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-010 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1200×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1300×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1400×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-018 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1500×300 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×400 TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
400×400 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
500×400 TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
600×400 TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
700×400 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
800×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
900×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1000×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1100×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1200×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1300×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1400×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1500×400 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×500 TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
400×500 TAFRXBY-020 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
500×500 TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
600×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-006 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
700×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
800×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-016 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
900×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1000×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-020＋TAFRXBY-006 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1100×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-008 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1200×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-012 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1300×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-018 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1400×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC
1500×500 TAFRXBY-024＋TAFRXBY-024＋TAFRXBY-022＋TAFRXBY-006 TAFRXIT×2枚 TAFRXZ（同梱）+TAFRXC

※�詳細については認定書
にて確認してください。

ケーブル・配管貫通部防火措置材
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開口面積に合わせたキット品。
最大開口0.75m2

1200mm幅のラックを3段通せます。

国土交通大臣
認定番号

適用躯体 施工条件 貫通物サイズ

構　　　造 厚さ 開口面積 占積率 ケーブル PF管 CD管 FEP管 VE管 鋼製
電線管

金属製
可とう電線管

PS060FL-0772※ 100mm
以上 0.75m2

以下
38.4％
以下

1,600mm2

以下
呼び

54以下
呼び

54以下
呼び

100以下
呼び

100以下
呼び

104以下
呼び

101以下
PS060WL-0756※ 60mm

以上

PS060WL-0231 42mm
以上

0.6m2

以下

20％
以下 325mm2

以下

呼び
28以下

呼び
28以下 ─ ─ ─ ─

PS060WL-0153
100mm

以上

92.2％
以下 ─ ─ ─ ─ ─ ─

PS060FL-0221
22％
以下

3,000mm2/
枚以下

（バスダクト）

─ ─ ─ ─ ─ ─

PS060WL-0233 80mm
以上 ─ ─ ─ ─ ─ ─

※ロクマルシート、ロクマルマットを併用すると空調、衛生管も配管できます。

工具不要工具不要、、パテ詰めなしパテ詰めなしでで手が汚れない。手が汚れない。工具不要工具不要、、パテ詰めなしパテ詰めなしでで手が汚れない。手が汚れない。

ALC床

ALC壁

RC床

RC壁

RC壁

RC床

RC壁

中空壁

中空壁

片壁
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ケーブル貫通部防火措置材

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴丸穴

同梱！同梱！

あらゆるところで 大活躍。
常識を変えた万能キット。

（ロクマルマット併用で冷媒管にも対応）

便　　　　利
• ケーブルはもちろん、PF 管をはじめ冷媒管、波付硬質合成樹

脂管、金属製可とう電線管等、幅広い貫通物に対応しています。
• 片壁や押出成形セメント板等、様々な構造に使えます。
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• 床用スリーブの有無を問わず施工できます。
• ケーブル（導体サイズ）は、1,600mm2（高圧含む）以下が施工できます。

簡 単・確 実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• ハロゲンフリーなので有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

使用上のご注意
●耐火ブロックは、SS、S、M、L、LLの5種類があります。ケーブルの谷間などの小さい空間には小さいサイズ、大きい空間には大きいサイズを組み合わせて使用
してください。
●耐火ブロックは、曲げたり圧縮したりすることができますので、ケーブルの配線状況や形状、隙間の大
きさ等に合わせて変形させ、隙間の無いように詰めてください。
●耐火ブロックは、分解・切断等せずにそのままご使用ください。また破損した耐火ブロックは使用しな
いでください。
●仕上げの際に小さな隙間がある場合には、補助充填材を使用してください。耐火ブロック及び補助充填
材は、熱によって膨らむことにより隙間を閉塞する機能がありますが、「開口部に隙間なく詰める」こと
を基本とし、施工は丁寧に行ってください。
●耐火ブロックを詰めるときはブロックの方向に注意し、充填厚が100mmとなるよう右図のように詰め
てください。
●単心の電力ケーブルが貫通する場合、同一回線のケーブルの間には支持棒、支持金具が入らないように
してください。
●仕上がり外観を重視するような場所では、必要に応じて化粧カバー（121ページ参照）を使用してください。
●���押出成形セメント板に使用する際は、確認検査機構や所轄の行政に事前確認してください。（後付10ペー�
ジ参照）

100

ケーブル

耐火
ブロック

耐火ブロック

25又は50

100

100

壁（床）

※キット品のラインナップは開口面積0.24㎡までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせて使用してください。選定表は90〜93ページ参照。
※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。
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仕様 ご注文品番

適合 耐火ブロック数量
単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期 
区分開口面積（m2）標準開口サイズ

ケーブルラック
床貫通

（スリーブなし）
床貫通

（スリーブあり） 壁貫通 幅 SS S M L LL

TAFTB-003  〜0.03 ─ ─ ─ ─ ─ 4 5 4 ─ ─ 2 ─ ─ ─ 1組 9,340円

TAFTB-006 0.03〜0.06 300×200

SR
QR
LR
15R
DR
AR
VR
12R
B15R
B15RNタイプ

SR
QR
LR
DR
AR

（15ARを除く）
VR
12Rタイプ

SR
QR
LR
15R
DR
AR
WMRタイプ

200 2 5 4 4 ─ 3 ─ ─ ─ 1組 15,300円

TAFTB-008 0.06〜0.08 400×200 300 2 5 7 2 2 3 ─ ─ ─ 1組 19,000円

TAFTB-010 0.08〜0.10 500×200 400 2 5 7 3 3 4 ─ ─ ─ 1組 22,900円

TAFTB-012 0.10〜0.12 600×200 500 4 6 7 5 3 5 ─ ─ ─ 1組 26,700円

TAFTB-014 0.12〜0.14 700×200 600 4 8 8 5 4 5 ─ ─ ─ 1組 30,500円 セ
TAFTB-016 0.14〜0.16 800×200 700 4 8 8 6 5 6 ─ ─ ─ 1組 34,500円 セ
TAFTB-018 0.16〜0.18 900×200 800 4 10 9 6 6 7 ─ ─ ─ 1組 38,000円 セ
TAFTB-020 0.18〜0.20 1,000×200 900 4 10 9 7 7 8 ─ ─ ─ 1組 42,000円 セ
TAFTB-022 0.20〜0.22 1,100×200 1,000 6 13 9 7 8 8 ─ ─ ─ 1組 45,600円 セ
TAFTB-024 0.22〜0.24 1,200×200 1,100 6 15 10 7 9 9 ─ ─ ─ 1組 49,600円 セ

耐火ブロック

（SS）100×50×25

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50

支持棒※鋼製スリーブ用

支持板

補助充填材（ダンシールD） 工法表示ラベル

支持板補修用
アルミテープ

※TAFTB-003には支持棒、支持板、補助充填材、支持板補修用アルミテープは含まれておりません。
※TAFTB-006、TAFTB-008、TAFTB-010には支持棒が含まれておりません。
※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。



ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

丸穴

※注意事項等につきましては、タフロック60（77ページ）を参照してください。
※キット品のラインナップは開口面積0.24㎡までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせて使用してください。選定表は90〜93ページ参照。
※遮音性能につきましては関連資料（後付1〜6）を参照してください。

使用上のご注意
●押出成形セメント板に使用する際は、確認検査機構や所轄の行政に事前確認してください。（後付10ページ参照）
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便　　　　利
• 床用の部材が含まれていないので部材が余りません。
• ケーブルはもちろん、PF 管をはじめ冷媒管、波付硬質合成樹

脂管、金属製可とう電線管等、幅広い貫通物に対応しています。
• 片壁や押出成形セメント板など様々な構造に使えます。
• ケーブル（導体サイズ）は、1,600mm2（高圧含む）以下が施工できます。

不要な部材が余らない。
壁専用の万能キット。

簡 単・確 実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• ハロゲンフリーなので有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番

適合
耐火ブロック数量 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期 

区分開口面積（m2） 標準開口サイズ
ケーブルラック

壁貫通 幅 SS S M L LL

TAFWB-016 0.14〜0.16 800×200 SR
QR
LR
15R
DR
AR
WMRタイプ

700 4 8 8 6 5 5 ─ ─ ─ 1組 29,800円 セ

TAFWB-020 0.18〜0.20 1,000×200 900 4 10 9 7 7 7 ─ ─ ─ 1組 40,900円 セ

TAFWB-024 0.22〜0.24 1,200×200 1,100 6 15 10 7 9 8 ─ ─ ─ 1組 43,200円 セ

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

耐火ブロック

（SS）100×50×25

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50

補助充填材（ダンシールD）

工法表示ラベル



●床貫通部で耐火ブロックを詰める際の支持板です。キット同
梱の支持板が不足する場合にご使用ください。カッターナイ
フ等で容易に切断できます。

●タフロック60TAFTB-□の補助材として使用してください。
●床貫通部で鋼製スリーブの設置がない場合や壁貫通部で支持

板を当て板処置する場合、使用してください。

TAFTBS1
TAFTBS

TAFTBS2

※	設置については、床貫通部の施工手順（86ページ）及び支持金具取付方法 
（87ページ）を参照ください。

材質：アルミガラスクロス貼耐火板

床貫通部用支持板（大判）

支持金具（耐火ブロック用）

2023 年 5月生産終了
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仕様 ご注文品番 サイズ 単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFTBB2 620×1,200×10t 5 ─ 1枚 13,200円 納

仕
様 種別 ご注文品番 適合 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分開口幅 開口長さ

Y 1開口分 TAFTBS1 200

〜

300
800以下

1.1 ─ 1組 3,980円 セ

Y 5開口分 TAFTBS 5.16 ─ 1箱
（5組入）18,800円 納

Y 1開口分 TAFTBS2
200

〜

300
1,200以下 1.3 ─ 1組 5,300円 セ

●鋼製スリーブ上面工法を行うことができます。

フック金具（耐火ブロック用）

※	設置については、床貫通部の施工手順（85ページ）を参照ください。
仕
様 ご注文品番 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

Y TAFTBK 1.7 ─ 1箱（30本入） 13,800円 納

固定ねじ
（なべM6×10）

固定ねじ
（なべM6×10）

支持チャンネル
（定尺：190）

支持チャンネル
（定尺：190）

L金具L金具

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

寸法図

寸法図
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7
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2020

12
22

●タフロック60TAFTB-□の補助充填材が足りない時に使用し
てください。

●ケーブル周辺や変形させたブロック周辺、ケーブルラックの
親桁周辺などの小さな隙間に差し込んでください。

●鋼製電線管、金属製可とう電線管端部に充填するダンシール
Pの支持材として使用してください。

●配管サイズに応じてS、M、Lの三種類があります。

（10個／1連）

材質：アルミシール

使用上のご注意
●貼り付ける面の汚れや埃をきれいに拭き取ってから使用してください。
●直射日光を避け、乾燥した場所で保管してください。

施工例

補助充填材セット（耐火ブロック用）

ダンシールP脱落防止金具

開口部注意シール

各管の呼びと設置数量の目安

※S、M、Lの組み合わせも可能です。

鋼製電線管の呼び 金属製可と
う電線管の

呼び

ダンシールP脱落防止金具の
設置数量の目安（本） 

厚鋼（G） 薄鋼（C）
ねじなし（E） S M L

16〜 28 19〜31 10〜 30 1〜2 ─ ─
36〜 42 39〜51 38〜 50 2〜4 1〜2 ─
54〜 70 63〜75 63〜 76 4〜6 3〜4 1〜2
82〜104 ─ 83〜101 ─ 4〜6 3〜4

●開口部があることに注意を促すステッカーです。

仕
様 種別 ご注文品番 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分
S サイズS TAFTBW-S 0.03 ─ 1袋（20本入）3,380円 納
S サイズM TAFTBW-M 0.03 ─ 1袋（20本入）3,520円 納
S サイズL TAFTBW-L 0.04 ─ 1袋（20本入）3,680円 納

仕
様 ご注文品番 サイズ 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

TAFKCS 160×50 0.1 ─ 1袋
（10枚入）2,900円 納

仕
様 ご注文品番 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

TAFTBJ 0.1 ─ 1袋（20個入） 3,480円 納

サイズS サイズM サイズL

S＝ステンレス鋼

2023 年 5月生産終了

2023 年 5月生産終了



●硬質塩化ビニル電線管や空調設備配管の処理に使用します。

●ロクマルマットの隙間用スティックが足りない時に使用して
ください。

●ロクマルマット内の配管の隙間近くのポケットに差し込んで
ください。

施工例

●合成樹脂製可とう電線管、波付硬質合成樹脂管に巻き付けて使用します。
●鋼製電線管及び金属製可とう電線管の場合には端部処理に使用します。
●国土交通大臣認定番号は、PS060FL-0772、PS060WL-0756になります。

施工例

合成樹脂製可とう電線管、
波付硬質合成樹脂管の場合

ロクマルシート
耐火
ブロック

合成樹脂製可とう電線管

※各配管の処理について、詳しくは84ページを参照ください。

鋼製電線管、
金属製可とう電線管の措置

ロクマル
シート

鋼製電線管

耐火ブロック

ケーブル

ロクマルマット

隙間用スティック

ロクマルシート

仕様 ご注文品番
寸法

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分ロクマルシート 結束バンド（本数）

TAFIP39L 60×2,500 400（33本） 1.0 10 ─ ─ 1巻 7,340円 セ

TAFIP75L 100×2,400 650（16本） 1.4 8 ─ ─ 1巻 11,900円 セ

TAFIP104L 130×2,300 900（10本） 1.6 6 ─ ─ 1巻 13,700円 セ

2023 年 5月生産終了
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仕
様 ご注文品番 ロクマル

マット寸法
配管束の

外径の目安
単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分
TAFMT-S 300×300   57以下 0.73 ─ 1組 12,900円 セ
TAFMT-M 450×300 105以下 1.1 ─ 1組 15,900円 セ
TAFMT-L 600×300 150以下 1.45 ─ 1組 18,900円 セ

仕
様 ご注文品番 寸法 単品

質量
梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分
TAFMTJ 160×10×7 0.4 ─ 1箱（20本入）8,100円 納

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

ロクマルシート

結束バンド

ロクマルマット

隙間用スティック
結束バンド
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国土交通大臣認定番号 PS060FL-0772 PS060WL-0756

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート

（ALC）床
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

厚さ100mm以上 厚さ60mm以上

施工図

施工条件

開口面積 0.75m2以下
占積率 38.4％以下
鋼製スリーブ 有りまたは無し 無し ─

開口補強枠 ─ 不要 壁厚が100mmを超える
中空壁の場合必要※

ケーブルラック 鋼製、ステンレス製（ワイヤーメッシュ含む）、アルミニウム合金製

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 6,600V導体断面積1,600mm2以下
合成樹脂製可とう電線管（PF・CD管） 呼び54以下
波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び100以下
硬質塩化ビニル電線管（VE管） 呼び100以下
鋼製電線管 呼び104以下
金属製可とう電線管（ビニル被覆あり又はなし） 呼び101以下

銅管
φ54以下（合成ゴム系被覆厚38以下）

φ44.5以下（被覆厚20以下）
アルミニウム管 φ38.1以下（被覆厚20以下）
硬質塩化ビニル管（VP、HIVP、HT） 呼び100以下
結露防止層付硬質塩化ビニル管 呼び50以下
リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 呼び100以下
被覆付可とう塩化ビニル管（断熱ドレンホース） 呼び25以下
可とうポリエチレン管（ドレンホース） 呼び16以下

鋼管
φ101.6以下（被覆なし）

φ48.6以下（合成ゴム系被覆厚38以下）
φ42.7以下（被覆厚20以下）

ステンレス鋼管
φ101.6以下（被覆なし）

φ50.8以下（合成ゴム系被覆厚38以下）
φ42.7以下（被覆厚20以下）

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
※タフロックフレーム中空壁用専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。（118ページ参照）
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施工手順
85ページ

スリーブ有り
施工手順
86ページ

スリーブ無し

認定条件

施工手順
88ページ

施工手順
88ページ

施工手順
86ページ

スリーブ無し
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ケーブル貫通部防火措置材

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
※規定無しにつきましては、国土交通大臣が認定した耐火構造（60分）の壁であることが条件になります。
※タフロックフレーム中空壁用専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。（118ページ参照）

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0231 PS060WL-0153 PS060FL-0221 PS060WL-0233

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

片壁 鉄筋コンクリート壁 鉄筋コンクリート床 鉄筋コンクリート壁 中空壁

厚さ42mm以上 厚さ100mm以上 厚さ100mm以上 ※規定無し 厚さ80mm以上

施工図

施工条件

開口面積 0.6m2以下

占積率 20％以下 92.2％以下 22％以下

鋼製スリーブ ─ ─ 有りまたは無し ─

開口補強枠
必要によってアングル
材等で耐火ブロックの
支持を行ってください。

金属ダクト板厚
2.0mm以上 ─ ─ 必要※

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル
（1本当り） 6,600V導体断面積325mm2以下 導体サイズ3,000mm2/枚以下（バスダクト）

合成樹脂製可とう
電線管（PF・CD管） 呼び28以下 ─ ─ ─

片面せっこう　
ボード重張壁

合成樹脂製可と
う電線管
（呼び28以下）
※ケーブル・ケーブ
ルラックの上もし
くは横に1段敷設
とする。

ケーブル

ケーブルラック

耐火ブロック

100

必要に応じてアン
グル材等で支持を
行ってください。

100mm以上

ケーブル

100

壁
金属ダクト
（板厚2.0mm以上）

耐火ブロック バスダクト

耐火ブロック

100

10
0m
m
以
上

バスダクト

耐火ブロック

10
0

支持板

支持棒

鋼製スリーブ

1.
6

10
0m
m
以
上

バスダクト

耐火ブロック

10
0

支持板

支持金具

認定条件

バスダクト

耐火ブロック

80mm以上

100

●耐火ブロックは標準開口面積に対し、1.25倍の量を梱包しています。開口部を貫通するケーブルの量によって開口部への充填密度が変わりますが、基本的に
は全数充填するようにしてください。充填が不十分な場合、防火性能に影響するような隙間を生ずる場合があります。（耐火ブロックが不足する場合には品番
TAFTB-003等を補充してください。）
●鋼製スリーブは板厚1.6mm以上、深さ200mm以上を使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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各種配管に対する注意事項

施工例合成樹脂製可とう電線管
─ JIS C 8411 ─　呼び54（外径64.5mm）以下

●呼び28以下（外径36.5mm以下）の場合 
ケーブル・ケーブルラックの上もしくは横に一段並列敷設とする。

●呼び36〜42（外径36.5〜52mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルシートを1周以上巻き付けてください。

●呼び54（外径52を超え64.5mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルシートを2周以上巻き付けてください。

波付硬質合成樹脂管
─ JIS C 3653 ─　呼び100（外径130mm）以下

●呼び40以下（外径54mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルシートを1周以上巻き付けてください。

●呼び50〜65以下（外径65〜85mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルシートを2周以上巻き付けてください。

●呼び80〜100以下（外径102〜130mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルシートを3周以上巻き付けてください。

硬質ポリ塩化ビニル電線管
─ JIS C 8430 ─　呼び100（外径114mm）以下

●呼び100以下（外径114mm以下）の場合 
管の周囲にロクマルマットを巻き付けてください。 
複数の管をまとめて配管する場合は、呼び22（外径26mm）以下になります。

金属製可とう電線管
─ JIS C 8309 ─　呼び101（外径110.1mm）以下

●管の長さは、150mm以上としてください。
●端部が露出する場合、両端部にロクマルシートを1周以上巻き付けてくだ

さい。

鋼製電線管
─ JIS C 8305 ─　呼び104（外径113.4mm）以下

●管の長さは、150mm以上としてください。
●端部が露出する場合、どちらか片側にロクマルシートを1周以上巻き付け

てください。

空調・衛生設備配管について

●ロクマルマットを巻き付けることで配管できます。 
施工方法等の詳細は85〜89ページの「空調・衛生設備配管等が貫通して
いる場合」を参照してください。

金属製可とう電線管、鋼製電線管の措置

ロクマルシート

ロクマルマット

結束バンド

耐火ブロック
断熱被覆金属管

ロクマルシート

電線管

電線管

耐火ブロック

結束バンド

ケーブル



床貫通部の施工手順（鋼製スリーブがある配線）

※認定条件（適用範囲）は82ページを参照ください。

①	必要に応じ、鋼製スリーブ内に支
持棒をケーブルの隙間から落とし
込みます。

（品番TAFTB-012〜024のみ）
右図の様に鋼製スリーブのフラン
ジに凹部を掛けるように設置して
ください。

⑥	残った空間も同様に耐火ブロック
で埋めていきます。全体に隙間の
無いことを確認して施工完了です。

⑦	最後に耐火ブロックが脱落したり
隙間を生じたりすることが無いよ
う、十分密に充填されていること
を再度確認し、耐火ブロックが入
らないような小さな隙間には補助
充填材を差し込んでください。（特
にケーブル周辺、変形させたブロ
ック周辺、ケーブルラック親桁周
辺などにご注意ください。）

②	貫通部のケーブル配線状況及びケ
ーブルラックの形状に合わせて、
支持板をカッターナイフ等でカッ
トします。

③	カットした支持板を、開口部内に
落とし込み、鋼製スリーブのフラ
ンジ及び支持棒にかかるようにし
ます。

④	開口部外周に耐火ブロックを詰め
ます。

⑤	ケーブル周りに、ケーブルの配線
状況や形状に合わせて、耐火ブロ
ックを変形させなじませながら詰
めます。このとき隙間ができない
ように、特に丁寧に詰めてくださ
い。左右いずれかの側から一定範
囲を埋めるように耐火ブロックを
詰めていくと、比較的簡単に詰め
ることができます。

補助充填材の使用方法

補助充填材を不織布で包み、連ねてあ
ります。

補助充填材の膨張材が入っていない耳
の部分をハサミ等で切り離します。
切り離した補助充填材は袋ごと丸め込
むようにして隙間に充填してください。
※大きな隙間の場合は、補助充填材を

一緒に詰めることで施工がしやすく
なります。

※TAFAS□スリーブに対しフッ
ク金具（別売品）を使用するこ
とで鋼製スリーブ上面工法を
行うことができます。

ロクマルマットの表面の印刷面を目
安にしてロクマルマットを耐火ブロ
ックの充填位置に合わせます。

施工箇所の容易に分かる位置に工法
表示ラベルを貼り付けてください。

鋼製
スリーブ

スリーブの
フランジ部

支持棒

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製
可とう電線管が貫通している場合

予め開口内に収まるようにロク
マルシートを巻き付けます。

※ロクマルマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意く
ださい。

※配管については、各種配管の注意事項を参照して施工してください。

100

ロクマル
シート

耐火
ブロック

PF管等 支持材

結束バンド

耐火ブロック

ポケット

隙間用
スティック

ロクマル
マット

支持板

空調・衛生設備配管等が貫通して
いる場合

ロクマルマットを巻き付けます。内側
（ポケット側）を配管に当てるようにし
て、ポケットの口を上側に向けて配管
を巻き付けます。ロクマルマット巻き
終わりの重なり代が30mm以上となる
ようにします。ロクマルマットの下側
を結束バンドでしばります。

所定の位置までスライドさせ、ロクマ
ルマット内側の配管どうしの隙間に
は、隙間用スティックをポケットに入
れながら奥まで差し込みます。ロクマ
ルマットの上側を結束バンドでしばり
ます。

結束バンド30mm以
上

ロクマルマット

支持板

耐火ブロックの
充填位置
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床貫通部の施工手順（鋼製スリーブが無い配線）
※	鋼製スリーブが無い施工では、支持金具（TAFTBS）が必要です。開口サイズにより、取付方法が異なりますので次ページを参照ください。
※	認定条件（適用範囲）は82ページを参照ください。

①	開口部内に右図のような支持金
具を落とし込みます。
支持金具は、
開口幅400mm以下のとき

両端2個
400を超え800mm以下のとき

両端2個、中央1個
800を超え1200mm以下のとき

両端2個、中央2個
を目安として設置してください。

②	貫通部のケーブル配線状況及び
ケーブルラックの形状に合わせ
て、支持板をカッターナイフ等
でカットします。

③	カットした支持板を、開口部内
に落とし込み支持金具にかかる
ようにします。

④	開口部外周に耐火ブロックを詰
めます。

⑤	ケーブル周りに、ケーブルの配
線状況や形状に合わせて、耐火
ブロックを変形させなじませな
がら詰めます。このとき隙間が
できないように、特に丁寧に詰
めてください。左右いずれかの
側から一定範囲を埋めるように
耐火ブロックを詰めていくと、
比較的簡単に詰めることができ
ます。

⑥	残った空間も同様に耐火ブロッ
クで埋めていきます。全体に隙
間の無いことを確認して施工完
了です。

⑦	最後に耐火ブロックが脱落した
り隙間を生じたりすることが無
いよう、十分密に充填されてい
ることを再度確認し、耐火ブロ
ックが入らないような小さな隙
間には補助充填材を差し込んで
ください。

	 （特にケーブル周辺、変形させた
ブロック周辺、ケーブルラック親
桁周辺などにご注意ください。）

	 施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。

※	補助充填材の使用方法は 
85ページを参照ください。

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製
可とう電線管が貫通している場合

予め開口内に収まるようにロク
マルシートを巻き付けます。

※ロクマルマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意く
ださい。

※配管については、各種配管の注意事項を参照して施工してください。
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ロクマル
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PF管等 支持材
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耐火ブロック

ポケット

隙間用
スティック

ロクマル
マット

支持板

空調・衛生設備配管等が貫通して
いる場合

ロクマルマットを巻き付けます。内側
（ポケット側）を配管に当てるようにし
て、ポケットの口を上側に向けて配管
を巻き付けます。ロクマルマット巻き
終わりの重なり代が30mm以上となる
ようにします。ロクマルマットの下側
を結束バンドでしばります。

所定の位置までスライドさせ、ロクマ
ルマット内側の配管どうしの隙間に
は、隙間用スティックをポケットに入
れながら奥まで差し込みます。ロクマ
ルマットの上側を結束バンドでしばり
ます。

結束バンド

30mm以
上

ロクマルマットの表面の印刷面を目
安にしてロクマルマットを耐火ブロ
ックの充填位置に合わせます。

ロクマルマット

支持板

耐火ブロックの
充填位置
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開　口　サ　イ　ズ 対　　応 取　　付　　方　　法

取付方法（適合外開口サイズの場合）

開口縦寸法が140mm未満

支持チャンネルを
使用しません。

附属の支持チャンネルは使用せず、L金具
6個（3組）のみを設置してください。

開　口　部140mm
未満

開口縦寸法が140mm以上200mm未満

チャンネルの
加工が必要です。

附属の支持チャンネルを開口縦寸法より、10mm短く
切断してから使用してください。
以降の手順は上記取付方法①〜③に準じます。

開　口　部140〜
200mm

開口縦寸法が300mmを超える場合

別途、長尺の
支持チャンネル

が必要です。

附属の支持チャンネルは使用できません。同形状の 
チャンネルを別途、ご用意の上、開口縦寸法より
10mm短く切断して使用してください。
以降の手順は上記取付方法①〜③に準じます。

開　口　部300mm
以上

開口横寸法が800mmを超える場合

支持金具の
追加が必要です。

支持金具の設置間隔は、400mm以下です。
開口横寸法が800mmを超える場合、必要に応
じてL金具を追加してください。手順は上記
取付方法③に追加となります。

開　口　部

800mm以上

開口縦寸法

開口縦寸法− 10mm

開口寸法− 10mm

支持チャンネル

400mm以下

400mm以下

400mm以下

L金具2個（1組）追加

TAFTBS2につきましては
下記の開口横寸法が800mm
を超える場合を参照してく
ださい。

取付方法

①	支持チャンネルの両端にＬ金具を
差し込み、開口縦寸法に合わせて
全長を調節します。

②	調節後、ボルトＭ6で締め付け、開
口部に落とし込みます。2組設置し
ます。

③	先に設置した2組の中間位置にＬ
金具のみ2個（1組）設置して完了
です。

開口縦寸法

支持チャンネル
L金具

50
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120 70
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支持金具（耐火ブロック用）

●開口縦寸法が300mmを超える�
場合、L金具は�
アンカーボルト�
（M6）等で、必�
ず床面へ固定�
してください。

仕
様 種別 ご注文品番 適合 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分開口幅 開口長さ

Y 1開口分 TAFTBS1 200

〜

300
800以下

1.1 ─ 1組 3,980円 セ

Y 5開口分 TAFTBS 5.16 ─ 1箱
（5組入）18,800円 納

Y 1開口分 TAFTBS2
200

〜

300
1,200
以下 1.3 ─ 1組 5,300円 セ

TAFTBS（5開口分）
TAFTBS1（1開口分）

TAFTBS2（1開口分）

L金具 L金具

固定ねじ
（なべM6×10）

固定ねじ
（なべM6×10）

支持チャンネル
（定尺：190）

支持チャンネル
（定尺：190）

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

●開口サイズが適合外の条件の場合は、下記の取付方法（適合外開口サイ
ズの場合）を参照してください。
●L金具の設置の際、床面への固定が必要な場合、アンカーボルト（M6）等
を準備してください。

使用上のご注意

使用上のご注意

2023 年 5月生産終了
※上図は1組（1開口分）の構成内容です。
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壁貫通部の施工手順（ケーブルラック配線）

※認定条件（適用範囲）は82ページを参照ください。

⑤	残った空間を同様に耐火ブロ
ックで埋めていき、最後にケ
ーブルラック片側の空間に耐
火ブロックを詰めます。最後
の耐火ブロックを詰める際に
は、隣の耐火ブロックをずれ
ないように軽く引っ張りなが
ら詰めると比較的簡単に空間
を埋めることができます。

①	ケーブルラック下の空間に耐
火ブロックを詰めます。

②	ケーブルラック片側の空間か
ら耐火ブロックを詰めます。

③	ケーブル周りに、ケーブル
の配線状況や形状に合わせ
て、耐火ブロックを変形さ
せなじませながら詰めます。 
このとき隙間ができないよう
に、特に丁寧に詰めてくださ
い。

④	ケーブル上側と開口部との隙
間に耐火ブロックを詰めま
す。このとき、左右いずれか
の側から一定範囲毎に耐火ブ
ロックを詰めて開口部を埋め
ていくようにし、一定範囲が
埋まったら、先に詰めた耐火
ブロックを横に押しながら、
隙間のないように詰めていく
と比較的簡単に詰めることが
できます。

横方向に押してさらに密に
詰める

⑥	全体に隙間の無いことを確認
して施工完了です。

⑦	最後に耐火ブロックが脱落し
たり隙間を生じたりすること
が無いよう、十分密に充填さ
れていることを再度確認し、
耐火ブロックが入らないよう
な小さな隙間には補助充填材
を差し込んでください。

	 （特にケーブル周辺、変形させ
たブロック周辺、ケーブルラ
ック親桁周辺などにご注意く
ださい。）

	 施工箇所の容易に分かる位置
に工法表示ラベルを貼り付け
てください。

開口高さが大きく、耐火ブロッ
クが動いて詰めにくいときなど
は、同梱の支持板を貫通部のケ
ーブル配線状況に合わせて設置
し、当て板とするなどの処置を
行ってください。

（支持金具は別売品です。）

壁による支持金具の使用方法

※	補助充填材の使用方法は 
85ページを参照ください。

ケーブル ケーブルラック

耐火ブロック

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電線管が貫通
している場合
予め開口内に収まるようにロクマルシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合
ロクマルマットを巻き付けます。

※ロクマルマット巻き終わりの重なり代が30mm以上となるようにします。
※ロクマルマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、各種配管の注意事項を参照して施工してください。
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ロクマル
シート

耐火
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ロクマルマットの表面の印刷面を目安にしてロクマルマットを耐火ブロッ
クの充填位置に合わせます。
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④	残った空間を同様に耐火ブロ
ックで埋めていき、最後に開
口部片側の空間に耐火ブロッ
クを詰めます。最後の耐火ブ
ロックを詰める際には、隣の
耐火ブロックをずれないよう
に軽く引っ張りながら詰める
と比較的簡単に空間を埋める
ことができます。

壁貫通部の施工手順（OAフロアでの床上配線）
※ケーブルを床に直置きする床上配線（OAフロア）でラックが無い場合の施工です。
※認定条件（適用範囲）は82ページを参照ください。
※各種配管の処理については、注意事項（84ページ）を参照して施工してください。

⑤	全体に隙間の無いことを確認
して施工完了です。

⑥	最後に耐火ブロックが脱落し
たり隙間を生じたりすること
が無いよう、十分密に充填さ
れていることを再度確認し、
耐火ブロックが入らないよう
な小さな隙間には補助充填材
を差し込んでください。

（特にケーブル周辺、変形させ
たブロック周辺などにご注意
ください。）

※	補助充填材の使用方法は85ページを
参照ください。

ロクマルマットの表面の印刷面を目安にしてロクマルマットを耐火ブロック
の充填位置に合わせます。

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電線管が貫通
している場合
予め開口内に収まるようにロクマルシートを巻き付けます。

空調・衛生設備配管等が貫通している場合
ロクマルマットを巻き付けます。

※ロクマルマット巻き終わりの重なり代が30mm以上となるようにします。
※ロクマルマットの位置は床工法・壁工法で異なりますのでご注意ください。
※配管については、各種配管の注意事項を参照して施工してください。
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結束バンド 耐火ブロック
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隙間用
スティック

ロクマル
マット

300

30mm以
上

①	ケーブル配線部片側の空間か
ら耐火ブロックを詰めます。

②	ケーブル周りに、ケーブルの
配線状況や形状に合わせて、
耐火ブロックを変形させなじ
ませながら詰めます。
このとき隙間ができないよう
に、特に丁寧に詰めてください。

③	ケーブル上側と開口部との隙
間に耐火ブロックを詰めま
す。このとき、左右いずれか
の側から一定範囲毎に耐火ブ
ロックを詰めて開口部を埋め
ていくようにし、一定範囲が
埋まったら、先に詰めた耐火
ブロックを横に押しながら、
隙間のないように詰めていく
と比較的簡単に詰めることが
できます。

横方向に押してさらに密に
詰める

壁

耐火ブロックの
充填位置

ロクマルマット

壁

	 施工箇所の容易に分かる位置
に工法表示ラベルを貼り付け
てください。
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鉄筋コンクリート壁・軽量気泡コンクリート（ALC） 壁 開口部 キット品組み合わせ
使用部材

耐火ブロック

高さ 200 開口部

幅

高さ 300 開口部

幅

高さ 400 開口部

幅

高さ 500 開口部

幅

開口サイズ 耐火ブロック
300×200 TAFTB-006
400×200 TAFTB-008
500×200 TAFTB-010
600×200 TAFTB-012
700×200 TAFTB-014
800×200 TAFWB-016
900×200 TAFTB-018

1000×200 TAFWB-020
1100×200 TAFTB-022
1200×200 TAFWB-024
1300×200 TAFWB-020＋TAFTB-006
1400×200 TAFWB-020＋TAFTB-008
1500×200 TAFWB-024＋TAFTB-006

開口サイズ 耐火ブロック
300×300 TAFTB-010
400×300 TAFTB-012
500×300 TAFWB-016
600×300 TAFTB-018
700×300 TAFTB-022
800×300 TAFWB-024
900×300 TAFWB-020＋TAFTB-008

1000×300 TAFWB-024＋TAFTB-006
1100×300 TAFWB-024＋TAFTB-010
1200×300 TAFWB-024＋TAFTB-012
1300×300 TAFWB-024＋TAFWB-016
1400×300 TAFWB-024＋TAFTB-018
1500×300 TAFWB-024＋TAFTB-022

開口サイズ 耐火ブロック
300×400 TAFTB-012
400×400 TAFWB-016
500×400 TAFWB-020
600×400 TAFWB-024
700×400 TAFWB-020＋TAFTB-008
800×400 TAFWB-024＋TAFTB-008
900×400 TAFWB-024＋TAFTB-012

1000×400 TAFWB-024＋TAFWB-016
1100×400 TAFWB-024＋TAFWB-020
1200×400 TAFWB-024＋TAFWB-024
1300×400 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-008
1400×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008
1500×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012

開口サイズ 耐火ブロック
300×500 TAFWB-016
400×500 TAFWB-020
500×500 TAFWB-020＋TAFTB-006
600×500 TAFWB-024＋TAFTB-006
700×500 TAFWB-024＋TAFTB-012
800×500 TAFWB-024＋TAFWB-016
900×500 TAFWB-024＋TAFTB-022

1000×500 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-006
1100×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008
1200×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012
1300×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-018
1400×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-022
1500×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-003

※�詳細については認定書にて確認してください。
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中空壁 開口部 キット品組み合わせ
使用部材

耐火ブロック 補強枠

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの補強枠を製作いたします。壁厚をご確認ください。

高さ 200 開口部

幅

高さ 300 開口部

幅

高さ 400 開口部

幅

高さ 500 開口部

幅

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×200 TAFTB-006 TAFMHW3020
400×200 TAFTB-008 TAFMHW4020
500×200 TAFTB-010 TAFMHW5020
600×200 TAFTB-012 TAFMHW6020
700×200 TAFTB-014 TAFMHW7020
800×200 TAFWB-016 TAFMHW8020
900×200 TAFTB-018 TAFMHW9020

1000×200 TAFWB-020 TAFMHW10020
1100×200 TAFTB-022 TAFMHW11020
1200×200 TAFWB-024 TAFMHW12020
1300×200 TAFWB-020＋TAFTB-006 指定サイズ品
1400×200 TAFWB-020＋TAFTB-008 指定サイズ品
1500×200 TAFWB-024＋TAFTB-006 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×300 TAFTB-010 指定サイズ品
400×300 TAFTB-012 指定サイズ品
500×300 TAFWB-016 指定サイズ品
600×300 TAFTB-018 指定サイズ品
700×300 TAFTB-022 指定サイズ品
800×300 TAFWB-024 指定サイズ品
900×300 TAFWB-020＋TAFTB-008 指定サイズ品

1000×300 TAFWB-024＋TAFTB-006 指定サイズ品
1100×300 TAFWB-024＋TAFTB-010 指定サイズ品
1200×300 TAFWB-024＋TAFTB-012 指定サイズ品
1300×300 TAFWB-024＋TAFWB-016 指定サイズ品
1400×300 TAFWB-024＋TAFTB-018 指定サイズ品
1500×300 TAFWB-024＋TAFTB-022 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×400 TAFTB-012 指定サイズ品
400×400 TAFWB-016 指定サイズ品
500×400 TAFWB-020 指定サイズ品
600×400 TAFWB-024 指定サイズ品
700×400 TAFWB-020＋TAFTB-008 指定サイズ品
800×400 TAFWB-024＋TAFTB-008 指定サイズ品
900×400 TAFWB-024＋TAFTB-012 指定サイズ品

1000×400 TAFWB-024＋TAFWB-016 指定サイズ品
1100×400 TAFWB-024＋TAFWB-020 指定サイズ品
1200×400 TAFWB-024＋TAFWB-024 指定サイズ品
1300×400 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-008 指定サイズ品
1400×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 指定サイズ品
1500×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 補強枠
300×500 TAFWB-016 指定サイズ品
400×500 TAFWB-020 指定サイズ品
500×500 TAFWB-020＋TAFTB-006 指定サイズ品
600×500 TAFWB-024＋TAFTB-006 指定サイズ品
700×500 TAFWB-024＋TAFTB-012 指定サイズ品
800×500 TAFWB-024＋TAFWB-016 指定サイズ品
900×500 TAFWB-024＋TAFTB-022 指定サイズ品

1000×500 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-006 指定サイズ品
1100×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 指定サイズ品
1200×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 指定サイズ品
1300×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-018 指定サイズ品
1400×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-022 指定サイズ品
1500×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-003 指定サイズ品

※�詳細については認定書にて確認してください。

※�壁厚100mm超の場合必要
となります。

（118ページ参照）



床 開口部 キット品組み合わせ（鋼製スリーブ有り）
使用部材

耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。
同梱：同梱品の支持板をご使用ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

指定サイズ品：指定サイズの鋼製スリーブを製作いたします。床厚をご確認ください。

縦 200 開口部

横

縦 300 開口部

横

縦 400 開口部

横

縦 500 開口部

横

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ
300×200 TAFTB-006 同梱 TAFAS3020
400×200 TAFTB-008 同梱 TAFAS4020
500×200 TAFTB-010 同梱 TAFAS5020
600×200 TAFTB-012 同梱 TAFAS6020
700×200 TAFTB-014 同梱 TAFAS7020
800×200 TAFTB-016 同梱 TAFAS8020
900×200 TAFTB-018 同梱 TAFAS9020

1000×200 TAFTB-020 同梱 TAFAS10020
1100×200 TAFTB-022 同梱 TAFAS11020
1200×200 TAFTB-024 同梱 TAFAS12020
1300×200 TAFTB-020＋TAFTB-006 同梱 TAFAS13020
1400×200 TAFTB-020＋TAFTB-008 同梱 指定サイズ品
1500×200 TAFTB-024＋TAFTB-006 同梱 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ
300×300 TAFTB-010 TAFTBB2 TAFAS3020＋TAFASW30
400×300 TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS4020＋TAFASW30
500×300 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS5020＋TAFASW30
600×300 TAFTB-018 TAFTBB2 TAFAS6020＋TAFASW30
700×300 TAFTB-022 TAFTBB2 TAFAS7020＋TAFASW30
800×300 TAFWB-024 TAFTBB2 TAFAS8020＋TAFASW30
900×300 TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFAS9020＋TAFASW30

1000×300 TAFWB-024＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFAS10020＋TAFASW30
1100×300 TAFWB-024＋TAFTB-010 TAFTBB2 TAFAS11020＋TAFASW30
1200×300 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS12020＋TAFASW30
1300×300 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS13020＋TAFASW30
1400×300 TAFWB-024＋TAFTB-018 TAFTBB2 指定サイズ品
1500×300 TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ
300×400 TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS3020＋TAFASW40
400×400 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS4020＋TAFASW40
500×400 TAFWB-020 TAFTBB2 TAFAS5020＋TAFASW40
600×400 TAFWB-024 TAFTBB2 TAFAS6020＋TAFASW40
700×400 TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFAS7020＋TAFASW40
800×400 TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFAS8020＋TAFASW40
900×400 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS9020＋TAFASW40

1000×400 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS10020＋TAFASW40
1100×400 TAFWB-024＋TAFWB-020 TAFTBB2 TAFAS11020＋TAFASW40
1200×400 TAFWB-024＋TAFWB-024 TAFTBB2 TAFAS12020＋TAFASW40
1300×400 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFAS13020＋TAFASW40
1400×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 指定サイズ品
1500×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 指定サイズ品

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 鋼製スリーブ
300×500 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS3020＋TAFASW50
400×500 TAFWB-020 TAFTBB2 TAFAS4020＋TAFASW50
500×500 TAFWB-020＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFAS5020＋TAFASW50
600×500 TAFWB-024＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFAS6020＋TAFASW50
700×500 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS7020＋TAFASW50
800×500 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFAS8020＋TAFASW50
900×500 TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2 TAFAS9020＋TAFASW50

1000×500 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFAS10020＋TAFASW50
1100×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFAS11020＋TAFASW50
1200×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFAS12020＋TAFASW50
1300×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-018 TAFTBB2×2枚 TAFAS13020＋TAFASW50
1400×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2×2枚 指定サイズ品
1500×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-003 TAFTBB2×2枚 指定サイズ品

※�詳細については認定書
にて確認してください。

（114ページ参照）

支持板は開口サイズに合わせて加工を行ってください。
支持棒が必要な場合、適宜全ねじボルト等を加工してご使用ください。
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床 開口部 キット品組み合わせ（鋼製スリーブなし）
使用部材

耐火ブロック 支持板 支持金具 L金具

支持チャンネル

同梱：同梱品の支持板をご使用ください。

支持金具の支持チャンネルは、支持板の補強が必要な場合には適宜増やしてください。

縦 200 開口部

横

縦 300 開口部

横

縦 400 開口部

横

縦 500 開口部

横

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×200 TAFTB-006 同梱 TAFTBS1
400×200 TAFTB-008 同梱 TAFTBS1
500×200 TAFTB-010 同梱 TAFTBS1
600×200 TAFTB-012 同梱 TAFTBS1
700×200 TAFTB-014 同梱 TAFTBS1
800×200 TAFTB-016 同梱 TAFTBS1
900×200 TAFTB-018 同梱 TAFTBS2

1000×200 TAFTB-020 同梱 TAFTBS2
1100×200 TAFTB-022 同梱 TAFTBS2
1200×200 TAFTB-024 同梱 TAFTBS2
1300×200 TAFTB-020＋TAFTB-006 同梱 TAFTBS1×2組
1400×200 TAFTB-020＋TAFTB-008 同梱 TAFTBS1×2組
1500×200 TAFTB-024＋TAFTB-006 同梱 TAFTBS1×2組

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×300 TAFTB-010 TAFTBB2 TAFTBS1
400×300 TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS1
500×300 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS1
600×300 TAFTB-018 TAFTBB2 TAFTBS1
700×300 TAFTB-022 TAFTBB2 TAFTBS1
800×300 TAFWB-024 TAFTBB2 TAFTBS1
900×300 TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS2

1000×300 TAFWB-024＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFTBS2
1100×300 TAFWB-024＋TAFTB-010 TAFTBB2 TAFTBS2
1200×300 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS2
1300×300 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS1×2組
1400×300 TAFWB-024＋TAFTB-018 TAFTBB2 TAFTBS1×2組
1500×300 TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2 TAFTBS1×2組

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×400 TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
400×400 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
500×400 TAFWB-020 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
600×400 TAFWB-024 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
700×400 TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
800×400 TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（390L×2本）
900×400 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（390L×2本）

1000×400 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（390L×2本）
1100×400 TAFWB-024＋TAFWB-020 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（390L×2本）
1200×400 TAFWB-024＋TAFWB-024 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（390L×2本）
1300×400 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS1×2組＋D15（390L×2本）
1400×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS1×2組＋D15（390L×2本）
1500×400 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS1×2組＋D15（390L×2本）

開口サイズ 耐火ブロック 支持板 支持金具
300×500 TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
400×500 TAFWB-020 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
500×500 TAFWB-020＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
600×500 TAFWB-024＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
700×500 TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
800×500 TAFWB-024＋TAFWB-016 TAFTBB2 TAFTBS1＋D15（490L×2本）
900×500 TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（490L×2本）

1000×500 TAFWB-024＋TAFWB-020＋TAFTB-006 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（490L×2本）
1100×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-008 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（490L×2本）
1200×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-012 TAFTBB2 TAFTBS2＋D15（490L×2本）
1300×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-018 TAFTBB2×2枚 TAFTBS1×2組＋D15（490L×2本）
1400×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-022 TAFTBB2×2枚 TAFTBS1×2組＋D15（490L×2本）
1500×500 TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFWB-024＋TAFTB-003 TAFTBB2×2枚 TAFTBS1×2組＋D15（490L×2本）

※�詳細については認定書
にて確認してください。



施工断面図片壁用耐火ブロック工法
国土交通大臣認定番号　PS060WL-0231（壁）

①壁の構造
・片面せっこうボード重張／／軽量鉄骨下地間仕切壁
②最大開口面積
・0.6m2以下（矩形）
③適用可能ケーブルサイズ
・325mm2以下
④ケーブル占積率
・開口面積に対して20％以下
⑤合成樹脂製可とう電線管　敷設可※
・呼び28以下（外径36.5mm以下）
※合成樹脂製可とう電線管の設置は1段敷設（2段以上は

不可）としてください。

認定条件

片面せっこうボード重張壁

合成樹脂製可とう電線管
（呼び28以下）
※ケーブル・ケーブルラッ
クの上もしくは横に1段
敷設とする。

ケーブル

ケーブルラック

耐火ブロック

100

（壁用）

必要に応じてアングル材等で
支持を行ってください。

施工断面図金属ダクト壁用耐火ブロック工法
国土交通大臣認定番号　PS060WL-0153（壁）

①壁の構造
・鉄筋コンクリート厚さ100mm以上
②最大開口面積
・0.6m2以下
　（形状：角形開口部（矩形）金属ダクト貫通）
③適用可能ケーブルサイズ
・325mm2以下
④ケーブル占積率
・開口面積に対して92.2％以下
⑤金属ダクト板厚2.0mm以上

認定条件

100mm以上

ケーブル耐火ブロック

100

壁
金属ダクト
（板厚2.0mm以上）

（壁用）

●アルミダクトの貫通は、認定工法になりません。
●金属ダクトと開口との隙間はモルタル等の不燃材料で埋め戻しを行ってください。
●金属ダクトの支持材等により一定間隔で固定してください。
●金属ダクト内のケーブルは整線してください。
●ケーブルと同時に合成樹脂製可とう電線管や鋼製電線管の貫通はできません。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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●耐火ブロックの中央と壁厚の中央を合わせて充填を行ってください。
●丸穴開口のケーブル区画貫通部防火措置工法としての国土交通大臣認定は取得しておりません。当該開口部を回し引き鋸等で四角い穴にしてください。
●国土交通大臣認定を取得した構造でない壁は、認定範囲外になります。
●ケーブルと同時に合成樹脂管や鋼製電線管の貫通はできません。
●ケーブル及びケーブルラックが開口の中心となるように開口をあけてください。
●耐火ブロックの突き出し部が垂れてくる場合があります。必要に応じて長穴付きアングルやダクターチャンネル等を加工して耐火ブロックを支持してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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ケーブル貫通部防火措置材

●バスダクトと同時に合成樹脂製可とう電線管や鋼製電線管の貫通はできません。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

施工断面図
（壁）

バスダクト用耐火ブロック工法
国土交通大臣認定番号　PS060FL-0221（床）
　　　　　　　　　　　PS060WL-0233（壁）

①壁・床の構造
・壁：耐火構造壁厚さ規定無
　　　中空厚さ80mm以上
　　　※中空壁の場合、開口補強枠を設ける事。
・床：鉄筋コンクリート厚さ100mm以上（中空床除く）
　　　※床貫通部では、鋼製スリーブ工法も可能です。
②最大開口面積
・0.6m2以下（矩形）
③適用可能バスダクトサイズ
・3,000mm2（導体サイズ）／枚以下
④バスダクト占積率
・開口面積に対して22％以下

認定条件
バスダクト

耐火ブロック

100

（床・壁用）

（床）

（床）

10
0m
m
以
上

バスダクト

耐火ブロック

10
0

支持板

支持金具

10
0m
m
以
上

バスダクト

耐火ブロック

10
0

支持板

支持棒

鋼製スリーブ

1.
6
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仕様 ご注文品番 単品
質量

梱包
結束 販売単位 標準価格 納期 

区分

Y TAFCTS 0.5 ─ 1袋（10個入） 6,000円 納

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0342

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床

厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口面積 0.6m2以下
占積率 22.1%以下

鋼製スリーブ 有りまたは無し
貫通物条件（最大サイズ） ケーブル（1本当り） 3,000mm2/枚以下（バスダクト）

●別売品について
　開口部及び貫通物に合わせて、下記の部材を別途ご用意ください。
　・支持板TAFTBB2（79ページ参照）
　・支持材（鋼板やチャンネル材（幅30mm以上、厚さ1.6mm以上））

バスダクト

耐火ブロック
専用
支持金具

鋼製
スリーブ

50

10
0m
m
以
上

支持板

バスダクト

耐火ブロック
専用
支持金具

50

10
0m
m
以
上

支持板

専用支持金具

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

ALC

丸穴

バスダクト

●専用支持金具と支持材※は適宜粘着テープやねじで固定してください。
※支持材は別途用意してください。（鋼板やチャンネル材（幅30mm以上、
厚さ1.6mm以上））

詳細については、認定書、施工手順にて確認してください。

認定条件

使用上のご注意

バスダクト床専用キット

25

65

30

30

2023 年 5月生産終了
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便　　　　利
• バスダクト専用のブロックを使うので、充填する厚みが少

なく、50mm で済みます。
• 床用スリーブの有無を問わず施工できます。

バスダクト専用ブロックで、もっとお手軽に。
バスダクト床貫通専用の万能キット。

簡 単・確 実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• 工具を必要としないので、安全に施工できます。
• ハロゲンフリーなので、有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分開口面積（m2）

TAFCT-003 0.03以下 0.7 ─ ─ ─ 1組 6,320円 納

TAFCT-010 0.10以下 1.9 ─ ─ ─ 1組 14,000円 納

TAFCT-020 0.20以下 3.6 ─ ─ ─ 1組 24,500円 納

耐火ブロック

（C-SS）
50×50×25（C-S）

100×50×25（C-L）
200×50×50

（C-LL）
300×50×50

補助充填材（ダンシールD） 支持板補修用アルミテープ

バスダクト点検時注意シール 工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

2023 年 5月生産終了



施工手順

専用支持金具の設置数の目安

開口幅 設置数（2個1組）

400以下 両端2組
400 ～ 800 両端2組、中間1組
800 ～ 1200 両端2組、中間2組

①	開口部の状況に合わせて、専用支持金
具（別売品）と支持材※を設置します。
専用支持金具は、右表を目安に設置し
ます。専用支持金具と支持材は、適宜
粘着テープやねじで固定してくださ
い。

②	開口及び貫通物に合わせて、支持板（別
売品）を加工します。

③	加工した支持板を専用支持金具
（別売品）、支持材※で支えるよ
うに設置します。

④	貫通物の形状に合わせて耐火ブロック
を充填します。耐火ブロックの赤いマ
ーク（●印）が、表に出ないように充填
してください。

⑤	耐火ブロックが入らないような小さな
隙間には、補助充填材を差し込みます。
補助充填材は、熱膨張材が入っていな
い部分をハサミ等で切断して使用しま
す。

⑥	脱落したり、隙間が生じたりすることが
無いよう、耐火ブロックが十分密に充
填されていることを確認してください。

⑦	最後に「バスダクト点検時注意シール」
「工法表示ラベル」を見える位置に貼り
付けてください。

鋼製スリーブ

支持材※

専用支持金具

赤いマーク（●印）

※	支持材（鋼板やチャンネル材（幅30mm以上、厚さ1.6mm
以上））は別途用意してください。

●バスダクトは、通電後の温度変化に
伴って伸縮する場合があります。本
表示を行い、定期的な検査等で防火
措置を適切に維持してください。

●ケーブルは、バスダクトや鋼製スリーブと接触しないよう配置してく
ださい。また、ケーブルは束ねず、1本1本を離して間に耐火ブロッ
クを挟んでください。
●導体断面積が100mm2を超え
るケーブルに対しては、耐熱
シール材ダンシールP（別売品）
を耐火ブロックの上面から高
さ50mm以上、幅20mm以上
盛り付けてください。

●変形させた耐火ブロック周辺、バスダクトの形状による隙間に注意し
てください。

耐火
ブロック

20mm以上

50
m
m

以
上

ダンシールP
（別売品）

ケーブル

専用支持金具

使用上のご注意

バスダクト床専用キット

●ケーブルのみの貫通には使用できません。
●合成樹脂製可とう電線管や鋼製電線管の貫通はできません。
●タフロック60 TAFTB-□と混合して使用はできません。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

使用上のご注意

使用上のご注意
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＊1組分を2個口で納品します。

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

ALC
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

丸穴

●壁貫通部の場合、ケーブル及びケーブルラック周囲のダンシールPの支持が上下に必要となります。キット品附属の支持棒で支持してください。
●鋼製スリーブがない場合には「タフロックカタガワ（TAFPK□）」を使用してください。（別売品：タフロックカタガワは106ページを参照してください。）
●合成樹脂製可とう電線管の貫通はできません。（床・壁貫通部）
●鋼製電線管の貫通はできません。（壁貫通部）
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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ケーブル貫通部防火措置材

便　　　　利
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。
• 中空壁にも使えます。

耐火仕切板で見栄えが綺麗。

簡 単・確 実
• 片側施工なので省力化できます。

綺麗な仕上がり
• 耐火仕切板を使用するので仕上がりが綺麗です。

同梱！同梱！
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仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分標準開口サイズ 耐火仕切板サイズ ケーブルラック

床貫通 壁貫通 幅
TAFMG3020 300×200 400×300

SR
QR
LR
DR
VR
12R
タイプ

SR
QR
LR
15R
DR
タイプ

200 5 ─ ─ ─ 1組 26,900円 納

TAFMG4020 400×200 500×300 300 6 ─ ─ ─ 1組 31,800円 納

TAFMG5020 500×200 600×300 400 8 ─ ─ ─ 1組 36,700円 納

TAFMG6020 600×200 700×300 500 9 ─ ─ ─ 1組 41,600円 納

TAFMG7020 700×200 800×300 600 10 ─ ─ ─ 1組＊ 46,500円 納

TAFMG8020 800×200 900×300 700 11 ─ ─ ─ 1組＊ 51,400円 納

TAFMG9020 900×200 1,000×300 800 12 ─ ─ ─ 1組＊ 56,300円 納

TAFMG10020 1,000×200 1,100×300 900 14 ─ ─ ─ 1組＊ 61,200円 納

TAFMG11020 1,100×200 1,200×300
1,000

15 ─ ─ ─ 1組＊ 66,000円 納

TAFMG12020 1,200×200 1,300×300 16 ─ ─ ─ 1組＊ 70,900円 納

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
※鋼製スリーブへの固定用ボルト・ナットは同梱されておりません。

耐火仕切板
（ケイカライトMG）

※片面化粧研磨仕上、片面荒仕上

ダンシールP支持棒

ダンシールPサンカク

ダンシールP（シート）

壁固定用アンカー
（六角M6×75）

支持棒固定用ねじ
（六角M6×45）

工法表示ラベル



各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
※タフロックフレーム中空壁用専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。（118ページ参照）

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0223 PS060WL-0274

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床 鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁

中空壁
（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）

厚さ100mm以上 厚さ70mm以上 厚さ80mm以上

施工図

施工条件

開口面積 0.6m2以下
占積率 15.5％以下 20％以下

鋼製スリーブ 有り ─

開口補強枠 ─ 不要 必要※

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル
（1本当り） 導体断面積325mm2以下 導体断面積325mm2以下

鋼製電線管 呼び75以下 ─

施工手順
101ページ

施工手順 100ページ

認定条件
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ケーブル貫通部防火措置材

施工手順（壁・中空壁貫通部）鉄筋コンクリート、ALC壁も下記施工手順と同様な施工を行ってください。 ※認定条件（適用範囲）は99ページを参照ください。

開口部・ケーブルラック及びケーブル形状に合わせ
てケイカライトMGを切断加工します。この時、壁
面とケイカライトMGの被り代は50mm以上としま
す。

1．ケイカライトMGの切断

50mm
以上

50mm
以上

35mm以上

※	ケーブルラック及びケーブルの形取りが大きす
ぎないように切断してください。

	 （2〜3mm大きめに切り込みます。）

①	ケイカライトMGの上板と下板の間に幅
30mm程度に切断したダンシールPを挟
みこみます。

2．ケイカライトMGの固定
※	壁が平坦でない場合には、ダンシールP

（シート）を壁面とケイカライトMGの間
に貼り付けると作業が楽にできます。

②	位置決めした後、ケイカライトMGにドリルで下穴
（φ5）をあけ、その後、壁面にもドリルで下穴（φ
3.4）をあけ充電ドリルドライバー等で壁固定用ア
ンカー（M6×75）で固定します。長辺板固定間隔は
420mm以下とします。

3．ダンシールP支持棒の取り付け
ダンシールP支持用として附属の支持棒をケーブルラックの上下（またはケーブル上下）に取り付けます。

※	ケーブルが部分的にしか配線されていない場合
は上図のように支持棒を取り付けておくことも
可能です。

※	TAFMG7020以上のサイズは支持棒が2
分割されております。ラックの幅に合わ
せてご使用ください。

4．ダンシールPの充填
ダンシールPをケイカライトMG表面から35mm以上盛り上げ成形します。

ダンシールPの充填

※	ケーブル導体サイズが325mm2の場合、さら
にダンシールP（厚さ5mm）を50mm巻き付
け、市販のアルミテープ（厚さ0.05mm）と鉄
線（φ1mm以上）で固定してください。

50mm以上 35mm以上

アルミテープ
鉄線（φ1mm以上）

①	ダンシールP（シート）を使いケイカライトMGと
ケーブル及びケーブルラックの隙間を右図のよう
に目詰めを行い、ダンシールPサンカクをケーブ
ル及びケーブルラック周囲を挟み込むように充填
します。

ダンシールPの目詰め方法
②	ダンシールPサンカクと支持棒の隙間の充

填を行いケイカライトMG表面から25mm
以上盛り上げ成形します。さらにケーブ
ル周囲は35mm以上になるよう盛り上げま
す。

ダンシールP
サンカク

ダンシールP
の目詰め

5．施工完了
最終仕上がりを確認して施工完了です。

施工箇所の容易に分かる位置に工法
表示ラベルを貼り付けてください。

※	鉄筋コンクリート、ALC壁の場合、開口
補強枠は不要です。

※	中空壁（せっこうボード壁など）への施工に際して、 
必ず開口補強枠を設置した上で施工を行ってくだ
さい。

※鉄筋コンクリート等のドリルの下穴はφ5.3を使用し
てください。壁の構造、材質によっては、それに適
したアンカーボルトを別途お買い求めください。

※	支持棒固定用ねじは350mm以下の間隔で
施工してください。
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施工手順（床貫通部） ※認定条件（適用範囲）は99ページを参照ください。

ケイカライトMGの切断については、中空壁貫通部の施工手順の1を参
照ください。この時、スリーブのフランジ部からケイカライトMGの突
き出しを20mm以上とします。（右図参照）

1．ケイカライトMGの切断

ダンシールP（シート）を25mm幅に切断して鋼製スリーブのフランジに
貼り付けます。

2．ダンシールP（シート）の貼り付け

※	鋼製スリーブのコーナー部に隙
間がある場合は鋼製スリーブ内
側からダンシールPで埋めてく
ださい。

20mm
以上

20mm以上

20mm

25

①	ケイカライトMGの上板と下板の間に幅50mm程度に
切断したダンシールPを挟みこみます。

3．ケイカライトMGの固定
②	板の位置決めをした後、鋼製スリーブ

のボルト穴に合わせて、ケイカライト
MGにドリル（φ8）で下穴をあけます。
その後市販のボルト・ナット・平座金

（M6×40以上）でフランジに固定しま
す。

※	固定ボルトは300mm以下の間隔で施
工してください。

4．ダンシールPの充填（床貫通部の施工では、ダンシールP支持棒は使用しません。）

ケーブルラック

ダンシールP

50mm以上

ケイカライト
MG

※	ケーブル導体サイズ
が325mm2の 場 合、
さらにダンシールP

（厚さ5mm）を50mm
巻き付けてください。

ケーブル
ラック

ケイカライト
MG

ケーブル
ダンシールP

50

50

25

※ダンシールPサンカクを下図のように
20mmほど突き出して切断すると簡単
にできます。

50mm
以上

※	パテを支える機能を持たせるように
φ2mm以上の鋼線を成型したもので
あればご使用頂けます。各電線管同
士を耐熱シール材の措置ができる間
隔（60mm）以上をあけてください。

（2段重ねや、他のケーブルに接する
ような配置はできません。）

鋼製電線管（長さ290mm以上）
の施工について

ダンシールP

受け金具※

鋼製電線管
（呼び75以下）

ダンシールP

ケイカライトMG

50mm
以上

ブッシング

30mm
以上

最終仕上がりを確認して施工完了です。
施工箇所の容易に分かる位置に工法
表示ラベルを貼り付けてください。

5．施工完了

20mm

鋼製電線管の長さは290mm以上

25 ダンシールP

鋼製
スリーブ

5

20

5

ケイカライトMG固定
後に幅20mm厚さ5mm
になるようにならして
ください。

50

①	ダンシールPをケイカライトMG表面から50mm以上
盛り上げ成形します。

②	ケイカライトMG表面から50mm以上
になるよう盛り上げ成形します。

ケーブル貫通部防火措置材
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ケーブル共住区画貫通部防火措置材

便　　　　利
•消防評定を取得しておりますので、共住区画にもお使い頂けます。
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。
• 中空壁にも使えます。

共住区画のケーブルラック貫通なら。
大開口にも安心をお届け。

綺麗な仕上がり
• 耐火仕切板を使用するので仕上がりが綺麗です。

ALCRC

片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

片

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管丸穴

●共住区画壁貫通部に施工した場合、（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートを貼り付ける必要があります。
●合成樹脂製可とう電線管や鋼製電線管の貫通はできません。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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国土交通大臣認定番号 PS060WL-0535

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁
中空壁

（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）
厚さ70mm以上 厚さ80mm以上

施工図

施工条件

開口面積 0.6m2以下
占積率 20％以下

開口補強枠 ─ 必要※

貫通物条件（最大サイズ） ケーブル（1本当り） 6,600V 導体断面積325mm2以下
国土交通大臣認定での施工の場合、片側施工だけで認定工法になります。
詳細については、認定書、施工手順にて確認してください。
※タフロックフレーム中空壁用専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。（118ページ参照）

認定条件

中空

同梱！同梱！

仕様 ご注文品番
適    合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分標準開口サイズ ケーブルラック

壁貫通 幅

TAFPKM7010 700×100 SRタイプ 600 20 ─ ─ ─ 1組＊ 92,900円 納

ケイカライトMG固定用アンカー
（Ｍ6×75） ダンシールP

支持棒固定用ねじ
（Ｍ6×45）

ダンシールP

針金

ダンシールP

ダンシールP
支持棒

ケイカライトMG

アルミテープ

ケーブルラック

ケイカライトMG固定用アンカー
（Ｍ6×75） ダンシールP

支持棒固定用ねじ
（Ｍ6×45）

ダンシールP

針金

ダンシールP

ダンシールP
支持棒

ケイカライトMG

アルミテープ

ケーブルラック

ケイカライトMG固定用アンカー
（Ｍ6×75） ダンシールP

支持棒固定用ねじ
（Ｍ6×45）

ダンシールP

針金

ダンシールP

ダンシールP
支持棒

ケイカライトMG

アルミテープ

ケーブルラック

ケイカライトMG固定用アンカー
（Ｍ6×75） ダンシールP

支持棒固定用ねじ
（Ｍ6×45）

ダンシールP

針金

ダンシールP

ダンシールP
支持棒

ケイカライトMG

アルミテープ

ケーブルラック

耐火仕切板（ケイカライトMG）
800×200×25t

ダンシールP支持棒

ダンシールPサンカク

ダンシールP（シート）

壁固定用アンカーボルト
（六角Ｍ6×75）

支持棒固定用ねじ
（六角Ｍ6×45）

工法表示ラベル

＊1組分を2個口で納品します。
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ケーブル共住区画貫通部防火措置材

消防評定につきましては、貫通物条件が1開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。
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（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-027号（KK23-005号）

適用躯体（共住区画の床・壁）
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート（ALC）壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口寸法 700×100mm以下

鋼製スリーブ ─
開口補強枠 不要

貫通物条件
（1開口当りの種類及び貫通本数）

ケース1 ・600V CV250mm2以下×21本以下
・600V IV60mm2以下×7本以下

ケース2 ・600V CE250mm2以下×21本以下
・600V IE60mm2以下×7本以下

ケース3 ・6,600V CV325mm2以下×12本以下
ケース4 ・6,600V CE325mm2以下×12本以下

評定条件



施工手順

開口部・ケーブルラック及びケーブル形状
に合わせてケイカライトMG（厚さ25mm）
を切断加工します。この時、壁面とケイカ
ライトMGの被り代は50mm以上とします。

1．ケイカライトMGの切断

①	ケイカライトMGの上板と下板の間に幅
30mm程度に切断したダンシールPを挟み
込みます。

2．ケイカライトMGの固定

※	ケーブルラック及びケーブルの形取りが大きすぎないよう
に切断してください。（2〜3mm大きめに切り込みます。）

②	位置決めした後、ケイカライトMGにドリルで下穴（φ
5mm）をあけ、その後、壁面にもドリルで下穴（φ5.3mm）
をあけ、充電ドライバー等で壁固定用アンカーボルト（Ｍ
6×75）で固定します。

ケイカライトMGと壁の間にダンシー
ルPを挟み込みます。
※	ケイカライトMGにダンシールP

（厚さ5mm）を貼り付けておくと、
作業が楽にできます。

ダンシールP支持用として附属の支持棒をケ
ーブルラックの上下（またはケーブル上下）に
支持棒固定用ねじで取り付けます。

3．ダンシールP支持棒の取り付け

※	ケーブルが部分的にしか配線されていない
場合は上図のように支持棒を取り付けてお
くことも可能です。

4．ダンシールPの充填

ダンシールPの目詰め方法
①	ダンシールP（シート）を使いケイカライトMGと

ケーブル及びケーブルラックの隙間を右図のよう
に目詰めを行い、ダンシールPサンカクをケーブ
ル及びケーブルラック周囲を挟み込むように充填
します。

②	ダンシールPサンカクと支持棒の隙間の
充填を行い、ケイカライトMG表面から
25mm以上盛り上げ成形します。さらにケ
ーブル周囲は35mm以上になるように盛り
上げます。

反対側も同様に施工して施工完了です。

5．施工完了

50mm
以上

50mm
以上

35mm以上

ダンシールPの充填

ダンシールP
サンカク

ダンシールP
の目詰め

※	中空壁（せっこうボード壁など）への施工
に際して、必ず開口補強枠を設置した上
で施工を行ってください。

ダンシールPをケイカライトMG表面から35mm以上盛り上げ成形します。

※	ケーブル導体サイズが325mm2の場合、さらにダ
ンシールPを厚さ10mmで50mm巻き付け、市販
のアルミテープと鉄線（φ1mm以上）で固定して
ください。

50mm以上 35mm以上

アルミテープ
鉄線（φ1mm以上）

中空壁の共住区画には、評定を取得して
いないため、施工できません。

ケーブル共住区画貫通部防火措置材
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ケーブル貫通部防火措置材
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ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
ALC

中空 片

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

ALC
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

丸穴

便　　　　利
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。

耐火仕切板で見栄えもきれい。

簡 単・確 実
• 片側施工なので省力化できます。

綺麗な仕上がり
• 耐火仕切板を使用するので仕上がりが綺麗です。

同梱！同梱！

●耐火仕切板と床及び壁の間には必ずダンシールPを挟んで取り付けてください。
●壁貫通部の場合、ケーブル及びケーブルラック周囲のダンシールPの支持が必要となります。キット品附属の支持棒で支持してください。
●ケーブルと同時に合成樹脂製可とう電線管や鋼製電線管の貫通はできません。
●耐火仕切板の切断方法については、取扱説明書を確認してください。
●貫通しているケーブル量によっては附属のダンシールPが不足する場合があります。不足した場合は、別売品のダンシールP（170ページ参照）を使用してください。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

仕様 ご注文品番
適合

単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分標準開口サイズ 耐火仕切板サイズ ケーブルラック

床貫通 壁貫通 幅

TAFPK3020 300×200 400×300

SR
QR
LR
15R
DR
VR
12R
B15R
B15RN
タイプ

SR
QR
LR
15R
DR
タイプ

200 6 ─ ─ ─ 1組 30,700円 納

TAFPK4020 400×200 500×300 300 8 ─ ─ ─ 1組 36,700円 納

TAFPK5020 500×200 600×300 400 9 ─ ─ ─ 1組 42,800円 納

TAFPK6020 600×200 700×300 500 10 ─ ─ ─ 1組 48,800円 納

TAFPK7020 700×200 800×300 600 11 ─ ─ ─ 1組＊ 54,800円 納

TAFPK8020 800×200 900×300 700 12 ─ ─ ─ 1組＊ 60,800円 納

TAFPK9020 900×200 1,000×300 800 13 ─ ─ ─ 1組＊ 66,900円 納

TAFPK10020 1,000×200 1,100×300 900 15 ─ ─ ─ 1組＊ 72,900円 納

TAFPK11020 1,100×200 1,200×300
1,000

16 ─ ─ ─ 1組＊ 78,900円 納

TAFPK12020 1,200×200 1,300×300 17 ─ ─ ─ 1組＊ 84,900円 納

＊1組分を2個口で納品します。

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

耐火仕切板（けい酸カルシウム板）板厚：40mm

ダンシールP支持棒

ダンシールPサンカク

耐火仕切板固定用
アンカーボルト
（Ｍ8×90）

ダンシールP支持棒
固定用ビス
（六角Ｍ6×75）

工法表示ラベル

ダンシールP（シート）
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ケーブル貫通部防火措置材
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国土交通大臣認定番号 PS060FL-0080 PS060WL-0090

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床 鉄筋コンクリート壁

厚さ100mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口面積 0.6m2以下
占積率 15.2％以下

貫通物条件（最大サイズ） ケーブル（1本当り） 導体断面積325mm2以下
各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

認定条件
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ケーブル貫通部防火措置材

施工手順（床貫通部）

施工手順（壁貫通部）

①	ダンシールPの貼り付け
	 ダンシールPを耐火仕切板の床面

の被り部分に沿って貼り付けま
す。

①	ダンシールPの貼り付け
	 耐火仕切板にダンシールPを貼り

付けておくと、取り付け作業が楽
にできます。

③	ダンシールP支持棒の取り付け
	 ダンシールP支持用として附属の支持棒を

ケーブルラック下に取り付けます。

④	ダンシールPの目詰め
	 ケーブルの隙間にダンシールPを目詰します。

ダンシールPを耐火仕切板の表面から50mm以
上盛り上げ成形します。

⑤	施工完了
	 最終仕上がりを確

認して施工完了で
す。

②	耐火仕切板の固定
	 位置決めした後、耐火仕切板に

ドリルで下穴をあけ、その後、
壁面に振動ドリルで穴をあけハ
ンマーでアンカーボルト（M8×
90）を固定します。

③	ダンシールPの目詰め
	 ケーブルの隙間にダンシール

Pを目詰します。
	 ダンシールPを耐火仕切板の

表面から50mm以上盛り上げ
成形します。

②	耐火仕切板の固定
	 位置決めした後、耐火仕切板にド

リルで下穴をあけ、その後、床面
に振動ドリルで穴をあけハンマー
でアンカーボルト（M8×90）を固
定します。

※	ドリルのサイズはφ8.4です。
※	長辺側アンカーボルトは300mm

以下の間隔で施工してください。
※	耐火仕切板のつき合わせ部に隙

間がある場合はダンシールPで埋
めてください。

④	施工完了
	 最終仕上がりを確認して

施工完了です。
50

50

※ケーブルのみの貫通の場合はケーブ
ルの下に取り付けてください。

※ダンシールP支持棒固定用ビスは
250mm以下の間隔で施工してくだ
さい。

※	7020以上のサイズは支持棒が2本
になっております。ラックの長さ
に合わせてご使用ください。

5050

50

50

※ドリルのサイズはφ8.4です。
※長辺側アンカーボルトは300mm以下の間隔

で施工してください。
※耐火仕切板のつき合わせ部に隙間がある場

合はダンシールPで埋めてください。

※	ケーブルサイズが325mm2の場合、
さらにダンシールP（厚さ5mm）を
50mm巻き付け合計100mm以上
としてください。

※	ケーブルサイズが325mm2の場合、
さらにダンシールP（厚さ5mm）を
50mm巻き付け合計100mm以上
としてください。
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電 気・空調関連用部材

必要な
ときに

使って
ね！

121ページ 
タフロック60カバータフロック60カバー

120ページ 118ページ 
タフロックフレームタフロックフレーム おめかしシートおめかしシート

122ページ 
カジランシートカジランシート
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112ページ 
おめかしマルスリーブおめかしマルスリーブ

110ページ 
止水用鋼製床丸スリーブ止水用鋼製床丸スリーブ

111ページ 
タフロックラクスリーブタフロックラクスリーブ

114ページ 
鋼製スリーブ鋼製スリーブ



●凹凸のある合成スラブのデッキプレートには施工できません。
●コンクリート厚が100mm未満である場合、スリーブ周囲が100mm以上となるようにコンクリートの増し盛りが必要となります。
●蓋については、ボイドテープ（OVT□）を利用してください。
●専用固定ねじで強度不足の場合、鉄筋等に針金で固定してください。
●固定用のL金具が変形した場合、手直しして使用してください。
●床の丸穴スリーブ工法以外の国土交通大臣認定工法で施工しないでください。

使用上のご注意

●本製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してください。怪我の恐れがあります。
注意

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

鋼製スリーブ
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止水用鋼製床丸スリーブ
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施工断面図

止水用鋼製床丸スリーブ

階下への雨水もこれで安心。
撤去不要の止水スリーブ。

安心・安全
• スリーブ端部に曲げ加工を施してあるので貫通物の損傷防
止になります。

便　　　　利
• スリーブ高さが 200mm あるため、スリーブ開口部付近に
溜まった雨水を階下へ流出させない止水効果があります。

• 専用固定ねじも附属しています。

簡単・確実
• ボイド管の代わりに設置することで、撤去する手間を省け
ます。

仕
様 ご注文品番 φD 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期�

区分

Y TAFKYS50 50 0.26 5 ─ ─ 1個 2,180円 セ

Y TAFKYS75 75 0.35 5 ─ ─ 1個 2,300円 セ

Y TAFKYS100 100 0.43 5 ─ ─ 1個 2,400円 セ

Y TAFKYS125 125 0.52 5 ─ ─ 1個 2,540円 セ

Y TAFKYS150 150 0.62 5 ─ ─ 1個 2,660円 セ

Y TAFKYS175 175 0.71 5 ─ ─ 1個 2,780円 セ

Y TAFKYS200 200 0.8 5 ─ ─ 1個 2,900円 セ

固定ねじ
（ドリルねじなべ4×16）

59

0.5

20
0

10
0

以
上

φ D



●本体と中空壁との間に隙間がある場合には、中空壁目地材（せっこうボード用目地材などの無機質充填材）で埋めてください。
●せっこうボードへの開口は、表面、裏面ボードにズレが無いよう穴あけしてください。取り付けできない場合があります。
●本体が変形した場合に、手直しして使用してください。

使用上のご注意

●製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してください。怪我の恐れがあります。
注意

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

防火措置について
貫通部防火措置材タフロックスマート、タフロックイチジカンパット（キッ
ト）、タフロック60マルブロック、プチロクワイド、タフロックイチジカン
耐火パックと合わせて使用することで国土交通大臣認定工法となります。

※タフロックスマートの施工手順は16ページを参照ください。
　タフロックイチジカンパット（キット）の施工手順は10ページを参照ください。
　タフロック60マルブロックの施工手順は3ページを参照ください。
　プチロクワイドの施工手順は29ページを参照ください。
　タフロックイチジカン耐火パックの施工手順は136ページを参照ください。

①	フック爪を折り曲げ、内筒および外筒を重ね
合わせた状態で開口内に挿入します。

②	開口内に挿入後、内筒を回転させます。 ③	スリーブを開口面まで押し込み施工完了です。

※�開口部とスリーブとの間に隙間がある場合（施
工・反対側とも）には、中空壁目地材（せっこ
うボード用目地材などの無機質充填材）を用い
て隙間が無くなるよう埋めてください。

施工手順
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中空壁用丸形鋼製スリーブ
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施工断面図

中空壁用丸形鋼製スリーブ

中空壁への施工を省力化

便　　　　利
• 先行施工・後施工のどちらでも使えます。

簡単・確実
•�スリーブ部分が半割になっているので後施工も簡単です。
•�部品点数が少なく、施工性に優れています。

新

新

新

仕
様 ご注文品番 板厚 適合

開口径
単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期�

区分

Y TAFRS50S 0.4 50 0.98 10 1箱
（10組入） 8,900円 セ

Y TAFRS75S 0.4 75～ 80 1.38 10 1箱
（10組入） 10,100円 セ

Y TAFRS100S 0.4 100～110 1.78 10 1箱
（10組入） 11,600円 セ

配管等

タフロックラクスリーブ

125

中空壁

フック爪
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中空壁用丸形鋼製スリーブ

防火措置について
貫通部防火措置材タフロックイチジカン耐火パックやタフロック60マル
ブロックと合わせて使用することで国土交通大臣認定工法となります。

※タフロックイチジカン耐火パックの施工手順は136ページを参照ください。
※タフロック60マルブロックの施工手順は3ページを参照ください。

認定条件（耐火パック工法）

①	中空耐火間仕切壁（せっこうボード）の構造
・	軽量鉄骨間柱の両側にせっこうボードを施した国土交通大臣認定取得壁
・	総壁厚：80mm以上�
（本製品の場合は100mm以上が必要になります。）
・	丸形鋼製スリーブ：0.3mm以上の鋼板
②	最大開口面積
・	φ160mm以下
③	配管占積率
・	開口面積に対して54.7〜61％以下
④	タフロックイチジカン耐火パックを使用すること。
※タフロック60マルブロックの認定条件については、3ページを�
参照ください。

施工断面図

化粧プレート

中空壁

本体

化粧プレート

本体

100〜170

プチロクワイドを使用する場合のおめかしマルスリーブの
施工方法について

プチロクワイドの中空壁への施工に際しては、下図のようにおめかし
マルスリーブを施工してからプチロクワイドを施工してください。

①	片側は通常通りに
施工します。

②	本体のみを挿入しね
じでの固定は行いま
せん。

	 （プチロクワイド取
り付け側）

③	開口と本体金具の隙間を
ダンシールPを充填してか
らプチロクワイドを施工
してください。

	 （27ページ参照）

中空壁用丸形鋼製スリーブ
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便　　　　利
•挿し込み構造なので、奥行を100〜170mmに調整して使えます。
• 先行施工・後施工のどちらでも使えます。

化粧プレートで綺麗な仕上がり。
中空壁への施工を省力化。

簡単・確実
• スリーブ部分が半割になっているので後施工も簡単です。

綺麗な仕上がり
• 化粧プレートで仕上がりが綺麗です。

仕
様 ご注文品番 板厚 本体組立仕上外径

適合 単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期�区分最大開口径

Y OMS75

0.5

80   90 0.4 10 1組 1,460円 セ

Y OMS100 110 120 0.5 10 1組 1,640円 セ

Y OMS125 135 145 0.6 10 1組 1,780円 セ

Y OMS150 160 170 0.7 10 1組 1,960円 セ

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

固定ねじ
（タッピンなべ 3.5 × 25）

化粧プレート

本体



①	中空壁に穴あけします。開口は、本体組立外寸サイズに、10mmプラス
した大きさであけてください。

④化粧プレートを取り付けます。

⑤	反対側も同様に取り付けます。その際先に取り付けたものより本体を小
さくして挿入します。挿入後、本体を拡げて本体間の隙間を小さくして
仮り止めします。

②	本体を組み立てます。「内側」の刻印のある方を下にして重ね、切り欠きよ
り出ている部分を右図のように折り曲げてください。

③	本体を中空壁へ取り付けます。
1.	本体を開口の中心に挿入します。

約2mmを残して仮
り止めします。

約2mm

2.	ねじで仮り止めします。

施工手順

1.	本体を仮り止めしているねじに
鍵穴を通します。

2.	本体の内側に爪が入るように化
粧プレートを同時にスライドさ
せます。

3.	ねじを締め付け、化粧プレート
を固定します。

本体組立
外寸サイズ

＋
10mm

⑥	④と同様に反対側も、化粧プレートを取り付けて施工完了です。

3

1

2

鍵穴

挿入後、本体を拡
げて本体間の隙間
を小さくして仮り
止めします。

小さくなる様にスライドし
てください。

仮止め爪

仮止め爪を折り曲げ、中空
壁に差し込むと、仮り止め
が簡単にできます。

大きくなる様にスライド
してください。

使用上のご注意
●折り曲げ時にはペンチを使

用して折り曲げてください。

	OMS75	 124
	OMS100	 154
	OMS125	 179
	OMS150	 204

品　番 L
ねじピッチは、L寸法を
目安として取り付けてく
ださい。

L
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中空壁用丸形鋼製スリーブ

●製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してください。怪我の恐れがあります。
注意

●丸形鋼製スリーブと中空壁との間に隙間がある場合には、せっこうボード用目地材や耐熱シール材で埋めてください。
●配管が丸形鋼製スリーブの中心になるように取り付けてください。
●丸形鋼製スリーブは必ず、ねじで固定してください。
●せっこうボードへの開口は、表面、裏面ボードにズレが無いよう穴あけしてください。取り付けできない場合があります。
●丸形鋼製スリーブが変形した場合、手直しして使用してください。

使用上のご注意
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組立方法

①	長辺板および短辺板それぞれの下部パーツの突
起を上部パーツの穴に差し込み、ストッパーが
カチッとはまるまでスライドさせます。スライド
しにくい場合は、木槌等で軽く叩いてください。

②	組み立てた長辺板と短辺板をはめ合わせる方向
に注意してボルトとナットを取り付けます。

※	パーツのA端（曲げが大きい側）が必ず外側に
なるようにはめ合わせます。

③	同様に4辺を組み立てて完成です。

※	最後の一辺は、下図のように斜めに差し込ん
ではめ合わせます。分解する場合

ストッパーの部分をマイナ
スドライバー等で少し開け
ば、分解できます。曲げた
部分は、再度の組み立てに
備えて、ペンチ等で元に戻
してください。

ボルトは、内側から取り付けます。

ナット

マイナスドライバー等
上から見た図

ボルト

※

A 端

B 端

A 端

B 端 ※

B 端 A 端

鋼製スリーブ

便　　　　利
• パーツを組み替えることで、サイズを様々な大きさに変え
ることができます。

ジョイント式で簡単組立。
状況に合わせてパーツの組み換え自在。

簡単・確実
• ボルトの少ないジョイント式なので省力化できます。

安心・安全
• 安全カバーを併用することで、施工部の汚濁や踏み抜き・
落下を防止できます。
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仕様 ご注文品番 スリーブ
高さ 板厚 組立後の寸法 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期�

区分開口サイズ 内寸 外寸
Y TAFAS3020

200 1.6

300×200 253×153 360×260 5 ─ 1組 9,140円 納
Y TAFAS4020 400×200 353×153 460×260 5 ─ 1組 11,600円 納
Y TAFAS5020 500×200 453×153 560×260 6 ─ 1組 14,000円 納
Y TAFAS6020 600×200 553×153 660×260 7 ─ 1組 16,400円 納
Y TAFAS7020 700×200 653×153 760×260 8 ─ 1組 18,800円 納
Y TAFAS8020 800×200 753×153 860×260 9 ─ 1組 21,300円 納
Y TAFAS9020 900×200 853×153 960×260 10 ─ 1組 23,800円 納
Y TAFAS10020 1,000×200 953×153 1,060×260 10 ─ 1組 26,000円 納
Y TAFAS11020 1,100×200 1,053×153 1,160×260 11 ─ 1組 28,400円 納
Y TAFAS12020 1,200×200 1,153×153 1,260×260 12 ─ 1組 30,800円 納
Y TAFAS13020 1,300×200 1,253×153 1,360×260 13 ─ 1組 33,300円 納

上部パーツ

下部パーツ

長辺板

短辺板

角根丸頭
M6×12

フランジ
ナット

組立ボルト

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板



●貫通させるケーブルラック幅は、内寸以下をお選びください。
尚、ケーブルのみを貫通させる方法もあります。

●先に開口だけあけておく場合
は、 鋼 製 ス リ ー ブ の 外 寸 に
100mmをプラスした寸法であ
け、鋼製スリーブをモルタルで
埋め戻して固定します。尚、床
の構造は別途考慮の上で施工を
行ってください。

鋼製スリーブの設置

コンクリートパネル（ベニヤ板）の場合

釘又はビスで固定します。

デッキプレートの場合
タッピンねじで固定します。
（固定用穴サイズ：φ4.1）

1．配線前は一枚板

2．ケーブルラック施工後は、二ツ割板

又は、

ケーブル配線後の既設開口部の場合

先に、開口だけあけてある場合、又は、ケー
ブル配線後、鋼製スリーブを固定する場合は、
床の下面（天井部）に下板（ベニヤ板）の仮設が
必要です。尚、床の構造は別途考慮の上で施
工を行ってください。

貫通するケーブルラックについて

外寸

内寸

外寸+100mm

20
015
0

50

外寸

内寸

外寸+100mm

使用上のご注意
●デッキプレートの凹凸

による小口部は、別途
塞いでください。

●製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意してください。怪我の恐れがあります。

注意

●本製品には防火措置材は含まれておりません。施工の際は、本製品の開口サイズに合った防火措置材を別途使用してください。
  （ケーブル貫通部防火措置材 タフロックロクマックスは60ページを参照してください。）
●施工は附属の取扱説明書をよくお読みください。現場の状況に合わせて正しく行ってください。
●コンクリート打設時でのスリーブ内側の汚れ防止と、開口後の落下防止の為、施工後に安全カバー（TAFASC□）を使用してください。

使用上のご注意

15
0

50

20
0
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鋼製スリーブ 貫通部防火措置材

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料



116

鋼製スリーブ 貫通部防火措置材

●床厚に合わせていくつか重ねて使用できますが、重ね寸法が高くなるに
つれ、コンクリート打設時に歪みが発生する恐れがあります。適切な補
強をしてください。

使用上のご注意

上部パーツ

高さ調整パーツ

下部パーツ

50

組立方法

高さ200mmの場合

組立方法（高さを増す場合）

上部及び下部パーツの間に高さ調整パーツを取り付け、同様に組み立ててくだ
さい。

高さ250mmの場合
上部パーツと下部パーツを組み合わせてください。 上部パーツ、高さ調整パーツ、下部パーツを組み�

合わせてください。

TAFAS□の短辺板（200mm幅）と交換して組み立ててください。

●鋼製スリーブTAFAS□の高さを50mm高くするためのパー
ツです。

高さ調整パーツ（TAFAS□用）

●鋼製スリーブTAFAS□の短辺側を300、400、500mmにする
ためのパーツです。

幅調整パーツ（TAFAS□用）
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仕
様 ご注文品番 板厚 調整

高さ
適合 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格

納期�
区分鋼製スリーブ

Y TAFASH3020

1.6 50

TAFAS3020 2 ─ 1組 6,740円 納
Y TAFASH4020 TAFAS4020 2 ─ 1組 7,940円 納
Y TAFASH5020 TAFAS5020 2 ─ 1組 9,140円 納
Y TAFASH6020 TAFAS6020 2 ─ 1組 10,400円 納
Y TAFASH7020 TAFAS7020 3 ─ 1組 11,800円 納
Y TAFASH8020 TAFAS8020 3 ─ 1組 13,300円 納
Y TAFASH9020 TAFAS9020 3 ─ 1組 14,700円 納
Y TAFASH10020 TAFAS10020 4 ─ 1組 16,200円 納
Y TAFASH11020 TAFAS11020 4 ─ 1組 17,600円 納
Y TAFASH12020 TAFAS12020 4 ─ 1組 19,300円 納
Y TAFASH13020 TAFAS13020 4 ─ 1組 20,900円 納

長辺板

短辺板

上部パーツ

高さ調整パーツ

下部パーツ

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

仕
様 ご注文品番 板厚 調整

幅
単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期�

区分
Y TAFASW30

1.6

300 4 ─ 1組 12,000円 受

Y TAFASW40 400 5 ─ 1組 15,300円 納

Y TAFASW50 500 6 ─ 1組 17,800円 受



●コンクリート打設時の内側の汚れ防止と落下防止に使用して
ください。

幅200mmの場合

幅300、400、500mmの場合

取付方法

①	安全カバーパーツを設置して、プラ
スチックリベットで固定します。開
口寸法によっては、安全カバーパー
ツの穴一つ分重ねてから設置する場
合もあります。

安全カバーを組み合わせて使用します。左記の表を参考に必要数量をご確認ください。

①	安全カバーパーツを設置して、プラ
スチックリベットで固定します。安
全カバーパーツが複数ある場合は、
穴一つ分重ねて配置して、プラスチ
ックリベットで固定します。

②	開口部注意シールを貼って完成です。

②	開口部注意シールを貼って完成です。

※	開口部注意シールが別途必要な場合
は、80ページを参照ください。

※	組み合わせによっては、安全カバーが複数組必要になります。
例：TAFAS13020 ＋ TAFASW30
　　→ TAFASC4030×2組＋ TAFASC6030×1組

鋼製スリーブ及び幅調整パーツと安全カバーの組み合わせ対応品番表

品　　番 安全カバーパーツ（枚）開口部注意
シール（枚）

プラスチック
リベット（本）L350 L450 L550

TAFASC3020 1 ─ ─ 1 4
TAFASC4020 ─ 1 ─ 1 4
TAFASC5020 ─ ─ 1 1 4
TAFASC6020 1 1 ─ 1 6
TAFASC7020 ─ 2 ─ 1 8
TAFASC8020 ─ 1 1 1 6
TAFASC9020 ─ ─ 2 1 6
TAFASC10020 ─ 3 ─ 1 12
TAFASC11020 ─ 2 1 1 8
TAFASC12020 ─ 1 2 1 8
TAFASC13020 ─ ─ 3 1 8
TAFASC4030 2 ― ― 1 8
TAFASC6030 3 ― ― 1 12
TAFASC4050 ― ― 2 1 8
TAFASC6050 ― ― 3 1 12

梱包内容

幅調整パーツ TAFASW30 TAFASW40 TAFASW50
安全カバー

鋼製スリーブ

TAFASC
4030
（組）

TAFASC
6030
（組）

TAFASC
7020
（組）

TAFASC
10020
（組）

TAFASC
4050
（組）

TAFASC
6050
（組）

TAFAS3020 1 ― 1 ― 1 ―
TAFAS4020 1 ― 1 ― 1 ―
TAFAS5020 ― 1 ― 1 ― 1
TAFAS6020 ― 1 ― 1 ― 1
TAFAS7020 2 ― 2 ― 2 ―
TAFAS8020 2 ― 2 ― 2 ―
TAFAS9020 1 1 1 1 1 1
TAFAS10020 1 1 1 1 1 1
TAFAS11020 ― 2 ― 2 ― 2
TAFAS12020 ― 2 ― 2 ― 2
TAFAS13020 2 1 2 1 2 1

安全カバー（TAFAS□用）
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●附属のシールは一般屋内用です。水気のある場所ではTAFKCS（80ペー
ジ参照）をご使用ください。

使用上のご注意
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Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

仕
様 ご注文品番 板

厚
適合 単品

質量
梱包
結束

販売
単位

標準
価格

納期�
区分開口サイズ 鋼製スリーブ

Y TAFASC3020

0.8

300×200 TAFAS3020 0.8 ─ 1組 4,940円 納

Y TAFASC4020 400×200 TAFAS4020 1 ─ 1組 5,060円 納

Y TAFASC5020 500×200 TAFAS5020 1.1 ─ 1組 5,180円 納

Y TAFASC6020 600×200 TAFAS6020 1.5 ─ 1組 9,980円 納

Y TAFASC7020 700×200 TAFAS7020 1.7 ─ 1組 10,100円 納

Y TAFASC8020 800×200 TAFAS8020 1.9 ─ 1組 10,200円 納

Y TAFASC9020 900×200 TAFAS9020 2 ─ 1組 10,400円 納

Y TAFASC10020 1,000×200 TAFAS10020 2.4 ─ 1組 15,300円 納

Y TAFASC11020 1,100×200 TAFAS11020 2.6 ─ 1組 15,400円 納

Y TAFASC12020 1,200×200 TAFAS12020 2.7 ─ 1組 15,500円 納

Y TAFASC13020 1,300×200 TAFAS13020 2.9 ─ 1組 15,600円 納

Y TAFASC4030

0.8

400×300 ─ 1.4 ─ 1組 9,860円 受

Y TAFASC6030 600×300 ─ 1.9 ─ 1組 15,300円 受

Y TAFASC4050 400×500 ─ 2 ─ 1組 10,400円 受

Y TAFASC6050 600×500 ─ 2.9 ─ 1組 15,600円 受

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

プラスチックリベット

開口部注意シール安全カバーパーツ

L350

L450

L550



TAFMHW10、TAFMHW20

TAFMHW3020〜12020

施工断面図

ケーブル

せっこうボード両面重ね張り

中空壁専用補強枠

ケーブルラック

117〜170mm
（適合壁厚）

中空壁専用補強枠

●製品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意して
ください。怪我の恐れがあります。

注意

便　　　　利
• 壁厚に合わせて、奥行を 117 〜 170mm に調節して使えます。
• 先行施工・後施工のどちらでも使えます。

中空壁への施工を簡単に。
後施工でも取り付け簡単。

簡単・確実
• ボルトを使用しない組立式なので省力化できます。

綺麗な仕上がり
• 開口の端部が隠れるので仕上がりが綺麗です。

●ケーブル及びケーブルラックが補強枠の中心になるように開口をあけて
ください。

●せっこうボードの開口部の四隅はきちんと切断加工してください。
●せっこうボードへの開口は、表面、裏面ボードにズレが無いよう穴あけ

してください。取り付けできない場合があります。
●開口補強枠とせっこうボード等との間に隙間がある場合には、せっこう

ボード用目地材や耐熱シール材で埋めてください。
●補強枠は必ず、ねじで固定してください。
●本製品には、耐火ブロックは含まれておりません。別途お買い求めくだ

さい。（別売品：耐火ブロックは61ページを参照してください。）
●壁厚117mm未満あるいは170mmを超える中空壁に施工される場合や違

う開口サイズを施工される場合には、受注製作が可能です。（認定条件に
適合する形状・寸法）

使用上のご注意
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Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

仕様 ご注文品番 板厚 組立後の寸法 単品
質量 梱包・結束 販売

単位 標準価格 納期�
区分開口サイズ 外寸

Y TAFMHW10

0.8

110×115 100×108 1 ─ ─ ─ 1組 4,800円 納
Y TAFMHW20 210×215 200×208 1.6 ─ ─ ─ 1組 6,500円 セ
Y TAFMHW3020 310×215 300×208 2.2 ─ ─ ─ 1組 10,100円 セ
Y TAFMHW4020 410×215 400×208 2.6 ─ ─ ─ 1組 10,800円 セ
Y TAFMHW5020 510×215 500×208 3 ─ ─ ─ 1組 11,600円 セ
Y TAFMHW6020 610×215 600×208 3.5 ─ ─ ─ 1組 12,400円 セ
Y TAFMHW7020 710×215 700×208 4 ─ ─ ─ 1組 13,000円 セ
Y TAFMHW8020 810×215 800×208 4.4 ─ ─ ─ 1組 13,800円 納
Y TAFMHW9020 910×215 900×208 4.8 ─ ─ ─ 1組 14,500円 納
Y TAFMHW10020 1,010×215 1,000×208 5.3 ─ ─ ─ 1組 15,300円 納
Y TAFMHW11020 1,110×215 1,100×208 5.7 ─ ─ ─ 1組 15,900円 納
Y TAFMHW12020 1,210×215 1,200×208 6.3 ─ ─ ─ 1組 16,700円 納

側板

補助板

補強板
共通板

固定ねじ
（タッピンなべ3.5×25）

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

側板

補助板

補強板
共通板

固定ねじ
（タッピンなべ3.5×25）



補強板のハゼ折り
部の隙間へ共通板のツバ
を差し込んでください。
（左右とも同じに差し込んで�
ください。）

①	中空壁への取り付けは補強枠組立外寸サイズに
各5〜10mmプラスした大きさで開口をあけて
ください。

真中のツバは外側にはめ込んでく
ださい。

真中のツバは外側にはめ込んでく
ださい。

④	最初に取り付けた反対側から補助板と側板を枠にはめ込みます。 ⑤	組み立て後、取り付けた補強枠は、必ずねじで確実に固定してください。

②	補強板に共通板を差し込みます。 ③	組み立て後、中空壁へ取り付けます。
※	必ず、補強板、共通板の組み合わせの枠を先
に組み立てて、取り付けてください。

施工方法

防火措置について
ケーブル貫通部防火措置材タフロックロクマックス（耐火ブロック）を使用
して施工することにより、国土交通大臣認定工法となります。

※タフロックロクマックスの施工手順は67ページを参照ください。

補強枠組立
外寸サイズ

（W）
＋ 5〜7mm

補強枠組立外寸
サイズ（L）＋ 5〜10mm

補強板

共通板

両サイドのツバは内側にはめ込ん
でください。

両サイドのツバは内側にはめ込ん
でください。

補強板

補助板

補強板

共通板側板

補強枠に表示した文字が図の
様になる様に組み立ててくだ
さい。

共通板
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貫通部用化粧カバーシート

材質：不織布
　　 裏面粘着シート付き

施工手順（例：床施工）

①	裏面の離型紙を剥がします。 ②	配管に通しながら躯体面に貼り付
けます。

③	配管周囲を整えて完了です。

●貼り直しは粘着力が低下しますので避けてください。
●貼り付ける面の汚れや埃を必ず拭き取ってから貼り付けてください。
●ご使用にあたっては所轄行政にご相談ください。

使用上のご注意
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貫通部用化粧カバー

便　　　　利
• 床・壁兼用なので、場所の使い分けの必要がありません。

気になる部分をピタッと綺麗に。
切り目が入っていて、取り付けもスピーディー。

簡単・確実
• 裏面に粘着層が付いているので、取り付けが簡単です。
• 薄い不織布なので、ハサミ等で簡単に切断・加工できます。

綺麗な仕上がり
• 施工部分が隠れるので仕上がりが綺麗です。

仕
様 ご注文品番 φD 適合 単品質量 梱包

結束 販売単位 標準価格 納期�
区分ボイド管呼び

TAFOS50 111 50 0.033 ─ 1袋（10枚入）1,040円 納

TAFOS75 125 75 0.042 ─ 1袋（10枚入）1,180円 納

TAFOS100 156 100 0.062 ─ 1袋（10枚入）1,380円 納

TAFOS125 176 125 0.079 ─ 1袋（10枚入）1,600円 納

TAFOS150 206 150 0.118 ─ 1袋（10枚入）2,080円 納

φD

スリット加工（切れ目）入り



QRタイプの適合について

施工手順

化粧板の開口サイズはSRタイプのケーブルラックに合わせてあります。
QRタイプをご使用の場合は、取り付け前に親桁の大きさに合わせて
切断加工してください。

Q
R

タ
イ

プ
＋

33
m

m

切断加工

②	継ぎ目かくし具を化粧板の上下の継ぎ目に
取り付けます。

④	化粧板を化粧板固定ねじで壁面に固定して完
了です。コンクリート壁の場合、下穴（φ3.4）
をあけてから固定を行ってください。

①	化粧板をケーブルラックのサイズに合わせて継
ぎ目部分を切断・加工して取り付けてください。

③	化粧板と継ぎ目かくし具を固定ねじで固定しま
す。

継ぎ目かくし具

固定ねじ 化粧板固定ねじ

継ぎ目

貫通部用化粧カバー

●防火性能はありません。
●化粧板を切断加工した部分は、表面の不織布の剥がれ防止対策として、養生テープ等で補修してください。
●ご使用にあたっては所轄行政にご相談ください。

使用上のご注意

美観重視の化粧カバー。

※2022年3月　附属品変更

簡単・確実
• 化粧板が薄いので、切断・加工が簡単です。

綺麗な仕上がり
• 施工部分が隠れるので仕上がりが綺麗です。
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貫通部用化粧カバー
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仕
様 ご注文品番 W 適合 単品

質量
梱包
結束

販売
単位

標準
価格

納期�
区分標準開口サイズ ケーブルラック ラック幅

TAFKB2050 400
200

〜
600

×200
SR
QRタイプ

200

〜

500
1.55 ─ 1組 13,000円 セ

TAFKB6090 600
600

〜

1,000
×200

600

〜

900
2.05 ─ 1組 16,400円 セ

TAFKB100120 750
1,000

〜

1,300
×200 QRタイプ 1,000

1,200 2.3 ─ 1組 18,000円 納

継ぎ目かくし具

固定ねじ
（タッピンなべ4×8）

化粧板固定ねじ
（タッピンなべ4×25）

430

W

化粧板
材質：グラスウールボード
板厚：5mm
仕上げ色：表面（白色）
　　　　　裏面（黄色）

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。



施工手順

開口の形状・ケーブルの配線状況を確認し、開口寸法に対して約40mm＊1

大きくなるように切断します。

カジランシートを取付面に固定（貼り付け）します。固定用ねじ（Pレスアンカー）を使用してカジランシートが取付面から浮かないよう（取付面とカジラン
シートの間に隙間ができないように）強固に固定してください。
必要に応じて反対側にもカジランシートを留めます。取付面の両面に取り付けるとネズミの侵入防止効果をより高めることができます。

ケーブルの敷設状況に合わせて切断加工します。この時、ケーブルとシ－ト
の隙間は10mm以下となるようにしてください。
（隙間が大きいとネズミが侵入してしまう可能性があります。）

①	カジランシートの切断

②	カジランシートの固定

※	固定用ねじ（ステンレス製）は別途
お買い求めください。

※	シートを分割して固定する場合、必ず重ね合わせ（ラップ）するようにして
ください。重ね合わせ代は10mm以上が目安です。また、重ね合わせ部は
必ずねじ等で2枚重ねて固定してください。ねじはプラスチックリベット
（※2）を使うと簡単に固定できます。

＊1取付面に貼り付ける際に固定用ねじを留めるために必要です。

10
m

m
以

上

（※2）プラスチックリベット

約
40

m
m

＊
1

約
40

m
m

＊
1

約40mm＊1

約40mm＊110mm以下10mm以下

ネズミ侵入防止シート（カジランシート）

薬剤なしの防鼠対策。切断・加工も簡単です。
簡単・確実

• 薄いステンレスシートなので、ハサミ等で簡単に切断・加
工できます。

綺麗な仕上がり
• 施工部分が隠れるので仕上がりが綺麗です。

安心・安全
•薬剤を使用しないので、環境にやさしい防鼠対策ができます。

●カジランシートは一般のハサミでも切断できますが、ハサミの切れ味が悪くなります。
●コンクリートアンカー（ステンレス用）などの固定用部材は別途用意してください。

使用上のご注意
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ネズミ侵入防止シートカジランシート
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仕
様 ご注文品番 サイズ 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期�

区分
S TAFSKS2000 300×2,000×0.2t 0.6 ─ 1巻 33,900円 納
S TAFSKS5000 300×5,000×0.2t 1.5 ─ 1巻 81,300円 納

S＝ステンレス鋼

材質：ステンレスシート



開口用防火措置材
空 調関連
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小

冷媒管の他にも

  色々適合してるぞ！
138ページ 

144ページ 

125ページ 

タフロック片壁用イチジカン耐火パックタフロック片壁用イチジカン耐火パック
131ページ 

タフロックイチジカン耐火パックタフロックイチジカン耐火パック

タフロックニジカン-APFタフロックニジカン-APF

タフロックニジカン-APWタフロックニジカン-APW

販売終了販売終了
販売終了販売終了



片壁にもお使い頂けるようになりました。
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※詳細は認定条件を参照ください。

片壁施工で省力化。片壁施工で省力化。
幅広い配管に対応幅広い配管に対応！！

片壁用片壁用
キット品
キット品

国土交通大臣認定番号
適用躯体 施工条件

構　　　造 厚　　　さ 開口サイズ

PS060WL-1127-2 片壁 42mm以上 φ160mm以下

国土交通大臣認定番号
適用躯体 施工条件

構　　　造 厚　　　さ 開口サイズ
PS060FL-1018 RC床 ALC床 中空床 189.5mm以上

φ160mm以下

PS060FL-0734

RC床 ALC床
100mm以上

PS060FL-1010

PS060FL-1103 RC:75mm以上
ALC:100mm以上

PS060WL-0862
RC壁 ALC壁 中空壁 80mm以上

PS060WL-1063 φ110mm
PS045WL-1019 中空壁 74mm以上 φ160mm以下

丸穴配管の定番商品。

止水用床スリーブにも対応。止水用床スリーブにも対応。
　パックを詰めるだけの簡単施工　パックを詰めるだけの簡単施工！！

認定番号拡大！
中空床 45分壁

適用範囲が適用範囲が
広がりました広がりました！！
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仕様 ご注文品番 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分ボイド管呼び 開口径

TAFNPQ50KK 50 50〜  55 0.50 ─ ─ ─ 1組 3,680円 納

TAFNPQ75KK 75 75〜  80 0.50 ─ ─ ─ 1組 4,460円 納

TAFNPQ100KK 100 100〜110 0.70 ─ ─ ─ 1組 5,460円 納

TAFNPQ125KK 125 125〜135 1.00 ─ ─ ─ 1組 7,120円 納

TAFNPQ150KK 150 150〜160 1.40 ─ ─ ─ 1組 8,680円 納

押さえ金具

押さえプレート

片壁

貫通物

固定ねじ
（タッピンなべ4×30）

国土交通大臣認定を
取得したもの

42mm以上

ラクスリーブ

支え金具

バックアップ材

耐火パック

注意
●�耐火パックの充てんに鋭利な物（ドライバー等）を使用しないでくださ
い。袋が破れる恐れがあります。
●�万が一、袋が破れて充てん材が目に入った場合は、直ちに流水で洗い流
し、医師の診断を受けてください。皮膚に付着した場合は、布または紙
でふき取り、石鹸でよく洗浄してください。

使用上のご注意
●直接水のかかるところや高温多湿の環境下で使用しないでください。
●防水性能はありません。必要な場合は別途、防水処理してください。
●適合場所は紫外線のあたらない屋内です。屋外でご使用の場合は、直射
日光や雨水があたらないように処置してください。
●�本製品には配管の支持機能はありませんので配管の支持・固定は貫通部
の前後で別途必ず行ってください。
●バックアップ材、ラクスリーブは必ずご使用ください。
●�耐火パックは柔軟性がありますので、分解・切断等をせずそのままご使
用ください。また、破損した場合は、充てん材が流れ出ないようにプラ
スチックテープ等で補修してご使用ください。
●耐火パックを開口内に充てんする工法のため、開口径一杯に配管をした
場合は施工できません。開口部の大きさには余裕を持たせてください。
●配管が膨張・収縮することが予想されるため、押さえ金具は必ずご使用
ください。
●�押さえプレートは壁面にしっかりと固定してください。ビスによる固定
がゆるい場合は、プレートをずらしたり回転したりして再度固定してく
ださい。
●�壁の厚み・配管の占積率によって、壁面と防火処置面との間に段差が生
じますが、防火性能上問題はありません。
●�押さえプレートが支え金具、押さえ金具により、壁面から浮きますが、
防火性能上問題はありません。

バックアップ材

支え金具
固定ねじ
（タッピンなべ4×30）

ラクスリーブ
押さえプレート

押さえ金具工法表示ラベル

耐火パック

便　　　　利
• 片壁への施工に対応した丸穴用配管貫通部防火措置材です。
• 施工に必要な部材が全て入ったキット品です。
• 冷媒管をはじめ合成樹脂管、波付硬質合成樹脂管など幅広
い配管に対応しています。

片壁への施工に対応。
幅広い配管に対応したキット品。

簡 単・確 実
• 片側施工なので省力化できます。

簡単再施工
• 耐火パックを詰め直すだけで再施工できます。

施工断面図

断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。



断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

国土交通大臣認定番号 PS060WL-1127-2

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

片壁

厚さ42mm以上

施工図

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

施工条件
開口寸法 φ160以下
占積率 A：59.2％以下、B：66.4％以下

開口補強枠 必要（鋼製防火プレート含む）

空調管

銅管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ54.0以下（被覆20以下）：占積率A
鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ48.6以下（被覆20以下）：占積率A
ステンレス鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ48.6以下（被覆20以下）：占積率A

銅管(被覆材：発泡合成ゴム） φ54.0以下（合成ゴム系被覆38以下）：占積率A
単管貫通の場合：占積率B

アルミニウム管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ19.1（被覆20以下）：占積率A
結露防止層付硬質塩化ビニル管 φ76以下：占積率A
被覆付可とう塩化ビニル管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ37以下（被覆6以下）：占積率A

可とうポリエチレン管 φ22以下：占積率A

電線管

合成樹脂製可とう電線管（PF管） 呼び54以下：占積率A
合成樹脂製可とう電線管（CD管） 呼び36以下：占積率A
波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び50以下：占積率A
硬質塩化ビニル電線管（VE・HIVE管） 呼び82以下：占積率A
金属製可とう電線管（ビニル被覆あり、又はなし） 呼び101以下：占積率A

給・排水管

合成樹脂製可とう管（さや管） 呼び36以下：占積率A
耐熱ポリエチレン管 φ27以下（被覆20以下）：占積率A
ポリエチレン管（架橋含む）

（被覆材：発泡ポリエチレン他）
φ27以下（被覆20以下）：占積率A

ラッピング材巻き付け可＊
被覆付ポリエチレン管（架橋含む）

（被覆材：オレフィン系エラストマー） φ31以下（被覆2以下）：占積率A

被覆付耐熱ポリエチレン管
（被覆材：オレフィン系エラストマー） φ31以下（被覆2以下）：占積率A

外傷防止被覆材付ポリエチレン管（架橋含む） φ32.8以下（被覆0.2以下）：占積率A
ポリブテン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他）
φ27以下（被覆20以下）：占積率A

ラッピング材巻き付け可＊
被覆付ポリブテン管

（被覆材：オレフィン系エラストマー） φ31以下（被覆2以下）：占積率A

外傷防止被覆材付ポリブテン管 φ32.8以下（被覆0.2以下）：占積率A
ウレタン層付ポリブテン管 φ38以下（被覆2以下）：占積率A
金属強化ポリエチレン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ25.1以下（被覆20以下）：占積率A

硬質ポリ塩化ビニル管（VP、VU、HIVP） φ114以下（被覆なし）：占積率A
硬質ポリ塩化ビニル管（VP、VU、HIVP）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ32以下（被覆厚6以下）：占積率A

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HT） φ114以下（被覆なし）：占積率A
耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HT）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ32以下（被覆6以下）：占積率A

ポリエステル系繊維補強層付塩化ビニル系ホース φ23以下：占積率A
ビニロン繊維補強層付EPDM系ゴム系ホース φ23以下：占積率A

ガス管 ステンレス鋼フレキシブル管 φ32.3以下（被覆0.75以下）

電線類 電線・ケーブル 1本当り325mm2以下、1開口当り1313mm2以下：占積率A
ラッピング材巻き付け可＊

＊ 銅配管種類によって、占積率が異なる場合があります。その際にはもっとも占積率が低いものを適用するようにしてください。

認定条件
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断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

合成樹脂製可とう電線管

認定条件

開口径 配管サイズ 電線・ケーブル 配管の占積率

直径160mm以下
ボイド管の呼び

150以下
PF管呼び54以下
CD管呼び36以下

1本あたり325mm2以下
開口内合計1,313mm2以下 59.2%以下

開口径・有効措置径および収容可能面積

品　番 開口径 有効措置径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の59.2%）

TAFNPQ50KK 55 27 2,375 1,406
TAFNPQ75KK 80 55 5,024 2,974
TAFNPQ100KK 110 75 9,499 5,623
TAFNPQ125KK 135 100 14,307 8,469
TAFNPQ150KK 160 125 20,096 11,896
※�本工法は開口内に耐火パックを充填するため、耐火パックの厚み分を引いた開口径を有効措

置径として表示しています。

PF管、CD管サイズ・断面積

呼び
PF管 CD管

外径 断面積（mm2） 外径 断面積（mm2）
14 21.5 363 19.0 284
16 23.0 416 21.0 347
22 30.5 731 27.5 594
28 36.5 1,046 34.0 908
36 45.5 1,626 42.0 1,385
42 52.0 2,133

─
54 64.5 3,266

断熱被覆銅管

品　番 開口径 開口面積（mm2） ①貫通する配管の 
      断面積合計（mm2）

②収容可能面積（mm2） 
（占積率59.2%） ③適合品番 ④収容可能な開口径

TAFNPQ50KK 55 2,375

実際に貫通する配管の外径
から算出してください。 

（上記計算例参照）

2,375×0.592= 1,406

②≧①
（②以下）

有効措置径≧
太い2本の外径
※�5本以上は 

太い3本の合計）（
TAFNPQ75KK 80 5,024 5,024×0.592= 2,974

TAFNPQ100KK 110 9,499 9,499×0.592= 5,623

TAFNPQ125KK 135 14,307 14,307×0.592= 8,469

TAFNPQ150KK 160 20,096 20,096×0.592=11,896

次ページの「収納可能配管系統早見表」に記載のない配管サイズ・本数の組み
合わせについては、以下を参考に適合する品番を選定してください。
（「断熱被覆銅管サイズ・断面積表」もご活用ください）
①�貫通させる配管の外径より、断面積を算出してください。複数本貫通する
場合は合計の断面積になります。
②�下表より、開口径に対して収容可能な配管の断面積を選定してください。
③�これらの算出結果より、②≧①の条件を満たす品番を選定してください。
④�配管の外径が、開口径に収容可能かを本ページの上にある「開口径・有効措
置径及び収容可能面積表」内の有効措置径で確認してください。③と④の
条件を満たす品番のうち、一番小さいサイズの品番が最適の品番です。

【例】断熱被覆銅管19.05（ガス管）/12.7（液管）が貫通する場合
19.05（被覆10）の外径・断面積→19.05 ＋（10×2）＝ 39.05mm・1,197mm2

12.70（被覆10）の外径・断面積→12.70 ＋（10×2）＝ 32.70mm・840mm2

①�貫通する配管の断面積の合計：次ページの断熱被覆銅管サイズ・断面積表か
ら1,197＋840＝2,037mm2

②�収容可能な配管の断面積：下の表から�
TAFNPQ75KK：2,969mm2〜TAFNPQ150KK：11,876mm2

③�これらの算出結果より、2,037mm2以上となる品番は、�
TAFNPQ75KK〜TAFNPQ150KK

④�配管の外径が、39.05 ＋ 32.70 ＝ 71.75mm�
有効開口径：�
TAFNPQ75KK（55mm）＜71.75mm＜TAFNPQ100KK（75mm）〜
TAFNPQ150KK（125mm）

従って③④を満たす一番小さいサイズであるTAFNPQ100KKが最適の品番
になります。

品番の選定方法

●�電線・ケーブルと合わせて施工される際は各々の断面積を追加してください。
使用上のご注意

合成樹脂製可とう電線管の品番選定について

断熱被覆銅管の品番選定について
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断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

TAFNPQ75KK

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管
3分 9.52 1（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 1＊（─）1＊（─）  ─ ─ ─ ─ ─

TAFNPQ100KK

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 2（ 1 ） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 2（ 1 ）＊ 2（ 1 ）＊ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 2（ 1 ）＊ 2（ 1 ）＊ 1（ 1 ＊） ─ ─ ─ ─
6分 19.05 2（ 1 ）＊ 2（ 1 ）＊ 1（ 1 ＊）1（ 1 ＊） ─ ─ ─
7分 22.22 1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（─） 1（─） 1＊（─） ─ ─

1インチ 25.40 1（ 1 ＊）1（─） 1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─） ─
1インチ1分 28.58 1（─） 1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─） ─
1インチ2分 31.75 1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─） ─ ─
1インチ3分 34.92 1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─） ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 1＊（─）1＊（─）1＊（─）1＊（─） ─ ─ ─
1インチ5分 41.28 1＊（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ6分 44.50 1＊（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─

TAFNPQ125KK

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 3＊（ 2 ） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 3＊（ 2 ）2＊（ 2 ） ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）2（ 1 ） ─ ─ ─ ─
6分 19.05 2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）2（ 1 ） 2（ 1 ） ─ ─ ─
7分 22.22 2＊（ 1 ）2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2＊（ 1 ） ─ ─

1インチ 25.40 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2＊（ 1 ）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊） ─
1インチ1分 28.58 2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）1（ 1 ） 1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）
1インチ2分 31.75 2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）
1インチ3分 34.92 2＊（ 1 ）2＊（ 1 ）1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（─） 1（─） 1（─）
1インチ4分 38.10 1（ 1 ＊）1（ 1 ） 1（ 1 ＊）1（ 1 ＊）1（─） 1（─） 1＊（─）
1インチ5分 41.28 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1＊（─）1＊（─）
1インチ6分 44.50 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1＊（─）1＊（─）1＊（─）

TAFNPQ150KK

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 6（3）＊ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 6（3）＊ 5（3）＊ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 5（2）＊ 5（2）＊ 4（2）＊ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 4（2）＊ 4（2）＊ 3（2）＊ 3（2）＊ ─ ─ ─
7分 22.22 4（2）＊ 4（2）＊ 3（2）＊ 3（2）＊ 3＊（2） ─ ─

1インチ 25.40 3（1） 3（1） 3（1） 2（1） 2（1） 2（1） ─
1インチ1分 28.58 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ2分 31.75 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ3分 34.92 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2＊（1）
1インチ4分 38.10 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1）
1インチ5分 41.28 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 1（1）
1インチ6分 44.50 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 2＊（1） 1（1） 1（1） 1（1）

＊押さえプレートのツメを折った場合の系統数
①�表中の各系統数は液管・ガス管とも保温材厚10mm（2分･3分の配管については8mm厚）の場合を想定していま

す。
（　）内は液管10mm、ガス管20mmの保温材厚（国土交通省仕様）を示しています。また、2分・3分の配管は液管
の保温材の厚みは8mm厚を想定しております。
②�各表は仕上り貫通穴径（コアドリル径＝各品番の最大適用開口径）に対して施工した場合の目安です。
③�配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定して

います。
④各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示します。

断熱被覆銅管サイズ・断面積表 収納可能配管系統早見表（断熱被覆銅管の場合）

銅管サイズ
被覆厚10（8） 被覆厚20

被覆外径 断面積
（mm2） 被覆外径 断面積

（mm2）
2分 6.35 22.35 393 46.35 1,687
3分 9.52 25.52 512 49.52 1,925
4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181
5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452
6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738
7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358
1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692
1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042
1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407
1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789
1インチ5分 41.28 61.28 2,947 81.28 5,186
1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598

※2分・3分の被覆厚10mmは被覆厚8mmになっております。

本表にない組み合わせは、次ページの「品番選定早見表」をご参照ください。
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断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

品番選定早見表
本表は、配管の納まりや断熱材の公差を含めた目安です。配管の納まりが有効措置径いっぱいの場合は、現場の仕上がり径をご確認ください。

1．被覆厚ガス管10mm，液管10mm仕様1系統の場合

2．被覆厚ガス管20mm，液管10mm仕様1系統の場合

3．被覆厚ガス管20mm，液管20mm仕様1系統の場合

保温材厚
液管（10mm）×ガス管（10mm）

液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ

6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 

ガス管

3分 9.52 ▲ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 ▲ ▲ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 ■ ■ ■ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 ■ ■ ■ ■ ─ ─ ─
7分 22.22 ■ ■ ■ ■ ■ ─ ─

1インチ 25.40 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ─
1インチ1分 28.58 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ●
1インチ2分 31.75 ■ ■ ■ ■ ■ ● ●
1インチ3分 34.92 ■ ■ ■ ■ ● ● ●
1インチ4分 38.10 ■ ■ ■ ■ ● ● ●
1インチ5分 41.28 ■ ● ● ● ● ● ●
1インチ6分 44.50 ■ ● ● ● ● ● ●

保温材厚
液管（10mm）×ガス管（20mm）

液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ

6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 

ガス管

3分 9.52 ■ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 ■ ■ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 ■ ■ ■ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 ■ ■ ■ ■ ─ ─ ─
7分 22.22 ■ ■ ● ● ● ─ ─

1インチ 25.40 ■ ● ● ● ● ● ─
1インチ1分 28.58 ● ● ● ● ● ● ●
1インチ2分 31.75 ● ● ● ● ● ● ●
1インチ3分 34.92 ● ● ● ● ★ ★ ★
1インチ4分 38.10 ● ● ● ● ★ ★ ★
1インチ5分 41.28 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
1インチ6分 44.50 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

保温材厚
液管（20mm）×ガス管（20mm）

液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ

6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 

ガス管

3分 9.52 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 ─ ★ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 ─ ★ ★ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 ─ ★ ★ ★ ─ ─ ─
7分 22.22 ─ ★ ★ ★ ★ ─ ─

1インチ 25.40 ─ ★ ★ ★ ★ ─ ─
1インチ1分 28.58 ─ ★ ★ ─ ─ ─ ─
1インチ2分 31.75 ─ ★ ★ ─ ─ ─ ─
1インチ3分 34.92 ─ ★ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ5分 41.28 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ6分 44.50 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

4．3管式の場合
3管の組み合わせ※（）内は保温材厚 適用品番

9.52（8）

12.70（20）

15.88（20）

TAFNPQ150KK

19.05（20）
22.22（20）
25.40（20）
28.58（20）

15.88（20）
19.05（20）
22.22（20）
25.40（20）

19.05（20） 22.22（20）

12.70（10）
15.88（20）

19.05（20）
22.22（20）
25.40（20）

19.05（20） 22.22（20）
15.88（10） 19.05（20） 22.22（20）

5．樹脂管等の場合
呼び 外径 適用品番

40 48 TAFNPQ75KK
50 60

TAFNPQ100KK
65 76
75 89 TAFNPQ125KK

100 114 TAFNPQ150KK

品　番 TAFNPQ75KK TAFNPQ100KK TAFNPQ125KK TAFNPQ150KK
記号 ▲ ■ ● ★
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施工手順（例：断熱被覆銅管）　

●袋が破れる恐れが
あるため先端のと
がったもの（ドライ
バーなど）を使用し
ての充てんは行わ
ないでください。

●開口面積、配管・ケーブル占積率および壁厚等が認定条件に適合していることをあらかじめご確認ください。注意

注意

耐火パックを配管周囲に巻きつけ、押し
込みながら充てんしていきます。このと
き、配管状況や形状に合わせて耐火パッ
クを変形させ充てんしてください。（配
管の隙間にも耐火パックがなじむように
してください。）

配管量（占積率）によって、耐火パックの充てん状況が変わ
ります。

配管量（占積率）によって、壁面と防火措置面との間に段差
が生じますが、防火性能上の問題はありません。

応用施工・中空壁
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①	開口部の設置

④	バックアップ材の設置

⑦	押さえ金具の設置

⑧	押さえプレートの設置・施工完了

⑤	耐火パックの巻きつけと充てん ⑥	耐火パック充てん状況の確認

②	ラクスリーブの設置 ③	支え金具の設置

きれいな円状になるように、開口
部を設けます。その後、所定の配
管類を設置します。

バックアップ材を配管周囲に巻きつけて
開口部に押し込みます。
※�バックアップ材は容易に変形します。

また、端末は施工時に重なっても問題
ありません。切断した場合、切断面を
ビニールテープ等補強してください。

押さえ金具の端部を拡げて配管をは
さみ込み、開口部へ押し込みます。

配管量が多い場合はプレートのツメ
部を折り曲げてください。 

プレートのビス穴が支え金具
とスリーブのツメに重ならな
いことを確認し、ビス留めし
てください。支え金具、押さ
え金具により壁面から若干浮
きますが、性能上問題ありま
せん。

本製品は中空壁（壁厚：125mm以下）にも施工するこ
とが出来ます。中空壁へ施工する際はバックアップ
材、押さえプレートは必要ございません。詳しくは
別資料：国土交通大臣認定書等をよくお読みのうえ正
しく施工してください。

4箇所ビス留めして
完成です。

国土交通大臣認定
PS060WL-0862
PS060WL-1063
PS045WL-1019

押さえ金具を支え金具と開口の間に挿入し
ます。

押さえ金具の端末を、支え金具にクロスさせるよ
うにフッキングさせます。押さえ金具が耐火パッ
クに接して十分に開口内に収まっていることを確
認してください。

プレートの接合部が表面になる様に
配管をはさみ込んでプレートを組み
合わせます。

ラクスリーブのフックツメを折り曲げて開口内部に1枚挿入し
ます。開口部内のスリーブと対になる様に、もう1枚のラクス
リーブを開口面まで押し込みます。

支え金具を配管のまわりにセットし、開口部に
挿入します。品番TAFNPQ50・75・100KKの場
合は支え金具1個、TAFNPQ125・150KKの場合
は支え金具が十字になるように2個挿入します。

TAFNPQ125・
150KKの場合

配管量が
多い場合

断面図

断面図
配管量が
少ない場合
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ALCRC

中空

中空

片
壁

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床
RC ALC 鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

鋼 製
電線管

鋼 製
電線管角穴 同梱！同梱！

工法表示ラベル

バックアップ材

耐火パック

支え金具

押さえ金具

ケーブル

ケーブル
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便　　　　利
• 冷媒管をはじめ合成樹脂管、波付硬質合成樹脂管など幅広い 
配管に対応しています。

• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• 止水スリーブにもお使い頂けます。

配管ならば、なんでもお任せ。
止水スリーブにも対応可能。

簡 単・確 実
• 片側施工なので省力化できます。

安 心・安 全
• 工具を必要としないので、安全に施工できます。

簡単再施工
• 耐火パックを詰め直すだけで再施工できます。

断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

仕様 ご注文品番 適合 単品質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分ボイド管呼び 開口径

TAFIPQ50 50 50〜  55 0.2 10 ─ ─ 1組 2,900円 セ

TAFIPQ75 75 75〜  80 0.35 10 ─ ─ 1組 3,340円 セ

TAFIPQ100 100 100〜110 0.56 10 ─ ─ 1組 4,120円 セ

TAFIPQ125 125 125〜135 0.81 5 ─ ─ 1組 5,900円 セ

TAFIPQ150 150 150〜160 1.1 5 ─ ─ 1組 7,240円 セ

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。



国土交通大臣認定番号 PS060FL-0734 PS060FL-1010 PS060FL-1103 PS060FL-1018

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

鉄筋コンクリート床
軽量気泡コンクリート（ALC）床

中空床

厚さ100mm以上 厚さ100mm以上 鉄筋コンクリート：厚さ75mm以上
ALC：厚さ100mm以上 厚さ189.5mm以上

施工図

施工
条件

開口寸法 スリーブ無の場合φ160mm以下
スリーブ有の場合φ300mm以下 φ160mm以下 φ160mm以下 φ160mm以下

占積率 55.2％以下 A：58.2％以下、B：66％以下
C：58.3％以下、D：61％以下 58.5％以下 54.3％以下

止水用
鋼製スリーブ

有・または無
有りの場合、内径φ160mm以下、板厚0.5mm以上、
床上面より突出し100mm以内の鋼製スリーブを設

けること
無 ─ ─

開口補強枠 ─ ─ ─
有（中空床の場合）

板厚0.25mm以上、長さ189.5mm以上 
の鋼製スリーブを設けること

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

空
調
管

銅管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ44.5以下（被覆20以下） φ44.5以下（被覆20以下）：占積率A φ44.5以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下） φ42.7以下（被覆20以下）：占積率A φ42.7以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
ステンレス鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下） φ42.7以下（被覆20以下）：占積率A φ42.7以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
銅管(被覆材：発泡合成ゴム） φ44.5以下（合成ゴム系被覆20以下） φ54.0以下（合成ゴム系被覆38以下）：占積率B φ44.5以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
アルミニウム管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ15.9以下（被覆20以下） φ15.9以下（被覆20以下）：占積率A φ19.1以下（被覆20以下） φ19.1以下（被覆10以下）
結露防止層付硬質塩化ビニル管 φ76以下 φ76以下：占積率A φ76以下 φ76以下
被覆付可とう塩化ビニル管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ37以下（被覆6以下） φ37以下（被覆6以下）：占積率A φ37以下（被覆6以下） φ37以下（被覆6以下）
可とうポリエチレン管 φ22以下 φ22以下：占積率A φ22以下 φ22以下

電
線
管

合成樹脂製可とう電線管（ＰF管） ─ 呼び54以下：占積率A 呼び54以下 呼び42以下

合成樹脂製可とう電線管（CD管） ─ 呼び36以下：占積率A 呼び36以下 呼び54以下

波付硬質合成樹脂管（FEＰ管） ─ 呼び65以下：占積率A ─ ─

硬質塩化ビニル電線管（ＶE・HIＶE管） ─ 呼び82以下：占積率A 呼び82以下 呼び82以下

給
・
排
水
管

合成樹脂製可とう管（さや管） ─ 呼び36以下：占積率A 呼び36以下（被覆10以下）
(楕円形状の場合、長径42mm以下) 呼び30以下

耐熱ポリエチレン管 ─ φ27以下（被覆20以下）：占積率A φ27以下（被覆20以下） ─
ポリエチレン管（架橋含む）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） ─ φ27以下（被覆20以下）：占積率A φ27以下（被覆20以下）
ラッピング材巻き付け可※ φ27以下（被覆10以下）

被覆付ポリエチレン管（架橋含む）
（被覆材：オレフィン系エラストマー） ─ φ31以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） φ31以下（被覆2以下）

被覆付耐熱ポリエチレン管
（被覆材：オレフィン系エラストマー） ─ φ31以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） ─

外傷防止被覆材付ポリエチレン管（架橋含む） ─ φ32.8以下（被覆0.2以下）：占積率A φ32.8以下（被覆0.2以下） ─
ポリブテン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） ─ φ27以下（被覆20以下）：占積率A φ27以下（被覆20以下）
ラッピング材巻き付け可※ φ27以下（被覆10以下）

被覆付ポリブテン管（被覆材：オレフィン系エラストマー） ─ φ31以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） φ31以下（被覆2以下）
被覆付ポリブテン管

（被覆材：オレフィン系エラストマー・ウレタン） ─ φ29.5以下（被覆1.25以下）：占積率A φ29.5以下（被覆1.25以下） φ29.5以下（被覆1.25以下）

外傷防止被覆材付ポリブテン管 ─ φ32.8以下（被覆0.2以下）：占積率A φ32.8以下（被覆0.2以下） ─
ウレタン層付ポリブテン管 ─ φ38以下（被覆2以下）：占積率A φ38以下（被覆2以下） φ33以下（被覆3以下）
金属強化ポリエチレン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） ─ φ63.1以下（被覆なし）、φ25.1以下（被覆20以下）
：占積率A φ25.1以下（被覆20以下） φ25.1以下（被覆20以下）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ、ＶＵ、HIＶＰ）
φ48以下（被覆6以下）（VU除く）

φ114以下（被覆なし）：占積率C φ114以下（VU除く） φ114以下
硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ、ＶＵ、HIＶＰ）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38以下（被覆6以下）：占積率C φ38以下（被覆6以下） φ32以下（被覆6以下）

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HＴ）
φ48以下（被覆6以下）

φ114以下（被覆なし）：占積率C φ114以下 φ114以下
耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HＴ）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38以下（被覆6以下）：占積率C φ38以下（被覆6以下） φ32以下（被覆6以下）

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 ─ φ114以下（被覆なし）：占積率A ─ ─
無機物充てん層付硬質塩化ビニル二層管 ─ φ114以下（被覆なし）：占積率A ─ ─
ポリプロピレン管 ─ φ114以下：占積率A ─ ─
ガラス繊維強化ポリプロピレン管（GＲＰ） ─ φ125以下：占積率D ─ ─

ポリエステル系繊維補強層付塩化ビニル系ホース ─ φ23以下：占積率A φ23以下 ─

ビニロン繊維補強層付EＰDＭ系ゴム系ホース ─ φ23以下：占積率A φ23以下 ─
ガス管 ステンレス鋼フレキシブル管 ─ φ32.3以下（被覆込）：占積率A φ32.3以下（被覆込） φ32.3以下（被覆込）

電線類 電線・ケーブル 1本当り38mm2以下
1開口当り162mm2以下

1本当り325mm2以下
1開口当り1101mm2以下

：占積率A

1本当り325mm2以下
1開口当り1052.2mm2以下
ラッピング材巻き付け可※

1本当り325mm2以下
1開口当り1155mm2以下

詳細については、認定書にてご確認ください。
※配管種類によって、占積率が異なる場合があります。その際にはもっとも占積率が低いものを適用するようにしてください。

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
貫通物

（ケーブル・配管）
鉄筋コンクリート床
および軽量気泡コンクリート
　　　　　　　　 （ALC）床厚さ 0.25mm以上

配管

10
4

75
（
10
0）
以
上

ケーブル

耐火パック φD（適用開口径）
押さえ金具

バックアップ材

バックアップ材

（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
貫通物

（ケーブル・配管）
鉄筋コンクリート床
および軽量気泡コンクリート
　　　　　　　　 （ALC）床厚さ 0.25mm以上

配管

10
4

75
（
10
0）
以
上

ケーブル

耐火パック φD（適用開口径）
押さえ金具

バックアップ材

バックアップ材

（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
貫通物

（ケーブル・配管）
鉄筋コンクリート床
および軽量気泡コンクリート
　　　　　　　　 （ALC）床厚さ 0.25mm以上

配管

10
4

75
（
10
0）
以
上

ケーブル

耐火パック φD（適用開口径）
押さえ金具

バックアップ材

バックアップ材

（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
貫通物

（ケーブル・配管）
鉄筋コンクリート床
および軽量気泡コンクリート
　　　　　　　　 （ALC）床厚さ 0.25mm以上

配管

10
4

75
（
10
0）
以
上

ケーブル

耐火パック φD（適用開口径）
押さえ金具

バックアップ材

バックアップ材

（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

開口径・有効措置径及び収容可能面積表

品 番 開口径 有効
措置径

開口面積
（mm2）

配管の最大収容可能面積（mm2）＊1
占積率 53.9% の場合 占積率 54.3% の場合 占積率 54.7% の場合 占積率 55.2% の場合 占積率 58.2% の場合 占積率 58.5% の場合 占積率 58.6% の場合

TAFIPQ50 55 27 2,375 1,280 1,289 1,299 1,311 1,382 1,389 1,391 
TAFIPQ75 80 55 5,024 2,707 2,728 2,748 2,773 2,923 2,939 2,944 
TAFIPQ100 110 75 9,499 5,119 5,157 5,195 5,243 5,528 5,556 5,566 
TAFIPQ125 135 100 14,307 7,711 7,768 7,825 7,897 8,326 8,369 ─
TAFIPQ150 160 125 20,096 10,831 10,912 10,992 11,092 11,635 11,756 ─

＊1 配管種類・認定工法により異なります。

認定条件

断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材
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料
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断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材

認定条件

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

耐火パック
押さえ金具

バックアップ材
（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0862 PS060WL-1063 PS045WL-1019

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁

中空壁
（準耐火構造：両面強化

せっこうボード重張）

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート

（ALC）壁
中空壁 中空壁（45分準耐火）

厚さ80mm以上 厚さ80mm以上 厚さ74mm以上

施工図

施工
条件

開口寸法  φ160mm以下 φ110mm以下 φ160mm以下

占積率 A：54.7％以下、B：66％以下
C：58.3％以下、D：61％以下 58.6％以下 53.9％以下

止水用
鋼製スリーブ ─ ─ ─

開口補強枠 ─
必要

鋼製開口補強材（板厚0.25mm 
以上、長さ80mm以上） 

を設けること
─

必要
鋼製開口補強枠（板厚0.25mm 

以上、長さ80mm以上、壁面からの
突出し60mm以下）を設けること

必要
鋼製開口補強枠（板厚0.25mm以上、長さ

100mm以上）を設けること

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

空
調
管

銅管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ44.5以下（被覆20以下）：占積率A φ19.1以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）：占積率A φ17.3以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
ステンレス鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）：占積率A φ17.3以下（被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
銅管(被覆材：発泡合成ゴム） φ54.0以下（合成ゴム系被覆38以下）：占積率B φ19.1以下（合成ゴム系被覆20以下） φ38.1以下（被覆20以下）
アルミニウム管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ15.9以下（被覆20以下）：占積率A φ19.1以下（被覆20以下） ─
結露防止層付硬質塩化ビニル管 φ76以下：占積率A φ48以下 φ76以下
被覆付可とう塩化ビニル管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ37以下（被覆6以下）：占積率A φ37以下（被覆6以下） φ37以下（被覆6以下）
可とうポリエチレン管 φ22以下：占積率A φ22以下 φ22以下

電
線
管

合成樹脂製可とう電線管（ＰF管） 呼び54以下：占積率A 呼び28以下 呼び42以下

合成樹脂製可とう電線管（CD管） 呼び36以下：占積率A 呼び36以下 呼び54以下

波付硬質合成樹脂管（FEＰ管） 呼び65以下：占積率A ─ ─

硬質塩化ビニル電線管（ＶE・HIＶE管） 呼び82以下：占積率A ─ 呼び82以下

給
・
排
水
管

合成樹脂製可とう管（さや管） 呼び36以下：占積率A 呼び36以下（被覆10以下） 呼び30以下

耐熱ポリエチレン管 ─ φ27以下（被覆20以下） ─
ポリエチレン管（架橋含む）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ27以下（被覆20以下）：占積率A φ27以下（被覆10以下）
ラッピング材巻き付け可※ φ27以下（被覆10以下）

被覆付ポリエチレン管（架橋含む）
（被覆材：オレフィン系エラストマー） φ31以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） φ31以下（被覆2以下）

被覆付耐熱ポリエチレン管
（被覆材：オレフィン系エラストマー） ─ φ31以下（被覆2以下） ─

外傷防止被覆材付ポリエチレン管（架橋含む） ─ φ32.8以下（被覆0.2以下） ─
ポリブテン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ27以下（被覆20以下）：占積率A φ27以下（被覆10以下）
ラッピング材巻き付け可※ φ27以下（被覆10以下）

被覆付ポリブテン管（被覆材：オレフィン系エラストマー） φ31以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） φ31以下（被覆2以下）
被覆付ポリブテン管

（被覆材：オレフィン系エラストマー・ウレタン） φ29.5以下（被覆1.25以下）：占積率A φ29.5以下（被覆1.25以下） φ29.5以下（被覆1.25以下）

外傷防止被覆材付ポリブテン管 ─ φ32.8以下（被覆0.2以下） ─
ウレタン層付ポリブテン管 φ38以下（被覆2以下）：占積率A φ31以下（被覆2以下） φ33以下（被覆3以下）
金属強化ポリエチレン管

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ25.1以下（被覆20以下）：占積率A φ25.1以下（被覆10以下） φ25.1以下（被覆20以下）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ、ＶＵ、HIＶＰ） φ114以下（被覆なし）：占積率C φ38以下（被覆6以下）
φ32以下（被覆10以下）

（VU除く）

φ114以下
硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ、ＶＵ、HIＶＰ）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38以下（被覆20以下）：占積率C φ32以下（被覆6以下）

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HＴ） φ60以下（被覆なし）：占積率C φ38以下（被覆6以下）
φ32以下（被覆10以下）

φ114以下
耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HＴ）

（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38以下（被覆20以下）：占積率C φ32以下（被覆6以下）

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 ─ ─ ─
無機物充てん層付硬質塩化ビニル二層管 ─ ─ ─
ポリプロピレン管 φ114以下：占積率A ─ ─
ガラス繊維強化ポリプロピレン管（GＲＰ） φ125以下：占積率D ─ ─

ポリエステル系繊維補強層付塩化ビニル系ホース ─ φ23以下 ─

ビニロン繊維補強層付EＰDＭ系ゴム系ホース ─ φ23以下 ─
ガス管 ステンレス鋼フレキシブル管 φ32.3以下（被覆込）：占積率A φ32.3以下（被覆込） φ32.3以下（被覆込）

電線類 電線・ケーブル
1本当り325mm2以下

1開口当り916mm2以下
：占積率A

1本当り100mm2以下
1開口当り315mm2以下

ラッピング材巻き付け可※
1本当り325mm2以下

1開口当り975mm2以下

詳細については、認定書にてご確認ください。
※配管種類によって、占積率が異なる場合があります。その際にはもっとも占積率が低いものを適用するようにしてください。

●�国土交通大臣認定を取得した構造でない中空壁は、認定外になります。
●�壁厚は、80mm以上が認定条件です。
●�開口寸法は、φ160mm以下が認定条件です。（円形）
●�配管占積率は、適用配管表を参照ください。

使用上のご注意 ●�中空壁用丸形鋼製スリーブの条件は、板厚0.25mm以上の鋼板製であ
ることが条件です。中空壁用丸形鋼製スリーブとせっこうボード等
との間に隙間がある場合には、せっこうボード用目地材や耐熱シー
ル材で埋めてください。
●�配管が中空壁用丸形鋼製スリーブの中心にくるようにセットしてください。

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

耐火パック
押さえ金具

バックアップ材
（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

80mm以上

支え金具
丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

60mm以下 60mm以下

耐火パック

押さえ金具

74mm以上

支え金具 鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

配管

ケーブル

耐火パック
押さえ金具

バックアップ材
（あり又はなし）

バックアップ材
（あり又はなし）

化粧用充填材
（あり又はなし）

押さえ金具 耐火パック

ケーブル

支え金具

80mm以上

丸型開口補強枠
厚さ 0.25mm以上

配管

化粧用充填材
（あり又はなし）

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.5mm以上
（ありまたはなし）

押さえ金具

耐火パック

バックアップ材

支え金具

配管 ケーブル

10
0m
m
以
上 10
0m
m
以
下

化粧用充填材
（あり又はなし） 配管

押さえ金具支え金具

10
0m
m
以
上

耐火パック

バックアップ材
ケーブル

化粧用充填材
（あり又はなし）

配管

バックアップ材

18
9.
5m
m
以
上

耐火パック
押さえ金具

鋼板等のスリーブ
厚さ 0.25mm以上

支え金具

ケーブル

電
気
関
連
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開
口
用

電
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関
連
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・
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品　番 開口径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の54.7%）有効措置径

合成樹脂製可とう電線管の品番選定について
（配管の占積率54.7%以下の場合）

合成樹脂製
可とう電線管

開口径・有効措置径および収容可能面積

PF管、CD管サイズ・断面積

※	占積率54.7%以下、有効措置径内に収まる本数です。開口寸法は、ボイド管仕上がり
外径で行っております。

認定条件

PF管、CD管最大本数表（目安）

※	本工法は開口内に耐火パックを充填するため、耐火パックの厚み分を
引いた開口径を有効措置径として表示しています。

断熱被覆銅管の品番選定について
（配管の占積率54.7%以下の場合）

断熱被覆銅管

品番の選定方法

品　番 開口径 開口面積
（mm2）

①貫通する配管の
断面積合計（mm2）

②収容可能面積（mm2）
（占積率54.7%の場合） ③適合品番 ④収容可能な開口径

TAFIPQ50 55 2,375

実際に貫通する配管の外径から
算出してください。

（上記計算例参照）

2,375×0.547= 1,299

②≧①
（②以下）

有効措置径≧
太い2本の外径

TAFIPQ75 80 5,024 5,024×0.547= 2,748

TAFIPQ100 110 9,499 9,499×0.547= 5,195

TAFIPQ125 135 14,307 14,307×0.547= 7,825

TAFIPQ150 160 20,096 20,096×0.547=10,992

「収納可能配管系統早見表」に記載のない配管サイズ・本数の組み合わせ
については、以下を参考に適合する品番を選定してください。

（「断熱被覆銅管サイズ・断面積表」もご活用ください）
①	貫通させる配管の外径より、断面積を算出してください。複数本貫

通する場合は合計の断面積になります。
②	下表より、開口径に対して収容可能な配管の断面積を選定してください。
③	これらの算出結果より、②≧①の条件を満たす品番を選定してください。
④	配管の外径が、開口径に収容可能かを前ページの下にある「開口径・

有効措置径及び収容可能面積表」内の有効措置径で確認してくださ
い。③と④の条件を満たす品番のうち、一番小さいサイズの品番が
最適の品番です。

【例】断熱被覆銅管19.05（ガス管）/12.7（液管）が貫通する場合
19.05（被覆10）の外径・断面積→19.05 ＋（10×2）＝ 39.05mm・1198mm2

12.70（被覆10）の外径・断面積→12.70 ＋（10×2）＝ 32.70mm・ 840mm2

①	貫通する配管の断面積の合計：次ページの表から1,198 ＋ 840 ＝ 2,038mm2

②	収容可能な配管の断面積：次ページの表から
	 TAFIPQ75：2,748mm2〜TAFIPQ150：10,992mm2

③	これらの算出結果より、2,038mm2以上となる品番は、
	 TAFIPQ75〜TAFIPQ150
④	配管の外径が、39.05 ＋ 32.70 ＝ 71.75mm
	 有効開口径：
	 TAFIPQ75（55mm）＜71.75mm＜TAFIPQ100（75mm）〜TAFIPQ150（125mm）
	 従って③④を満たす一番小さいサイズであるTAFIPQ100が

最適の品番になります。

※5本以上は太 
い3本の合計（ ）

呼 び
PF管 CD管

外径 断面積
（mm2） 外径 断面積

（mm2）
14 21.5 363 19.0 284
16 23.0 416 21.0 347
22 30.5 731 27.5 594
28 36.5 1,046 34.0 908
36 45.5 1,626 42.0 1,385
42 52.0 2,133 ─54 64.5 3,266

品 番 PF管（CD管）
呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36 呼び42 呼び54

TAFIPQ50 1（ 2） 1（ 1） 1（ 1） ─ ─ ─ ─

TAFIPQ75 5（ 8） 4（ 6） 3（ 3） 1（1） 1（1） 1（─） ─

TAFIPQ100 8（10） 7（ 9） 5（ 6） 4（4） 1（1） 1（─） 1（─）

TAFIPQ125 17（21）14（18） 8（ 9） 7（7） 3（4） 1（─） 1（─）

TAFIPQ150 24（33）21（29）11（15） 8（9） 6（7） 3（─） 1（─）

開 口 径 配管サイズ 電線・ケーブル 配管の占積率

直径160mm以下
ボイド管の呼び

150以下
PF管呼び54以下
CD管呼び36以下

1本あたり66mm2以下
開口内合計132mm2以下 54.7％以下 	 TAFIPQ50	 55	 27	 2,375	 1,299

	 TAFIPQ75	 80	 55	 5,024	 2,748

	 TAFIPQ100	 110	 75	 9,499	 5,195

	 TAFIPQ125	 135	 100	 14,307	 7,825

	 TAFIPQ150	 160	 125	 20,096	 10,992
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断熱被覆銅管サイズ・断面積表

①	表中の各系統数は液管・ガス管とも保温材厚10mm（2分
･3分の配管については8mm厚）の場合を想定しています。

（　）内は液管10mm、ガス管20mmの保温材厚（国土交通
省仕様）を示しています。また、2分・3分の配管は液管の
保温材の厚みは8mm厚を想定しております。

②	各表は仕上り貫通穴径（コアドリル径＝各品番の最大適用
開口径）に対して施工した場合の目安です。

③	配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外
径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定していま
す。

④	各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示しま
す。

※	2分・3分の被覆厚10mmは被覆厚8mmになっております。

本表にない組み合わせは、前ページの「品番の選定方法」をご参照ください。

銅管サイズ
被覆厚10（8） 被覆厚20

被覆外径 断面積
（mm2） 被覆外径 断面積

（mm2）

2分 6.35 22.35 393 46.35 1,687

3分 9.52 25.52 512 49.52 1,925

4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181

5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452

6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738

7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358

1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692

1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042

1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407

1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789

1インチ5分 41.28 61.28 2,947 81.28 5,186

1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598

収納可能配管系統早見表（断熱被覆銅管の場合）
TAFIPQ75

銅管外径
液　　管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管 3分 9.52 1（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 1（─） 1（─） ─ ─ ─ ─ ─

TAFIPQ100

銅管外径
液　　管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 3（ 1 ） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 2（ 1 ） 2（ 1 ） ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） ─ ─ ─ ─
6分 19.05 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） ─ ─ ─
7分 22.22 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（─） 1（─） 1（─） ─ ─

1インチ 25.40 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─）
1インチ1分 28.58 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─）
1インチ2分 31.75 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─
1インチ3分 34.92 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─ ─ ─
1インチ5分 41.28 1（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ6分 44.50 1（─） ─ ─ ─ ─ ─ ─

TAFIPQ125

銅管外径
液　　管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 5（ 2 ） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 4（ 2 ） 3（ 2 ） ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 3（ 1 ） 3（ 1 ） 2（ 1 ） ─ ─ ─ ─
6分 19.05 3（ 1 ） 3（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） ─ ─ ─
7分 22.22 3（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） ─ ─

1インチ 25.40 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） ─
1インチ1分 28.58 2（ 1 ） 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ）
1インチ2分 31.75 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ）
1インチ3分 34.92 2（ 1 ） 2（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（─） 1（─） 1（─）
1インチ4分 38.10 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（ 1 ） 1（─） 1（─） 1（─）
1インチ5分 41.28 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─）
1インチ6分 44.50 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─）

TAFIPQ150

銅管外径
液　　管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40

ガス管

3分 9.52 8（3） ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 6（3） 6（3） ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 6（2） 5（2） 4（2） ─ ─ ─ ─
6分 19.05 5（2） 4（2） 4（2） 3（2） ─ ─ ─
7分 22.22 4（2） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） ─ ─

1インチ 25.40 4（2） 4（2） 3（2） 3（1） 3（1） 2（1） ─
1インチ1分 28.58 4（2） 3（2） 3（1） 3（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ2分 31.75 3（2） 3（2） 3（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ3分 34.92 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ4分 38.10 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ5分 41.28 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）
1インチ6分 44.50 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 1（1） 1（1）

●本製品を取り扱う際に、耐火パック袋が破損し、充填材が目に入った場合は、直ちに流水で洗眼し、医師の診断を受けてください。また、皮膚に付着した場合は、
布または紙で拭き取り、流水で洗い流してください。

注意

●本工法は開口内に「耐火パック」を充填する為、有効措置径及び品番選定早見表は設計寸法により算出を行っています。そのため、配管の摩擦や開口の状況によっ
ては、「耐火パック」が充填できない場合がありますので注意してください。また、開口径いっぱいに配管をした場合施工できません。開口部の大きさには余裕をも
たせてください。
●ケーブル・配管の占積率（断面積）に余裕のある配管の選択（断熱被覆材（保温材））をお願い致します。
●「耐火パック」は柔軟性がありますので、分解・切断等をせずそのまま使用してください。また破損した場合、充填材が流れ出ないようにビニルテープで補修して
使用してください。
●配管が膨張・収縮することが予想される為、押さえ金具は必ず使用してください。
●ケーブル単体が貫通する場合には使用できません。
※高温下で管に直接接触する場合、長時間の使用により変色などの影響を受ける可能性がありますが、防火性能上問題ありません。
●附属の「工法表示ラベル」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意



施工手順（例：断熱被覆銅管）　※壁の場合はどちらか片側から同様に施工してください。

※壁工法では、バックアップ材は必要ありません。

※	断熱被覆銅管等が開口部の中心にくる
ようにセットし、束ねられ、支持固定
されていることを確認してください。

支え金具を配管の周りに
セットし、開口部に落と
し込みます。

※	バックアップ材端末は施工時に重なっても問題あ
りません。バックアップ材を切断した場合、切断
面をビニルテープ等で補強してください。

注）	バックアップ材は容易に変形し
ます。押し込みにくい場合は、
変形させて押し込んでくださ
い。なお、バックアップ材は、
壁工法の場合、施工の必要はあ
りません。（施工しても性能上問
題はありません）

（TAFIPQ125,150の場合）
※	支え金具が十字になるよ

う2個落とし込んでくだ
さい。

①	開口部の設置・確認および清掃
	 配管・ケーブルに外傷等の異常がない

ことをチェックし束ねられ、支持固定
されていることを確認してください。

②	支え金具の設置
	 支え金具を配管の周りにセットし、開口部に落とし

込みます。

③	バックアップ材の設置
	 バックアップ材を配管周囲に巻き付け、開口部に落

とし込み（押し込み）ます。

●先のとがったもの
（ドライバー等）で
充填を行わないで
ください。

※	配管状況や形状に合わせて、耐火
パックを変形させて充填してくだ
さい。

※	スラブの厚みや配管の占積率によ
ってスラブ面と防火措置面との間
に段差が生じますが、防火性能上
問題はありません。

※	押さえ金具を設置することで施工完了ですが、必要に応じて、化粧用と
して充填材（パテ状：エアコンパテなど）を開口表面へ所定量（200g以下）
充填することができます。

配管量が
多い場合

配管量が
少ない場合

④	耐火パックの巻きつけ・充填
	 配管周囲に巻き付けた耐火パックを開口部に落とし込みながら充填してく

ださい。

⑤	押さえ金具の設置
1．	金具端部を拡げて

配管をはさみ込み、
開口部へ落とし込
みます。

2．	開口部へ落とし込
んだ押さえ金具を、
支え金具と開口の
間に挿入します。

3．	もう一方の端末を、
支え金具にクロス
させフッキングさ
せ完了です。
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断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材
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使用上のご注意
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鉄筋コンクリート・ALC床に丸型開口補強枠を設ける場合
（適用認定番号：PS060FL-0734）

中空床に丸型開口補強枠を設ける場合
（適用認定番号：PS060FL-1018）

中空壁（60分耐火）に丸型開口補強枠を設ける場合
（適用認定番号：PS060WL-0862, 1063）

中空壁（45分準耐火）に丸型開口補強枠を設ける場合
（適用認定番号：PS045WL-1019）

止水用鋼製床丸スリーブ
TAFKYS□（110ページ参照）

床または中空床に防火措置を行う場合の注意事項

●�板厚0.5mm以上、内径φ160以下の鋼板やスパイラルダクト（市販品も
可）を下の図のように施工してください。
　※下側に丸型開口補強枠が突出しても問題ありません。

●�板厚0.25mm以上、長さ189.5mm以上の鋼板やスパイラルダクト（市販品も
可）を下の図のように施工してください。
　※下側に丸型開口補強枠が突出しても問題ありません。

φ160mm以下

18
9.
5m
m
以
上

丸型開口補強枠

80ｍｍ以上

φ
16
0m
m
以
下

丸型開口補強枠

●�板厚0.25mm以上、長さ80mm以上の鋼板やスパイラルダクト（市販品も
可）を下図のように施工してください。
●�PS060WL-0862の場合はφ160mm以下、PS060WL-1063の場合はφ
110mm以下が開口寸法となります。

　※PS060WL-1063においては、壁面からの突出を60mm以下にしてください。

●�板厚0.25mm以上、長さ100mm以上の鋼板やスパイラルダクト（市販品も
可）を下図のように施工してください。
　※丸型開口補強枠が壁の向こう側へ突出しても問題ありません。

φ160mm以下

開口φ300mm以下

セメントモルタル
による埋戻し 10

0m
m
以
下丸型開口補強枠

10
0m
m
以
下

中空壁に防火措置を行う場合の注意事項

80mm以上

φ
16
0m
m
以
下

及
び

φ
11
0m
m
以
下

丸型開口補強枠

開口径50〜100の場合
中空壁用丸形鋼製スリーブ
TAFRS□S（111ページ参照）

開口径75〜150の場合
中空壁用丸形鋼製スリーブ
OMS□（112ページ参照）

※壁厚は、100mm以上必要です。

断熱被覆金属管・各種合成樹脂管・合成樹脂製可とう電線管貫通部防火措置材
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寸法図
押さえ金具 ベース金具

W
H1

D

H2

ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

ケーブル
鋼 製

電線管角穴

便　　　　利
• 冷媒管をはじめ合成樹脂管など幅広い配管に対応しています。
• けい酸カルシウム板も鋼製電線管も必要ありません。
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。

幅広い配管に対応しています。

簡 単・確 実
• 片側施工なので省力化できます。

綺麗な仕上がり
• 押さえ金具を使用するので仕上がりが綺麗です。

同梱！同梱！
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断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管床貫通部防火措置材
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仕様 ご注文品番 H1 W H2 D
適合 単品

質量 梱包・結束 販売単位 標準価格 納期 
区分ボイド管呼び 開口径

E TAFAPF75 75 113 100 62 75 75〜  80 0.9

販売終了（2023年2月）
E TAFAPF100 75 139 100 86 100 100〜110 1.3

E TAFAPF125 75 159 100 105 125 125〜135 1.5

E TAFAPF150 100 183 100 122 150 150〜160 1.8

熱膨張性耐火材
ベース金具

押さえ金具

ダンシールP
（耐熱シール材）

パテ支持板

押さえ金具固定用ボルト・ナット
（角根丸頭M6×20）

工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。

E＝電気亜鉛めっき

販 売 終 了販 売 終 了
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断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管床貫通部防火措置材
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国土交通大臣認定番号 PS060FL-9053

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床

厚さ100mm以上

施工図

施工条件
開口径 φ160mm以下
占積率 A：52%以下、B：51%以下、C：47%以下、D：39%以下、Ｅ：30%以下

貫通物条件
（最大サイズ）

断熱被覆銅管 φ44.5以下（被覆厚20以下）配管に付随するドレン管（φ25以下被覆厚6以下）
ケーブル（導体断面積合計24mm2以下）も可：占積率A

断熱被覆架橋ポリエチレン管 呼び20以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル
（導体断面積合計：24mm2以下）も可：占積率C

断熱被覆ポリブテン管 呼び20以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル
（導体断面積合計：24mm2以下）も可：占積率C

断熱被覆金属強化ポリエチレン管 呼び20以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル
（導体断面積合計：24mm2以下）も可：占積率C

さや管 呼び36以下　内管：架橋ポリエチレン管、ポリブテン管、金属強化架橋ポリエチレン管
配管に付随するケーブル（導体断面積合計：11mm2以下）も可：占積率D

合成樹脂製可とう電線管 PF管呼び36以下、CD管呼び42以下
（ケーブル：導体断面積100mm2以下/配管、断面積合計183mm2以下/開口部）：占積率E

架橋ポリエチレン管 呼び100以下：占積率B
ポリブテン管 呼び100以下：占積率B
ポリエチレン管 呼び100以下：占積率B
塩化ビニル管（HIVP含む） 呼び100以下：占積率B
ポリプロピレン管（GRP含む） 呼び100以下：占積率B

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

認定条件
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断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管床貫通部防火措置材

	TAFAPF75	 80	 62	 5,024	 1,507

	TAFAPF100	 110	 86	 9,499	 2,849

	TAFAPF125	 135	 105	 14,307	 4,292

	TAFAPF150	 160	 122	 20,096	 6,028

合成樹脂製可とう電線管の品番選定について
（配管の占積率30%以下）

合成樹脂製
可とう電線管

開 口 径

直径160mm以下
ボイド管の呼び

150以下

呼び
42以下

配管サイズ 電線・ケーブル 配管の占積率

導体断面積
100mm2以下/配管
183mm2以下/開口

30％以下

品　番 開口径 有効措置径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の30%）

	 14	 21.5	 363	 19.0	 284

	 16	 23.0	 416	 21.0	 347

	 22	 30.5	 731	 27.5	 594

	 28	 36.5	 1,046	 34.0	 908

	 36	 45.5	 1,626	 42.0	 1,385

	 42	 —	 —	 48.0	 1,809

PF管 CD管
呼 び

外径 断面積
（mm2） 外径 断面積

（mm2）

品番の選定方法 開口径・有効措置径および収容可能面積

認定条件

〔例〕PF管22を2本とPF管28を2本、計4本の組み合わせの場合

①　貫通する合成樹脂製可とう電線管の合計断面積を算出し、右表の
「収容可能面積」より品番を選定してください。

合計断面積の計算（PF管、CD管サイズ・断面積より）
731×2	 ＋	 1,046×2	 ＝	 3,554	 →	 推定品番：
	PF管22		  PF管28		 合計断面積（mm2）	 TAFAPF125

②　配管の外径が開口部に収容可能か右表の「有効措置径」で確認して
ください。
太い2本の外径の合計（5本以上は太い3本の外径の合計） 

（PF管、CD管サイズ・断面積より）
	 36.5	 ＋	 36.5	 ＝	 73	 →	 TAFAPF125の
	 PF管28		  PF管28		 太い2本の合計	 有効措置径でOK 
					     外径（mm）

よって適合品番はTAFAPF125となります。

PF管、CD管サイズ・断面積
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●配管サイズ・本数に対して品番（開口径）が大きすぎると、ダンシールP
が不足する場合があります。不足した場合は、別売品のダンシールP（170
ページ参照）を使用してください。

使用上のご注意

合成樹脂管の品番選定について
（配管の占積率51%以下）

合成樹脂管

品　番

配管の種類 配管サイズ（呼び） 配管の占積率

TA
FA

PF
75

TA
FA

PF
10

0

TA
FA

PF
12

5

TA
FA

PF
15

0

配管の種類と対応品番一覧表

PF管、CD管最大本数表

品　番 PF管（CD管）
呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36 呼び42

	 TAFAPF75	 4（ 5）	 3（ 4）	 2（ 2）	 1（1）	    （1）	 —
	 TAFAPF100	 7（10）	 6（ 8）	 3（ 4）	 2（3）	 1（2）	 （1）
	 TAFAPF125	 11（15）	 10（12）	 5（ 7）	 4（4）	 2（3）	 （2）
	 TAFAPF150	 16（21）	 14（17）	 8（10）	 5（6）	 3（4）	 （3）

	架橋ポリエチレン管	 40以下	 50・65	 75	 100	 51%以下

	ポリブテン管	 40以下	 50・65	 75	 100	 51%以下

	塩化ビニル管（HIVP含む）	 40以下	 50・65	 75	 100	 51%以下

	ポリエチレン管	 40以下	 50・65	 75	 100	 51%以下

	ポリプロピレン管（GRP含む）	 40以下	 50・65	 75	 100	 51%以下

●配管サイズ・本数に対して品番（開口径）が大きすぎると、ダンシールP
が不足する場合があります。不足した場合は、別売品のダンシールP（170
ページ参照）を使用してください。
●合成樹脂管内部へのケーブル貫通は認定になりません。

使用上のご注意



141

断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管床貫通部防火措置材

	TAFAPF75	 80	 62	 5,024	 2,612

	TAFAPF100	 110	 86	 9,499	 4,939

	TAFAPF125	 135	 105	 14,307	 7,439

	TAFAPF150	 160	 122	 20,096	 10,449

断熱被覆銅管の品番選定について
（配管の占積率52%以下）

品　番 開口径 有効措置径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の52%）

	 記 号	 ●	 	 ◆	

TAFAPF75 TAFAPF100 TAFAPF125 TAFAPF150品 番

品番の選定方法

開口径・有効措置径および収容可能面積

断熱被覆銅管サイズ・断面積

1．被覆厚ガス管10mm，液管10mm仕様 1系統の場合

2．被覆厚ガス管20mm，液管10mm仕様 1系統の場合

品番選定早見表
本表は、配管の納まりや断熱材の公差を含めた目安です。配管の納まりが有効措置径い
っぱいの場合は、現場の仕上がり径をご確認ください。

2系統（4本）以上の組み合わせは、品番の選定方法をご参照ください。

〔例〕ガス管25.40（被覆20mm）と液管12.70（被覆10mm）および
ガス管19.05（被覆10mm）と液管9.52（被覆10mm）の2系統の場合

①　貫通する断熱被覆銅管の合計断面積を算出し、右表の「収容可能面
積」より品番を選定してください。

合計断面積の計算（断熱被覆銅管サイズ・断面積より）
3,358

ガス管25.40
（被覆20mm）

液管12.70
（被覆10mm）

ガス管19.05
（被覆10mm）

液管9.52
（被覆10mm）

合計断面積
（mm2）

TAFAPF125
＋ 840 ＋ 1,197 ＋ 684 6,079＝ →推定品番：

②　配管の外径が開口部に収容可能か右表の「有効措置径」で確認して
ください。
太い2本の外径の合計（5本以上は太い3本の外径の合計）

よって適合品番はTAFAPF125となります。

65.40
ガス管25.40

（被覆20mm）
液管19.05

（被覆10mm）

TAFAPF125
の有効措置径でOK

＋ 39.05
太い2本の合計

外径（mm）

104.45＝ →

断熱被覆銅管

銅管サイズ
被覆厚10 被覆厚20

被覆外径 断面積
（mm2） 被覆外径 断面積

（mm2）
2分 6.35 26.35 545 46.35 1,687
3分 9.52 29.52 684 49.52 1,925
4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181
5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452
6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738
7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358
1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692
1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042
1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407
1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789
1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598

銅管外径
ガス管

3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ6分
9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 44.45

液管

2分 6.35 ● ● ■■
3分 9.52 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■
4分 12.70 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ◆ ◆
5分 15.88 ■■ ■■ ■■ ■■ ◆ ◆ ◆ ◆
6分 19.05 ■■ ■■ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
7分 22.22 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ★★

1インチ 25.40 ◆ ◆ ◆ ◆ ★★
1インチ1分 28.58 ◆ ◆ ★★ ★★

銅管外径
ガス管

3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ6分
9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 44.45

液管

2分 6.35 ■■ ■■ ■■
3分 9.52 ■■ ■■ ◆ ◆ ◆ ◆
4分 12.70 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ★★ ★★
5分 15.88 ◆ ◆ ◆ ◆ ★★ ★★ ★★ ★★
6分 19.05 ◆ ◆ ★★ ★★ ★★ ★★
7分 22.22 ★★ ★★ ★★ ★★ ★★

1インチ 25.40 ★★ ★★ ★★
1インチ1分 28.58 ★★
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●配管サイズ・本数に対して品番（開口径）が大きすぎると、ダンシールPが不足する場
合があります。不足した場合は、別売品のダンシールP（170ページ参照）を使用して
ください。

使用上のご注意
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施工断面図
制御ケーブル

押さえ金具

ダンシールD ベース金具

※（　）寸法はTAFAPF150

10
0

（
10
0）
75

断熱被覆銅管

ダンシールP

施工方法

①	開口部の設置

配管が貫通するスラブ部分に予めボイド管を用いて開口部を設置しておきます。
尚、金具の納まり上、開口部は壁側から15mm以上離してください。ボイド管のサ
イズは品番に応じて上表より選択してください。

④	ダンシールPの巻き付け

ダンシールP（耐熱シール材）を適
当な長さに切り、配管の谷間を埋
めます。配管1本の場合はこの作
業は必要ありません。

押さえ金具を取り付け、ボルトで締め付けます。 
このとき、ダンシールPが十分密に充填されたこと
を確認してください。

押さえ金具の高さに合わせてダンシールPを
金具の内径の太さに巻き付けます。
※	�TAFAPF75,100,125は75mm、150は

100mm

合成樹脂管が開口部の中心にくるよ
うにセットし、周辺を清掃します。

③	ベース金具の取り付け

ベース金具を開口部に落とし込み
ます。

※	2枚の金具を合わせた状態で落
とし込んでください。

⑤	パテ支持板の取り付け

押さえ金具と配管の間が広い場合には、パテ支持板をご使用ください。
使用枚数・取付位置は、配管の納まりに応じて調整してください。 

床面の凸凹または開口穴の縁の欠
損などにより、押さえ金具下部に
隙間がある場合は、施工後モルタ
ル等で補修してください。

隙間

モルタル等

50mm以上

15mm
以上

15mm
以上

施工例

しっかりと�
差し込みます。

⑥	押さえ金具の取り付け

2cm位

品　番 ボイド管
コアドリル
呼び

（インチ）開口穴径

TAFAPF75   75（ 80） 3″   80
TAFAPF100 100（106） 4″ 110
TAFAPF125 125（131） 5″ 135
TAFAPF150 150（157） 6″ 160

②	開口部の清掃

※	配管・ケーブルに外傷等の異常
がないことをチェックし、束ね
られ、支持固定されていること
を確認してください。
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●常時高温になる配管ではパテが軟らかくなりますので、配管および耐熱シール材の固定は特に注意してください。
●断熱被覆配管の場合、被覆接続部の補修を確実に行ってください。接続部が外れるとパテが引きずられる恐れがあります。
●スラブの厚みによっては、階下から見上げたときにベース金具と天井面に凹みが生じますが、防火性能上問題はありません。
●ケーブル単体が貫通する場合には、弊社製品 ｢タフロック60マルブロック｣を使用してください。
●高温下で管に直接接触する場合、長時間の使用により変色などの影響を受ける可能性がありますが、防火性能上問題ありません。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管

片
ケーブル

鋼 製
電線管

角穴

各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0455

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート

（ALC）壁 中空壁

厚さ100mm以上

施工図

施工条件

開口径 φ160mm以下
占積率 67%以下

開口補強枠 ─
必要

鋼製開口補強枠
（板厚0.4mm以上）

貫通物条件
（最大サイズ）

断熱被覆銅管 φ44.5以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル（導体断面積：38mm2以下）も可
断熱被覆架橋ポリエチレン管 呼び20以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル（導体断面積：38mm2以下）も可
断熱被覆ポリブテン管 呼び20以下（被覆厚20以下）配管に付随するケーブル（導体断面積：38mm2以下）も可
断熱被覆金属強化架橋ポリエチレン管 呼び20以下(被覆厚30mm以下）
合成樹脂製可とう電線管 呼び42以下配管に付随するケーブル（導体断面積：38mm2以下）も可
硬質塩化ビニル管（HIVP含む） 呼び100以下
被覆付硬質塩化ビニル管 外径32以下（被覆厚6mm以下）
硬質塩化ビニル電線管 呼び75以下
ポリエチレン管 呼び100以下
ABS樹脂管 呼び100以下

さや管
呼び36以下

内管：架橋ポリエチレン管、ポリブテン管、金属強化架橋ポリエチレン管、配管に付随する
ケーブル（導体断面積：38mm2以下）も可

同梱！同梱！

認定条件

便　　　　利
• 消防評定を取得しておりますので、共住区画にもお使い頂けます。
• 冷媒管をはじめ合成樹脂管など幅広い配管に対応しています。
• けい酸カルシウム板も鋼製電線管も必要ありません。
• 開口内部へのロックウールやパテの詰め込みが必要ありません。

共住区画にもお使い頂けます。

綺麗な仕上がり
• 押さえ金具を使用するので仕上がりが綺麗です。

仕様 ご注文品番 A B H 適合 単品質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期 

区分ボイド管呼び 開口径
Y TAFAPW50055 94 56 35 50 55以下 0.72

販売終了（2023年2月）
Y TAFAPW75080 115 78 35 75 80以下 1.2
Y TAFAPW100110 143 106 35 100 110以下 1.9
Y TAFAPW125135 169 132 35 125 135以下 2.6
Y TAFAPW150160 193 156 35 150 160以下 3.2

寸法図

B

A

H

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
※パテ支持板はTAFAPW50055には含まれません。

押さえ金具

ヒートメルパテ
（熱膨張性耐熱シール材）

パテ支持板

固定ねじ
（タッピンなべ4×25）

工法表示ラベル

Y＝溶融亜鉛めっき鋼板

販 売 終 了販 売 終 了
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消防評定につきましては、貫通物条件が１開口あたりの種類と本数で規定されております。
詳細については、評定書にて確認してください。

（一財）日本消防設備安全センター評定番号 KK2022-001号
（KK21-007号）

KK2022-002号
（KK21-008号）

適用躯体（共住区画の床・壁）
鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート（ALC）壁

中空壁
中空壁の場合は、鋼製開口補強材

（板厚0.4mm以上）を設けること
厚さ100mm以上

施工図

施工条件 開口径 φ160mm以下

貫通物条件
（1開口当りの種類及び貫通本数）

ケース1
・	断熱被覆架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	断熱被覆架橋ポリエチレン管φ21.5以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CEF3C×8mm2以下×2本以下

ケース2
・	断熱被覆ポリブテン管φ27以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	断熱被覆ポリブテン管φ22以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CEF3C×8mm2以下×2本以下

ケース3
・	断熱被覆金属強化ポリエチレン管φ25.1以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	断熱被覆金属強化ポリエチレン管φ20.1以下（被覆厚20以下）×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CEF3C×8mm2以下×2本以下

ケース4
・	断熱被覆金属強化ポリエチレン管φ25.1以下（被覆厚30以下）×1本以下
・	断熱被覆金属強化ポリエチレン管φ25.1以下（被覆厚20以下）×1本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CEF3C×8mm2以下×1本以下

ケース5 ・	ポリエチレン管φ125以下×1本以下
ケース6 ・	ABS樹脂管φ110以下×1本以下
ケース7 ・	硬質塩化ビニル管呼び100以下×1本以下

ケース8

・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1本以下
・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×2本、600V　IV5.5以下×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CET3C×38mm2以下×1条以下

ケース9

・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：ポリブテン管φ27以下×1本以下
・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：ポリブテン管φ17以下×2本以下、600V　IV5.5以下×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CET3C×38mm2以下×1条以下

ケース10

・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：金属強化ポリエチレン管φ25.1以下×1本以下
・	さや管φ42以下×3本以下
	 内管：金属強化ポリエチレン管φ16.1以下×2本以下、600V　IV5.5以下×2本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CET3C×38mm2以下×1条以下

ケース11 ・	PF管呼び42以下×3本以下　管内貫通物：600V　CET38mm2以下×1条以下
・	CD管呼び42以下×3本以下　管内貫通物：600V　CET38mm2以下×1条以下

ケース12

・	断熱被覆銅管φ44.5以下（被覆厚20以下）×1本以下
・	断熱被覆銅管φ19.05以下（被覆厚20以下）×1本以下
・	断熱被覆銅管φ12.7以下（被覆厚10以下）×1本以下
・	被覆付硬質塩化ビニル管φ32以下（被覆厚6以下）×1本以下
・	付随する電線・ケーブル600V　CEF3C×8mm2以下×1本以下

評定条件
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	 TAFAPW50055	   3（  4）	   3（  3）	   1（  1）	   1（  1）	 —	 —

	 TAFAPW75080	   7（  9）	   6（  7）	   3（  4）	   2（  2）	 1（1）	 1（1）

	 TAFAPW100110	 14（18）	 12（14）	   7（  8）	   4（  5）	 3（3）	 1（2）

	 TAFAPW125135	 21（27）	 18（22）	 10（13）	   7（  8）	 4（5）	 3（4）

	 TAFAPW150160	 29（38）	 26（31）	 14（18）	 10（11）	 6（7）	 4（5）

	 14	 21.5	 363	 19.0	 284

	 16	 23.0	 416	 21.0	 347

	 22	 30.5	 731	 27.5	 594

	 28	 36.5	 1,046	 34.0	 908

	 36	 45.5	 1,626	 42.0	 1,385

	 42	 52.0	 2,122	 48.0	 1,809

合成樹脂製可とう電線管の品番選定について
（配管の占積率67%以下）

合成樹脂製
可とう電線管

開 口 径

直径160mm以下
ボイド管の呼び

150以下

呼び
42以下

配管サイズ 電線・ケーブル 配管の占積率

導体断面積
114mm2以下/配管
342mm2以下/開口

67％以下

品　番 開口径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の67%）

PF管 CD管
呼 び

外径 断面積
（mm2） 外径 断面積

（mm2）

品番の選定方法 開口径および収容可能面積

認定条件

〔例〕PF管22を2本とPF管28を2本、計4本の組み合わせの場合

①　貫通する合成樹脂製可とう電線管の合計断面積を算出し、右表の 
「収容可能面積」より品番を選定してください。

合計断面積の計算（PF管、CD管サイズ・断面積より）
	 731×2	 ＋	 1,046×2	 ＝	 3,554	 →推定品番：
	 PF管22		  PF管28		 合計断面積（mm2）		 TAFAPW100110

②　配管の外径が開口部に収容可能か右表の「開口径」で確認してくだ
さい。
太い2本の外径の合計（5本以上は太い3本の外径の合計） 

（PF管、CD管サイズ・断面積より）

	 36.5	 ＋	 36.5	 ＝	 73	 →TAFAPW100110
	 PF管28		  PF管28		  太い2本の合計		  の開口径でOK 
					     外径（mm）

よって適合品番はTAFAPW100110となります。

PF管、CD管サイズ・断面積

PF管、CD管最大本数表（参考）

品　番 PF管（CD管）
呼び14 呼び16 呼び22 呼び28 呼び36 呼び42

合成樹脂管の品番選定について
（配管の占積率67%以下）

合成樹脂管

品　番

TA
FA

PW
15

01
60

TA
FA

PW
12

51
35

TA
FA

PW
10

01
10

TA
FA

PW
75

08
0

TA
FA

PW
50

05
5

配管の種類 配管サイズ（呼び） 配管の占積率

塩化ビニル管
（HIVP含む）

30
以下

50
以下

75
以下

90
以下

100
以下

67%
以下ポリエチレン管

ABS樹脂管

配管の種類と対応品番一覧表

	 TAFAPW50055	 55	 2,375	 1,591

	 TAFAPW75080	 80	 5,024	 3,346

	 TAFAPW100110	 110	 9,499	 6,364

	 TAFAPW125135	 135	 14,307	 9,585

	 TAFAPW150160	 160	 20,096	 13,464
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●配管サイズ、本数に対して品番（開口径）が大きすぎるとヒートメルパテ
が不足する場合があります。

使用上のご注意

●配管サイズに対して品番（開口径）が大きすぎると、ヒートメルパテが不
足する場合があります。
●合成樹脂管内部へのケーブル貫通は認定工法になりません。

使用上のご注意
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断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管壁貫通部防火措置材

	 TAFAPW50055	 55	 2,375	 1,591

	 TAFAPW75080	 80	 5,024	 3,366

	 TAFAPW100110	 110	 9,499	 6,364

	 TAFAPW125135	 135	 14,307	 9,585

	 TAFAPW150160	 160	 20,096	 13,464

断熱被覆銅管の品番選定について
（配管の占積率67%以下）

断熱被覆銅管

	 記 号	 △	 ●	 	 ◆	

TAFAPW50055 TAFAPW75080 TAFAPW100110 TAFAPW125135 TAFAPW150160品 番

品番の選定方法

開口径および収容可能面積

断熱被覆銅管サイズ・断面積

1．被覆厚ガス管10mm，液管10mm仕様 1系統の場合

2．被覆厚ガス管20mm，液管10mm仕様 1系統の場合

品番選定早見表
本表は、配管の納まりや断熱材の公差を含めた目安です。配管の納まりが 
開口径いっぱいの場合は、現場の仕上がり径をご確認ください。

2系統（4本）以上の組み合わせは、品番の選定方法をご参照ください。

〔例〕ガス管25.40（被覆20mm）と液管12.70（被覆10mm）および
ガス管19.05（被覆10mm）と液管9.52（被覆10mm）の2系統の場合

①　貫通する断熱被覆銅管の合計断面積を算出し、右表の「収容可能面
積」より品番を選定してください。

合計断面積の計算（断熱被覆銅管サイズ・断面積より）
3,358

ガス管25.40
（被覆20mm）

液管12.70
（被覆10mm）

ガス管19.05
（被覆10mm）

液管9.52
（被覆10mm）

合計断面積
（mm2）

TAFAPW125135
＋ 840 ＋ 1,197 ＋ 684 6,079＝ →推定品番：

②　配管の外径が開口部に収容可能か右表の「開口径」で確認してくだ
さい。
太い2本の外径の合計（5本以上は太い3本の外径の合計）

よって適合品番はTAFAPW125135となります。

65.40
ガス管25.40

（被覆20mm）
ガス管19.05

（被覆10mm）

TAFAPW125135
の開口径でOK

＋ 39.05
太い2本の合計

外径（mm）

104.45＝ →

品　番 開口径 開口面積
（mm2）

収容可能面積（mm2）
（開口面積の67%）

銅管サイズ
被覆厚10 被覆厚20

被覆外径 断面積
（mm2） 被覆外径 断面積

（mm2）
2分 6.35 26.35 545 46.35 1,687
3分 9.52 29.52 684 49.52 1,925
4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181
5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452
6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738
7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358
1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692
1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042
1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407
1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789
1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598

銅管外径
ガス管

3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ6分
9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 44.45

液管

2分 6.35 △ ● ●
3分 9.52 ● ● ● ● ● ●
4分 12.70 ● ● ● ● ■■ ■■ ■■ ■■
5分 15.88 ● ● ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■
6分 19.05 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■
7分 22.22 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■

1インチ 25.40 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■
1インチ1分 28.58 ■■ ■■ ■■ ◆

銅管外径
ガス管

3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ6分
9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 44.45

液管

2分 6.35 ● ● ■■
3分 9.52 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■
4分 12.70 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ◆
5分 15.88 ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ◆ ◆ ◆
6分 19.05 ■■ ■■ ■■ ◆ ◆ ◆ ◆
7分 22.22 ■■ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

1インチ 25.40 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
1インチ1分 28.58 ◆ ◆ ◆ ◆
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●配管サイズ・本数に対して品番（開口径）が大きすぎると、ヒートメルパテが不足する
場合があります。

使用上のご注意



施工完成図

施工方法

① 開口部の設置

作業スペース上、開口部は上図の
離隔距離をとってください。コア
ドリルを用いる際は仕上がり穴径
が近似するサイズを選定してくだ
さい。
※	中空壁に施工の際には鋼製開

口枠を入れてください。

⑤ パテ支持板の取り付け

次に壁面に合わせながらヒートメ
ルパテを円周状に開口部の縁から
10mm程度重なるまで巻き付けて
ください。

⑥ 押さえ金具の取り付け

押さえ金具を壁面に押しあてなが
ら、パテを覆うように取り付けます。
③の下穴と金具のねじ穴が合うよ
うに両金具を合わせてください。 

⑦ 固定ねじの締め付け

附属の固定ねじで金具を壁面に堅
固に固定してください。コンクリ
ート以外の壁面には市販の金属製
アンカーをご使用ください。

⑧ 仕上げ（壁両側施工）

パテ表面を丁寧にならして隙間が
無いようにしてください。壁の反
対側も同様に施工して完了です。

さらにヒートメルパテを、金具の形
に合うように盛りつけてください。

③ 固定ねじ下穴の設置

開口部を中心にして壁面に押さえ
金具（片側）をあて、φ3.4のドリ
ルで下穴をあけます。

④ ヒートメルパテの巻き付け

ヒートメルパテを適当な長さに切り、配管の谷
間を埋めます。配管1本の場合は、この作業は
必要ありません。

押さえ金具の角穴にパテ支持板をはめ込みま
す。

開口部（壁面内）に充填 
する必要はありません。

ポイント！

10mm
程度

100mm
以　上

40

パテ支持板

※	TAFAPW50055に
は不要の為、梱包
されていません。

50

40

40

② 開口部の確認 
　 および清掃

※	配管・ケーブルに外傷等の異常
がないことをチェックし、束
ねられ、支持固定されている
ことを確認してください。

合成樹脂管が開口部の中心にくるよ
うにセットし、周辺を清掃します。

※	パチンとはまるまで
押します。

●押さえ金具は壁面に堅固に固定してください。 万一ねじがゆるい場合は下穴をあけ直して再度固定してください。
●常時高温になる配管ではパテが軟らかくなりますので、配管および耐熱シール材の固定は特に注意してください。
●断熱被覆配管の場合、被覆接続部の補修を確実に行ってください。接続部が外れるとパテが引きずられる恐れがあります。
●共住区画貫通にご使用の場合には（一財）日本消防設備安全センターの規定により、消防評定プレートの貼付が必要となります。
●ケーブル単体が貫通する場合には、弊社製品「タフロック60マルブロック」「タフロックニジカン壁丸」を使用してください。
●高温下で管に直接接触する場合、長時間の使用により変色などの影響を受ける可能性がありますが、防火性能上問題ありません。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意
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断熱被覆銅管・合成樹脂製可とう電線管・合成樹脂管壁貫通部防火措置材
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150ページ 

全部ま
とめて

OKだ
！

タフロックロクマックスマット床用キットタフロックロクマックスマット床用キット

157ページ 
タフロック60マトメルタフロック60マトメル
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耐火ブロック
（ロクマックスブロック）

ロクマックスマット（L） マットスティック

支持板
（ロクマックスボード）

補助充填材

C金具

工法表示ラベル

※キット品のラインナップは開口面積0.24m2までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせてご使用ください。
※TAFRXMT-020、TAFRXMT-024は支持板が2枚になります。

Z金具

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50

結束バンド

空調・衛生設備配管貫通部防火措置材床用キット

便　　　　利
• 冷媒管はもちろん、合成樹脂管やケーブルをはじめ波付硬質
合成樹脂管、金属製可とう電線管など幅広い貫通物に対応し
ています。

• ALC から押出成形セメント板まであらゆる構造に使えます。
• マットが入っているので、追加部材の用意が必要ありません。
•��壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
（ロクマックスボード、Z 金具、C 金具を除くと壁用として利
用することができます。）

• 床用スリーブの有無を問わず施工できます。

簡単・確実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安心・安全
• ハロゲンフリーなので、有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

仕様 ご注文品番
適合 配管束の外径

の目安
ロクマックスマット 耐火ブロック数量 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期 

区分標準開口サイズ サイズ 枚数 S M L LL

TAFRXMT-016 800×200

150以下 L
（600×300）

3 6 6 3 3 6.1 ─ ─ ─ 1組 78,500円 セ

TAFRXMT-020 1,000×200 4 8 7 5 3 7.6 ─ ─ ─ 1組 101,300円 セ

TAFRXMT-024 1,200×200 5 12 8 5 4 9.3 ─ ─ ─ 1組 123,600円 セ

注意
●�商品を取り扱う際には保護具を着用し、角部・端部（エッジ部）に注意し
てください。怪我の恐れがあります。

警告
●床開口部の防火措置部には乗らないでください。防火措置材が破損し、
火災時に火炎貫通の恐れがあります。
●�タフロック60の耐火ブロック、マットと混在しないでください。認定
工法外となります。

●�本商品は一般屋内用です。屋外それに準じた環境下でのご使用はおやめください。
●�防水性能はありません。必要な場合は別途、防水処理をしてください。
●�ケーブル、配管の支持機能はありません。別途、支持してください。
●�防火措置材は、隙間のできないようていねいに施工してください。
●床または壁貫通部の周囲に可燃物を置かないでください。
●�特殊な環境下で使用される場合は事前にご相談ください。
●�「工法表示ラベル」を紛失した場合には、弊社ホームページにてご請求ください。

使用上のご注意

空調業界でも大活躍。常識を変えた万能キット。
ロクマックスマットが入ってもっと便利に。

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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空調・衛生設備配管貫通部防火措置材床用キット
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認定条件

国土交通大臣認定番号 PS060FL-1200 PS060WL-1182

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート
(ALC)床

鉄筋コンクリート壁
軽量気泡コンクリート（ALC）壁 中空壁

スリーブ無：100mm以上
スリーブ有：70mm以上 スリーブ無：100mm以上 60mm以上

施工図

施工条件

開口面積＊1 矩形：0.75m2以下＊1
円形：0.29m2以下（φ600mm以下）

矩形：0.75m2以下(開口高さ600mm以下)＊1
円形：0.29m2以下（φ600mm以下）

占積率 35%以下
35%以下

床置き工法(OAフロア)の場合
35%以下かつ貫通物の積上げ高さ134mm以下

鋼製スリーブ 有りまたは無し 無し ─

開口補強枠 ─ 不要 壁厚が100mmを超える
中空壁の場合必要＊2

ケーブルラック 鋼製・ステンレス製・アルミ製ケーブルラック、鋼製・ステンレス製メッシュラック

貫通物条件
（最大サイズ）

電
気

ケーブル（1本当り） 6,600V　導体断面積1,600㎟以下
合成樹脂製可とう電線管（PF・CD管） 呼び54以下
波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び100以下
鋼製電線管 呼び104以下
金属製可とう電線管（ビニル被覆有り又は無し） 呼び101以下
硬質塩化ビニル管（VE管） 呼び100以下

空

調

銅管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ44.5以下（被覆20以下）
銅管（被覆材：発泡合成ゴム） φ54以下（被覆38以下）
鋼管（被覆材：無し） φ101.6以下
鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）
鋼管（被覆材：発泡合成ゴム） φ48.6以下（被覆38以下）
ステンレス鋼管（被覆材：無し） φ101.6以下
ステンレス鋼管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ42.7以下（被覆20以下）
ステンレス鋼管（被覆材：発泡合成ゴム） φ50.8以下（被覆38以下）
アルミニウム管（被覆材：発泡ポリエチレン他） φ38.1以下(被覆20以下）
結露防止層付硬質塩化ビニル管（ドレンパイプ） 呼び50以下
被覆付可とう塩化ビニル管（断熱ドレンホース） 呼び25以下
可とうポリエチレン管（ドレンホース） 呼び16以下

給
・
排
水

硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT）（被覆材：無） 呼び100以下
硬質ポリ塩化ビニル管（VP・HIVP・HT）（被覆材：発泡ポリエチレン他） 呼び65以下（被覆20以下）
リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP） 呼び100以下

＊1 開口部形状が歪な場合（矩形の角が丸い、円形開口が連続した形状等）は、外接する矩形を想定して開口面積・占積率を算出すること。（壁床共通）
＊2 タフロックフレーム中空壁専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。
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サイズM（450×300）

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ5分
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 41.28

ガス管

3分 9.52 2 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 2 2 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 2 2 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 2 2 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
7分 22.22 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

1インチ 25.40 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ1分 28.58 1 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─
1インチ2分 31.75 1 1 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─
1インチ3分 34.92 1 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ5分 41.28 1 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ6分 44.50 1 1 1 1 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

サイズL（600×300）

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ5分
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 41.28

ガス管

3分 9.52 4 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 4 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 3 3 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 3 3 3 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
7分 22.22 3 3 3 3 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

1インチ 25.40 3 3 2 2 2 2 ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ1分 28.58 3 2 2 2 2 2 2 ─ ─ ─ ─ ─
1インチ2分 31.75 3 2 2 2 2 2 2 2 ─ ─ ─ ─
1インチ3分 34.92 3 2 2 2 2 2 2 2 2 ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 ─ ─
1インチ5分 41.28 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 ─
1インチ6分 44.45 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1

①表の各系統数は、下記の「配管の配置」で設置された場合を想定したものです。
②「配管の配置」のガス管は、保温厚10mm、20mmのどちらの場合も同様の形で想定しています。
③�表中の各系統数は保温厚が液管10mm、ガス管20mmの場合を想定しています。また、2分・3分�の配管は液管の保温材の厚みは8mm厚を想定しています。
④配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定しています。
⑤配管の配置の仕方、保温材の厚さの公差などによって、上記の系統数まで施工できない場合があります。余裕を見てロクマックスマットの品番を選定してください。
⑥各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示します。

断熱被覆銅管サイズ・断面積表

銅管サイズ
被覆厚10（8） 被覆厚20

被覆外径 断面積
（mm2） 被覆外径 断面積

（mm2）

2分 6.35 22.35 393 46.35 1,687
3分 9.52 25.52 512 49.52 1,925
4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181
5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452
6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738
7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358
1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692
1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042
1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407
1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789
1インチ5分 41.28 61.28 2,947 81.28 5,186
1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598

※ 2分・3分の被覆厚10mmは被覆厚8mmになっております。
※ 後付けタイプの被覆のサイズになります。

配管の配置
以下の図は、右図
の配管・ケーブルの
配置を意味します。 液管 ガス管

ケーブル
（CVV 2mm2×4心）

1系統 2系統 3系統 4系統

空調・衛生設備配管貫通部防火措置材床用キット

マットサイズ別施工可能系統早見表
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配管の配置
以下の図は、右図の
配管・ケーブルの配置
を意味します。 液管 ガス管① ガス管②

ケーブル
（CVV 2mm2×4心）

1系統 2系統

液管×ガス管①×ガス管② マットサイズ
M L

6.35× 9.52×12.70 1 2

6.35× 9.52×15.88 1 2

9.52×12.70×15.88 1 2

9.52×12.70×19.05 1 2

9.52×15.88×19.05 1 1

9.52×15.88×22.22 1 1

9.52×19.05×22.22 1 1

9.52×19.05×25.40 ─ 1

12.70×19.05×22.22 ─ 1

12.70×19.05×25.40 ─ 1

12.70×22.22×25.40 ─ 1

12.70×22.22×28.58 ─ 1

12.70×25.40×28.58 ─ 1

12.70×25.40×31.75 ─ 1

15.88×19.05×22.22 ─ 1

15.88×19.05×25.40 ─ 1

15.88×22.22×25.40 ─ 1

15.88×22.22×28.58 ─ 1

15.88×25.40×28.58 ─ 1

15.88×25.40×31.75 ─ 1

15.88×28.58×31.75 ─ 1

15.88×28.58×38.10 ─ 1

19.05×22.22×25.40 ─ 1

19.05×22.22×28.58 ─ 1

19.05×25.40×28.58 ─ 1

19.05×25.40×31.75 ─ 1

19.05×25.40×38.10 ─ 1

19.05×28.58×31.75 ─ 1

19.05×28.58×38.10 ─ 1

19.05×31.75×38.10 ─ 1

19.05×31.75×41.28 ─ 1

22.22×28.58×31.75 ─ 1

22.22×28.58×38.10 ─ 1

22.22×31.75×38.10 ─ 1

①表の施工可能系統数は、下記のような形で配管を設置された場合を想定したものです。
②下記の配置のガス管は、保温厚10mm、20mmのどちらの場合も同様の形で想定しています。
③�表中の各系統数は保温厚が液管10mm、ガス管20mmの場合を想定しています。また、2分・3分の配管は液管の保

温材の厚みは8mm厚を想定しています。
④�配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定しています。
⑤�配管の配置の仕方、保温材の厚さの公差などによって、上記の系統数まで施工できない場合があります。余裕を

見てロクマックスマットの品番を選定してください。
⑥各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示します。

床用キット
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３管式マルチエアコン用選定目安表
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①	開口部の状況に応じて、支持金具を設置します。

C金具
組立状態

Z金具2本とC金具1本を組み合わせます。

※鋼製スリーブ下面にロクマックスボード
を施工する場合は Z 金具は不要となり
ます。

※	補助充填材の使用方法は67ページを参照ください。
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④空調・衛生設備配管等にロクマックスマッ
トを巻き付けます。ロクマックスマットの
内側（ポケット側）を配管に当てるように
して、ポケットの口を上側に向けて配管を
巻き付けます。ロクマックスマット巻き終
わりの重なり代が30mm以上となるように
します。ロクマックスマットの下側を結束
バンドでしばります。 30mm以

上

③	カットしたロクマックスボードを、開口
部内に落とし込み、支持金具にかかるよ
うにします。

⑤	ロクマックスマットを所定の位置
までスライドさせ、ロクマックス
マット内側の配管どうしの隙間に
は、マットスティックをポケット
に入れながら奥まで差し込みます。
ロクマックスマットの上側を結束
バンドでしばります。

※	ロクマックスマットの位置は床工法・壁工法
で異なりますのでご注意ください。

結束バンド

耐火ブロック

ポケット
隙間用
スティック
ロクマックス
マット

ロクマックス
ボード

⑦ ケーブル周りに、ケーブルの配線状況
や形状に合わせて、耐火ブロックを変
形させなじませながら詰めます。この
とき隙間ができないように、特に丁寧
に詰めてください。左右いずれかの側
から一定範囲を埋めるように耐火ブロ
ックを詰めていくと、比較的簡単に詰
めることができます。

⑧ 残った空間も同様に耐火ブロックで埋
めていきます。全体に隙間の無いこと
を確認して施工完了です。

空調・衛生設備配管貫通部防火措置材床用キット

床貫通部の施工手順（鋼製スリーブがある配管）

※認定条件（適用範囲）は151ページを参照ください。

⑥ 開口部外周に耐火ブロックを詰めます。

Z金具

ロクマックスマットの表面の印刷面を目安にし
てロクマックスマットを耐火ブロックの充填位
置に合わせます。 ロクマックス

マット

ロクマックス
ボード

耐火ブロック
の充填位置

ブロックの充填方向の確認

ブロックには充填方向があります。全てのサイズで同じ奥行き（100mm）
になるよう注意します。
S、M ブロックは縦方向と横方向の長さが同じですが、矢印の方向に詰
めてください。矢印が施工面から見えない状態が正しい施工です。

※誤った向きに詰めると、耐火性能が発揮されません。
※タフロック 60 の耐火ブロック、マットとの併用はできません。

充填方向

②	貫通部のケーブル配線状況及びケーブルラ
ックの形状に合わせて、ロクマックスボー
ドをカッターナイフ等でカットします。

その他の配管・配線について

※配管については、151 ページを参照して施工してください。

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電線管が貫通している場合

予め開口内に収まるようにロクマックスシートを巻き付けます。

※詳細は66ページを参照してください。

⑨	最後に耐火ブロックが脱落したり隙間
を生じたりすることが無いよう、十分
密に充填されていることを再度確認し、
耐火ブロックが入らないような小さな
隙間には補助充填材を差し込んでくだ
さい。（特にケーブル周辺、変形させた
ブロック周辺、ケーブルラック親桁周
辺などにご注意ください。）
施工箇所の容易に分かる位置に工法表示
ラベルを貼り付けてください。 
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さっと巻いて詰めるだけ。空衛業界の新常識。

空衛業界初のブロック工法。空衛業界初のブロック工法。空衛業界初のブロック工法。空衛業界初のブロック工法。
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国土交通大臣認定番号
適用躯体 施工条件

構　　　造 厚　　　さ 開口面積

PS060FL-0772 100以上
0.75m2以下

PS060WL-0756 60以上

開口面積に合わせたキット品。
最大開口0.75m2。

※詳細は認定条件を参照ください。
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ALC床

ALC壁

RC床

RC壁 中空壁

空調・衛
生業界

空調・衛
生業界

初

工具不要、
工具不要、

　パテ詰めなしで

　パテ詰めなしで

　　　手が汚れない。

　　　手が汚れない。



※キット品のラインナップは開口面積0.24㎡までです。これを超える場合は別途、キット品を組み合わせて使用してください。
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便　　　　利
• 冷媒管はもちろん、合成樹脂管やケーブルをはじめ波付硬質
合成樹脂管、金属製可とう電線管など幅広い貫通物に対応し
ています。

• ALC から押出成形セメント板まであらゆる構造に使えます。
• マットが入っているので、追加部材の用意が必要ありません。
• 壁・床兼用なので、場所によって使い分けの必要がありません。
• 床用スリーブの有無を問わず施工できます。

空調業界でも大活躍。常識を変えた万能キット。
ロクマルマットが入ってもっと便利に。

簡単・確実
• 耐火ブロックを詰めるだけの簡単施工です。
• 片側施工なので省力化できます。

安心・安全
• ハロゲンフリーなので、有害物質が発生しません。

簡単再施工
• 耐火ブロックを詰め直すだけで再施工できます。

使用上のご注意
●耐火ブロックは、S、M、L、LLの4種類があります。配管の谷間などの小さい空間には小さいサイズ、大きい空間には大きいサイズを組み合わせて使用してください。
●耐火ブロックは、曲げたり圧縮したりすることができますので、配管状況や形状、隙間の大きさ等に合わせて変形させ、隙間の無いように詰めてください。
●耐火ブロックは、分解・切断等せずにそのままご使用ください。また破損した耐火ブロックは使用しないでください。
●仕上げの際に小さな隙間がある場合には、補助充填材を使用してください。耐火ブロック及び補助充填材は、熱によって膨らむことにより隙間を閉塞する機能が
ありますが、「開口部に隙間なく詰める」ことを基本とし、施工は丁寧に行ってください。
●耐火ブロックを詰めるときはブロックの方向に注意し、充填厚が100mmとなるよう右図のように詰め
てください。
●仕上がり外観を重視するような場所では、必要に応じて化粧カバー（121ページ参照）を使用してくださ
い。
●押出成形セメント板に使用する際は、確認検査機構や所轄の行政に事前確認してください。（後付10ペー
ジ参照）
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ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴丸穴

100

ケーブル

耐火
ブロック

耐火ブロック

25又は50

100

100

壁（床）

同梱！同梱！

2023 年 5月生産終了

仕様 ご注文品番
適合 配管束の外径

の目安
ロクマルマット 耐火ブロック数量 単品

質量 梱包・結束 販売
単位 標準価格 納期 

区分標準開口サイズ サイズ 枚数 S M L LL

TAFMT-016 800×200

150以下 600×300

3 6 6 3 3 9.4 ─ ─ ─ 1組 76,300円 セ

TAFMT-020 1,000×200 4 8 7 5 3 11.8 ─ ─ ─ 1組 98,500円 セ

TAFMT-024 1,200×200 5 12 8 5 4 14.3 ─ ─ ─ 1組 120,700円 セ

耐火ブロック

（S）100×100×25

（M）100×100×50

（L）200×100×50

（LL）300×100×50

ロクマルマット

隙間用スティック

結束バンド

支持板補修用アルミテープ 支持棒 補助充填材（ダンシールＤ）

支持板

工法表示ラベル

※商品を構成する部材のサイズ、数量は品番により異なります。
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各配管の施工条件等は認定書、施工手順にて確認してください。
詳細については、認定書にて確認してください。
※タフロックフレーム中空壁用専用補強枠（板厚t=0.8）をお勧めします。（118ページ参照）

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0772 PS060WL-0756

適用躯体（国土交通大臣が認定した床・壁）
鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート

（ALC）床
鉄筋コンクリート壁

軽量気泡コンクリート
（ALC）壁

中空壁

厚さ100mm以上 厚さ60mm以上

施工図

施工条件

開口面積 0.75m2以下
占積率 38.4％以下

鋼製スリーブ 有りまたは無し 無し ─

開口補強枠 ─ ─ 壁厚が100mmを超え
る中空壁の場合必要※

貫通物条件
（最大サイズ）

ケーブル（1本当り） 6,600V導体断面積1,600mm2以下
合成樹脂製可とう電線管（PF・CD管） 呼び54以下
波付硬質合成樹脂管（FEP管） 呼び100以下
硬質塩化ビニル電線管（VE管） 呼び100以下
鋼製電線管 呼び104以下
金属製可とう電線管

（ビニル被覆あり又はなし） 呼び101以下

銅管
φ54以下（合成ゴム系被覆厚38以下）

φ44.5以下（被覆厚20以下）
アルミニウム管 φ38.1以下（被覆厚20以下）
硬質塩化ビニル管（VP、HIVP、HT） 呼び100以下
結露防止層付硬質塩化ビニル管 呼び50以下

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 呼び100以下

被覆付可とう塩化ビニル管
（断熱ドレンホース） 呼び25以下

可とうポリエチレン管
（ドレンホース） 呼び16以下

鋼管
φ101.6以下（被覆なし）

φ48.6以下（合成ゴム系被覆厚38以下）
φ42.7以下（被覆厚20以下）

ステンレス鋼管
φ101.6以下（被覆なし）

φ50.8以下（合成ゴム系被覆厚38以下）
φ42.7以下（被覆厚20以下）

認定条件



配管の配置

TAFMT-S（φ57）

銅管外径
液管

2分 3分 4分
6.35 9.52 12.7

ガス管

3分 9.52 1（─） ─ ─
4分 12.70 1（─） 1（─） ─
5分 15.88 1（─） 1（─） 1（─）
6分 19.05 1（─） 1（─） 1（─）
7分 22.22 1（─） 1（─） ─

1インチ 25.40 1（─） ─ ─

TAFMT-M（φ105）

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ5分
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 41.28

ガス管

3分 9.52 5（2） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 4（2） 4（2） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 4（2） 3（2） 3（1） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 3（2） 3（2） 2（1） 2（1） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
7分 22.22 3（1） 3（1） 2（1） 2（1） 2（1） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

1インチ 25.40 3（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 1（1） ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ1分 28.58 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 1（1） 1（1） ─ ─ ─ ─ ─
1インチ2分 31.75 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） ─ ─ ─ ─
1インチ3分 34.92 2（1） 2（1） 2（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（─） 1（─） ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 2（1） 2（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─ ─
1インチ5分 41.28 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─
1インチ6分 44.50 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） 1（─） ─

TAFMT-L（φ150）

銅管外径
液管

2分 3分 4分 5分 6分 7分 1インチ 1インチ1分 1インチ2分 1インチ3分 1インチ4分 1インチ5分
6.35 9.52 12.70 15.88 19.05 22.22 25.40 28.58 31.75 34.92 38.10 41.28

ガス管

3分 9.52 12（5） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4分 12.70 9（5） 8（5） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
5分 15.88 8（4） 8（4） 6（4） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
6分 19.05 7（4） 7（4） 5（3） 5（3） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
7分 22.22 6（4） 6（3） 5（3） 5（3） 4（3） ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

1インチ 25.40 6（3） 5（3） 5（3） 4（3） 4（3） 3（2） ─ ─ ─ ─ ─ ─
1インチ1分 28.58 5（3） 5（3） 4（3） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） ─ ─ ─ ─ ─
1インチ2分 31.75 5（3） 5（3） 4（2） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） ─ ─ ─ ─
1インチ3分 34.92 4（3） 4（2） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） 2（2） 2（2） ─ ─ ─
1インチ4分 38.10 4（2） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） 2（2） 2（2） 2（2） 2（1） ─ ─
1インチ5分 41.28 4（2） 4（2） 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） 2（2） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） ─
1インチ6分 44.45 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） 3（2） 2（2） 2（2） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1） 2（1）

①	表の各系統数は、下記の「配管の配置」で設置された場合を想定したものです。
②	「配管の配置」のガス管は、保温厚10mm、20mmのどちらの場合も同様の形で想定しています。
③	表中の各系統数は液管・ガス管とも保温材厚10mmの場合を想定しています。（　）内は液管10mm、ガス管20mmの保温材厚（国土交通省仕様）を示し

ています。また、2分・3分の配管は液管の保温材の厚みは8mm厚を想定しています。
④	配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定しています。
⑤	配管の配置の仕方、保温材の厚さの公差などによって、上記の系統数まで施工できない場合があります。余裕を見てロクマルマットの品番を選定し

てください。
⑥	各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示します。

銅管サイズ 被覆厚10（8） 被覆厚20
被覆外径 断面積（mm2） 被覆外径 断面積（mm2）

2分 6.35 22.35 393 46.35 1,687
3分 9.52 25.52 512 49.52 1,925
4分 12.70 32.70 840 52.70 2,181
5分 15.88 35.88 1,011 55.88 2,452
6分 19.05 39.05 1,197 59.05 2,738
7分 22.22 42.22 1,400 62.22 3,039

1インチ 25.40 45.40 1,618 65.40 3,358
1インチ1分 28.58 48.58 1,853 68.58 3,692
1インチ2分 31.75 51.75 2,103 71.75 4,042
1インチ3分 34.92 54.92 2,368 74.92 4,407
1インチ4分 38.10 58.10 2,650 78.10 4,789
1インチ5分 41.28 61.28 2,947 81.28 5,186
1インチ6分 44.45 64.45 3,260 84.45 5,598
※	2分・3分の被覆厚10mmは被覆厚8mmになっております。
※	後付けタイプの被覆のサイズになります。

以下の図は、右図の
配管・ケーブルの
配置を意味します。

1系統 2系統 3系統 4系統

5系統 6系統 7系統 8系統

9系統 10系統 11系統 12系統

液管 ガス管 ケーブル
（CVV 2mm2×4C）

ロクマルマットサイズ別施工可能系統早見表

断熱被覆銅管サイズ・断面積表
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３管式マルチエアコン用選定目安表
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空調・衛生設備配管貫通部防火措置材
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配管の配置
以下の図は、右図の
配管・ケーブルの配置
を意味します。 液管 ガス管1 ガス管2

ケーブル
（CVV 2mm2×4C）

1系統 2系統 3系統 4系統 5系統

液管×ガス管×ガス管 TAFMT-S TAFMT-M TAFMT-L
6.35× 9.52×12.70 1（─） 3（1） 5（2）
6.35× 9.52×15.88 1（─） 3（1） 5（2）
9.52×12.70×15.88 ─ 2（1） 4（2）
9.52×12.70×19.05 ─ 2（1） 4（2）
9.52×12.70×22.22 ─ 2（1） 4（2）
9.52×15.88×19.05 ─ 2（1） 4（2）
9.52×15.88×22.22 ─ 2（1） 3（2）
9.52×19.05×22.22 ─ 1（1） 3（2）
9.52×19.05×25.40 ─ 1（─） 3（2）

12.70×19.05×22.22 ─ 1（─） 3（1）
12.70×19.05×25.40 ─ 1（─） 3（1）
12.70×19.05×28.58 ─ 1（─） 3（1）
12.70×19.05×31.75 ─ 1（─） 3（1）
12.70×22.22×25.40 ─ 1（─） 3（1）
12.70×22.22×28.58 ─ 1（─） 3（1）
12.70×22.22×31.75 ─ 1（─） 2（1）
12.70×22.22×38.10 ─ 1（─） 2（1）
12.70×25.40×28.58 ─ 1（─） 2（1）
12.70×25.40×31.75 ─ 1（─） 2（1）
15.88×19.05×25.40 ─ 1（─） 3（1）
15.88×19.05×28.58 ─ 1（─） 3（1）
15.88×19.05×31.75 ─ 1（─） 2（1）
15.88×22.22×28.58 ─ 1（─） 2（1）
15.88×22.22×31.75 ─ 1（─） 2（1）
15.88×22.22×38.10 ─ 1（─） 2（1）
15.88×25.40×28.58 ─ 1（─） 2（1）
15.88×25.40×31.75 ─ 1（─） 2（1）
15.88×25.40×38.10 ─ 1（─） 2（1）
15.88×25.40×41.28 ─ 1（─） 2（1）
15.88×28.58×31.75 ─ 1（─） 2（1）
15.88×28.58×38.10 ─ 1（─） 2（1）
15.88×28.58×41.28 ─ 1（─） 2（1）
19.05×22.22×28.58 ─ 1（─） 2（1）
19.05×22.22×31.75 ─ 1（─） 2（1）
19.05×22.22×38.10 ─ 1（─） 2（1）
19.05×25.40×28.58 ─ 1（─） 2（1）
19.05×25.40×31.75 ─ 1（─） 2（1）
19.05×25.40×38.10 ─ 1（─） 2（1）
19.05×25.40×41.28 ─ 1（─） 2（1）
19.05×28.58×31.75 ─ 1（─） 2（1）
19.05×28.58×38.10 ─ 1（─） 2（1）
19.05×28.58×41.28 ─ 1（─） 2（1）
19.05×28.58×44.50 ─ 1（─） 2（1）
19.05×31.75×38.10 ─ 1（─） 2（1）
19.05×31.75×41.28 ─ 1（─） 2（1）
22.22×28.58×38.10 ─ 1（─） 2（1）
22.22×28.58×41.28 ─ 1（─） 2（1）
22.22×31.75×38.10 ─ 1（─） 2（1）
22.22×31.75×41.28 ─ 1（─） 1（1）
22.22×31.75×44.50 ─ ─ 1（1）

①	表の施工可能系統数は、下記のような形で配管を設置された場合を想定したものです。
②	下記の配置のガス管は、保温厚10mm、20mmのどちらの場合も同様の形で想定しています。
③�	表中の各系統数は液管・ガス管とも保温材厚10mmの場合を想定しています。（　）内は液管10mm、ガス管20mmの保温

材厚（国土交通省仕様）を示しています。また、2分・3分の配管は液管の保温材の厚みは8mm厚を想定しています。
④�	配管1系統につき制御ケーブル（CVV2mm2×4C相当、外径11.5mm）1本を同時に貫通させた場合を想定しています。
⑤�	配管の配置の仕方、保温材の厚さの公差などによって、上記の系統数まで施工できない場合があります。余裕を見て 

ロクマルマットの品番を選定してください。
⑥	各欄の「─」部分は、当該品番が適用できないことを示します。
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壁貫通部の施工手順（ケーブルラック配管）

※認定条件（適用範囲）は158ページを参照ください。

⑥	残った空間を同様に耐火ブロ
ックで埋めていき、最後にケ
ーブルラック片側の空間に耐
火ブロックを詰めます。最後
の耐火ブロックを詰める際に
は、隣の耐火ブロックをずれ
ないように軽く引っ張りなが
ら詰めると比較的簡単に空間
を埋めることができます。

④	配管周りに、配管状況や形状に
合わせて、耐火ブロックを変形
させなじませながら詰めます。 
このとき隙間ができないよう
に、特に丁寧に詰めてください。

③	ケーブルラック片側の空間か
ら耐火ブロックを詰めます。

⑤	配管上側と開口部との隙間に
耐火ブロックを詰めます。こ
のとき、左右いずれかの側か
ら一定範囲毎に耐火ブロック
を詰めて開口部を埋めていく
ようにし、一定範囲が埋まっ
たら、先に詰めた耐火ブロッ
クを横に押しながら、隙間の
ないように詰めていくと比較
的簡単に詰めることができま
す。

横方向に押してさらに密に
詰める

⑦	全体に隙間の無いことを確認
して施工完了です。

⑧	最後に耐火ブロックが脱落し
たり隙間を生じたりすること
が無いよう、十分密に充填さ
れていることを再度確認し、
耐火ブロックが入らないよう
な小さな隙間には補助充填材
を差し込んでください。

	 （特に配管周辺、変形させたブ
ロック周辺、ケーブルラック
親桁周辺などにご注意くださ
い。）

開口高さが大きく、耐火ブロッ
クが動いて詰めにくいときなど
は、同梱の支持板を貫通部のケ
ーブル配線状況に合わせて設置
し、当て板とするなどの処置を
行ってください。

（支持金具は別売品です。）

壁による支持板の使用方法

※	補助充填材の使用方法は 
162ページを参照ください。

①	空調・衛生設備配管にロクマ
ルマットを巻き付けます。

※ロクマルマット巻き終わりの
重なり代が30mm以上となる
ようにします。

※ロクマルマットの位置は床工
法・壁工法で異なりますので
ご注意ください。

結束バンド 耐火ブロック

ポケット

隙間用
スティック ロクマル

マット

300

②	ケーブルラック下の空間に耐
火ブロックを詰めます。

配管 ケーブルラック

耐火ブロック

ロクマルマット

耐火ブロックの
充填位置

ロクマルマット

ロクマルマットの表面の印刷面を目安にしてロクマルマットを耐火ブロック
の充填位置に合わせます。

30mm以
上

施工箇所の容易に分かる位置に
工法表示ラベルを貼り付けてく
ださい。
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床貫通部の施工手順（鋼製スリーブがある配管）

※認定条件（適用範囲）は158ページを参照ください。

①	必要に応じ、鋼製スリーブ内に支
持棒をケーブルの隙間から落とし
込みます。

	 右図の様に鋼製スリーブのフラン
ジに凹部を掛けるように設置して
ください。

⑧	残った空間も同様に耐火ブロック
で埋めていきます。全体に隙間の
無いことを確認して施工完了です。

⑨	最後に耐火ブロックが脱落したり
隙間を生じたりすることが無いよ
う、十分密に充填されていること
を再度確認し、耐火ブロックが入
らないような小さな隙間には補助
充填材を差し込んでください。（特
にケーブル周辺、変形させたブロ
ック周辺、ケーブルラック親桁周
辺などにご注意ください。）
施工箇所の容易に分かる位置に工法
表示ラベルを貼り付けてください。 

②	貫通部のケーブル配線状況及びケ
ーブルラックの形状に合わせて、
支持板をカッターナイフ等でカッ
トします。

③	カットした支持板を、開口部内に
落とし込み、鋼製スリーブのフラ
ンジ及び支持棒にかかるようにし
ます。

⑥	開口部外周に耐火ブロックを詰め
ます。

⑦	ケーブル周りに、ケーブルの配線
状況や形状に合わせて、耐火ブロ
ックを変形させなじませながら詰
めます。このとき隙間ができない
ように、特に丁寧に詰めてくださ
い。左右いずれかの側から一定範
囲を埋めるように耐火ブロックを
詰めていくと、比較的簡単に詰め
ることができます。

補助充填材の使用方法

補助充填材を不織布で包み、連ねてあ
ります。

補助充填材の膨張材が入っていない耳
の部分をハサミ等で切り離します。
切り離した補助充填材は袋ごと丸め込
むようにして隙間に充填してください。
※	大きな隙間の場合は、補助充填材を

一緒に詰めることで施工がしやすく
なります。

④	空調・衛生設備配管等にロクマル
マットを巻き付けます。ロクマル
マットの内側（ポケット側）を配
管に当てるようにして、ポケット
の口を上側に向けて配管を巻き付
けます。ロクマルマット巻き終わ
りの重なり代が30mm以上となる
ようにします。ロクマルマットの
下側を結束バンドでしばります。

⑤	ロクマルマットを所定の位置まで
スライドさせ、ロクマルマット内
側の配管どうしの隙間には、隙間
用スティックをポケットに入れな
がら奥まで差し込みます。ロクマ
ルマットの上側を結束バンドでし
ばります。

※	ロクマルマットの位置は床工法・壁工法で異
なりますのでご注意ください。

鋼製
スリーブ

スリーブの
フランジ部

支持棒

結束バンド

耐火ブロック

ポケット

隙間用
スティック

ロクマル
マット

支持板

波付硬質合成樹脂管、合成樹脂製可とう電線管が貫通し
ている場合

予め開口内に収まるよ
うにロクマルシートを
巻き付けます。

※配管については、各種配管の注意事項（84ページ）を参照して施工してください。

100

ロクマルシート 耐火ブロック

PF管等 支持材

ロクマルマットの表面の印刷面を目
安にしてロクマルマットを耐火ブロ
ックの充填位置に合わせます。

ロクマルマット

支持板

30mm以
上

耐火ブロックの
充填位置

※	TAFAS□スリーブに対しフ
ック金具（別売品）を使用する
ことで鋼製スリーブ上面工法
を行うことができます。

※スリーブが無い場合は別途支持金
具（79ページ）を使用してくださ
い。
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衛 生関連
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小

タフロックイチジカンホールドタフロックイチジカンホールド
164ページ 

給・排
水管は

　

コレだ
！



ALCRC

中空 片
壁 ケーブル

鋼 製
電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排

水管

床 RC ALC ケーブル
鋼 製

電線管 PF管 CD管 冷媒管 給•排
水管角穴

丸穴
片

鋼 製
電線管

鋼 製
電線管角穴

●モルタルの埋め戻しは丁寧に行い、十分密に充填してください。その際には配管
と「タフロックイチジカンホールド」との間にモルタルが入らないように十分注意し
てください。
●床へ施工する際には、予め、モルタル受け（市販品も可）をつけるとモルタルの充
填が楽に行えます。
●配管にケーブルを付随させる場合、ケーブルを「タフロックイチジカンホールド」の
長手方向開口部に沿わせるとキレイに仕上がります。
●共住区画を貫通する部分にご使用の場合には（一財）日本消防設備安全センター
の規定により、壁・床の各工法での消防評定プレートの貼り付けが必要となり
ます。
●「タフロックイチジカンホールド」が割れたり、切れたりしたときは、市販のテープなどで補修してお使いください。
●配管サイズや施工場所の条件によっては、配管と「タフロックイチジカンホールド」との間に隙間が生じることがありますが、耐火性能上問題ありません。外観的に気に
なる場合はコーキング材等で表面の隙間をシールしてください。
●附属の「工法表示ラベル」「取扱説明書」を紛失しないよう注意してください。尚、工法表示ラベルについては、後付10ページを参照してください。

使用上のご注意

施工手順

●開口部の開設および開口補強枠の設置は、開口と
の隙間を生じないように丁寧に行ってください。開
口部との隙間についてはせっこうボード用充填材で
隙間埋めを行ってください。

●幅の広いほうに施工
してください。

①	開口部は予め配管の外径＋ 4mmより大きくし、モルタルが充填できるサイズに開口
してください。

②	本体のフランジを開口部手前（床の場合は床下部）にして、長手方向開口部を配管に
合わせ、そのまま押しつけ配管にセットします。

矩形開口の場合

円形開口の場合

A

A

※せっこうボード壁（中空壁）への施工の場合は、板厚0.3mm以上の
鋼板製の開口補強枠を入れてください。

矩形開口の場合 円形開口の場合
開口補強枠 開口補強枠

※	だ円さや管に施工する場合には、さや管の幅の狭いほうよりセット
した後、本体を回して幅の広いほうにかかるようにします。

③	配管にセットした本体をスライドさせ開口内部にセットし、開口部全体をモルタル
で埋め戻して施工完了です。

本体

フランジ
（端部の平坦部）

長手方向開口部

製品外観図

※	うまくセットできない場合は本体を配管
サイズに手で広げてセットします。最大
適用配管径以上に広げると、本体が破損
する恐れがありますのでご注意ください。

配管の外径	
＋ 4mm

A：	配管の外径
	 ＋ 4mm

〈壁〉 〈床〉

寸法図

●壁の場合は壁のどちらか片側に、床の場合は床下側
にフランジ部端面が見えるように施工を行ってくださ
い。

使用上の
ご注意

使用上のご注意

使用上の
ご注意
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同梱！同梱！

便　　　　利
•消防評定を取得しておりますので、共住区画にもお使い頂けます。
•CD管をはじめポリエチレン管など幅広い配管に対応しています。

共住区画にもお使い頂けます。

簡単・確実
• 配管へワンタッチで取り付けし、埋め戻すだけの簡単施工です。
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仕様 ご注文品番 適合 単品
質量

梱包
結束 販売単位 標準価格 納期	

区分管外径
TAFHD-S 13 ～32.3 0.15 20 1袋（10個入） 6,240円 セ
TAFHD-L 32.3～48 0.25 20 1袋（10個入） 8,000円 セ

工法表示ラベル

27.5
（39）

50

フランジ
（端部の平坦部）

長手方向開口部

※（　）寸法はTAFHD-L
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合成樹脂管貫通部防火措置材

国土交通大臣認定番号 PS060FL-0298 PS060FL-0554 PS060FL-0625

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート（ALC）床 鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート
（ALC）床 鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート

（ALC）床
厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：0.07m2以下または円形：φ310mm以下 矩形：0.07m2以下または円形：φ300mm以下 矩形：0.07m2以下または円形：φ220mm以下
占積率 矩形：51.3％以下、円形：42.4％以下 32.9%以下 43.8％以下

鋼製スリーブ 無し
開口補強枠 ─

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

さや管 φ42以下、被覆付はφ27以下（被覆厚10以下）、配管内電線・ケーブル	
1本あたり導体断面積5.5mm2以下、断面積合計11mm2以下 φ42以下、被覆付はφ34以下（被覆厚10以下） φ42以下、配管内電線・ケーブル1本あたり導体

断面積5.5mm2以下、断面積合計11mm2以下

ポリエチレン管 φ27以下 φ34以下 φ27以下
架橋ポリエチレン管 φ27以下（被覆厚10以下） φ34以下、被覆付はφ27以下（被覆厚10以下） φ27以下（被覆厚10以下）
エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管 ─ ─ φ27以下（被覆厚2以下）
水道水用ポリエチレン管 ─ φ63以下 φ50.2以下
給水用高密度ポリエチレン管 ─ φ63以下 φ50.2以下
ポリブテン管 φ27以下（被覆厚10以下） ─ φ27以下（被覆厚10以下）
ウレタン層付ポリブデン管 ─ ─ ─
エラストマー被覆付ポリブテン管 ─ ─ φ27以下（被覆厚1.25以下）
ポリプロピレン管 φ33以下 ─ ─
金属強化ポリエチレン管 ─ φ25.1以下（被覆厚10以下） ─
銅二層管 ─ ─ ─
硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP、HT含む） φ38以下 φ60以下 ─
結露防止層付硬質塩化ビニル管 ─ φ60以下 ─
塩化ビニル被覆付ステンレス鋼フレキシブル管 φ32.3以下 φ32.3以下 φ32.3以下

合成樹脂製可とう電線管 φ46以下　配管内電線・ケーブル1本あたり導体断面積
22mm2以下、断面積合計66mm2以下 ─ ─

硬質塩化ビニル電線管 φ34以下　配管内電線・ケーブル1本あたり導体断面積
22mm2以下、断面積合計66mm2以下 ─ ─

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0305 PS060WL-0544 PS060WL-0675

適用躯体
（国土交通大臣が認定した床・壁）

鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート
（ALC）壁

中空壁（準耐火構造：両面強
化せっこうボード重張） 鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート

（ALC）壁 鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート
（ALC）壁

厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：0.07m2以下または円形：φ310mm以下 矩形：0.07m2以下または円形：φ300mm以下 矩形：0.07m2以下または円形：φ220mm以下
占積率 矩形：51.4％以下、円形：41.2％以下 34.9％以下 43.8％以下

鋼製スリーブ ─

開口補強枠 ─
必要

鋼製開口補強枠（板厚
0.3mm以上）を設けること

─

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

さや管 φ42以下、被覆付はφ27以下（被覆厚10以下）、配管内電線・ケーブル	
1本あたり導体断面積5.5mm2以下、断面積合計11mm2以下 φ42以下、被覆付はφ34以下（被覆厚10以下）

φ42以下、楕円の場合は、36.5×23以下、被覆付はφ30.5
以下（被覆厚10以下）配管内電線・ケーブル1本あたり導体
断面積5.5mm2以下、断面積合計11mm2以下

ポリエチレン管 φ27以下 φ34以下 φ27以下
架橋ポリエチレン管 φ27以下（被覆厚10以下） φ27以下（被覆厚10以下） φ27以下（被覆厚10以下）
エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管 ─ ─ φ27以下（被覆厚2以下）
水道水用ポリエチレン管 ─ φ63以下 φ50.2以下
給水用高密度ポリエチレン管 ─ φ63以下 φ50.2以下
ポリブテン管 φ27以下（被覆厚10以下） φ27以下（被覆厚20以下） φ27以下（被覆厚10以下）
ウレタン層付ポリブデン管
エラストマー被覆付ポリブテン管 ─ ─ φ27（被覆厚1.25以下）
ポリプロピレン管 φ33以下 ─ ─
金属強化ポリエチレン管 ─ φ25.1以下（被覆厚20以下） φ16以下（被覆厚20以下）
銅二層管 ─ ─ φ16以下（被覆厚20以下）
硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP、HT含む） φ38以下 φ60以下 ─
結露防止層付硬質塩化ビニル管 ─ φ60以下 ─
塩化ビニル被覆付ステンレス鋼フレキシブル管 φ32.3以下 φ32.3以下 φ32.3以下

合成樹脂製可とう電線管 φ46以下　配管内電線・ケーブル1本あたり導体断面積
22mm2以下、断面積合計66mm2以下 ─ ─

硬質塩化ビニル電線管 φ34以下　配管内電線・ケーブル1本あたり導体断面積
22mm2以下、断面積合計66mm2以下 ─ ─

各配管の施工条件等は認定書にてご確認ください。
詳細については、認定書にてご確認ください。
認定書の最大サイズを記載しておりますが、サイズにより使用できない物もあります。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ＊

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上

フランジ＊

100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジ＊モルタル＊�フランジ部端面が床下側から見え

るように設置してください。

＊�フランジ部端面が一方の壁から見
えるように設置してください。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ＊

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上

フランジ＊

100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジ＊モルタル

〈中空壁の場合〉 〈鉄筋コンクリート、ALC壁の場合〉
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認定条件 ●認定書の最大サイズを記載しておりますが、サイズにより使用できないものもあります。お求めになる品番の適合管外径を
ご確認のうえ、施工する貫通物サイズに合致するか確認してください。

使用上の
ご注意
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評定条件
（一財）日本消防設備
安全センター評定番号 KK2022-003号（KK19-084号） KK2022-007号（KK23-016号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート
床

軽量気泡コンクリート
（ALC）床

鉄筋コンクリート
床

軽量気泡コンクリート
（ALC）床

厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

鋼製スリーブ 無し

開口補強枠 ─

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

ケース1

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×
3本以下
・ PF管呼び36以下×2本以下　管内貫通物：
CVT22mm2以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管
φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管
φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：架橋ポリエチレン管φ22以下×1本以下

・ 硬質ポリ塩化ビニル管呼び50以下×1本以下
・ 結露防止層付硬質塩化ビニル管φ60以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：金属強化ポリエチレン管φ25.1以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：架橋ポリエチレン管呼び20以下×1本以下
・ 水道配水用ポリエチレン管呼び20以下×1本以下

ケース2

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×
3本以下
・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×2本以下
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CVT22mm2

以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管
φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管
φ17以下×1本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエ
チレン管φ17以下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ 被覆付さや管呼び36以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：架橋ポリエチレン管呼び10以下×1本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：ポリエチレン管
呼び10以下×2本以下、ポリエチレン管呼び7以下×
1本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：塩化ビニル被覆
ステンレス鋼フレキシブル管呼び25以下×1本以下
・ 架橋ポリエチレン管呼び25以下×2本以下
・ 結露防止層付硬質塩化ビニル管φ48以下×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び40以下×2本以下
・ 給水用高密度ポリエチレン管呼び40以下×2本以下

ケース3

・ 被覆付ポリエチレン被覆金属管φ20以下（被覆厚10
以下）×3本以下
・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×3本以下
・ ポリプロピレン管φ33以下×3本以下
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　
内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×1本ずつ
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　
内管：ポリブテン管φ17以下×1本ずつ
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CE3C8mm2

以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエ
チレン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下　管内貫通
物：CVT22mm2以下×1条以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：ポリブテン管φ17以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：金属強化ポリエチレン管φ17以下×1本以下

ケース3は無し

消防評定につきましては、貫通物条件が１開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細に
ついては、評定書にてご確認ください。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上 100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
モルタル

＊

フランジ＊ フランジ＊
＊�フランジ部端面が床
下側から見えるよう
に設置してください。

国土交通大臣認定番号 PS060WL-1153
適用躯体

（国土交通大臣が認定
した床・壁）

中空壁
（準耐火構造：両面強化せっこうボード重張）

厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：80×210以下または円形φ80以下
占積率 79.8%以下

鋼製スリーブ ─
開口補強枠 無し

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

さや管
φ42以下、楕円の場合は長径42以下、
配管内電線・ケーブル1本あたり導体断面積0.2mm2以下、
断面積合計0.6mm2以下

ポリエチレン管 φ27以下（被覆厚10以下）

架橋ポリエチレン管 φ27以下（被覆厚10以下）

エラストマー被覆付架橋	
ポリエチレン管 ─

水道水用	
ポリエチレン管 ─

給水用高密度	
ポリエチレン管 ─

ポリブテン管 φ27以下

ウレタン層付	
ポリブデン管 φ34以下（被覆厚2以下）

エラストマー被覆付	
ポリブテン管 ─

ポリプロピレン管 ─

金属強化	
ポリエチレン管 ─

銅二層管 ─

硬質ポリ塩化ビニル管
（HIVP、HT含む） φ26以下（被覆厚10以下）

結露防止層付	
硬質塩化ビニル管 ─

塩化ビニル被覆付	
ステンレス鋼フレキシブル管 φ32.3以下

合成樹脂製	
可とう電線管

φ42以下、
配管内電線管・ケーブル1本あたり導体断面積
0.2mm2以下、断面積合計0.6mm2以下

硬質塩化ビニル	
電線管 ─

各配管の施工条件等は認定書にてご確認ください。
詳細については、認定書にてご確認ください。
認定書の最大サイズを記載しておりますが、サイズにより使用できない物も
あります。

配管

中空壁

シリコーン
シーラント材

本体

100mm以上

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ＊ 100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジ＊モルタル
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合成樹脂管貫通部防火措置材

電
気
関
連
小
開
口
用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
・
空
調
関
連
用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

評定条件
（一財）日本消防設備
安全センター評定番号 KK2022-008号（KK24-018号） KK2022-004号（KK19-085号） KK2022-006号（KK23-009号）

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート床 軽量気泡コンクリート（ALC）床 鉄筋コンクリート
壁

軽量気泡コンクリート
（ALC）壁

鉄筋コンクリート
壁

軽量気泡コンクリート
（ALC）壁

厚さ100mm以上 厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

鋼製スリーブ 無し ─

開口補強枠 ─ 不要

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

ケース1

・ エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下×
2本以下
・ エラストマー被覆付ポリブテン管呼び20以下×2本
以下
・ エラストマー・ウレタン被覆付ポリブテン管呼び20
以下×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管呼び20
以下（被覆厚10以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリブテン管呼び20以
下（被覆厚10以下）×2本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下	
内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下	
内管：ポリブテン管φ27以下×1本以下
・ さや管呼び36以下×1本　内管：架橋ポリエチレン
管呼び10以下×2本以下、架橋ポリエチレン管呼び
7以下×1本以下、EM-IE5.5×2本以下
・ 水道用高密度ポリエチレン管呼び40以下×1本以下

・ エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管呼び13以下×
3本以下
・ エラストマー被覆付ポリブテン管呼び13以下×3本
以下
・ エラストマー・ウレタン被覆付ポリブテン管呼び13
以下×3本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管呼び13
以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリブテン管呼び13以
下（被覆厚10以下）×3本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ17以下×2本以下、EM-IE5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：ポリブテン管
φ17以下×2本以下、EM-IE5.5×2本以下
・ 塩化ビニル被覆ステンレス鋼フレキシブル管呼び25
以下×1本以下

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×3
本以下

・ PF管呼び36以下×2本以下　管内貫通物：CVT22mm2以
下×1条以下

・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレン管
φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレン管
φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下

・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管φ27以
下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管φ17以
下×2本以下、IV5.5×2本以下

・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　内
管：架橋ポリエチレン管φ22以下×1本以下

・ 被覆材付金属強化ポリエチレン管φ25.1以下（被覆厚
20以下）×3本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：架橋ポリエチレン管呼び20以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：金属強化ポリエチレン管φ25.1以下×1本以下

ケース2

※ケース1のみ

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×3
本以下

・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×2本以下
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CVT22mm2以
下×1条以下

・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレン管
φ27以下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレン管
φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下

・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管φ27以
下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管φ17以
下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエチレ
ン管φ17以下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ 硬質ポリ塩化ビニル管呼び50以下×1本以下
・ 結露防止層付硬質塩化ビニル管φ60以下×1本以下
・ 被覆材付金属強化ポリエチレン管φ25.1以下（被覆厚
20以下）×1本以下
・ 被覆付ポリブテン管呼び20以下（被覆厚20以下）×	
1本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下（被覆厚20	
以下）×1本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×1本以下　
内管：架橋ポリエチレン管呼び20以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び28以下（被覆厚10以下）×1本以下　
内管：金属強化ポリエチレン管φ25.1以下×1本以下
・ 水道水排水用ポリエチレン管呼び50以下×1本以下

ケース3

・ 被覆付ポリエチレン被覆金属管φ20以下（被覆厚10	
以下）×3本以下
・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×3本以下
・ ポリプロピレン管φ33以下×3本以下
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　
内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×1本ずつ
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　
内管：ポリブテン管φ17以下×1本ずつ
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CE3C8mm2

以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエ
チレン管φ17以下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下　管内貫通
物：CVT22mm2以下×1条以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：ポリブテン管φ17以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　
内管：金属強化ポリエチレン管φ17以下×1本以下

・ 被覆付さや管呼び36以下（被覆厚10以下）×2本以下　
内管：架橋ポリエチレン管呼び10以下×1本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：ポリエチレン管
呼び10以下×2本以下、ポリエチレン管呼び7以下×1
本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：塩化ビニル被覆
ステンレス鋼フレキシブル管呼び25以下×1本以下
・ 架橋ポリエチレン管呼び25以下×3本以下
・ 結露防止層付硬質塩化ビニル管φ48以下×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び40以下×2本以下
・ 給水用高密度ポリエチレン管呼び40以下×2本以下

消防評定につきましては、貫通物条件が１開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にてご確認ください。

＊�フランジ部端面が一方
の壁から見えるように
設置してください。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上 100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
モルタル

＊

フランジ＊ フランジ＊

〈鉄筋コンクリート・ALC壁の場合〉

配管

中空壁

シリコーン
シーラント材

本体

100mm以上

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ＊ 100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジ＊モルタル＊�フランジ部端面が床下

側から見えるように設
置してください。
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電
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連
小
開
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用

電
気
関
連
大
開
口
用

電
気
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調
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用
部
材

空
調
関
連
小
開
口
用

空
調
関
連
大
開
口
用

衛
生
関
連
小
開
口
用

延
焼
防
止
材
料

合成樹脂管貫通部防火措置材

評定条件
（一財）日本消防設備
安全センター評定番号 KK2022-009号（KK25-006号） KK2022-005号（KK19-086号） KK2021-010号

適用躯体
（共住区画の床・壁）

鉄筋コンクリート壁 軽量気泡コンクリート（ALC）
壁 中空壁

厚さ100mm以上

施工図

施
工
条
件

開口寸法 矩形：0.07m2以下または
円形：φ220mm以下

矩形：0.07m2以下または
円形：φ300mm以下

矩形：74×198㎜以下または
円形：φ74㎜以下

鋼製スリーブ ─

開口補強枠 不要 必要
鋼製開口補強枠（板厚0.3mm以上） 不要

貫
通
物
条
件（
最
大
サ
イ
ズ
）

ケース1

・ エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下×2本以下
・ エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管呼び13以下×3本以下
・ エラストマー被覆付ポリブテン管呼び20以下×2本以下
・ エラストマー被覆付ポリブテン管呼び13以下×3本以下
・ エラストマー・ウレタン被覆付ポリブテン管呼び20以下×2本以下
・ エラストマー・ウレタン被覆付ポリブテン管呼び13以下×3本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下（被覆厚10以
下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管呼び13以下（被覆厚10以
下）×3本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリブテン管呼び20以下（被覆厚10以
下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリブテン管呼び13以下（被覆厚10以
下）×3本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1
本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×2
本以下、EM-IE5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：ポリブテン管φ27以下×1本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：ポリブテン管φ17以下×2本以
下、EM-IE5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×1本以下　内管：架橋ポリエチレン管呼び10以
下×2本以下、架橋ポリエチレン管呼び	
7以下×1本以下、EM-IE5.5×2本以下
・ 塩化ビニル被覆ステンレス鋼フレキシブル管呼び25以下×1本以下
・ ポリエチレン管呼び40以下×1本以下

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ PF管呼び36以下×2本以下　管内貫通物：CVT22mm2以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1本以
下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×2本以
下、IV5.5×2本以下

・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管φ27以下×1本以下、
IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管φ17以下×2本以下、
IV5.5×2本以下

・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　内管：架橋ポリエチレ
ン管φ22以下×1本以下

・ポリエチレンフォーム被覆材付架橋ポリエチレン管	
φ27以下(被覆厚10以下)×1本以下
・ポリエチレンフォーム被覆材付ポリブテン管	
φ27以下（被覆厚10以下)×1本以下
・ポリエチレンフォーム被覆材付硬質ポリ塩化ビニル管	
呼び20以下（被覆厚10以下)×1本以下

ケース2

・ エラストマー被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下×2本以下
・ エラストマー被覆付ポリブテン管呼び20以下×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管呼び20以下（被覆厚10以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリブテン管呼び20以下（被覆厚10以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆ポリエチレン層付銅管呼び13以下（被覆厚20以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆ポリエチレン層付銅管呼び13以下（被覆厚10以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆金属強化ポリエチレン管呼び13以下（被覆厚20以下）×2本以下
・ 発泡ポリエチレン被覆付さや管呼び25以下（被覆厚20以下）×2本以下　内管：ポリエチ
レン層付銅管φ16以下×1本以下

・ だ円発泡ポリエチレン被覆付架橋ポリエチレン管φ47×34以下（被覆厚10以下）×1本以
下

・ だ円さや管φ36×23.5以下×1本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ13以下×2本以下、架
橋ポリエチレン絶縁3芯撚り電線1本以下

・ 被覆付ポリブテン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ 被覆付架橋ポリエチレン管φ27以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×2本以下
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CVT22mm2以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1
本以下、IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×2
本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×3本以下　内管：ポリブテン管φ27以下×1本以下、
IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：ポリブテン管φ17以下×1本以下、
IV5.5×1本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエチレン管φ17以
下×1本以下、IV5.5×1本以下

・ さや管呼び36以下×1本以下
・ 内管：架橋ポリエチレン管φ27以下×1本以下
 さや管呼び36以下×1本以下
・ 内管：塩化ビニル被覆ステンレス鋼フレキシブル管	
φ32.3以下×1本以下
・ だ円ポリエチレンフォーム被覆材付架橋ポリエチレン管外径
47×34以下
・ 内管：アルミニウム層ポリオレフィン系フィルム付き	
架橋ポリエチレン管φ13以下×2本以下、制御ケーブル
0.2mm2×3C以下×1本以下

ケース3 ケース3は無し

・ 被覆付ポリエチレン被覆金属管φ20以下（被覆厚10以下）×3本以下
・ ステンレス鋼フレキシブル管φ33以下×3本以下
・ ポリプロピレン管φ33以下×3本以下
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　内管：架橋ポリエ
チレン管φ17以下×1本ずつ
・ ペア合成樹脂製可とう電線管呼び22以下×1対以下　内管：ポリブテン
管φ17以下×1本ずつ
・ PF管呼び36以下×1本以下　管内貫通物：CE3C8mm2以下×1条以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：架橋ポリエチレン管φ17以下×2
本以下、IV5.5×2本以下
・ さや管呼び36以下×2本以下　内管：金属強化ポリエチレン管φ17以
下×2本以下、IV5.5×2本以下
・ 硬質塩化ビニル管呼び30以下×2本以下　管内貫通物：CVT22mm2以
下×1条以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　内管：ポリブテン
管φ17以下×1本以下
・ 被覆付さや管呼び22以下（被覆厚10以下）×3本以下　内管：金属強化ポ
リエチレン管φ17以下×1本以下

・さや管呼び36以下×1本以下
・内管：ウレタン層付ポリプテン管φ38以下×1本以下
・さや管呼び36以下×1本以下
・内管：アルミニウム層付ポリオレフィン系フィルム付架橋ポリ
エチレン管φ13以下×2本以下、φ10以下×1本以下、	
制御ケーブル：0.2mm2×3C以下×1本以下
・ポリエチレンフォーム被覆材付架橋ポリエチレン管	
φ10以下(被覆厚10以下)×1本以下	

消防評定につきましては、貫通物条件が１開口あたりの種類と本数で規定されております。詳細については、評定書にてご確認ください。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上

フランジ＊

100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジモルタル

＊

＊

〈鉄筋コンクリート・ALC壁の場合〉

＊�フランジ部端面が一方の壁から見えるように設置してください。

TAFHD-Lのみの対応となります。
TAFHD-Sでは、外径33㎜以下のポリエチレンフ
ォーム被覆材付架橋ポリエチレン管しか使用で
きません。

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ

モルタル

配管

中空壁 本体

開口補強枠
板厚0.3mm 
以上の鋼板製100mm以上

フランジ＊

100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジモルタル

＊

＊

〈中空壁の場合〉

配管

中空壁

シリコーン
シーラント材

本体

100mm以上

モルタル

10
0m
m以
上

配管

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

本体

フランジ＊ 100mm以上

鉄筋コンクリート、 
軽量気泡コンクリート
（ALC）

配管

本体
フランジ＊モルタル
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ダンシールPダンシールP ダンシールPサンカクダンシールPサンカク ダンシールKPダンシールKP
170ページ 170ページ 170ページ 

ケイカライトMGケイカライトMG
170ページ 

ロックファインファイバーロックファインファイバー
171ページ 171ページ 

ダンシールLTダンシールLT

販 売 終 了販 売 終 了



約65

約45

約
45

耐熱シール材（ダンシールP）

耐熱シール材（ダンシールPサンカク）

●軽く、持ち運びやすいパテです。
●冬場でも固くなりにくい。

軽量耐火パテ（ダンシールKP）

●耐火性に優れております。
（国土交通大臣認定（不燃材料）NM-8578）    

●容易に切断加工ができます。     

耐火仕切板（ケイカライトMG）

●破損しやすい為、丁寧に扱ってください。
●直接水のかかるところや高温多湿の環境下での使用はしないでくださ
い。

●施工しやすい様に断面形状が三角形になっています。

●非硬化型のパテで、施工しやすい様に板状になっています。

使用上のご注意
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仕
様 ご注文品番 寸法 容量 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFDP3

100×350×5t

3kg（ 9枚） 3.10 ─ 1箱 8,000円

TAFDP5 5kg（15枚） 5.20 ─ 1箱 12,600円

TAFDP10 10kg（30枚）10.50 ─ 1箱 23,400円

仕
様 ご注文品番 長さ 容量 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFDP5S 350 5kg（8本） 5.50 ─ 1箱 12,600円 セ

仕
様 ご注文品番 寸法 容量 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFKP
90×105×30

0.28kg 0.30 10 1袋 980円

TAFKP36 10.08kg 10.82 ─ 1箱
（36袋入） 35,280円 セ

仕
様 ご注文品番 寸法 単品

質量
梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFKMG 1,000×1,000×25t 12 ─ 1枚 22,400円 材質：けい酸カルシウム



鉱石を溶解させ繊維状にしたロックウールです。（アスベストではありませ
ん。有害な物質は含んでおりません。）不燃性であり、高度な耐火性を備え、
化学的にも安定していますので、ケーブル貫通部の充填材として最適です。

耐火充填材（ロックファインファイバー）
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仕様 ご注文品番 容量 単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFRF10 10kg 10.00 ─ 1袋 8,340円 納

基剤 硬化剤

2液混合の常温硬化型の難燃性の防火充填材です。液体状で注入しますか
ら細かな充填が行え、ケーブル相互間へも安全に施工できます。

防火充填材（ダンシールLT）

施工例

仕様 ご注文品番 容量 単品
質量

梱包
結束

販売
単位 標準価格 納期 

区分

TAFDLT5 5kg 5.50 販売終了（2022年2月） ※基剤と硬化剤とを5：1の割合で攪拌混合してください。

梱包袋：500×700×200

販 売 終 了販 売 終 了



遮音壁無開口の場合の遮音性と、遮音壁に設けた開口部に対し防火区画貫通部措置材で防火措置した場合の遮音性のそれぞれ計測したデータ
になります。
対象製品：タフロックラクパッド、タフロックイチジカンパット、タフロックイチジカンパイプ、タフロックイチジカンBOXシート、タフロック60

音源側 受音側 音源側より音を出し、遮音壁を通して貫通した音を受音側にて各周波数
帯域（中心周波数）での音圧を計測しています。

中心周波数
(Hz)

無開口
（dB）

本工法防火措置
（dB）

100 41.1 41.2 

125 43.8 43.8 

160 45.3 45.8 

200 49.9 50.0 

250 53.1 52.9 

315 56.7 56.2 

400 58.9 58.7 

500 61.3 60.9 

630 63.2 62.9 

800 63.3 62.9 

1,000 64.3 64.0 

1,250 64.8 64.5 

1,600 64.8 64.4 

2,000 65.5 65.4 

2,500 68.3 67.8 

3,150 70.8 70.2 

4,000 71.7 71.3 

5,000 75.0 74.5 

■試験規格
JIS A 1416　音響透過損失試験　参照
測定：（一財）建材試験センター

■試験体仕様
･遮音中空間仕切壁：強化石こうボード厚さ21mm+普通硬質石こうボード厚さ9.5mm 2枚重張り
･試験体サイズ（mm）：幅3,600×高さ2,650×厚さ159
･吸音材（ロックウール）：厚さ50mm　密度40㎏/m3

遮音壁

遮音壁

マイクロフォンスピーカー

無開口断面

音
源
側

受
音
側

遮音壁

タフロックラクパッド断面

タフロック
ラクパッド

音
源
側

受
音
側

遮音壁

防火製品の遮音データについて

タフロックラクパッド
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中心周波数 (Hz) 

無開口 

本工法防火措置 

（dB）

注意
●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価した実験値であり保証値ではありません。 

実際の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要があります。

関連資料

後付1



■試験規格
JIS A 1416　音響透過損失試験　参照
測定：（一財）建材試験センター

■試験体仕様
･�遮音中空間仕切壁：強化石こうボード厚さ21mm+普通硬質石こうボード厚さ9.5mm2枚重張り
･試験体サイズ（mm）：幅3,600×高さ2,650×厚さ159
･吸音材（ロックウール）：厚さ50mm　密度40㎏/m3

中心周波数
(Hz)

無開口
（dB）

本工法防火措置
（dB）

100 41.1 39.2 
125 43.8 44.2 
160 45.3 47.0 
200 49.9 49.8 
250 53.1 52.8 
315 56.7 57.7 
400 58.9 57.9 
500 61.3 61.1 
630 63.2 64.2 
800 63.3 64.3 

1,000 64.3 64.9 
1,250 64.8 63.5 
1,600 64.8 63.0 
2,000 65.5 62.0 
2,500 68.3 64.8 
3,150 70.8 62.8 
4,000 71.7 65.0 
5,000 75.0 69.7 

■試験規格
JIS A 1416　音響透過損失試験　参照
測定：（一財）建材試験センター

■試験体仕様
･遮音中空間仕切壁：強化石こうボード厚さ12.5mm 2枚重張り
･試験体サイズ（mm）：幅3,600×高さ2,650×厚さ125

中心周波数
(Hz)

無開口
（dB）

本工法防火措置
（dB）

100 30.7 29.3
125 33.8 33.9
160 34.5 34.1
200 40.3 40.2
250 41.8 41.7
315 45.1 44.9
400 49.0 48.9
500 52.3 51.8
630 54.8 54.3
800 56.7 56.7

1,000 60.6 59.1
1,250 60.5 60.6
1,600 62.3 61.3
2,000 60.4 59.8
2,500 54.0 53.2
3,150 55.0 52.2
4,000 58.0 54.5
5,000 67.0 56.1

タフロックイチジカンパット断面
音
源
側

受
音
側

タフロックイチジカンパイプ断面
音
源
側

受
音
側

遮音壁

ダンシールKP
タフロック
イチジカンパイプ

（両側に施工）

無開口断面
音
源
側

受
音
側

遮音壁

タフロック
イチジカンパット

無開口断面

音
源
側

受
音
側

遮音壁

タフロックイチジカンパット

タフロックイチジカンパイプ

遮音壁

●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価した実験値であり保証値ではありません。
   実際の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要があります。

注意

●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価した実験値であり保証値ではありません。
   実際の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要があります。

注意
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中心周波数 (Hz) 

無開口 
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中心周波数 (Hz) 

無開口 

本工法防火措置 

（dB）
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防火製品の遮音データについて

タフロックイチジカンBOXシート

■試験規格
JIS A 1416　音響透過損失試験　参照
測定：（一財）建材試験センター

■試験体仕様
･�遮音中空間仕切壁：強化石こうボード厚さ21mm+普通硬質石こうボード厚さ9.5mm 
2枚重張り

･試験体サイズ（mm）：幅3,600×高さ2,650×厚さ211
･吸音材（ロックウール）：厚さ50mm　密度40㎏/m3

中心周波数
(Hz)

音響透過損失（ｄB）

試験1 試験2 試験3

100 40.1 40.4 40.4
125 43.1 44 44.4
160 44.4 45.2 44.9
200 49.8 50.9 50.6
250 52.3 53.2 52.6
315 54.9 55.6 55.3
400 57.1 57.3 56.6
500 60 60.6 58.8
630 62 62.4 60.9
800 63.4 63.9 63.2

1,000 65.8 66 65.5
1,250 65.6 65.5 65.5
1,600 66.2 66 65.6
2,000 67.9 67.8 66.8
2,500 70.7 70.6 69.1
3,150 71.6 71.3 69.5
4,000 72.7 72.2 71.8
5,000 74 72.9 72.9
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中心周波数 （Hz） 

試験1 無開口 

試験2 ボックス 1個設置の場合 

試験3 ボックス 3個設置の場合 

 

（dB）

ボックス１個用、３個用断面

遮音壁

タフロック
BOXシート

ダンシールKP

音
源
側

受
音
側

無開口断面
音
源
側

受
音
側

遮音壁

注意
●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価した実験値であり保証値ではありません。 

実際の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要があります。

関連資料

後付3



タフロックBOXシートラクパット用

■試験規格
JIS A 1416　実験室における建築部材の空気音遮断性能の測定方法　参照
測定：（一財）建材試験センター

■試験体仕様
･�遮音中空間仕切壁：強化石こうボード厚さ21mm+普通硬質石こうボード厚さ9.5mm 2枚重張り
･試験体サイズ（mm）：幅3,600×高さ2,650×厚さ159
･吸音材（ロックウール）：厚さ50mm　密度40㎏/m3

 

9/10 

66..  試試験験結結果果  

グラフ-1 に、無開口およびボックス建て込み部を本工法で防火措置した場合の音響透過損

失を示す。この結果、JIS A 1419-1 に規定される遮音等級（D値）は、無開口：D-55 に対

し本工法防火措置はボックス 1個およびボックス隣合わせは D-55、ボックス背中合わせ

は D-50 となった。 

 

 

グラフ-1 無開口および本工法防火措置部の音響透過損失 

 

貫通開口部 
遮音性 

（遮音等級） 

中空壁 BOX 建込み部防火措置工法 

「ラクパッド BOX 中空壁：国土交通大臣認定 PS060WL-1190」 

無開口：D-55 に対し 

ボックス 1個およびボックス

隣合わせは D-55 

ボックス背中合わせは D-50 

 

以 上 

無開口断面

音
源
側

受
音
側

遮音壁

注意
●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評

価した実験値であり保証値ではありません。実際の建築物においては、側路伝搬を考慮す
る必要があります。

■試験結果
無開口 D-55に対し
ボックス1個および2個（隣合わせ）はD-55
ボックス2個（背中合わせ）はD-50

ボックス1個、2個（隣合わせ）断面
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55..  ボボッッククスス建建てて込込みみ部部防防火火・・遮遮音音措措置置  

ボックス建て込み部は、図-1～4 に示す通り、遮音壁の受音側に設置した鋼製ボック

スを防火措置後、そのボックスから音源側開口部に敷設した PF 管部を防火措置した。 

 

（単位：ｍｍ）  
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ボックス建て込み部は、図-1～4 に示す通り、遮音壁の受音側に設置した鋼製ボック

スを防火措置後、そのボックスから音源側開口部に敷設した PF 管部を防火措置した。 

 

（単位：ｍｍ）  
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（単位：ｍｍ） 

 

 

 

ボックス2個（背中合わせ）断面
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（単位：ｍｍ） 

 

 

 

後付4



関連資料

後付5



タフロック60

 

 1 

図2　防火措置工法の遮音性能

10

20

30

40

50

60

70

80

1
0
0

1
2
5

1
6
0

2
0
0

2
5
0

3
1
5

4
0
0

5
0
0

6
3
0

8
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
5
0

1
,
6
0
0

2
,
0
0
0

2
,
5
0
0

3
,
1
5
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

周波数(Hz)

音
響
透
過
損
失
TL
(d
B)

開口部無し

ケイカル板工法

ロクマル工法

D-30

D-35

D-40

D-45

D-50

D-55

D-60

 

FT 外第 61554D 号 

2006 年 12 月 4 日 

耐耐火火ブブロロッックク工工法法「「ロロククママルル」」のの遮遮音音性性ににつついいてて  
 

弊社防火区画貫通部措置材の耐火ブロック工法「ロクマル」の遮音試験を行いましたので、以

下に結果を示します。音響透過損失 TL は、数値が高いほど遮音性が高いことを意味します。 

                               

  試試験験 11    防防火火措措置置材材料料のの遮遮音音性性  

ロロククママルルブブロロッッククはは、、ケケイイカカルル板板（（板板厚厚 2255mmmm））

よよりりもも高高いい遮遮音音性性をを有有ししてていいまますす。。  

 ケーブルが貫通していない場合の防火材料単

体の比較として、ロクマルブロックとケイカル

板の試験を行いました（表 1）。音響透過損失 TL

と周波数の相関グラフを図 1 に示します。例と

して 500Hz の重み付け音響透過損失 RW値は、開

口無しが49dBに対し、ロクマルブロックが46dB、

ケイカル板が 36dB でした。  

  

  試試験験 22    防防火火措措置置工工法法のの遮遮音音性性  

耐耐火火ブブロロッックク工工法法「「ロロククママルル」」ととケケイイカカルル板板++

パパテテ工工法法はは、、ほほぼぼ同同等等のの遮遮音音性性ででししたた。。 

 ケーブルが貫通している場合の耐火ブロック

工法「ロクマル」とケイカル板（板厚 25mm）+

パテ工法の比較試験を行いました（表 1）。音響

透過損失 TLと周波数の相関グラフを図 2に示し

ます。500Hz の重み付け音響透過損失 RW 値は、

ロクマルが 39dB、ケイカル板が 37dB でした。 

 

※注意 

本試験結果は、音響試験室で測定した防火措

置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価

した実験値であり保証値ではありません。実際

の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要

があります。 

 

 

 

 

 

株式会社古河テクノマテリアル 防災事業部  

TEL 0463-24-9341 FAX 0463-24-9346  
本書の内容を無断で複製・転載・使用することを禁じます。

図1　防火措置材料の遮音性能

10

20

30

40

50

60

70

80

10
0

12
5

16
0

20
0

25
0

31
5

40
0

50
0

63
0

80
0

1,
00

0

1,
25

0

1,
60

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
15

0

4,
00

0

5,
00

0

周波数(Hz)

音
響

透
過
損

失
T
L
(
d
B
)

開口部無し

ケイカル板

ロクマルブロック

D-30

D-35

D-40

D-45

D-50

D-55

D-60

 

 

高 

遮
音
性 

低 

高 

遮
音
性 

低 

試験2　防火措置工法の遮音性

耐火ブロック工法「ロクマル」とケイカル板+パテ工法は、ほぼ同等の遮
音性でした。
ケーブルが貫通している場合の耐火ブロック工法「ロクマル」とケイカル
板（板厚25mm）+パテ工法の比較試験を行いました（表1）。音響透過損失
TL と周波数の相関グラフを図2 に示します。500Hz の重み付け音響透
過損失Rw 値は、ロクマルが39dB、ケイカル板が37dB でした。

試験1　防火措置材の遮音性

ロクマルブロックは、ケイカル板（板厚25mm）よりも高い遮音性を有し
ています。
ケーブルが貫通していない場合の防火材料単体の比較として、ロクマ
ルブロックとケイカル板の試験を行いました（表1）。音響透過損失TL
と周波数の相関グラフを図1 に示します。例として500Hz の重み付け
音響透過損失Rw 値は、開口無しが49dB に対し、ロクマルブロックが
46dB、ケイカル板が36dB でした。
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弊社防火区画貫通部措置材の耐火ブロック工法「ロクマル」の遮音試験を行いましたので、以

下に結果を示します。音響透過損失 TL は、数値が高いほど遮音性が高いことを意味します。 
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ロロククママルルブブロロッッククはは、、ケケイイカカルル板板（（板板厚厚 2255mmmm））

よよりりもも高高いい遮遮音音性性をを有有ししてていいまますす。。  

 ケーブルが貫通していない場合の防火材料単

体の比較として、ロクマルブロックとケイカル

板の試験を行いました（表 1）。音響透過損失 TL
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パパテテ工工法法はは、、ほほぼぼ同同等等のの遮遮音音性性ででししたた。。 

 ケーブルが貫通している場合の耐火ブロック

工法「ロクマル」とケイカル板（板厚 25mm）+

パテ工法の比較試験を行いました（表 1）。音響

透過損失 TLと周波数の相関グラフを図 2に示し

ます。500Hz の重み付け音響透過損失 RW 値は、

ロクマルが 39dB、ケイカル板が 37dB でした。 

 

※注意 

本試験結果は、音響試験室で測定した防火措

置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価

した実験値であり保証値ではありません。実際

の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要
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試験内容 試験体構造図

№1
ロクマルブロック

№1
ケイカル板
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表 1 試験体構造図および試験体写真 

試験内容 試験体構造図 試験体写真 

№1 

ロクマル 

ブロック 

 

 

№1 

ケイカル板 

 
 

№2 

ロクマル 

工法 

  

№2 

ケイカル板 

+パテ工法 
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試験内容 試験体構造図

№2
ロクマル工法

№2
ケイカル板
+パテ工法
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●本試験結果は、音響試験室で測定した防火措置材および防火措置工法単体の遮音性能を評価した実験値であり保証値ではありません。
   実際の建築物においては、側路伝搬を考慮する必要があります。

注意

後付6



建築基準法上の防火区画貫通部措置
（国土交通大臣認定）について
建築基準法上の防火区画に使用される貫通部措置については、従来
は（一財）日本建築センター（以下BCJ）による2時間耐火の評定・評価
制度が取られておりましたが、平成12年６月に改正された建築基準
法及び同施行令（以下建築基準法等）の施行に伴い、国土交通大臣に
よる認定制度に変更されました。

（建築基準法施行令第112条）
（第1項〜第19項、第21項、省略）

20	 給水管、配電管その他の管が・・・（途中省略）（以下この条に
おいて「準耐火構造の防火区画」という。）を貫通する場合にお
いては、当該管と準耐火構造の防火区画とのすき間をモルタル
その他の不燃材料で埋めなければならない。

（建築基準法施行令第129条の2の4） 
建築物に設ける給水、排水その他の配管設備の設置及び構造は、次
に定めるところによらなければならない。

（一〜六、省略）
七	 　給水管、配電管その他の管が、第112条第20項の準耐火構造
の防火区画、第113条第1項の防火壁若しくは防火床、第114条
第1項の界壁、同条第2項の間仕切壁又は同条第3項若しくは第4
項の隔壁（ハにおいて「防火区画等」という。）を貫通する場合に
おいては、これらの管の構造は、次のイからハまでのいずれか
に適合するものとすること。（途中省略）

イ	 　給水管、配電管その他の管の貫通する部分及び当該貫通する
部分からそれぞれ両側に1メートル以内の距離にある部分を不
燃材料で造ること。

ロ	 　給水管、配電管その他の管の外径が、当該管の用途、材質そ
の他の事項に応じて国土交通大臣が定める数値未満であること。

ハ	 　防火区画等を貫通する管に通常の火災による火熱が加えられ
た場合に、加熱開始後20分間（第112条第1項若しくは第4項から
第6項まで、同条第7項（同条第8項の規定により床面積の合計
200㎡以内ごとに区画する場合又は同条第9項の規定により床面
積の合計500㎡以内ごとに区画する場合に限る。）、同条第10項（同
条第8項の規定により床面積の合計200㎡以内ごとに区画する場
合又は同条第9項の規定により床面積の合計500㎡以内ごとに区
画する場合に限る。）若しくは同条第18項の規定による準耐火
構造の床若しくは壁又は第113条第1項の防火壁若しくは防火床
にあつては1時間、第114条第1項の界壁、同条第2項の間仕切壁
又は同条第3項若しくは第4項の隔壁にあつては45分間）防火区
画等の加熱側の反対側に火炎を出す原因となるき裂その他の損
傷を生じないものとして、国土交通大臣の認定を受けたもので
あること。（八および第2項以降省略)

※前出条文において、「準耐火構造の防火区画」には耐火構造の防
火区画も含まれ、また「給水管、配電管その他の管」とされて
いるものには、給排水管・冷媒管・電線管等のいわゆる「パイプ」
の類いのもの以外に、電線・ケーブル及びバスダクト等も含ま
れます。

2．	国土交通大臣認定について
　前項で述べた通り、防火区画貫通部措置工法は、定められた
性能基準（1時間耐火性能）を満たしている必要があります。そ
の性能は（一財）建材試験センタｰ等の指定性能評価機関におい
て評価され、適合していると認められたものに対しては国土交
通大臣の認定が与えられます。即ち、建築基準法施行令第129
条の2の4第1項第七号、イ、ロを除く防火区画貫通部措置には、
国土交通大臣により認定された工法を使用する必要があります。
　ケーブル防災設備協議会会員各社及びBCJ評定工法取得各社
は、一部を除いた従来のBCJ工法について、関係機関による改
正建築基準法上の性能基準との照らし合わせ（いわゆる読み替
え）作業を経て、平成14年5月末日に改正建築基準法としての認
定を取得しました。従って従来使用されていた殆どのBCJ工法
は、今後も引き続き、大臣認定工法として使用することが可能
となっております。
また工法表示ラベルの取り扱い・運用についてはケーブル防災
設備協議会事務局にて取りまとめておりますが、当面は旧BCJ
番号と大臣認定番号を併記することにしております。

3．	旧BCJ工法で施工している物件について
　今後ケｰブルの増設・撤去などで既設の区画貫通部防火措置
を解体・再施工する場合でも、弊社の旧BCJ工法は全て移行認
定を取得しておりますので、従来施工されていた工法で再施工
することが可能です。

区画貫通部の防火措置について

平成12年6月に建築基準法が改正され、これに伴って防火区画貫
通部に関する項目についても一部変更がありました。ここでは、新
しい建築基準法、および消防法に関連する区画貫通部関連事項につ
いて述べます。

防火区画貫通部措置について

防火区画貫通部措置の基本目的は、火災が発生した場合に、壁・
床などの区画を貫通するケーブル・配管などの設備部材またはその
周囲から、反火災側へ火災が延焼・拡大することを防止することに
あります。このことは法令にも定められており、その性能は公的機
関において（使用される材料や施工手順等も含めて）評価され、基準
を満たしたものに対して認定又は評定が与えられることになってい
ます。

ケーブル・配管などが貫通する壁・床などの区画は、大きく分けて
・建築基準法上の防火区画
・消防法に関連する令8区画、共住区画
の2つがあり、建築基準法上の防火区画等の貫通部防火措置に対

しては国土交通大臣認定が、また消防法に関連する令8区画・共住
区画貫通部防火措置に対しては（一財）日本消防設備安全センター
評定制度が運用されてきております。

（なお、以下に記す内容は2020年10月現在のもので、法規の改正等
により変更される可能性がありますので予めご了承ください。）

1．	法令上の関連項目
建築基準法において、区画貫通部に関する記述があるのは、

施行令第112条第20項及び第129条の2の4になります。
旧法（改正前の建築基準法）においても、全く同じ条項に区画

貫通部に関する記述がされていましたが、要求される耐火性能
（耐火時間）に関する具体的な記述はありませんでした。

しかし新法（改正後の建築基準法）では、防火区画や防火壁等、
防火性能を確保することが要求される壁・床等を貫通する給水
管、配電管その他の管（電線・ケーブル及びバスダクト等を含む）
については、貫通部分を経由しての火災拡大・延焼を防ぐため
に、一定の「遮炎性能」の確保が必要と記述されています。「遮
炎性能」とは、壁・床等の片側から、通常の火災を想定した加
熱を加えたときに、その部位に応じて20分、45分または1時間、
管貫通部を経由して壁・床等の反対側に火炎を出さないことで
す。

即ち防火区画貫通部措置については、建築基準法の中に具体
的な耐火時間の記述が盛り込まれ、「最大1時間の耐火性能」を
有するものであること、が必要な条件となりました。

一方、従来のBCJ評定・評価は、防火区画貫通部措置には壁・
床等と同等の耐火性能が必要であるとの考え方に基づいて行わ
れ、壁・床等の持つべき耐火性能の最長時間である2時間の性
能を要求していたため、「2時間の耐火性能」が必要とされてき
ました。

よって、従来のBCJ評定・評価制度のもとでは、区画貫通部
には「2時間耐火」の性能が必要とされてきましたが、建築基準
法改正により、今後は最大「1時間耐火」の性能を持った大臣認
定品であることが条件となります。

参考のため、以下に関係する法令の条文を記します。

※平成13年（2001年）1月5日に、省庁再編により「建設省」が「国土交通省」
になりました。

関連資料

後付7



1.	 法令上の関連項目
　消防法関係において、貫通部措置が必要な区画には、「令8区画」と「共
住区画」があります。

「令8区画」：消防法施行令第8条に規定する「開口部のない耐火構造の
床又は壁」による区画であり、区画の要件としては、耐火構造であり、
原則として配管等が当該区画を貫通することが認められていません
が、配管の用途やサイズおよび耐火性能の確認された構造に限っては
貫通が認められるという通知運用がなされています。

　参考のため、以下に関係する通知（抜粋）を示します。
（消防庁予防課長通知　消防予第53号　平成7年3月31日）
改正　　　　　　平成13年3月　消防予第103号消防危第53号
改正（部分廃止） 　平成17年8月　消防予第188号

1　令8区画について
（1）令8区画の構造について
　令8区画については、「開口部のない耐火構造の床又は壁による区画」
とされている・・・（途中省略）

（2）令8区画を貫通する配管及び貫通部について
　令8区画を配管が貫通することは、原則として認められないものであ
る。しかしながら、必要不可欠な配管であって、当該区画を貫通する
配管及び当該貫通部について、開口部のない耐火構造の床又は壁によ
る区画と同等とみなすことができる場合にあっては、当該区画の貫通
が認められるものである。この場合において、令8区画を貫通する配管
及び当該貫通部について確認すべき事項は、次のとおりである。
ア	 配管の用途は、原則として、給排水管であること。
イ	 1の配管は、呼び径200mm以下のものであること。
ウ	 配管を貫通させるために令8区画に設ける穴が直径300mm以下と

なる工法であること。
	 なお、当該貫通部の形状が矩形となるものにあっては、直径が

300mmの円に相当する面積以下であること。
エ	 配管を貫通させるために令8区画に設ける穴相互の離隔距離は、

当該貫通するために設ける穴の直径の大なる方の距離（当該直径
が200mm以下の場合にあっては、200mm）以上であること。

オ	 配管及び貫通部は、一体で、建築基準法施行令第107条第1号の通常
の火災時の加熱に2時間以上耐える性能を有するものであること。

カ	 貫通部は、モルタル等の不燃材料で完全に埋め戻す等、十分な気
密性を有するように施工すること。

キ	 熱伝導により、配管の表面に可燃物が接触した場合に発火するお
それのある場合には、当該可燃物が配管の表面に接触しないよう
な措置を講ずること。

2 共住区画について
　「共住区画」：消防法施行令第29条の4に関連して、平成17年総務省令
第40号が平成17年3月25日付けで公布され、平成19年4月から「特定共
同住宅」の規定・運用が始まり、「特定共同住宅」に関して、関連告示（平
成17年消防庁告示第2号、第3号および第4号）が同じく平成17年3月25日
付けで公布されました。「共住区画」は、「特定共同住宅」における「住
戸等間の開口部のない耐火構造の床又は壁」による区画であり、配管
の用途やサイズおよび耐火性能の確認された構造に限っては貫通が認
められることになりました。

　参考のため、以下に関係する告示の部分（抜粋）を示します。
（消防庁告示第2号　平成17年3月25日）
第3第3号
特定共同住宅等の住戸等は、開口部の無い耐火構造の床又は壁で区画
すること。ただし、特定共同住宅等の住戸等の床又は壁（以下単に、「床
又は壁」という。）並びに当該床又は壁を貫通する配管又は電気配線そ
の他これらに類するもの（以下単に、「配管等」という。）及びそれらの
貫通部が次に定める基準に適合する場合は、この限りでない。

（1）	 床又は壁は、耐火構造であること。
（2）	 省略
（3）	 省略
（4）	 床又は壁を貫通する配管等及びそれらの貫通部は、次に定めると

ころによること。
イ	 配管の用途は、給排水管、空調用冷温水管、ガス管、冷媒管、配

電管その他これらに類するものであること。
ロ	 配管等の呼び径は、200mm以下であること。
ハ	 配管等を貫通させるために設ける開口部は、内部の断面積が直径

300mmの円の面積以下であること。
ニ	 配管等を貫通させるために設ける開口部を床又は壁（住戸等と共

用部分を区画する床又は壁を除く。）に2以上設ける場合にあって
は、配管等を貫通させるために設ける開口部相互間の距離は、当
該開口部の最大直径（当該直径が200mm以下の場合にあっては、
200mm）以上であること。

消防法上の令8区画共住区画貫通部措置
（（一財）日本消防設備安全センター評定）について

ホ	 床又は壁を貫通する配管等及びそれらの貫通部は次の（イ）又は（ロ）
に定めるところによるものであること。

（イ）	配管は、建築基準法施行令第129条の2の5第1項第七号イ又はロに
適合するものとし、かつ、当該配管と当該配管を貫通させるため
に設ける開口部との隙間を不燃材料（建築基準法第2条第九号に規
定する不燃材料をいう。以下同じ）で埋めること。

（ロ）	別に告示で定めるところにより、床又は壁を貫通する配管等及び
それらの貫通部が一体として耐火性能を有しているものとして認
められたものであること。

ヘ	 配管等には、その表面に可燃物が接触しないような措置を講じる
こと。ただし、当該配管等に可燃物が接触しても発火するおそれ
がないと認められる場合は、この限りでない。

（消防庁告示第4号　平成17年3月25日）
第2　耐火性能
　平成17年消防庁告示第2号第3第3号（4）ホ（ロ）に定める床又は壁並び
に配管等及びそれらの貫通部が一体として有すべき耐火性能は、床又
は壁並びに配管等及びそれらの貫通部に、特定共同住宅等において発
生が予測される火災による火熱が加えられた場合に、加熱面以外の面
に一定の火炎及び煙を出すことがなく、且つ、加熱面以外の温度が可
燃物燃焼温度（建築基準法施行令第107条第2号に規定する可燃物燃焼温
度をいう。）以上に上昇しないものであることについて、第3に定める耐
火性能試験により確認された性能をいう。
第3第2号

（1）	 試験体に対して、別図に示す温度の加熱曲線により1時間火熱を加えること。
注：加熱曲線は、建築基準法による性能評価試験時のものと同じ

（2）　判定基準は、次のイからハまでによること。
イ	 遮炎性能

（イ）	加熱面以外の面に火炎を出す原因となるき裂その他の損傷を生じないこと。
（ロ）	加熱面以外の面に10秒間以上継続して火炎が出ないこと。
ロ	 遮煙性能
	 加熱時間における煙発生量を立方メートルで表した数値に減光係

数を乗じて得た値が３立方メートル毎メートル以下であること。
ハ	 遮熱性能
	 加熱面以外の面の温度が473ケルビンを超えないものであること。
上述のように、「令8区画」では2時間の耐火性能、「共住区画」では1時
間の耐火性能が規定されております。

2.	（一財）日本消防設備安全センター評定について
消防予第53号通知の平成13年3月改正以前において（一財）日本消防設

備安全センターの性能確認を義務付けておりましたが、改正された通知
および制定された告示での記載はなくなっております。しかしながら、
通知および告示に規定する性能評価業務を自主的に行っており、既に 

（一財）日本消防設備安全センター評定を取得しているものについては、
引き続き使用できるものもありますので、詳細はお問い合わせください。

表示ラベルについて
（一財）日本消防設備安全センターの評定登録を行った設備について

は、評定番号を記載したラベルの表示ができます。（通常1建築物に対
して1枚）
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1．2．9
　防火区画等の貫通部に用いる材料

防火区画等の貫通部に用いる材料は、関係法令に適合したもの
で、貫通部に適合するものとする。

2．1．10
　電線等の防火区画等の貫通
（1）金属管が防火区画又は防火上主要な間仕切り（以下「防火区

画等」という。）を貫通する場合は、次のいずれかによる。
ア　金属管と壁等との隙間に、モルタル、耐熱シール材等の不

燃材料を充てんする。
イ　金属管と壁等との隙間に、ロックウール保温材を充てんし、

標準厚さ1.6mm以上の鋼板で押さえる。
ウ　金属管と壁等との隙間に、ロックウール保温材を充てんし、

その上をモルタルで押さえる。
（2）PF管が防火区画等を貫通する場合は、次のいずれかによる。

ア　貫通する区画のそれぞれ両側1m以上の距離に不燃材料の
管を使用し、管と壁等との隙間に、モルタル、耐熱シール
材等不燃材料を充てんし、その管の中に配管する。さらに
不燃材料の端口は、耐熱シール材等で密閉する。

イ　関係法令に適合したもので、貫通部に適合する材料及び工
法によるものとする。

（3）金属ダクトが防火区画等を貫通する場合は、次による。
ア　金属ダクトと壁等との隙間に、モルタル等の不燃材料を充

てんする。
	 なお、モルタルの場合は、クラックを生じないように数回

に分けて行う。
イ　詳細は、標準図第2編「電力設備工事」（電力24）による。

（4）ケーブル又はバスダクトが防火区画等を貫通する場合は、関
係法令に適合したもので、貫通部に適合する材料及び工法に
よるものとする。

（5）（2）イ及び（4）の施工場所の付近には、関係法令に適合する材
料及び工法であることを示す、必要事項を記載した表示を設
ける。

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）
令和4年版抜粋

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）
令和4年版抜粋

標準加熱曲線（ISO 834）

30分時 842℃
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温
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℃
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0 20 40 60 80 100 1200

60分時 945℃

120分時 1049℃

防耐火性能試験方法
　防火措置工法の防耐火性能試験は、（一財）建材試験センターなど
の指定性能評価機関が定める性能試験・評価業務方法書に基づいて
実施されます。各指定性能評価機関の性能評価試験方法は、法の性
能規定化及び国際的視野からISO 834に準拠しています。
試験内容と一般的な判断基準は概ね以下の通りです。

（1）試験条件
　①試験体

　所定の開口部を設けた壁又は床にケーブル・配管等を貫通させ、
防火措置を施したものを試験体とします。このとき、開口部断面
積、ケーブル・配管等の占積率等の諸条件は、予め取り決められ
た条件を満たすものとします。

　②加熱条件
　ISO 834に準拠した標準加熱曲線による1時間耐火（加熱最高温
度945℃）

（2）判定基準（国土交通大臣認定）
　①非加熱側へ10秒を超えて継続する火炎の噴出がないこと
　②非加熱面で10秒を超えて継続する発炎がないこと
　③火炎が通る亀裂等の損傷及び隙間を生じないこと

※（一財）日本消防設備安全センター評定については、上記①、②
および

●	加熱中、亀裂等をとおして火炎が非加熱側へ出ず、かつ、加熱
炉内が目視できないこと。

●	共住区画においては、加熱開始から加熱終了までに非加熱側の
煙量（C s V）が3［1//m・m3］であること。

	 令8区画においては、加熱開始から加熱終了までに非加熱側の
煙量（C s V）が0［1//m・m3］であること。

（（一財）日本消防設備安全センターでは、消火活動および住民の
避難上の観点から、煙の発生量について、見通し距離を議論す
る上で有効とされる減光係数に注目した煙濃度測定器にて測定
し、判断規準にしております。）

●	加熱中、非加熱面で測定した温度が200℃を超えないこと。
	 の項目が判定基準になります（平成19年12月現在）。

［注意］	煙量に関しては、「共住区画」は消防庁告示第4号による規定
となりますが、「令8区画」は（一財）日本消防設備安全センタ
ーの自主規定となっております。

電力24　配管類1　金属ダクトの防火区画貫通例

繊維混入けい酸
カルシウム板

繊維混入けい酸
カルシウム板

モルタル

50
以上

耐熱シール材

耐熱
シール材

ロックウール保温材

金属ダクト
（鋼板製） ロックウール

保温材

モルタル

〔単位 mm〕

備考	 ロックウール保温材の密度は、150kg//m3以上、繊維混入け
い酸カルシウム板の厚さは、25mm以上とする。

50
以上
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第8節　貫通部の処理
2．8．1
　一般事項

（1）建築基準法施行令（昭和25年政令第338号）第112条第20項に規定
する準耐火構造等の防火区画等を不燃材料の配管が貫通する場合
は、その隙間をモルタル又はロックウール保温材で充塡する。

	 また、不燃材料以外の配管が防火区画等を貫通する場合は、建築 
基準法令に適合する工法とする。	  
　なお、施工要領は、標準図（施工1　配管の防火区画貫通部施工
要領）による。

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）
令和4年版抜粋

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）
令和4年版抜粋

注（イ）不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基
準法令に適合する工法とする。

	 （ロ）貫通部周囲の充てん材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。
	 （ハ）不燃材料以外のスリーブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は、

配管前に必ず取除く。

（a）貫通部において	
保温が必要な配管

（b）貫通部において	
保温が必要ない配管

保温材
ロックウール保温材
又はモルタルを充填

ロックウール保温材
又はモルタルを充填

不燃材料の配管

ロックウール保温材

単位 mm50以上 50以上

施工1　配管の防火区画貫通部施工要領
不燃材料の配管が、「建築基準法施行令第112条第20項」に規定する
防火区画を貫通する場合 ネグロス電工からのお願い

工法表示ラベルは正しい施工ができてから貼るものです。
「建築設備設計・施工上の運用指針」2019年版（編集：日本建築行政
会議、編集協力：国土交通省住宅局建築指導課）8-9「防火区画貫通
部措置工法の表示について」に「国土交通大臣の認定工法による防
火措置を実施した場合には、認定を取得した工法であることを明確
に示すため、施工者は、その工法の認定番号、認定取得会社、施工
会社名等を記載したマークやラベルを施工場所の容易にわかる位置
に貼る等、留意すべきである。」と明示されています。
発行元（一財）日本建築設備・昇降機センター
　しかしながら、この「ラベルを貼ること」が監督官公庁の検査を容
易にパスする手段と考えている、もしくは結果としてそうなってし
まう場合があるように見受けられます。
　この「ラベルを貼ること」=「正しい施工ができている」の本質的な
意味を理解し、施工環境づくりの段階から正しい施工をするように
努めてください。施工前にご相談頂ければきっとお役に立てること
と確信しております。

お問い合わせ先
ネグロス電工株式会社 技術部
TEL	03（6426）0509
FAX	03（6426）0519

工法表示ラベル
「工法表示ラベル」は、一定条件（国土交通大臣認定条件）を満たした
時に認定番号、認定取得者名と共に施工会社名を表示し、施工箇所
の見やすい位置に貼ります。

現在、ケーブル防災設備協議会（CFAJ）の工法表示ラベル運用基
準の見直しにより、認定材料の誤使用の恐れの少ない製品（キット品）
を対象に、工法表示ラベルを同梱しております。

材料単品の購入で認定工法の施工を行われたり、または工法表示ラ
ベルを紛失された場合には、ネグロス電工のホームページより工法
表示ラベルをご請求ください。
●	ネグロス電工からの購入材料である事。（他社品は不可です。）
●	取得した諸条件（使用材料、構造寸法、施工方法）に合致していること。
●	施工品質の確認。施工中もしくは施工後に施工品質の確認をさせ

て頂く事もあります。（事前にご連絡致します。）

工法表示ラベルサンプル

工法表示ラベルについて

押出成形セメント板は、内部に空間を有する建材であり、類似の配
慮が必要な「中空壁」への適用が可能な国土交通大臣認定工法で施工
すべきです。認定条件と現場の状況が合致した工法を選定してくだ
さい。

押出成形セメント板の
防火区画貫通部への対応

建築基準法施行令第129条の2の4第1項第七号イ、ロ、ハいずれかの規定に適合する工
法によらなければなりません。具体的には、次の表の製品が使用できます。

建築基準法　両面強化せっこうボード重張木軸下地間仕切り壁（準耐火構造）（注）
品名 認定番号 壁厚（mm） ボード種 軸 耐火時間（分）

タフロック60 PS060WL-0231 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-0233 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分

品名 認定番号 壁厚（mm） ボード種 軸 耐火時間（分）
タフロック60 PS060WL-0756 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分
タフロックイチジカンMG PS060WL-0274 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分
タフロック60マルブロック PS060WL-0293 70以上 強化せっこうボード 木軸 60分
タフロックイチジカンパット 
タフロックイチジカンパットキット

PS060WL-0694 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-0695 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分

プチロク PS060WL-0436 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分

プチロクワイド PS060WL-0367 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-0368 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分

タフロックイチジカンパイプ PS060WL-0683 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分
タフロックニジカンパイプ PS060WL-0466 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分
タフロックイチジカンホールド PS060WL-0305 100以上 強化せっこうボード 木軸 60分

建築基準法施行令第115条の2の2第1項第一号の規定に基づく準耐火構造（60分）（注）

建築基準法施行令第129条の2の3第1項第一号ロの規定に基づく準耐火構造（60分）（注）
品名 認定番号 壁厚（mm） ボード種 軸 耐火時間（分）

タフロックスマート PS060WL-0971 100以上 普通せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-1080 100以上 普通せっこうボード 木軸 60分

タフロックイチジカンBOXシート PS060WL-0899 109以上 普通せっこうボード 木軸 60分

タフロックイチジカン耐火パック PS060WL-0862 80以上 強化せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-1063 80以上 普通せっこうボード 木軸 60分

建築基準法施行令第112条第2項に掲げる基準に適合する壁構造（60分）
品名 認定番号 壁厚（mm） ボード種 軸 耐火時間（分）

タフロックロクマックス PS060WL-1182 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分

タフロックイチジカンパイプ PS060WL-0866-1 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分
PS060WL-0911-1 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分

タフロックラクパッド PS060WL-1130 60以上 普通せっこうボード 木軸 60分
タフロックイチジカンホールド PS060WL-1153 100以上 普通せっこうボード 木軸 60分
タフロックBOXシートラクパッド用 PS060WL-1190 109以上 普通せっこうボード 木軸 60分

（注）�各項の条文は認定取得当時の法規によります。現在においては、建築基準法施行
令第112条第2項に該当します。�
また、これらの工法を45分準耐火構造に使用する場合には、必ず現場の建築確認
検査機関や所轄行政機関に事前の打合せによる了解が必要となります。

品名 認定番号 壁厚（mm） ボード種 軸 耐火時間（分）
タフロックイチジカン耐火パック PS045WL-1019 74 以上 普通せっこうボード 木軸 45分

建築基準法第2条第7号の二の規定に基づく準耐火構造（45分）

木軸を使用した中空間仕切壁への対応
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用語
1.建築物とは？

土地に定着する工作物のうち、屋根及び柱もしくは壁を有するものをいいます。又これに附属する門や塀も含まれ、地下や高架に設け
る事務所や倉庫も含みます。（建築基準法第2条第一号）

2.特殊建築物とは？
学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、市場、ダンスホール、遊技場、公衆浴場、旅館、共同住宅、寄宿舎、下宿、
工場、倉庫、自動車車庫、危険物貯蔵場、畜場、火葬場、汚物処理場その他これに類する用途を供する建築物をいいます。（建築基準法
第2条第二号）

3. 建築物の主要構造部とは？
主に、建築構造上から重要であるとされている壁、床、柱、はり、屋根、階段をいいます。（建築基準法第2条第五号）

4. 延焼の恐れのある部分とはどの部分をいうのか？
隣地境界線、道路中心線又は同一敷地内の2以上の建築物（延べ面積の合計が500m2以内の建築物は、1の建築物とみなす。）相互の外壁間
の中心線（ロにおいて「隣地境界線等」という。）から、1階にあっては3m以下、2階以上にあっては5メートル以下の距離にある建築物の
部分をいいます。ただし、次のイ又はロのいずれかに該当する部分を除きます。
イ　防火上有効な公園、広場、川その他の空地又は水面、耐火構造の壁その他これらに類するものに面する部分
ロ　�建築物の外壁面と隣地境界線等との角度に応じて、当該建築物の周囲において発生する通常の火災時における火熱により燃焼する

おそれのないものとして国土交通大臣が定める部分（建築基準法第2条第六号）
5. 耐火構造とは？

建築物の主要構造部のうち、耐火性能の技術的基準に適合する鉄筋コンクリート造、レンガ造り等の構造で、国土交通大臣が定めた構
造方法を用いたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいいます。（建築基準法第2条第七号）

6. 耐火性能の技術的基準とは？
通常の火災において、非損傷性、遮熱性を有する事。屋内側からの火災において、遮炎性を有する事。これらの事を耐火性能の技術的
基準といい、倒壊、延焼防止を目的としています。（建築基準法施行令第107条）

7. 非損傷性とは？
構造耐力上支障のある変形・溶融・破壊その他の損傷を生じない性能をいいます。

8. 遮熱性とは？
壁、床などの区画部材について、いずれかの面から加熱を受けた時に、加熱面以外の面に接触している、可燃物が燃焼しない、すなわ
ち非加熱面側が、可燃物燃焼温度以上に温度上昇しない性能をいいます。

9. 遮炎性とは？
火災時に防火区画の反対側に火炎を出す原因となるき裂その他の損傷を生じない事をいいます。

10. 可燃物燃焼温度とは？
加熱面以外の面のうち最も温度が高い部分が200℃、平均が160℃。（H12.5.31建設省告示1432号）

11. 準耐火構造とは？
建築物の主要構造部のうち、準耐火性能の技術的基準に適合するもので、国土交通大臣が定めた構造方法を用いたもの又は国土交通大
臣の認定を受けたものをいいます。また準耐火構造は、耐火構造の下位の構造として扱われ、耐火構造を含んだ意味になります。（建築
基準法第2条第七号の二）

12. 準耐火性能の技術的基準とは？
耐火性能の技術的基準に準ずる基準が示されており、延焼抑制を目的としております。（建築基準法施行令第107条の2）

13. 防火構造とは？
建築物の外壁、軒裏の構造のうち防火性能の技術的基準に適合する鉄網モルタル塗、しっくい塗等の構造で、国土交通大臣が定めた構
造方法を用いたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいいます。また防火構造は、準耐火構造の下位の構造として扱われます。（建
築基準法第2条第八号）

14. 防火性能の技術的基準とは？
建物周囲における火災を想定し、延焼抑止を目的として、非損傷性、遮熱性を有する事をいいます。（建築基準法施行令第108条）

15. 不燃材料とは？
建築材料のうち、不燃性能の技術的基準に適合するもので、国土交通大臣が定めたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいいます。

（建築基準法第2条九号、平成12年5月30日建設省告示第1400号）（平成16年9月29日国土交通省告示第1578号により改正）
16. 不燃性能の技術的基準とは？

建築材料に、通常の火災による火熱が加えられた場合に加熱開始後20分間に、燃焼せず、防火上有害な変形、溶融、き裂その他の損傷
を生じず、避難上有害な煙又はガスを発生しない事をいいます。（建築基準法施行令第108条の2）

17. 耐火建築物とは？
主要構造部を耐火構造又は政令で定める技術的基準に適合するものとし、且つ、外壁の開口部で延焼のおそれのある部分に防火戸等の
防火設備を設けた建築物で、国土交通大臣が定めた構造方法を用いたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいいます。（建築基準
法第2条第九の二号）

18. 準耐火建築物とは？
主要構造部を準耐火構造又は同等の準耐火性能を有するものとして政令で定める技術的基準に適合するものとし、且つ、外壁の開口部
で延焼のおそれのある部分に防火戸等の防火設備を設けた建築物をいいます。（建築基準法第2条第九の三号）

19. 防火壁等とは？
延べ面積が1000m2超の建築物は、防火上有効な壁又は床で区画しなければなりません。これを防火壁等といい、1000m2以内で区画し
なければなりません。
※耐火・準耐火建築物、卸売市場の上家、機械製作工場、これらと同等以上に火災の発生するおそれが少ない建築物、畜舎その他政令
で定める基準に適合する建築物で国土交通大臣が定める基準に適合するものは除く。（建築基準法第26条、建築基準法施行令第113条）

20. 防火区画とは？
建築物の火災拡大防止上有効な区画を防火区画といいます。耐火建築物、準耐火建築物は準耐火構造の床、壁、特定防火設備で区画し
なければなりません。（建築基準法施行令第112条）

Q&A
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21. 特定防火設備とは？
防火戸、ドレンチャー等の防火設備において、通常の火災による火熱が加えられた場合に、加熱開始後一時間当該加熱面以外の面に火
炎を出さないものとして、国土交通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいいます。（建築基準法
施行令第112条第1項）

22. 面積区画とは？
防火区画の分類の一つとして、一定の面積毎に設けることが規定されていますが、これを通称、面積区画と呼んでいます。（建築基準法
施行令第112条第1項、第4〜第6項）

23. 竪穴区画とは？
防火区画内の吹き抜け、階段室、エレベーターシャフト、ダクトスペース等の部分を、そのほかの部分と分けるために、規定されてい
ますが、この部分を通称、竪穴区画と呼んでいます。（建築基準法施行令第112条第11項）

24. 異種用途区画とは？
一つの建築物の中に、劇場、映画館、マーケット、ホテル等、目的の異なる部分がある場合、これらをそのほかの部分と分けるために
規定されていますが、これを通称、異種用途区画と呼んでいます。（建築基準法施行令第112条第18項）

25. 高層面積区画とは？
11階以上の高層部分については特に厳しく面積区画が規定されています。これを通称、高層面積区画と呼んでいます。（建築基準法施行
令第112条第7項～第10項）

26. 区画貫通部とは？
防火区画を、給水管、配電管、その他の管、ケーブル等が貫通する部分をいいます。（建築基準法施行令第112条第20項、同第129条の2
の4第1項第七号）

27. 給水管、配電管その他の管の区画貫通部の防火措置工法とは？
通常の火災の場合、非加熱側に火炎を出さないようにする為に、区画貫通部に防火措置を施す工法の事をいいます。（建築基準法第36条、
建築基準法施行令第112条第20項、第129条の2の4第1項第七号）

28. EPSとは？
竪穴区画の一部で、ELECTRIC PIPE SHAFT（又はSPACE）の略語です。東京都火災予防審議会では「電気配線シャフト」と統一して呼
んでいます。

29. BCJとは？
BCJとは（一財）日本建築センター、The Building Center of Japanの略称です。建築にかかわる研究・新技術の評価及び情報の収集
と普及等を目的に1965年、建設省及び建築関連業界の支持のもとに設立された団体です。

30. BCJ評定とは？
建築にかかわる特殊な建築材料・構造方法に対して、建築基準法に基づき適正な技術的評価を行うために、BCJが各種委員会を設け、
一定の基準をクリアーしたものに対して法と同等の性能があるものと評定します。ケーブル配線の防火区画貫通部の防火措置工法につ
いては、2000年3月まで防災性能評定委員会で技術的な評価が行われていました。

31. 大臣認定とは？
2002年5月31日までは、区画貫通部の防火措置工法をBCJが評価・認定を行ってきましたが、建築基準法の改正に伴い、国土交通大臣
により指定された指定性能評価機関において評価され、国土交通大臣により認定されることになりました。その防火措置工法を大臣認
定と呼びます。また、ケーブル防災設備協議会会員社が2000年5月31日までに取得していたBCJ評定工法のほとんどは、大臣認定移行
の手続きを終えており、大臣認定を取得した工法として引き続き使用が可能です。

32. 防火区画に貫通されるケーブル記号の意味は？
防火区画に貫通される代表的なケーブルの記号は、次の通りです。CV：架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル、CVT：トリプレッ
クス型（3心撚）CV、VV：ビニル絶縁ビニルシースケーブル、CVV：制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル、IV：屋内ビニル絶縁電
線、EM-IE（IE/F）：屋内用耐燃性ポリエチレン絶縁電線、EM-CE（CE/F）：架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル、
EM-EE（EE/F）：ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル、EM-CEE（CEE/F）：制御用ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチ
レンシースケーブル

33. ケーブルの占積率とは？
防火区画貫通部の開口面積に対するケーブル断面積総計との比率の事で、以下の式で求められます。占積率（%）＝（ケーブル総断面積/
開口面積）×100（注）トリプレックス型ケーブルのケーブル断面積を算出する場合には、各線心断面積を求めて、それを3倍してください。

（包絡円径は使わない。）大臣認定工法では、付帯条件の最大の占積率が記載されておりますので、遵守の上、施工してください。
34. ケーブルサイズとは？

ケーブルサイズは1心当たりの導体断面積で表され、単位はmm2になります。従って、CV 3×325mm2は325mm2の導体が3本使用され
たケーブルになります。

35. ケーブル導体の種類は？
ケーブルに使用される導体としては、銅、アルミなどがありますが、最近では、主として銅が使用されています。また、最近多く使用
されている光ケーブルには、芯線としてガラス繊維が使用されています。

36. 絶縁体とは？
絶縁体とは、ケーブル導体上に被覆された部分で、特性としては電気絶縁性能が必要です。主として、塩化ビニル系、ポリエチレン系、
エチレンプロピレン系材料が使われています。

37. 介在物とは？
介在物とは、ケーブルを丸く仕上げるために絶縁線心間に充填する材料のことです。主として、紙紐、ポリプロピレン紐、ジュートな
どが使用されています。

38. シースとは？
シースとはケーブルの最外層に施されたもので、絶縁体への外傷、浸水等を防ぐためのもので、防食層と呼ぶ場合もあります。主として、
塩化ビニル系材料や、耐燃性ポリエチレンなどが使用されています。

ケーブル防災設備協議会より引用
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法令
1. 関連法令にはどんな物がありますか?

給水管、配電管その他の管が防火区画等を貫通する場合の防火措置工法に適用される法令は、建築基準法であり、関連する主な条項等
は下記のようにまとめられます。  
建築基準法  
第2章「建築物の敷地、構造及び建築設備」 
第36条 

（この章の規定を実施し、又は補足するため必要な技術的基準） 
＜抜粋＞ 

「給水、排水その他の配管設備の設置及び構造に関して、安全上、防火上必要な技術的基準は政令で定める。」  
建築基準法施行令  
第4章「耐火構造、準耐火構造、防火構造、防火区画等」 
第112条第20項（防火区画） 
＜抜粋＞ 

「給水管、配水管その他の管が準耐火構造の防火区画を貫通する場合においては、当該管と準耐火構造の防火区画との隙間をモルタルそ
の他の不燃材料で埋めなければならない。」  
第5章の4「建築設備等」 
第129条の2の4第1項第七号 

（給水、排水その他の配管設備の設置及び構造） 
＜抜粋＞ 

「給水管、配電管その他の管が防火区画等を貫通する場合においては、これらの管の構造は、次のイ～ハに適合するものとする。」  
建設省告示  
平成12年5月26日建設省告示第1378号 

「耐火構造の床又は壁を貫通する給水管、配電管その他の管の部分及びその周囲の部分の構造方法を定める件」 
平成12年5月26日建設省告示第1385号 

「準耐火構造の壁を貫通する給水管、配電管その他の管の部分及びその周囲の部分の構造方法を定める件」 
平成12年5月31日建設省告示1422号 

「準耐火構造の防火区画等を貫通する給水管、配電管その他の管の外径を定める件」  
建設省通達  
平成12年6月1日建設省住指発第682号第4の4 「給水、排水その他の配管設備について」  

2. 耐火性能の技術的基準の詳細はどのように規定されていますか？ 
耐火性能は、非損傷性、遮熱性、遮炎性の各々に対し、次の表に掲げる時間はその性能を有することが規定されています。（建築基準法
施行令第2条第1項八、第107条等）  

1.	この表において、屋上における階段室等で、当該建築物の建築面積の1/8以下のものは当該建築物の階数入しない、という規定により、
これにあたる最上階は、当該屋上部分の直下階とする。

2.	前号の屋上部分については、この表中最上階部分の耐火時間と同一の耐火時間によるものとする。
3.	この表における階数の算定については、例え当該建築物の建築面積の1/8以下の機械室などであっても、地階の部分の階数は全て算入

するものとする。 

建築物の部分と階数
通常の火災 屋内において発生す

る通常の火災
非損傷性 遮熱性 遮炎性

壁

間仕切壁 耐力壁
最上階から4階迄の階数 1時間

1時間 ─最上階から5 ～ 14の階数
2時間

最上階から15階以上の階数

外壁
耐力壁

最上階から4階迄の階数 1時間
1時間 1時間最上階から5 ～ 14の階数

2時間
最上階から15階以上の階数

非耐力壁（延焼のおそれのある部分を除く） ─ 30分 30分

柱
最上階から4階迄の階数 1時間

─ ─最上階から5 ～ 14の階数 2時間
最上階から15階以上の階数 3時間

床
最上階から4階迄の階数 1時間

1時間 ─最上階から5 ～ 14の階数
2時間

最上階から15階以上の階数

はり
最上階から4階迄の階数 1時間

─ ─最上階から5 ～ 14の階数 2時間
最上階から15階以上の階数 3時間

屋　　　根 30分 ─ 30分
階　　　段 30分 ─ ─
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3. 準耐火性能の技術的基準の詳細はどのように規定されていますか？
準耐火性能は、非損傷性、遮熱性、遮炎性の各々に対し、次の表に掲げる時間はその性能を有することが規定されています。（建築基準
法施行令第107条の2）  

4. 防火性能の技術的基準の詳細はどのように規定されているか？
防火性能は、非損傷性、遮熱性の各々に対し、次の表に掲げる時間はその性能を有することが規定されています。尚、防火構造は、屋
内にて発生する火災を想定していませんので、遮炎性を要求しません。（建築基準法施行令第108条）  

5. 防火区画とはどのように規定されていますか？
建築物の構造、用途、規模に応じて防火区画に関する規定があります。   

（1） 建築物の構造別による防火区画 
   （建築基準法第26条、建築基準法施行令第112条第1項、第4項、第5項、第7項～第9項）  
 　

 
（2） 建築物の用途別による防火区画（建築基準法施行令第112条第18項） 
　　建築物の一部が、特殊建築物（劇場、マーケット、病院等）である場合、この部分とその他の部分とを、1時間の非損傷性、遮熱性、
　　遮炎性に適合した準耐火構造の床若しくは壁、又は特定防火設備で区画しなければならない。  

（3） 建築物の竪穴区画部分の防火区画（建築基準法施行令第112条第11項） 
　　準耐火構造である3階以上の住戸、吹き抜き、階段、昇降路、ダクトスペース等といった、用途上区画できないものと、外気に直接
　　触れる廊下やバルコニーとは、準耐火構造の床若しくは壁、又は遮炎性能を持った防火設備で区画しなければならない。 

6. 給水管、配電管その他の管が防火区画を貫通する場合の防火措置工法はどのように規定されていますか？
防火区画を貫通する給水管、配電管その他の管に措置する防火措置としての
建築基準法施行令第112条第20項、第113条第2項、第114条第5項、第129
条の2の4第1項第七号イの仕様規定が適用されます。 以下に各規定を図示し
ます。   
仕様規定として定める上記以外の構造では、管の外径が、用途、材質その他
の事項に応じて大臣が定める数値未満でなければなりません。（建築基準法施
行令第129条の2の4第1項第七号ロ）  
上記の仕様規定で認められたもの以外では、建築基準法施行令第129条の2の
4第1項第七号ハに示される性能を満足するものとして、大臣の認定を受けた
もので措置しなければなりません 。

配電管
外径が用途、その他の事項に応じて
国土交通大臣が定める数値未満であ
ること

（令129条の2の4第1項第七号ロ）

すき間に不燃材充填
（告示1378号、1385号）不燃材材料

（令129条の2の4第1項第七号イ）
防火区画（令112条）
防火壁　（令113条）
界壁　　（令114条）
間仕切壁（令114条）

1m1m

建築物の部分と階数
通常の火災 屋内において発生す

る通常の火災
非損傷性 遮熱性 遮炎性

壁

間仕切壁 耐力壁 45分 45分 －

外壁
耐力壁 45分 45分 45分

非耐力壁
（延焼のおそれのある部分を除く） ─ 30分 30分

柱 45分 ─ ─
床 45分 45分 ─

はり 45分 ─ ─

屋　　　根

軒裏以外 30分 ─

30分
軒裏

外壁によって小屋裏又は天井裏と防火上有効に遮ら
れているもの ─ ─

上記以外
延焼のおそれのある部分 ─ 45分
上記以外 ─ 30分

階　　　段 30分 ─ ─

建築物の部分
通常の火災

非損傷性 遮熱性

壁 外壁
耐力壁 30分

30分
非耐力壁 ─

屋根 軒裏 ─ 30分

建築物の構造 区画する面積 防火区画の構造
耐火建築物 1500m2以内毎 準耐火構造の床若しくは壁又は特

定防火設備

準耐火建築物

延べ面積1500m2を超えるもの
特殊建築物及び準防火地域内の建築物で延べ面積が
500m2を超えるもの

500m2以内毎 準耐火構造の床若しくは壁又は特
定防火設備（区画以外で、防火上
主要な間仕切り壁は準耐火構造）

大規模建築物のうち主要構造が耐火構造でないも
の、特殊建築物で防火地域以外の3階建寄宿舎等、
特殊建築物及び準防火地域内の建築物のうち、1時
間の非損傷性、遮炎性、遮熱性に適合したもの

1000m2以内毎 準耐火構造の床若しくは壁又は特
定防火設備

11階以上の建築物で床面積が100m2を超えるもの
（※壁天井の仕上げ下地が準不燃材料）
（※※壁天井の仕上げ下地が不燃材料）

100m2以内毎
　（※200m2以内毎）
　（※※500m2以内毎）

耐火構造の床若しくは壁又は防火
戸等の防火設備

主として木造建築物 1000m2以内毎 防火壁、鉄筋コンクリート造り等

ケーブル防災設備協議会より引用
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7. 建築物の耐火性能と防火区画貫通部の耐火性能はどのような関係になっていますか？ 
防火区画を貫通する箇所の防火措置工法に対しては、法令で定められた性能基準に適合する事が認められたもののみ、大臣認定が与え
られます。性能基準は、通常の火災による火熱が加えられた時に、加熱開始後一定時間の間、加熱側の反対側に火炎の噴出と発炎が無
い事、火炎を出す原因となるき裂その他の損傷を生じないという事とされています。従って、建築物の耐火性能との関係は、非損傷性、
遮熱性、遮炎性の時間による違いがあります。 
＜1時間＞  
・面積にて規定された面積区画を貫通する場合。（面積区画）  
・11階以上の建築物で面積にて規定された面積区画を貫通する場合。（高層面積区画）  
・建築物の一部が特殊建築物であり、その他の部分と準耐火構造で区画している部分を貫通する場合。（異種用途区画）  
・防火壁を貫通する場合。  
  
＜45分＞  
・共同住宅の各戸の界壁  
・学校、病院、ホテル、下宿、マーケットにおける間仕切壁  
・建築面積300m2超えの木造小屋組の隔壁  
・耐火建築物以外を連絡する渡り廊下で、木造の小屋組の隔壁  
  
＜20分＞  
・上記以外の防火区画 

8. 防火区画貫通部の耐火性能はどのように規定されていますか？ 
国土交通大臣に指定された性能評価機関が制定した試験方法によります。加熱条件としては、ISO834 Fire-resistance tests 
-Elements of building construction-に規定された次式を採用しています。  
T＝345log10（8t+1）+20  
　T : 平均炉内温度（℃） 
　t : 試験経過時間（分）  
又、性能評価においては、下記の点が耐火性能を有するための条件になっています。  
1.	非加熱側へ10秒を超えて継続する火炎の噴出がないこと。 
2.	非加熱面で10秒を超えて継続する発炎がないこと。 
3.	火炎が通る亀裂等の損傷及び隙間を生じないこと。  

9. 区画貫通部防火措置について海外規格にはどのようなものがありますか？
区画貫通部の耐火性能試験規格として下記のようなものがあります。  

10. 消防法で定められる令8区画や共住区画に関する貫通部については、どのように考えたらよいでしょうか？
消防法規によれば、令8区画と共住区画においては、原則的には配管の貫通が認められていません。但し例外として、必要不可欠と認め
られたものは、その開口部が防火区画の耐火構造と同等と認められる場合にのみ、配管の貫通が認められます。ただし令8区画に関して
は、電気配線・ガス管配管は認められず、給排水管のみ貫通が認められています。共住区画に関しては、給排水管、ガス管等電気配線
を含んだものの貫通が認められていますが、開口面積、気密性、配管径などが制限されています。（消防予第53号） 

11. 区画貫通部防火措置工法の認定、並びに工法施工後の検査に役所や機関はどのように関係していますか？
区画貫通部防火措置工法の性能評価、認定、施工、検査に関する役所、機関、業界を図1に示します。  

国名 規格No. 規格名

国際規格 ISO-834 Fire-resistance tests-Elements of building 
construction

アメリカ ASTM E 814 Standard Method of Fire Tests of Through-
penetration Fire stops

アメリカ UL1479 Fire tests of Through-penetration Fire stops
英国 BS476 Fire tests building materials and structures

ドイツ DIN4102 Fire Behaviour of Building Materials and 
Building Components

図1　区画貫通部防火措置工法の性能評価、認定、施工、検査に係る機関、役所、業界の関係図
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大臣認定工法について
1. 国土交通大臣認定番号の「PS060WL」「PS060FL」はどういう意味ですか？

次のような意味になります。PSは、「Pipes pass through fire Separation of quasi-fire proof construction」（準耐火構造の防火区画
を貫通する管）の略表記になります。060は60分を意味します。WLはWall（壁）、FLはFloor（床）の略になります。
大臣認定番号は、次のように表記されます。

・床貫通 : PS060FL-○○○○ 
・壁貫通 : PS060WL-○○○○
 
最初に認定を受けている構造名の、英語の略号がアルファベットで表記されています（大概が2文字です）。次に、要求性能時間が「分」単
位で書かれ、その後にその構造の部位が英語表記の略号で書かれています。最後（ハイフンの後）に、その認定工法固有の通算番号が4桁
の数字で書かれています。
例えば、認定番号の中に「FL」と書いてある認定工法は、床の工法であり、番号を見ただけで壁には使えないことが分かるようになって
います。ハイフン後の4桁の数字については、BCJ評定工法が読替えされ移行認定となったものは9000番台、改正建築基準法が施行さ
れたあとの認定については0001からの通し番号で示されています。

2. 大臣認定を受けるにはどうすればよいのでしょうか？
まず、国土交通大臣の指定性能評価機関で、区画貫通部性能評価試験を受けます。その試験結果をもとに、指定性能評価機関は性能評
価書を交付し、また申請者の依頼により大臣認定申請を代行します。尚、指定性能評価機関としては、次の4機関があります。

（2014年5月現在、五十音順） 
（一財）建材試験センター 
（一財）日本建築総合試験所 
（公財）日本住宅・木材技術センター 
（一財）ベターリビング 
区画貫通部性能評価試験については、主に（一財）建材試験センターと（一財）日本建築総合試験所で行われております。

3. 認定を取得するのにどのくらいの期間がかかりますか？
指定性能評価機関との打合せ、試験体作製、区画貫通部性能評価試験、性能評価、性能評価書交付、国土交通大臣認定申請、審査、認
定書交付等の手順で進められ、認定取得まで6 ヶ月以上かかります。

4. 大臣認定工法の適用にはどのような制限がありますか？
性能評価書、大臣認定書の交付にあたっては、区画貫通部性能評価試験を受けた構造・寸法によって評価された範囲が付帯条件となり
ます。現場での適用にあたっては、それらの条件を満たす事が必要になります。
主な付帯条件は以下の通りです。  
1：貫通する壁、床の構造  
2：開口部断面積、形状  
3：貫通ケーブル等の種類、最大（導体）サイズと占積率  
4：耐熱及び耐火材料等の種類・材質・寸法・厚さ  

5. 防火区画の貫通部の開口断面積にはどのようなサイズがありますか？
BCJ評定では、矩形開口の場合、0.24m2（200mm×1200mm）、0.48m2（400mm×1200mm）、および0.6m2（500mm×1200mm）を標
準として考えられていましたが、大臣認定における最大面積については、性能評価を受けた面積を最大とします。しかし実際には指定
性能評価機関で試験を行えるサイズに限りがあるので、その最大サイズ、現状0.75ｍ2以下を適用しています。

6. 防火区画貫通部認定工法で認められる壁や床の厚さはどのようなものですか？
指定性能評価機関における区画貫通部の性能評価試験では、以下の試験体仕様で試験が可能になっています。 
  

 
BCJ評定では、鉄筋コンクリート板、厚さ100mm以上を標準としており、中空壁の評価試験は行われていませんでしたが、建築基準法
が改正されて以降、上記構造での評価ができるようになっております。 上記表は、指定性能評価機関の評価業務方法書に記載されており、
評価業務方法書は各指定性能評価機関のホ-ムペ-ジからダウンロ-ド可能となっております。 
 

（一財）建材試験センター（https://www.jtccm.or.jp/） 
（一財）日本建築総合試験所（https://www.gbrc.or.jp/） 

7. 大臣認定の付帯条件をこえる開口面積を有する防火区画貫通部にはどのような施工をすればよいのでしょうか？
一般に適用工法の付帯条件である最大開口面積以下になるように開口部を仕切りますが、仕切りの方法等については、事前に関係諸官
庁と相談される事をお奨めいたします。

8. 開口部の設置場所や、配線状態により、大臣認定通りに施工する事が難しい場合、どのように施工すればよいのでしょうか？
認定工法を十分理解し、認定取得社と相談すると共に関係諸官庁へも事前に相談される事をお奨めいたします。

区分 試験体仕様

壁

（1）両面せっこうボ－ド（厚さ12.5mm（下張り）＋厚さ9.5mm（上張り））重張木製枠組造の部材の壁を貫
通する工法の試験体 

（2）両面せっこうボ－ド（厚さ12.5mm（下張り）＋厚さ12.5mm（上張り））重張木製枠組造の部材の壁を貫
通する工法の試験体

（3）厚さ70mm以上の高温高圧蒸気養生された軽量気泡コンクリ－ト（以下、ALCという。）の部材の壁を
貫通する工法の試験体

（4）厚さ70mm以上のプレキャストコンクリ－ト板（以下、PCaという。）の壁を貫通する工法の試験体

床

（5）上面を構造用合板（厚さ12mm）の上にせっこうボ－ド（厚さ9.5mm）を張り、下面に強化せっこうボ
－ド（厚さ15mm）を張った木製枠組造の部材の床を貫通する工法の試験体

（6）上面を構造用合板（厚さ12mm）の上にせっこうボ－ド（厚さ12.5mm）を張り、下面に強化せっこうボ
－ド（厚さ12.5mm）を2枚張った木製枠組造の部材の床を貫通する工法の試験体

（7）厚さ100mm以上のALCの床を貫通する工法の試験体
（8）厚さ70mm以上のPCaの床を貫通する工法の試験体
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9. 耐火構造のボード壁（中空壁）をケーブルが貫通する場合はどのように施工すればよいのでしょうか？
耐火構造ボード壁（中空壁）をケーブルが貫通する場合については、弊社製品「タフロックロクマックス壁用キット・床用キット」「タフロッ
クスマート」「タフロックイチジカンMG」等耐火構造ボード壁で国土交通大臣認定を取得した製品が適用可能です。
また、BCJ評定が読替えされた移行認定工法（認定番号末尾4桁が9000以降の工法）は、耐火構造ボード壁（中空壁）の認定工法ではあり
ませんが、大臣認定書に「留意事項」として資料が添付され、0.8mm厚以上の鋼製枠などを設置し中空壁内部に火災時の炎が入らないよ
うに配慮することで適用ができるようになっております。

（ただし、移行認定工法の耐火構造ボード壁（中空壁）への適用は、あくまでも本来の大臣認定とは違いますので、事前に関係諸官庁と相
談されることをお奨めいたします。）

10. ケーブルが防火区画以外の壁や床を貫通している場合どのような防火措置をすればよいのでしょうか？
建築基準法施行令では防火区画以外の防火措置に関しては触れていませんが、認定工法、又はそれに準じた措置をすることが望ましい
です。

11. 防煙区画を貫通している場合、どのような防火措置をすればよいのでしょうか？
建築基準法施行令では防火区画以外の防火措置に関しては触れていませんが、認定工法、又はそれに準じた措置をすることが望ましい
です。ただし、気密性（防煙性）には特に配慮してください。

12. 大臣認定工法で施工した後、追加として両側の管等に延焼防止処理をする必要がありますか？
大臣認定工法を措置した場合では、延焼防止処理を追加する必要はありません。

13. 準耐火建築物における貫通部の防火措置はどのようにすればよいのでしょうか？
準耐火建築物に関わらず、防火区画を給水管、配電管その他の管が貫通する場合には、性能基準（加熱開始後一定時間、非加熱側に火災
を出す原因となる亀裂や損傷を生じないこと等）に適合した認定工法による措置が必要です。

14. 防火構造の外壁等の貫通部はどのように措置したらよいのでしょうか？
建築物の用途・規模によっては、両面防火構造の壁が準耐火構造の性能と同水準であることから、防火区画として用いられる場合があ
ります。これらを給水管、配電管その他の管が貫通する部分の防火措置は、認定工法による防火措置を行って下さい。その他の場合には、
関係官庁に御相談することをお奨めいたします。また、外壁に対して施工する場合には、防水対策を別途考えてください。

15. バスダクトの区画貫通部防火措置工法にはどのようなものがあるのでしょうか？
ケーブル貫通部用と同様な工法があります。壁貫通部には、耐熱シール材・耐火板・耐火充填材を用いたサンドイッチ工法、床貫通部には、
これらの材料に鋼製スリーブを加えたスリーブ工法と、壁貫通部と同様のサンドイッチ工法があります。これらの工法は全て大臣認定
を取得しています。詳しくは弊社技術部までお問い合わせください。

16. 金属ダクトが防火区画を貫通する場合の大臣認定工法はあるか？
金属ダクトが壁を貫通する場合に適用可能な工法があります。詳しくは弊社技術部までお問い合わせください。
なお、従来は金属ダクトを対象とした大臣認定工法が存在しませんでしたので、金属ダクトで貫通する場合について電気設備工事共
通仕様書及び工事標準図と建築設備設計・施工上の指導指針に、施工方法の参考例が記載されており、これを適用しておりました。 

（金属ダクトが床を貫通する場合については、現在でも大臣認定工法が存在しないので、従来通りの施工を行う必要があります。）
17. 電線管（金属管と硬質塩化ビニル管）の防火措置工法には、どのようなものがあるのでしょうか？

1.	金属管が防火区画の壁面、あるいは床面よりそれぞれ両側に1m以上施設されている場合、壁、或いは床と金属管のすき間に、モルタ
ル等の不燃材料を充填することによって政令の規定を満足します。（建築基準法施行令第112条第20項、129条の2の4第1項第七号イ）
尚、金属管の端部は耐熱シール材等で密閉することが望ましいです。 

2.	硬質塩化ビニル管に関しては以下の条件を満足している場合、壁、或いは床と硬質塩化ビニル管のすき間にモルタルその他の不燃材
料を充填することによって規定を満たします。

	 （1） 硬質塩化ビニル管の太さは外径90mm未満、肉厚は5.5mm以上であること。
	 （2） 内部に電線を挿入していない予備配管にあっては、当該間の先端を密閉してあること。
	 建設省告示第1422号「準耐火構造の防火区画を貫通する給水管、配電管その他の管の外径を定める件」に用途、材質に応じた寸法仕様

が表記されています。 尚、電線管に関する大臣認定工法を用いる場合には、この限りではありません。 
18. 合成樹脂製可とう管（PF管）の区画貫通部防火措置工法にはどのようなものがあるのでしょうか？

防火区画の貫通部にPF管を直接貫通させての使用はできません。しかし、図のように
それぞれ両側1m以内の距離に不燃材料の管を使用し、かつ防火区画と不燃材料の管と
のすき間をモルタル等の不燃材料で埋め、その管の中にPF管を配管する場合は使用で
きます。 不燃材料の管の端部は耐熱シール材等で密閉する事が望ましいです。

（建築基準法施行令第112条第20項及び、第129条の2の4第1項第七号）  
尚、合成樹脂製可とう管に関する大臣認定工法を用いる場合にはこの限りではありま
せん。 

19. 予備ケーブル用床貫通孔の耐火処理は、上下に鉄板を取付ければよいでしょうか？
予備とはいえ、貫通孔ですので大臣認定工法で施工すべきと考えますが指定確認検査機関や関係者官庁へも事前に相談されることをお
奨めします。

20. 消防法でいう令8区画に対して、どのような認定や評定が必要なのでしょうか？
基本的に、消防法施行令第8条に規定されている耐火構造の壁や床をケーブル配線が貫通する事は認められておりません。
配管類については、平成7年3月31日付けの消防予第53号通知により、消防法で規定している区画を貫通する場合の管の要求性能が定め
られており、建築基準法で規定される大臣認定工法とは別の（一財）日本消防設備安全センタ-による評価を受けた工法を使用するように
求められていましたが、平成13年の同通知改正により、（一財）日本消防設備安全センタ-に係わる記述が全て削除されております。この
ことから、現在では（一財）日本消防設備安全センタ-評定は必ずしも必要とされるものではありませんが、消防予第53号通知の要求性能
を満たすものとして扱われ、使用されております。

不燃材料

不燃材料の管

耐熱シール材等

1m以上 PF管

Q&A
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材料
1. 防火材料とは何を指すのですか？

建設省通達昭和44年住指発第325号「防火材料認定要領」の中で、不燃材料、準不燃材料、難燃材料、更に準難燃材料を総称して「防火材
料」と定義していますが、建設省通達平成12年住指発第682号第2「防火に関する基準の見直しについて」の中で、不燃材料、準不燃材料
及び難燃材料について、「技術的基準に適合するものとして、不燃材料等である建築材料」と記されており、現在の建築基準法、建築基準
法施行令、建設省（現国土交通省）告示には、準難燃材料に関しての規定は述べられておりません。

2. 不燃材料とはどのように規定されているのですか？
建築基準法第2条第九号に、建築材料のうち、不燃性能に関して政令で定める基準に適合し、国土交通大臣が定めたものあるいは認定し
たものと定められています。政令では、その技術的基準は加熱開始後20分間次の要件を満足することとしています。（建築基準法施行令
第108条の2）

 1.	燃焼しないものであること。 
 2.	防火上有害な変形、溶融、き裂その他の損傷を生じないものであること。 
 3.	避難上有害な煙またはガスを発生しないものであること。 

また、建設大臣が定めた不燃材料は、平成12年5月30日建設省（現国土交通省）告示第1400号にて以下の様に示されています。

 1.	コンクリート
 2.	れんが 
 3.	瓦 
 4.	陶磁器質タイル 
 5.	繊維強化セメント板 
 6.	厚さが3mm以上のガラス繊維混入セメント板 
 7.	厚さが5mm以上の繊維混入ケイ酸カルシウム板 
 8.	鉄鋼 
 9.	アルミニウム 
10.	金属板 
11.	ガラス 
12.	モルタル 
13.	しっくい 
14.厚さが10mm以上の壁土
15.	石 
16.	厚さが12mm以上の石膏ボード（ボード用原紙の厚さが0.6mm以下のものに限る） 
17.	ロックウール 
18.	グラスウール 

不燃材料の指定方法であった昭和45年建設省（現国土交通省）告示第1828号は廃止され、国土交通大臣の認定を受けるための不燃性能
は、国土交通大臣に指定された性能評価機関による不燃性能試験に規定され、次の（1）又は（2）のいずれかを満足した場合、不燃材料と
認められます。 
 1.	不燃性試験又は発熱性試験のいずれかに合格し、かつガス有毒性試験に合格したもの。
 2.	不燃性試験又は発熱性試験のいずれかに合格し、かつ不燃材料の基材に化粧を施したもので、 その化粧層の有機化合物の合計質量が

200g/m2以下のもの、及び予め基材の表面に木質系の材料等が施されている場合の化粧層の有機質は、 表面に木質系部分を加味した
総有機質の合計質量が400g/m2以下のもの。 

3. 準不燃材料とはどのように規定されているのですか？
建築基準法施行令第1条第五号に建築材料のうち、通常の火災による火熱が加えられた場合に加熱開始後10分間、不燃材料の技術的基
準と同じ3項目の要件を満足したとして、国土交通大臣が定めたものあるいは認定したものを準不燃材料として定められています。また、
国土交通大臣が定めた準不燃材料として、平成12年5月30日建設省（現国土交通省）告示第1401号にて以下の様に示されています。

 1.	不燃材料のうち国土交通大臣が定めたもの 
 2.	厚さが9mm以上の石膏ボード（ボード用原紙の厚さが0.6mm以下のものに限る） 
 3.	厚さが15mm以上の木毛セメント板 
 4.	厚さが9mm以上の硬質木片セメント板（かさ比重が0.9以上のものに限る） 
 5.	厚さが30mm以上の木片セメント板（かさ比重が0.5以上のものに限る） 
 6.	厚さが6mm以上のパルプセメント板 
また、国土交通大臣の認定を受けるための準不燃性能は、国土交通大臣に指定された性能評価機関による準不燃性能試験に規定され、
次の1又は2のいずれかを満足した場合、準不燃材料と認められます。

 1.	発熱性試験又は模型箱試験のいずれかに合格し、かつガス有毒性試験に合格したもの。 
 2.	発熱性試験又は模型箱試験のいずれかに合格し、かつ不燃材料又は準不燃材料の基材に化粧を施したもので、その化粧層の有機化合 

物の合計質量が不燃材料の基材にあっては200g/m2以下のもの、準不燃材料の基材にあっては100g/m2以下のもの、及び予め基材
の表面に木質系の材料等が施されている場合の化粧層の有機質は、表面に木質系部分を加味した総有機質の合計質量が400g/m2以下
のもの。

	 また、これらの性能を規定化し明確化したことで、準不燃材料といえば、不燃材料を含み、 上位構造が下位構造を含むこととして整
理されています。
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4. 難燃材料とはどのように規定されているのですか？
建築基準法施行令第1条第六号に建築材料のうち、通常の火災による火熱が加えられた場合に加熱開始後5分間、不燃材料の技術的基準
と同じ3項目の要件を満足したとして、建設大臣が定めたものあるいは認定したものを難燃材料として定められています。また、国土交
通大臣が定めた難燃材料として、平成12年5月30日建設省（現国土交通省）告示第1402号にて以下の様に示されています。

1.	 準不燃材料のうち国土交通大臣が定めたもの 
2.	 難燃合板で厚さが5.5mm以上のもの 
3.	 厚さが7mm以上の石膏ボード（ボード用厚さが0.5mm以下のものに限る） 
また、国土交通大臣の認定を受けるための難燃性能は、国土交通大臣に指定された性能評価機関による難燃性能試験に規定され、 次の1
又は2のいずれかを満足した場合、難燃材料と認められます。

1.	 発熱性試験又は模型箱試験のいずれかに合格し、かつガス有毒性試験に合格したもの。 
2.	 発熱性試験又は模型箱試験のいずれかに合格し、かつ不燃材料、準不燃材料又は難燃材料の基材に化粧を施したもので、その化粧層

の有機化合物の合計質量が不燃材料の基材にあっては200g/m2以下のもの、準不燃材料及び難燃材料の基材にあっては100g/m2以
下のもの、及び予め基材の表面に木質系の材料等が施されている場合の化粧層の有機質は、表面に木質系部分を加味した総有機質の
合計質量が400g/m2以下のもの。 

また、これらの性能を規定化し明確化したことで、難燃材料といえば準不燃材料、不燃材料を含む事となり、前項目と同様、上位構造
が下位構造を含むこととして整理されています。

5. 建築材料を性能試験によってまとめるとどのようになるのですか？

※ 準不燃材料と難燃材料に適用される試験項目は同じでも、判定の基準が異なるなどの違いがあります。
6. 大臣認定工法に使用される材料にはどんなものがあるのですか？

耐火ブロック、耐熱シール材、ロックウール、特殊耐火充填材、耐熱レジン材、けい酸カルシウム板、特殊耐火板、延焼防止塗料、延
焼防止シート等があります。

7. 性能評価書に記載されている材料と同種類の材料であって、メーカーの異なる材料を使用した場合、大臣認定工法といえますか？
性能評価書に記載されている材料が使用され、その通りの工法が実施されてはじめて大臣認定工法といえます。従って、同種、同性能
であってもメーカーの異なるものを用いた場合は大臣認定工法とはいえません。但し、けい酸カルシウム板とロックウールについては
建設省（現国土交通省）告示第1400号に従う材料であれば使用できます。

8. 大臣認定工法を評定通りに施工した上で、追加措置をしても良いですか？
基本的に大臣認定工法の性能を損なわない追加措置は許されます。例えばケーブル延焼防止塗料の塗布等。

9. ロックウールと石綿はどのように違うのですか？
ロックウールは岩綿とも呼ばれ、工業製品です。石綿はアスベストとも呼ばれ、天然鉱産物で異なるものです。ロックウールは、けい
酸質岩石、玄武岩、石灰岩、スラグ等の溶融物より生成された非結晶ガラス質繊維です。一方、石綿は蛇紋岩や角閃石に地殻変動など
の原因で熱水が作用し、霜柱上に自然に結晶質化した繊維で、微細な小繊維の束からなっています。

建築材料
不燃材料 準不燃材料 難燃材料

性能試験
不燃性試験または発熱性試験 ○
模型箱型試験または発熱性試験 ○ ○
ガス有害性試験 ○ ○ ○

○…適用を受ける試験項目

Q&A
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工法の品質管理について
1. 「工法表示ラベル」とはどのようなものですか？

国土交通大臣認定工法通りに施工されたケーブル配線の防火貫通部の防火措置に対して、ケーブル防災設備協議会が共通形式で作成し
会員が発行するラベルです。工法表示ラベルには、品質管理のため大臣認定番号、評定取得社名と共に施工会社名と施工年月を表示し、
施工の信頼性を高めていくことを目的としています（過去にBCJ評定を取得している工法については、評定番号を記しています。）尚、
2013年版「建築設備設計・施工上の運用指針」には「認定工法による防火措置を実施した場合には、認定を取得した工法であることを明
確に示すため、施工者は、その工法の認定番号、認定取得会社、施工会社名等を記載したマークやラベルを施工箇所の容易にわかる位
置に貼る等、留意すべきである。」と指導されています。 

※	2000年6月以降に認定取得したものはBCJ評定番号は記載されておりません。
※	縁取りとロゴの色は、2000年5月迄に取得しているものに関しては、ケーブル貫通部が赤色、バスダクト貫通部が緑色。それ以降の    

ものは、区別無く青色です。  
2. 防火区画貫通部を国土交通大臣認定工法で施工する場合、施工者には講習の受講や資格が必要ですか？

法律では、施工に関する講習の義務付け、資格の取得を規定していませんが、国土交通大臣認定工法は、認定通りの材料を使って、認
定通りに施工した時に初めて効力を発揮するものですので、工法内容の理解が非常に重要となっております。したがって、ケーブル防
災設備協議会主催の「施工者講習会」、または認定取得会社が主催する「工法説明会」、「講習」等へ積極的に参加することをお奨めいたしま
す。また、資格ではありませんが、協議会主催の「施工者講習会」に参加され、一定のレベルの技術・知識を保有、理解されたと確認で
きた方には、修了書及び修了番号を発行いたします。尚、修了番号は、工法表示ラベルに記載することが出来ます。

3. 施工者講習会とはどのようなものですか？
ケーブル防災設備協議会が主催で行う、認定工法施工の技術力及び安全性向上のための「ケ-ブル防火区画貫通措置に関する講習会」です。 
ケ-ブル防災設備協議会では、貫通部措置に関する品質向上を目指した様々な啓蒙活動をしてきており、品質向上活動の一環として
2002年度より実施することとなりました。講習会実施の詳細につきましては、ケ-ブル防災設備協議会ホームページ（https://www.
cfaj.gr.jp）を御覧下さい。

4. 工法表示ラベルの請求にはどのような手続きがありますか？
現在、ケーブル防災設備協議会の工法表示ラベル運用基準の見直しにより、認定材料の誤使用のおそれの少ない製品（キット製品）を対
象に、工法表示ラベルを同梱しております。紛失なさらないように注意してください。また材料単品の購入で認定工法の施工を行われ
たり、紛失されたりした場合の「工法表示ラベル」の手続きは以下の様になっております。 
 

 
（注1） ラベル発行は請求書受取り後、約10日を要し、施工前に発行することは出来ません。 
（注2） 施工中もしくは施工後に施工品質の確認をさせて頂くことがありますので、その際はご配慮ください。（事前にご連絡致します。） 

5. 国土交通大臣認定工法の中でロックウールの充填密度が条件に規定されている場合、どのように管理すればよいでしょうか？
充填後に密度管理をすることは困難なので、施工時の管理が重要となります。開口内体積と充填密度から充填量を算出し、これに見合
う量を充填します。なお、ケーブルを撤去した時には、充填密度が低下しますので、追加充填が必要になります。

6. 認定工法通りに施工できない場合どのようにすればよいでしょうか？
評定工法通り施工できるよう、関係各所と相談を行ってください。

工法表示ラベル例

認
定
取
得
社（
会
員
）

施

工

者

工法表示ラベル・請求書の請求

請求書の発行

請求書に記入ご返送

『工法表示ラベル』の発行（注1）

ケーブル防災設備協議会より引用
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ページ

掲　載
ページ

掲　載
ページ

OMS75 1組 112
OMS100 1組 112
OMS125 1組 112
OMS150 1組 112

TAF4
TAF44B 1個 52
TAF44BHC1 1個 52
TAF44BHC2 1個 52

TAFA
TAFAPF75 販売終了品 138
TAFAPF100 販売終了品 138
TAFAPF125 販売終了品 138
TAFAPF150 販売終了品 138
TAFAPW50055 販売終了品 144
TAFAPW75080 販売終了品 144
TAFAPW100110 販売終了品 144
TAFAPW125135 販売終了品 144
TAFAPW150160 販売終了品 144
TAFAS3020 1組 114
TAFAS4020 1組 114
TAFAS5020 1組 114
TAFAS6020 1組 114
TAFAS7020 1組 114
TAFAS8020 1組 114
TAFAS9020 1組 114
TAFAS10020 1組 114
TAFAS11020 1組 114
TAFAS12020 1組 114
TAFAS13020 1組 114
TAFASC3020 1組 117
TAFASC4020 1組 117
TAFASC4030 1組 117
TAFASC4050 1組 117
TAFASC5020 1組 117
TAFASC6020 1組 117
TAFASC6030 1組 117
TAFASC6050 1組 117
TAFASC7020 1組 117
TAFASC8020 1組 117
TAFASC9020 1組 117
TAFASC10020 1組 117
TAFASC11020 1組 117
TAFASC12020 1組 117
TAFASC13020 1組 117

TAFASH3020 1組 116
TAFASH4020 1組 116
TAFASH5020 1組 116
TAFASH6020 1組 116
TAFASH7020 1組 116
TAFASH8020 1組 116
TAFASH9020 1組 116
TAFASH10020 1組 116
TAFASH11020 1組 116
TAFASH12020 1組 116
TAFASH13020 1組 116
TAFASW30 1組 116
TAFASW40 1組 116
TAFASW50 1組 116

TAFB
TAFBXCK2 1箱（10組入） 50
TAFBXCK3 1箱（10組入） 50
TAFBXCK4 1箱（10組入） 50
TAFBXR2 1箱（10組入） 22
TAFBXR3 1箱（10組入） 22

TAFC
TAFCDP 1袋（10個入） 46
TAFCT-003 1組 96
TAFCT-010 1組 96
TAFCT-020 1組 96
TAFCTS 1袋（10個入） 96

TAFD
TAFDLT5 販売終了品 171
TAFDP3 1箱 170
TAFDP5 1箱 170
TAFDP5S 1箱 170
TAFDP10 1箱 170

TAFH
TAFHD-L 1袋（10個入） 164
TAFHD-S 1袋（10個入） 164

TAFI 
TAFIB30 1巻 8
TAFIK50 1組 5
TAFIK75 1組 5
TAFIK100 1組 5
TAFIK125 1組 5

TAFIK150 1組 5
TAFIMY50 1組 37
TAFIMY75 1組 37
TAFIMY100 1組 37
TAFIMY125 1組 37
TAFIMY150 1組 37
TAFIMY175 1組 37
TAFIMY200 1組 37
TAFIP39L 1巻 40・81
TAFIP75L 1巻 40・81
TAFIP104L 1巻 40・81
TAFIPQ50 1組 131
TAFIPQ75 1組 131
TAFIPQ100 1組 131
TAFIPQ125 1組 131
TAFIPQ150 1組 131
TAFIS100 1袋（10枚入） 8
TAFIS130 1袋（10枚入） 8
TAFIS180 1袋（10枚入） 8
TAFITP 1袋（10個入） 55

TAFK
TAFKB2050 1組 121
TAFKB6090 1組 121
TAFKB100120 1組 121
TAFKCS 1袋（10枚入） 80
TAFKDP 1袋（10組入） 48
TAFKMG 1枚 170
TAFKP 1袋 8・46・170
TAFKP36 1箱（36袋入） 8・170
TAFKYS50 1個 110
TAFKYS75 1個 110
TAFKYS100 1個 110
TAFKYS125 1個 110
TAFKYS150 1個 110
TAFKYS175 1個 110
TAFKYS200 1個 110

TAFM
TAFMB-50 1組 2
TAFMB-75 1組 2
TAFMB-100 1組 2
TAFMB-125 1組 2
TAFMB-150 1組 2
TAFMG3020 1組 98
TAFMG4020 1組 98

品番索引
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TAFMG5020 1組 98
TAFMG6020 1組 98
TAFMG7020 1組 98
TAFMG8020 1組 98
TAFMG9020 1組 98
TAFMG10020 1組 98
TAFMG11020 1組 98
TAFMG12020 1組 98
TAFMHW10 1組 118
TAFMHW20 1組 118
TAFMHW3020 1組 118
TAFMHW4020 1組 118
TAFMHW5020 1組 118
TAFMHW6020 1組 118
TAFMHW7020 1組 118
TAFMHW8020 1組 118
TAFMHW9020 1組 118
TAFMHW10020 1組 118
TAFMHW11020 1組 118
TAFMHW12020 1組 118
TAFMK50 1組 34
TAFMK75 1組 34
TAFMK100 1組 34
TAFMK125 1組 34
TAFMK150 1組 34
TAFMM 1箱（10枚入） 54
TAFMT-016 1組 157
TAFMT-020 1組 157
TAFMT-024 1組 157
TAFMT-L 1組 81
TAFMT-M 1組 81
TAFMT-S 1組 81
TAFMTJ 1箱（20本入） 81

TAFN
TAFNP19 1組 44
TAFNP82 1組 44
TAFNP92 1組 44
TAFNP104 1組 44
TAFNP2531 1組 44
TAFNP3951 1組 44
TAFNP6375 1組 44
TAFNPQ50KK 1組 125
TAFNPQ75KK 1組 125
TAFNPQ100KK 1組 125
TAFNPQ125KK 1組 125

TAFNPQ150KK 1組 125
TAFNPR20 1箱（10組入） 24
TAFNPR30 1箱（10組入） 24
TAFNPR40 1箱（10組入） 24
TAFNPR50 1箱（10組入） 24

TAFO
TAFOS50 1袋（10枚入） 120
TAFOS75 1袋（10枚入） 120
TAFOS100 1袋（10枚入） 120
TAFOS125 1袋（10枚入） 120
TAFOS150 1袋（10枚入） 120

TAFP
TAFPK3020 1組 106
TAFPK4020 1組 106
TAFPK5020 1組 106
TAFPK6020 1組 106
TAFPK7020 1組 106
TAFPK8020 1組 106
TAFPK9020 1組 106
TAFPK10020 1組 106
TAFPK11020 1組 106
TAFPK12020 1組 106
TAFPKM7010 1組 102
TAFPW75 1組 26
TAFPW100 1組 26
TAFPW125 1組 28
TAFPW150 1組 28
TAFPWS75 1組 30
TAFPWS100 1組 30
TAFPWS125 1組 30
TAFPWS150 1組 30

TAFR
TAFRF10 1袋 171
TAFRPA10 1箱（20組入） 20
TAFRPA30 1箱（10組入） 20
TAFRPA50 1箱（10組入） 20
TAFRS50S 1箱（10組入） 111
TAFRS75S 1箱（10組入） 111
TAFRS100S 1箱（10組入） 111
TAFRXB-006 1組 61
TAFRXB-008 1組 61
TAFRXB-010 1組 61
TAFRXB-012 1組 61

TAFRXB-014 1組 61
TAFRXB-016 1組 61
TAFRXB-018 1組 61
TAFRXB-020 1組 61
TAFRXB-022 1組 61
TAFRXB-024 1組 61
TAFRXBJ 1袋（2個入） 62
TAFRXB-L 1箱（5個入） 62
TAFRXB-LL 1箱（5個入） 62
TAFRXB-M 1箱（10個入） 62
TAFRXB-S 1箱（10個入） 62
TAFRXB-SS 1箱（20個入） 62
TAFRXBY-006 1組 60
TAFRXBY-008 1組 60
TAFRXBY-010 1組 60
TAFRXBY-012 1組 60
TAFRXBY-014 1組 60
TAFRXBY-016 1組 60
TAFRXBY-018 1組 60
TAFRXBY-020 1組 60
TAFRXBY-022 1組 60
TAFRXBY-024 1組 60
TAFRXC 1袋（10本入） 63
TAFRXIT 1枚 62
TAFRXMT-016 1組 150
TAFRXMT-020 1組 150
TAFRXMT-024 1組 150
TAFRXMT-10L 1箱（10組入） 64
TAFRXMT-10M 1箱（10組入） 64
TAFRXMT-L 1組 64
TAFRXMT-M 1組 64
TAFRXMTJ 1箱（20本入） 64
TAFRXST-130 1巻 64
TAFRXZ 1箱（30本入） 63

TAFS
TAFSKS2000 1巻 122
TAFSKS5000 1巻 122
TAFSUB 1箱（20枚入） 56
TAFSMT50 1組 13
TAFSMT75 1組 13
TAFSMT100 1組 13
TAFSMT125WY 1組 18
TAFSMT150WY 1組 18
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TAFT
TAFTB-003 1組 77
TAFTB-006　 1組 77
TAFTB-008 1組 77
TAFTB-010 1組 77
TAFTB-012 1組 77
TAFTB-014 1組 77
TAFTB-016 1組 77
TAFTB-018 1組 77
TAFTB-020 1組 77
TAFTB-022 1組 77
TAFTB-024 1組 77
TAFTBB2 1枚 79
TAFTBJ 1袋（20個入） 80
TAFTBK 1箱（30本入） 79
TAFTBS 1箱（5組入） 79・87
TAFTBS1 1組 79・87
TAFTBS2 1組 79・87
TAFTBW-L 1袋（20本入） 80
TAFTBW-M 1袋（20本入） 80
TAFTBW-S 1袋（20本入） 80

TAFW
TAFWB-016 1組 78
TAFWB-020 1組 78
TAFWB-024 1組 78
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貫通部位：床

国土交通大臣認定 （一財）日本消防設備安全センター評定

認定番号 商品名 掲載P
PS060FL-0050 タフロック60マルブロック 2
PS060FL-0080 タフロックカタガワ 106
PS060FL-0221 タフロック60バスダクト用耐火ブロック工法 95
PS060FL-0223 タフロックイチジカンMG 98
PS060FL-0298 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0342 タフロック60バスダクト床専用キット 96
PS060FL-0464 タフロックニジカンパイプ 44

PS060FL-0510 プチロクワイド 26、28
プチロク消防ワイド 30

PS060FL-0554 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0625 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060FL-0682 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060FL-0703 タフロックイチジカン床丸 37
PS060FL-0707 タフロックイチジカン床丸 37
PS060FL-0734 タフロックイチジカン耐火パック 131

PS060FL-0772 タフロック60 77
タフロック60マトメル 157

PS060FL-0787 タフロックスマート 13
PS060FL-0838 タフロックスマート 13
PS060FL-0912-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060FL-1002 タフロックスマート 13
PS060FL-1010 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060FL-1018 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060FL-1076 タフロック床埋設管用耐火シート 54
PS060FL-1103 タフロックイチジカン耐火パック 131

評定番号 商品名 掲載P
KK2022-003号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-004号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-005号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-006号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-007号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-008号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-009号 タフロックイチジカンホールド 164
KK2022-011号 タフロックスマート 13
KK2022-012号 タフロックスマート 13
KK2022-013号 タフロックスマート 13
KK2022-014号 タフロックスマート 13
KK2022-015号 タフロックスマート 13
KK2022-016号 タフロックスマート 13
KK2022-017号 タフロックスマート 13
KK2022-018号 タフロックスマート 13
KK2022-019号 タフロックスマート 13
KK2022-020号 タフロックラクパッド 20
KK2022-021号 プチロク 24
KK2022-022号 プチロク 24
KK2022-023号 プチロク消防ワイド 30
KK2022-024号 プチロク消防ワイド 30
KK2022-025号 プチロク消防ワイド 30

KK2022-026号 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

KK2022-027号 タフロックキョージュー 102
KK2022-028号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-029号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-030号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-031号 タフロックサブウェイ 56
KK2022-032号 タフロックインターフォン耐火パテ 55

認定番号・評定番号索引
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貫通部位：壁
認定番号 商品名 掲載P

PS045WL-1019 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-0090 タフロックカタガワ 106
PS060WL-0153 タフロック60金属ダクト壁用耐火ブロック工法 94
PS060WL-0231 タフロック60　片壁用耐火ブロック工法 94
PS060WL-0233 タフロック60　バスダクト用耐火ブロック工法 95
PS060WL-0274 タフロックイチジカンMG 98
PS060WL-0293 タフロック60マルブロック 2
PS060WL-0305 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060WL-0367 プチロクワイド 26
PS060WL-0368 プチロクワイド 26
PS060WL-0435 プチロク 24
PS060WL-0436 プチロク 24
PS060WL-0466 タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-0535 タフロックキョージュー 102
PS060WL-0544 タフロックイチジカンホ─ルド 164
PS060WL-0545 プチロク消防ワイド 30
PS060WL-0675 タフロックイチジカンホ─ルド 164

PS060WL-0676-1 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0678 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0683 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0684 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0685 タフロックイチジカンパイプ 40

PS060WL-0694 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0695 タフロックイチジカンパットキット 5
タフロックイチジカンパット 8

PS060WL-0743 片壁用ダンパープレート 48

PS060WL-0756 タフロック60 77、78
タフロック60マトメル 157

PS060WL-0762 中空壁用ダンパープレート 46
PS060WL-0836 タフロックスマート 13
PS060WL-0859-1 タフロックイチジカンBOXシート 50
PS060WL-0862 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-0864 タフロックスマート 13
PS060WL-0866-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0867-2 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0899 タフロックイチジカンBOXシート 50
PS060WL-0904 タフロックスマート 13
PS060WL-0911-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0927-1 タフロックイチジカンパイプ 40
PS060WL-0971 タフロックスマート 13
PS060WL-1063 タフロックイチジカン耐火パック 131
PS060WL-1080 タフロックスマート 13
PS060WL-1127-2 タフロック片壁用イチジカン耐火パック 125
PS060WL-1130 タフロックラクパッド 20
PS060WL-1131 タフロックラクパッド 20
PS060WL-1148 タフロックラクパッド 20
PS060WL-9068 タフロックニジカン壁丸 34



後付26

BCJ評定・拡大認定読替表

BCJ評定番号 旧国土交通大臣認定番号 国土交通大臣認定番号 商品名 掲載P

BCJ-防災-77
PS060FL-9045 ─

タフロックニジカン ─
PS060WL-9455 ─

BCJ-防災-97
PS060FL-9091 → PS060FL-0464

タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-9092 → PS060WL-0466

BCJ-防災-135 PS060FL-9072 ─ タフロックニジカンウエカラ工法 ─

BCJ-防災-139
PS060FL-9093 → PS060FL-0464

タフロックニジカンパイプ 44
PS060WL-9094 → PS060WL-0466

BCJ-防災-289 PS060FL-9069 ─ 床サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-290 PS060WL-9070 ─ 壁サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-291 PS060FL-9084 ─ 床オクダケ工法 ─
BCJ-防災-292 PS060FL-9074 ─ タフロックニジカンウエカラ工法 ─
BCJ-防災-293 PS060FL-9071 ─ 床ウエカラ工法 ─
BCJ-防災-294 PS060WL-9458 ─ 壁サンドイッチ工法 ─
BCJ-防災-295 PS060FL-9459 ─ 床流し込み工法 ─
BCJ-防災-296 PS060FL-9460 ─ タフロックシリコーンシールSE ─

BCJ-防災-399
PS060FL-9085 ─

ヒートメル-PC ─
PS060WL-9086 ─

BCJ-防災-400（変1）
PS060FL-9095 ─

タフロックニジカン-AP ─
PS060WL-9096 ─

BCJ-防災-897 (変2） → ─ タフロックニジカン-APF 138
BCJ-防災-921（変1） PS060FL-9056 ─ タフロックニジカンユカウエ ─
BCJ-防災-949（変1) PS060WL-9059 ─ タフロックニジカン-OA ─
BCJ-防災-1091（変2） PS060WL-9067 → ─ タフロックニジカン-APW 144
BCJ-防災-1092 → PS060WL-9068 タフロックニジカン壁丸 34
BCJ-防災-1264 PS060FL-9060 ─ タフロックニジカン床丸 ─
BCJ-防災-1432（変1） PS060FL-9055 ─ タフロックニジカンウエカラライト ─
BCJ-防災-1557 PS060WL-9454 ─ タッチイン ─
BCJ-防災-1618 PS060WL-9052 ─ タフロックニジカンカベライト ─

BCJ-防災-1852
PS060FL-9036 ─

ヒートメル-200 ─

PS060WL-9037 ─

BCJ-防災-1853
PS060FL-9040 ─
PS060WL-9041 ─

BCJ-防災-1854
PS060FL-9063 ─
PS060WL-9064 ─

BCJ評定、国土交通大臣認定の番号を読み替えした対比表です。
左から右へとBCJ評定から国土交通大臣認定への移り変わりを表わしています。
BCJ評定読替表

旧国土交通大臣認定番号 国土交通大臣認定番号 商品名 掲載P
PS060WL-0017 → PS060WL-0141 →

PS060WL-0231 → PS060WL-0756
タフロック60 82

PS060WL-0018 →
PS060WL-0061 →
PS060FL-0048 →

PS060FL-0232 → PS060FL-0497 → PS060FL-0772
PS060FL-0049 →
PS060WL-0051 → PS060WL-0293 タフロック60マルブロック 3
PS060WL-0247 → PS060WL-0435

プチロク 24
PS060WL-0248 → PS060WL-0436
PS060FL-0604 → PS060FL-0682

タフロックイチジカンパイプ 41

PS060WL-0605 → PS060WL-0683
PS060WL-0606 → PS060WL-0684
PS060WL-0607 → PS060WL-0685
PS060WL-0867 → PS060WL-0867-1 → PS060WL-0867-2
PS060WL-0866 → PS060WL-0866-1
PS060FL-0911 → PS060FL-0911-1
PS060FL-0912 → PS060FL-0912-1
PS060FL-0927 → PS060FL-0927-1

PS060WL-0676 → PS060WL-0676-1
タフロックイチジカンパットキット 6
タフロックイチジカンパット 9

PS060WL-0624 → PS060WL-0812 → PS060WL-0995 → PS060WL-1063
タフロックイチジカン耐火パック

133
PS060FL-0630 → PS060FL-0860 → PS060FL-1010 132
PS060WL-0674 → PS060WL-0862 133
PS060FL-0837 → PS060FL-0926 → PS060FL-1002

タフロックスマート 14
PS060WL-0839 → PS060WL-0972 → PS060WL-1080
PS060WL-0841 → PS060WL-1127 → PS060WL-1127-1 → PS060WL-1127-2 タフロック片壁用イチジカン耐火パック 126
PS060WL-0852 → PS060WL-0971 タフロックスマート 14
PS060WL-0859 → PS060WL-0859-1 タフロックイチジカンBOXシート 50

拡大認定読替表

BCJ評定・拡大認定読替表



●	本カタログの掲載内容は、2022年12月現在のものです。
●	本カタログに掲載の表示価格には消費税は含まれておりません。消費税は別途申し受けます。
●	原材料などの変動により、予告なしに価格を変更することがありますので予めご了承願います。また、

価格の表示がない商品は、特に原材料などの相場の変動が激しい商品のため、その都度、最寄りの営業
所へご照会ください。

●	商品によっては、都合により納期区分を変更することがありますので予めご了承ください。
●	本カタログの掲載製品の詳細につきましては、最寄りの営業所へお問い合わせください。

ご購入の前に

●	ご使用前に本カタログ、取扱説明書記載の「 警告」「 注意」「使用上のご注意」等をよくお読みの上、
正しくお使いください。「 警告」「 注意」「使用上のご注意」はそれぞれの間違った使用による危険
性の程度を高い順に示しています。本カタログに記載している用途とは異なった使用、施工上の不備に
よる不具合については責任を負うことはできません。

●	製品の使用方法など技術的なご質問は技術部へお問い合わせください。
●	ボルト・ナット類は確実に締め付けてください。緩み、落下の恐れがあります。

安全に関する注意事項

●	改良のため、予告なしに製品の仕様（形状、寸法、板厚など）を変更することがあります。省資源、環境
に配慮し、性能を落とさない範囲で改良を継続していく所存です。

●	製品の色は印刷の関係上、実際と異なる場合がありますので予めご了承願います。

使用上のご注意



2023.02.12.88T-1

ネグロス電工　全国営業所一覧
※商品、納期についてのお問い合わせは、最寄りの営業所へ

●技術的なお問い合わせは     〈 技 術 部 〉     TEL（03）6426-0509 FAX（03）6426-0519

札 幌 営 業 所 〒003-0872 札幌市白石区米里2条4-7-30
TEL（011）874-7755	 FAX（011）874-7761

盛 岡 営 業 所 〒020-0837 岩手県盛岡市津志田町1-6-50
TEL（019）635-8771	 FAX（019）635-6667

仙 台 営 業 所 〒984-0002 宮城県仙台市若林区卸町東3-3-16
TEL（022）781-6200	 FAX（022）781-6300

郡 山 営 業 所 〒963-8071 福島県郡山市富久山町久保田字宮田46-1
TEL（024）941-1355	 FAX（024）941-3550

前 橋 営 業 所 〒379-2104 群馬県前橋市西大室町1257-5
TEL（027）230-3181	 FAX（027）230-3182

栃 木 営 業 所 〒322-0016 栃木県鹿沼市流通センター 54番地
TEL（0289）76-1741	 FAX（0289）76-2284

土 浦 営 業 所 〒300-0061 茨城県土浦市並木3-15-6
TEL（029）825-2120	 FAX（029）825-2160

大 宮 営 業 所 〒331-0811 埼玉県さいたま市北区吉野町1-371-5
TEL（048）660-6890	 FAX（048）660-6831

千 葉 営 業 所 〒275-0023 千葉県習志野市芝園2-6-4
TEL（047）454-6200	 FAX（047）454-6388

東京中央営業所 〒135-0062 東京都江東区東雲2-5-17
TEL（03）3528-1700	 FAX（03）3528-1830

足 立 営 業 所 〒121-0062 東京都足立区南花畑3-21-12
TEL（03）3858-6561	 FAX（03）3858-6531

東京北営業所 〒351-0014 埼玉県朝霞市膝折町2-15-41
TEL（048）451-5552	 FAX（048）451-5553

新 宿 事 務 所 〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-22-2 新宿サンエービル13階
TEL（03）5315-4512	 FAX（03）5315-4525

八王子営業所 〒192-0032 東京都八王子市石川町2972-6
TEL（042）639-0577	 FAX（042）639-0579

横 浜 営 業 所 〒236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦2-13-48
TEL（045）780-3200	 FAX（045）780-3201

厚 木 営 業 所 〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津4035-2
TEL（046）284-5321	 FAX（046）284-5324

静 岡 営 業 所 〒422-8027 静岡市駿河区豊田2-4-35
TEL（054）280-4610	 FAX（054）280-6821

三 河 営 業 所 〒444-0246 愛知県岡崎市上三ツ木町字北稗田14-3
TEL（0564）43-5101	 FAX（0564）43-5116

名古屋営業所 〒460-0017 愛知県名古屋市中区松原3-12-15
TEL（052）331-2381	 FAX（052）322-5829

三 重 営 業 所 〒519-0142 三重県亀山市天神2-3638-1
TEL（0595）84-0021	 FAX（0595）84-0022

名 岐 営 業 所 〒491-0105 愛知県一宮市浅井町大日比野字清郷125
TEL（0586）53-6511	 FAX（0586）53-6513

新 潟 営 業 所 〒950-2033 新潟市西区亀貝3385番地
TEL（025）374-7830	 FAX（025）374-7815

松 本 営 業 所 〒390-1104 長野県東筑摩郡朝日村古見3773-1
TEL（0263）99-3650	 FAX（0263）99-3651

金 沢 営 業 所 〒920-0209 石川県金沢市 東
ひがしかがつめ

蚊爪 町ラ21番地
TEL（076）238-6362	 FAX（076）237-6988

京 都 営 業 所 〒601-8182 京都市南区上鳥羽北島田町115番地
TEL（075）693-9411	 FAX（075）693-9611

大 阪 営 業 所 〒552-0012 大阪市港区市岡2-13-43
TEL（06）6573-7111	 FAX（06）6575-3107

神 戸 営 業 所 〒651-2411 兵庫県神戸市西区上新地3-2-4
TEL（078）967-6470	 FAX（078）967-6471

高 松 営 業 所 〒760-0065 香川県高松市朝日町6-2-30
TEL（087）823-4702	 FAX（087）823-4712

松 山 出 張 所 〒791-8012 愛媛県松山市姫原2-1-23 1階東
TEL（089）996-6108	 FAX（089）996-6109

岡 山 営 業 所 〒701-0151 岡山市北区平野765-14
TEL（086）292-9600	 FAX（086）292-9603

広 島 営 業 所 〒731-3168 広島市安佐南区伴南2-4-10
TEL（082）849-6510	 FAX（082）849-5104

松 江 出 張 所 〒690-0044 島根県松江市浜乃木6-33-36 203号
TEL（0852）55-4311	 FAX（0852）55-4312

山 口 営 業 所 〒747-1221 山口市鋳銭司字鋳銭司団地南1184-14
TEL（083）986-2901	 FAX（083）986-2903

福 岡 営 業 所 〒811-2232 福岡県糟屋郡志免町別府西1-2-12
TEL（092）935-1500	 FAX（092）935-6700

長 崎 出 張 所 〒851-2102 長崎県西彼杵郡時津町浜田郷761-8 アネックスＮ101号
TEL（095）814-2100	 FAX（095）814-2101

熊 本 営 業 所 〒862-0967 熊本市南区流通団地1-43
TEL（096）379-8861	 FAX（096）379-8115

大 分 出 張 所 〒870-0934 大分市東津留1-5-6 105号
TEL（097）555-9911	 FAX（097）555-9912

鹿児島営業所 〒891-0131 鹿児島市谷山港3-1-26
TEL（099）263-0070	 FAX（099）263-0071

沖 縄 営 業 所 〒901-2101 沖縄県浦添市西原1-1-15
TEL（098）870-7122	 FAX（098）870-7123

本 　 社 〒136-0071 東京都江東区亀戸2-40-1
TEL（03）5628-7111	 FAX（03）5628-7131

営 業 本 部 〒136-0071 東京都江東区亀戸2-40-1
TEL（03）5628-7123	 FAX（03）5628-7134



取扱店

https://www.negurosu.co.jp/
ホームページにてWebカタログ公開中！

貫通部防火措置材

燃えさかる炎と煙を
シャットアウト！
燃焼前 燃焼後

2023/24A
防火商品カタログ
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商品情報サイトで
最新情報を公開中！
掲載商品情報はWebでも
ご覧いただけます。
詳しくは前付17P参照

スマホで検索
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